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			冒険者をクビになったので、錬金術師として出直します！ ～辺境開拓？ よし、俺に任せとけ！②

			佐々木さざめき

			イラストレーション／あれっくす

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			目次

			　

			序章

			物語の再開は、スローペースって話

			親子の再会って、こんな感じだっけって話

			陰謀は、腹の探り合いって話

			憧れの人に会ったら、興奮するだろって話

			初めての弟子入りは、緊張するよなって話

			期待されているってのは、ちょっと恥ずかしいよなって話

			幼馴染みに偶然再会って、何かのフラグかって話

			新たな旅立ちは、気分良くって話

			信用されているってのは、なかなか気づけないって話

			折角だから、度肝を抜いてやろうぜって話

			商人って人種は、油断できないよなって話

			発展するって、わくわくするよなって話

			子供たちが成長するのは、あっという間だよなって話

			メイドさんって、ちょっとドキドキするよねって話

			メイドが起こしに来る日常って、素晴らしいよなって話

			問題って、悪いことばかりじゃないよねって話

			のんびりな日常って、幸せだよなって話

			新しい生活は、冒険の日々って話

			予定が早まると、慌てるよねって話

			どんな苦境でも、諦めるわけにはいかないって話

			困ったときには、メイドが助けてくれるよねって話

			防衛戦ってのは、辛抱だよなって話

			ピンチを救ってくれるのは、仲間って話

			子供の教育は、大人の責任だよなって話

			本当の親友に、言葉はいらないよなって話

			作戦が決まると、スカッとするよなって話

			勝利は、喜びを伴わないとねって話

			安易に儲けようとしても、頭のいいやつには敵わないって話

			【電子限定特典】書き下ろし番外編　屹立する護剣は鈍いか鋭いか？

		

	
		
			　

			序章

			　

			　マウガリア王国。

			　何千年か何万年か不明だが、人類は魔法によって栄華を極めていた。

			　だが、何らかの理由で人類は滅び、世界は魔物で埋め尽くされたという。

			　しかし、人類はしぶとかった。

			　はっきりとした年月は記録にないが、人間はその繁殖力を生かし、大陸の僻へき地ちでその勢力圏を徐々に取り戻していったのだ。

			　失われた魔法技術は多かったが、人類を支えたのが紋章である。

			　一部の素質ある者に刻まれる紋章は、人間の能力を超えた力を与えてくれる。

			　そうした紋章持ちが中心となり、人類はようやく、安住の地を手に入れたのだ。

			　やがて大陸の端に、三大国と呼ばれる、特に巨大な三つの国家が誕生した。

			　マウガリア王国は、その三大国の一つである。

			　高く険しい山脈に囲まれた堅けん牢ろうな立地であり、その地に最初からいる魔物以外と対立せずにすんだことから、巨大な王国を作り上げたのだ。

			　実際には宣言している領土の大半が、いまだ魔物の支配する地域なのだが、少しでも人類の生存圏を広げるため、王国は辺境と呼ばれる広大な土地に、優秀な貴族を送り出し、領土を確保することを命じた。

			　辺境開拓。

			　それが、マウガリア王国に課せられた義務であり、希望であった。

			　その魔物あふれる辺境を治め、開拓する重要な任を与えられたのが、オルトロス・ガンダール・フォン・ベイルロード辺境伯である。

			　マウガリア王国の主張する領土の、実に半分近くを与えられていた。もっともその大半は未開の地であるのだが。

			　彼は今、一通の手紙を前に無言で腕を組んでいた。

			　樫かし製せいの立派な机の上には、辺境の開拓を命じた三男から届いた報告書が置かれている。

			　昨日、冒険者ギルド経由で届けられた資料と手紙には、常識外れの開拓史がつづられていた。

			「……」

			　オルトロスは立ち上がって、窓際に立つ。

			　ぜいたくなガラスを使った窓の外に広がる景色。視界のはるか先は、開拓不可能と言われた土地が広がっているはずだ。

			　王国が自領と定めつつも、人類の手が入っていない危険で広大な土地。

			　オルトロスはそんな危険な未開拓地へ、三男であるカイル・ガンダール・ベイルロードを送り出したことに負い目を感じていた。

			　長男のフラッテンと、次男のザイード、さらに長女のレイラと現正妃であるベラたちに強く推されたという理由がある。

			　辺境伯の跡目争いは、もっぱら長男のフラッテンと次男のザイードが主体だ。

			　実際、身体の弱いカイルを跡目にすることは、領主として不可能だと考えている。

			　もちろん息子たちの思惑は知っていた。

			　たいして権限もないのに民衆の人気を集めていたカイルを、地の果てに追いやり、運が良ければ死んで欲しかったのかもしれない。

			　少なくとも、開拓を失敗して戻ってくれば、息子たちにとってはそれで充分なのだろう。

			　だが……。

			　思考にふけっていると、コンコンと、ドアがノックされた。

			　オルトロスは考えるのをやめ、ドアに視線を向ける。

			「父上。よろしいですか？」

			　その声が息子のものであるのを確認し、許可を出す。彼が呼び出したのだ。

			「うむ。入れ」

			　部屋に入ってきたのは二人。一人はオルトロスの若い頃に似た長男のフラッテン。

			　三十三歳という歳だが、見た目は二十代半ばだ。

			　それもそのはず、彼はその財力に物を言わせ、若返り薬アムリタを定期的に摂取しているのだ。フラッテンに任せた商売で賄っているので文句も言えない。

			　もう一人が鋭い目つきの次男、ザイードだった。彼は母親である第二夫人（現正妻）のベラに似た顔つきをしている。

			　二十九という歳で、こちらは歳相応の見た目だ。

			　だが、その性格はいつまでたっても子供と言うほかない。

			「父上、なにか用事とのことですが？」

			「ああ、カイルのことだ」

			「カイルの？」

			　不思議そうに片眉を持ち上げたフラッテンとは真逆に、ザイードは嫌らしい笑みを浮かべた。

			　次男が何を考えたのか、想像したくもない。

			　オルトロスは二人に、カイルから届いた手紙と報告書の山に視線をやった。

			　たくさんの報告書の一つをフラッテンが手に取り、ざっと読み流すと、彼は眉根をさらに寄せた。

			「これは本当なのですか？」

			「確認はしておらん」

			「ん？　何が書いてあったのだ？」

			　ザイードがフラッテンから報告書をひったくるように奪い、文字に目を走らせる。読み進める度に、その表情が醜く歪ゆがんでいく。

			「な！　なんなのだこれは！　冗談にもほどがあるでしょう!?」

			　ザイードの怒りは、わからないでもない。

			　そこに記されていたのは、開拓村の拡充、住民の増加、店舗の増加、各ギルドからの出店要請などなど。

			　それだけでも信じられない成果のオンパレードなのに、文章はさらに続く。

			「ド、ドラゴンを退治!?　冒険者と村人だけで!?　馬鹿な！　不可能だ！　ありえぬ！」

			「私も少々信じがたいところですね」

			　ザイードだけでなく、フラッテンも追従する。

			「カイルは真面目だ。冗談でこんなことは書かぬだろう」

			「ですが！」

			「わかっている。素直に信じられる案件ではない」

			「では、私が現地に赴おもむいて……！」

			「いや、一度こちらへ報告に来るらしい」

			　言葉を飲み込むザイード。

			「それほど自信があると？」

			「だろうな。手紙と一緒にこんな物が送られてきた」

			　オルトロスが、小瓶を二つ取り出す。

			「それは？」

			「伝承に伝わる万能薬エリクサーだそうだ」

			「はぁ!?」

			　さすがのフラッテンも素すっ頓とん狂きような声を上げざるをえなかった。あまりにも唐突で、無茶苦茶な品だったからだ。

			「馬鹿馬鹿しい！　そんなものは偽物に決まっている！」

			　ザイードも怒り心頭である。

			「二人とも、エリクサーのことで知っていることはあるか？」

			　オルトロスは腕を組み、交互に二人の息子を目で追う。

			「いえ、どんな病気でも治せると物語で読んだ程度ですね」

			　フラッテンが首を横に振り、ザイードもつまらなそうに追随する。

			「私も似たようなものですな」

			　オルトロスは予想していた答えに頷うなずき、本題に入る。

			「……実はな。昔の話だが、国王陛下にエリクサーのことを聞いたことがある」

			「陛下に？」

			「ああ、そのとき陛下はおっしゃっていたのだよ。エリクサーは塗り薬で、食べたら美味しいと」

			　数秒の沈黙が部屋を満たした後、フラッテンが間抜けな声を上げた。

			「は？」

			「塗り薬を……食べる？」

			　ザイードも開いた口が塞がらない様子である。知らなければそうなる逸話だろう。

			「そして、送られてきた薬なのだが、塗り薬だった。ふざけるにしても、一体どこでそんな知識をつけたのだろうな？」

			「「……」」

			　絶句する二人の息子。ごく当たり前の反応だろう。

			「そのエリクサーだがな、カイル自身が試したそうだ」

			「自分で？」

			　フラッテンがなんともいえぬ表情となる。

			「そうだ。そして、その結果……今は健康らしい」

			「はぁ!?」

			「馬鹿な……」

			　驚くのも無理はない。オルトロスは辺境伯という立場を最大限に活用して、様々な医者や薬をカイルに試したが、どれも効果がなかったのだ。

			　それが治るということは少なくともエリクサーそのものか、それに匹敵する治療薬を手に入れたことになる。それ以上オルトロスが何も言わなくとも、二人は理解したようだ。

			　完全に口を閉じてしまった二人に、さらに続ける。

			「さらに、手紙では記せない献上品もあるらしい」

			　フラッテンが眉根を寄せて、顎あごに手をやる。

			「本当にドラゴンを退治したのなら、その素材でしょうが、記せないというのは変ですね」

			「ふん！　大袈裟にもったいぶってるだけだろう！」

			　二人が対照的な態度を見せる。

			「とにかく、この報告が事実であれば、一大事である。カイルの到着は明後日という話だ。予定を空けておけ。その薬は一つずつ持っていっていい。調べるもよし、使うのもよしだ。陛下に献上することも考えたが、真偽不明の物を渡すわけにもいかんからな」

			　もっとエリクサーの数があるなら、調べた上で国王陛下に献上するべきだろうが、本物だとしたら二つ以上あるわけがない。ならば二人に渡してしまったほうが建設的だとオルトロスは判断した。

			「はい」

			「わかりました」

			　フラッテンとザイードは一礼すると、部屋を出て行った。

			　オルトロスは再び窓際に立つ。

			「一体、何を持ってくる気だ？　カイル」

			　誰に聞かせるわけでもない呟きが、部屋の中へと溶けていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ザイードは自分の屋敷に戻ると、開口一番怒鳴った。

			「ジャビールを呼べ！　大至急だ！」

			　屋敷でザイードを出迎えた執事が目を丸くする。

			「ジャビール様ですか？　彼女は研究室に……」

			「エリクサーがあると言え！」

			「は？」

			　ザイードが執事の態度にいらつきながら、声を上げると、執事は二重の意味で目を丸くした。エリクサーという単語を聞いたことのないことと、それであのジャビールが研究を中断するのかという戸惑いだ。

			「伝承に聞く万能霊薬エリクサーだ！　本物かどうか調べさせる！　あの研究馬鹿でも喜んで出てくるだろう！」

			「はっはい！」

			　執事は慌てて屋敷を飛び出す。

			　しばらくして、薬草の強烈な匂いを漂わせた、目つきの悪い女の子が、ザイードの部屋へと入ってきた。

			「遅いぞ！　ジャビール！」

			「はっはっは、ちょうど研究が盛り上がっていたところだったのじゃ」

			「お前はいつもそれだろう！　それよりもこれだ！」

			「はあはあ、なんでもエリクサーだそうで……まぁどうせ偽物……」

			　容器を受け取った少女、ジャビールがピタリと身体を止めた。

			　しばらく無言でその容器を持ったまま立ち尽くす。

			　ザイードはその幼い容姿を見て思い出す。

			　ジャビールは長男フラッテンの頼みで、若返り薬アムリタの研究に手を出したことがある。ザイードからしても、アムリタには興味があったので、彼女に研究させたのだが、ある日、実験が失敗、暴走して大爆発が起こった。

			　幸い物理的な被害は工房以外なかったのだが、なぜか彼女の容姿が激変してしまう。

			　たしかに彼女は若返った。若返ったのだが……、ジャビールは幼女になっていた。ロリと化していたのだ。

			　それまでの彼女は、ザイード好みの妖艶で非常に大人らしい体つきをしていた若き天才だったというのに。

			　いくらなんでも若返りすぎだろう。

			　兄のフラッテンはその薬を欲しがったが、ジャビールは制御できないという理由で、開発を打ち切った。当然だろう。

			　その事故以来、ジャビールの容姿はまるで成長することがなくなってしまった。

			　まったくもって、もったいない。

			　そんな事情だから、無邪気な少女が小瓶を手に、興奮しているようにしか見えなかった。

			　そんな事を考えていると、ジャビールはようやく最低限まで落ち着き、ザイードに向き直る。

			「ザイード様？　これはどこで手に入れたのじゃ!?」

			「詳しくは言えん！　それで、これは本物なのか？」

			　ジャビールの研究心より、本物かどうかのほうがよほど重要だ。

			「少々お待ちを……〝鑑定〟」

			　わずかに魔法の光を放つ小瓶。

			　それを持つジャビールの手がゆっくりと震えていた。
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			「お、おいジャビール？」

			「し……信じられんのじゃ……これは……間違いなくエリクサーなのじゃ！　それも本物のエリクサーなのじゃ！」

			「なんてことだ……」

			　ジャビールはこと薬や研究に関わることに、嘘や冗談を言わない。だからザイードは霊薬が本物だと確信し、思わず額ひたいを押さえた。

			「ザイード様！　これはどこで!?　どこで手に入れられたのじゃ!?　迷宮か!?　それとも……！」

			「落ち着け、ジャビール！　まだ詳細は言えぬ！　だが明後日にはそれも判明しよう！」

			　ザイードはしがみついてくるジャビールを無理矢理引っぺがす。

			「のじゃ……！　のじゃ！」

			　ジャビールは一度小瓶を掲げると、すぐにそれを大事に抱え込む。絶対に手放すものかという強い意志が見て取れた。

			　ザイードは苦笑して命じる。

			「それはお前に預ける。調べるのは構わぬが、間違っても使用不可能にはするなよ？」

			「ええ！　お任せくださいなのじゃ！　それに現物があれば！　きっと私でも作成することが……！」

			「ええい！　暑苦しい！　とにかく！　調査は任せたぞ！」

			「万事、私にお任せなのじゃ！」

			　ザイードは衿えりをただしてため息を吐く。

			「まったく。相変わらずの研究馬鹿め」

			「くくく……どこで見つかった物かわからぬが、これを元に必ず……必ず錬金してみせるのじゃ！　人類初の錬金術によるエリクサーを作り出してみせるのじゃ！！！」

			　不気味な高笑いを上げる彼女だが、この時点でまだ知らない。

			　それがクラフトという規格外によって錬金されたものだったことを……。

		

	
		
			　

			物語の再開は、スローペースって話

			　

			　俺はその日、馬車に揺られていた。

			　目的地はマウガリア王国の大貴族ベイルロード辺境伯が住まう大都市ガンダール。エリクサーやらなんやらと、いろいろやらかしてしまったので、それらを献上すべく、カイルと一緒にやってきたのだ。

			　今乗っているのは貴族用の立派な馬車である。親であっても辺境伯に会うとなれば、最低限この程度の準備が必要らしい。急いでリーファンに作ってもらったのだ。

			　馬車をひいている馬は、初めからカイルが連れてきたホワイトファング号と、開拓初期からいる村の共有財産である農耕馬のブラックドラゴン号だ。どちらもスタミナポーションで育てられているので、とても丈夫で足が速い。

			　今度、ブラックドラゴン号を買い取れないか相談してみるかな。

			　活動範囲が広がったので、馬が欲しいのだ。

			　馬車を囲むように冒険者が護衛している。レイドックは忙しく今回は同行していないが、彼らもドラゴン戦に参加した強つわ者ものたちで、道中は頼りになった。

			　そんなことをぼーっと考えていると、貴族の管轄する街とは思えない規模の市壁が見えてくる。

			「ガンダールは久しぶりだな」

			　ぼそりと呟くと、同じ馬車で揺られている少年が顔を上げた。

			「クラフト兄様は来たことがあるんですね」

			「ああ、根無しの冒険者だったからな。仕事があれば王国中どこにでも行ったさ」

			　嬉しそうに話し掛けてくるのはこの街と貴族の名を持つ、カイル・ガンダール・ベイルロードだ。ベイルロード辺境伯の三男として生まれるも、生来の身体の弱さから、家族から邪険にされていた。

			　今はエリクサーですっかり健康になったカイルを見て、錬金術師になって本当に良かったと喜びが湧き上がってくる。

			　カイルの兄様呼びは内緒だったのだが、この旅路の間にすっかり仲間たちに広まってしまった。

			　もっとも、全員がニヤニヤするばかりで、何も言ってこなかったのだが。

			　むしろ馬鹿にするなり、からかうなりしてくれ！　逆にいたたまれない！

			　旅の道中、俺は徒歩だったのだが、カイルの妹、マイナに馬車へ引っ張り込まれてしまったのだ。

			　護衛の一人であるペルシアは俺の隣に座っている。

			　マイナはなぜか、俺の膝ひざの上に座っていた。まぁ慣れたけど。そして半ば無理矢理ついてきた狩人のジタローがカイルの隣にいる。なんだこのカオス。

			　マイナはカイルの双子の妹で、抜けるような金髪の美少女なのだが、無口で何を考えているのかわからないところがある。何か話しかけるとそっぽを向くことが多い割に、俺をざぶとん代わりに膝に乗ってきたりするのだ。

			　うーん、孤児院時代にも似たような子はいたが、そういう子は女子連中に面倒を頼んでたから、対処方法がわからないんだよなぁ。

			　まぁ、膝に乗っているときはどことなく機嫌が良さそうなので、好きにさせておこう。カイルも文句はないようだし。

			　馬車の外を歩いているアルファードとペルシアは、カイルが代官として辺境に送られたときにつけられた護衛である。

			　貴族の息子と息女が危険な地に行くのに、たった二人の護衛と思われるかもしれないが、どちらも非常に腕の立つ剣士である。

			　アルファードは少し無骨な感じのする男性騎士で、ペルシアはキリリとした印象の女騎士だ。

			　アルファードは見た目とおりの性格なのだが、ペルシアは若干だが残念美人の気がある。

			　そしてカイルの横で馴れ馴れしく話しているジタローは狩人だ。

			　なんで狩人が貴族と一緒に行動しているんだと不思議な人もいるだろうが、これでも一応ドラゴン討伐に参加して活躍した一人なのである。

			　腕はあるんだ、腕は。

			　それにしても、いくらカイルがどうぞと許しても、それで馬車に喜んで乗り込んでくるジタローの図太さを見習いたい。

			　ジタローは今回護衛の一人として同行している。本人が強く望んだからだ。

			　馬車の窓から身を乗り出して興奮している。

			「へー！　ここが辺境伯様の住むガンダールですかぃ！　すんげぇ人と建物ですなぁ！」

			　ジタローが馬車から顔を出して、街を眺める。開きっぱなしの門の向こうに見える、街並みと人の多さに感激しているようだ。

			「王都の次に人口が多いと言われていますから、人は多いですよ」

			　カイルが嬉しそうに説明しているがジタローよ。貴族に解説させてんじゃないよ。

			「あれ？　大門は開きっぱなしなんですかい？　通行税を取ってる様子がねぇんですが」

			「人の出入りが多すぎて、今はフリーパスなんですよ」

			「へぇ！　そいつぁ凄い！　知ってたらおいらも一度くらい訪れてみればよかったですぜ」

			　入市税は掛からんかもしれんが、旅費はかかるだろ。今がタダだから忘れてるなこいつ。

			「はは。せめて滞在中はゆっくりしてください。ジタローさん」

			「もちろんでさぁ！」

			　二人の様子に、思わず零してしまう。

			「ジタロー。お前って時々凄いよな」

			　もともと気さくで距離感がないとはいえ、貴族であるカイルにこの気安さは凄い。

			　すると、ペルシアが俺に呆れた視線を向けてきた。

			「クラフト。お前も大たい概がいだからな」

			　半目を向けてくるペルシアを無視してカイルに目を向けると、こちらに気がついて人なつっこい笑みを浮かべる。

			　本人は嬉しそうなのに、ペルシアは無言で首を横に振った。

			　解せぬ。

			　なんとなく、俺は会話を切り替えることにした。

			「ガンダールにはでかい冒険者ギルドがあるんだよ」

			　俺が話し出すと、カイルは嬉しそうにこちらに耳を向けた。

			「ここの冒険者ギルドは、このあたりの本部みたいになってるんだよ。辺境伯領は広大だからな。王都だと遠すぎるんだ。冒険者として有名なやつは、ここか王都のどっちかに所属してることが多いんだよ」

			　カイルが頷く。

			「そうですね、地方でＢ級以上の冒険者が滞在しているという話はあまり聞きません」

			「この街で活躍するのは、冒険者の憧れだからな。その分独特の空気感があって、長居しにくいんだ」

			「そんなことがあるんですね」

			「俺は特に実力がなかったからな。どこの職業でも似たようなことはあると思うぞ……ん？」

			　馬車の外で護衛しているアルファードが馬車の扉を軽く叩いてきた。

			「なんでしょう？」

			「どうやら兵士が寄ってきたみたいだな」

			　窓から眺めていると、門番の一人が駆け寄ってきて、アルファードに話し掛ける。

			「そこの方！　もしやベイルロード辺境伯の関係者か？」

			「そうだ」

			　アルファードが適度に警戒しつつ答える。兵士はすぐに一礼した。

			「失礼した。ならばこちらに回られるとよい、大通りは混んでいるからな」

			　どうやら空いている道を案内してくれるらしい。

			「気遣い感謝する！　皆！　こちらに！」

			　アルファードの号令で、一行が指示された裏通りへと向かう。

			　途中、馬車から顔を覗かせたカイルに気づいた兵士が、嬉しそうな笑みを浮かべる。

			「おお！　やはりカイル様！　お帰りなさいませ！」

			　びしりと一礼する兵士に、カイルは穏やかな笑みを見せた。

			「お勤めご苦労様です」

			「はっ！　何やら顔色もいい様子で安心いたしました。地方の空気はよほど合っていたのですね」

			「そのようです。今はとても元気ですよ」

			「おお！　おお！　それはめでたい！」

			　どうやら兵士はカイルの顔を知っていたらしく、健康的な顔色になったカイルに心から喜んでいるようだった。

			「あの……これは一時的な帰郷なのであまり……」

			「あ！　これは失礼いたしました！　もちろん内密に処理いたしますので！」

			「はい。よろしくお願いします」

			　カイルがペコリと頭を下げると、門兵も最上級の敬礼で返していた。

			　だから目立つだろうにと、アルファードは苦笑した。

			　中央通りをずれると馬車の交通が減り、順調に進めるようになる。

			　街の中央に鎮座する、城と見み紛まごう巨大な建築物こそが、目的地の辺境伯の住まいだ。

			　正確には有事の際の建物と、普段暮らす館は別らしいが、同じ敷地内にあるので、俺たち一般人からしたら、区別がない。

			　隣国との戦争も想定しているのだろう、街の作りも複雑で、雑多な空気を醸し出していた。

			　ジタローが圧倒されるような巨大な砦を、間抜け面で見上げている。

			「はー。あれがカイル坊ちゃんのご自宅ですかい」

			「僕は小さな頃に地方の館に移されたので、あまり中へ入ったことはないんですけどね」

			　カイルが困ったような笑みを浮かべる。

			「貴族ってのは実家にも帰れないもんなんですなぁ」

			「おい、ジタロー」

			「あっ！　こいつぁ失礼しやした！　悪気はなかったんですが！」

			　ジタローが慌てるが、カイルはやんわりと微笑ほほえむ。

			「大丈夫ですよ。気にしていません。それどころか、ジタローさんやリーファンさん、クラフト兄様のおかげで、良い報告を持って来れたのですから、感謝しかありませんよ」

			「ううう……カイル坊ちゃんは本当にお優しいや」

			「わかる」

			　ペルシアが大きく頷いた。声に出てるぞ。

			「それにしてもでかい……いや、堅牢だな」

			　ガンダールの街は何度か来たことはあるが、ここまで間近に来たことはなかったので、改めてその威容に圧倒される。用もないのに領主の住まいに近づいたりしないからな。

			「あまり考えたくないですが、何かの非常時で王都に国王陛下がいられなくなったときの避難場所でもありますからね」

			「なるほどなぁ」

			　感心していると、こんこんと馬車の扉がノックされる。窓から覗くとリーファンだった。

			「二人とも、そろそろ降りたほうがいいと思うよ」

			　たしかに馬車に乗ったまま領主の屋敷に入るわけにはいかない。

			「そうだな。ジタロー」

			「はいよ！」

			　ジタローがひょいと飛び降りる。俺も馬車を出ようとしたが、マイナが膝の上から降りてくれないので、脇に手を差し込んで持ち上げ、そのまま向かいの空いた席に降ろすと、なぜか不機嫌そうにぷいと横を向かれた。なんで？

			「本当に兄様はマイナに好かれてますね」

			「カイル……お前の目は節穴か？」

			　どこをどう見たらそう思えるのか頭を捻りながら馬車を降りると、すでにまわり中から注目を集めていた。

			　貴族の関係者だとはっきりわかる旗印を掲げた立派な馬車なのだ。当たり前といえば当たり前だろう。

			　通行人たちがこちらに視線を向けて、ざわざわと騒いでいた。

			「あれは誰の馬車だ？」

			「フラッテン様の旗ではないよな？」

			「ザイード様かな？」

			「馬鹿、ありゃカイル様の旗だよ！」

			「ああ！　久しぶりだから忘れてたよ！」

			「戻られたと言うことは……」

			「そりゃ辺境開拓が失敗したってことだろうよ」

			「しかたないさ。あんな危険な場所、誰にも手を出せない」

			「無事お戻りになったのなら、それで充分さ」

			「ああ、カイル様のおかげで俺たちの生活は少し楽になったんだからな」

			　野次馬の言葉で、気になった文言が耳に入る。

			　カイルのおかげで生活が楽に？

			　チラリとカイルの乗る馬車に視線を向ける。

			　あまり政治に関与していないイメージだったが、何かしらの実績があるのだろうか？

			　そういえば、カイルは辺境開拓前から人気があるらしいと、村人に聞いたことがあったな。

			　そうこうしているうちに、辺境伯邸の巨大な門の前へと到着していた。

			　辺境伯の住む敷地を守る兵士の一人が嬉しそうに飛び出してきた。

			「おお！　アルファード！　久しぶりだな！」

			　どうやら知り合いのようだ。

			「ああ！　貴方もお元気そうで！　連絡は行っていると思いますが、カイル様がご帰宅なされました。開門願います」

			「無論だ。……開門！」

			　鉄製の重い門が左右に開き、ゆっくりと馬車が進んでいく。護衛の冒険者たちも緊張していた。

			　門を潜り、色とりどりの植物が植えられた中庭をとおり抜け、正面の屋敷へと到着する。

			　屋敷の後ろには、城と呼べる建物がそびえていた。

			　こちらの屋敷が、普段暮らす場所なのだろう。

			　砦が巨大で屋敷が小さく見えるが、実際にはこちらの屋敷もかなり巨大で広い。

			　ふと見上げると、館の窓から、見覚えのある男が俺たちを見下ろしていた。

			　いかにも不機嫌という表情を浮かべていたのは、次男のザイードだった。

		

	
		
			　

			親子の再会って、こんな感じだっけって話

			　

			　ベイルロード辺境伯の屋敷に到着した俺たちは、まず応接室へ通された。

			　そこで貴族を相手にする場合の、最低限のマナーや注意事項を聞いた後、大広間へと通される。

			　広間にいるのは俺、カイル、マイナ、リーファン、ペルシア、アルファード。冒険者たちとジタローは屋敷に到着した時点で宿に行っている。

			　それに対するは、オルトロス・ガンダール・フォン・ベイルロード辺境伯その人。

			　少し白髪の交じった厳いかついおっさんだった。

			　その横に二人の息子が並ぶ。

			　長男フラッテンと次男のザイードだ。

			　不思議なことに、フラッテンは俺より少し年上くらいにしか見えない若々しい姿をしている。かなり年上のはずなんだが。

			　ザイードは普通に年上に見えるから謎だ。

			　俺たちは指定された位置に膝をつくと、オルトロスは威厳ある態度でカイルに顔を向けた。

			「久しぶりだな、カイル」

			「はい、お父様」

			　カイルは少し緊張気味に答える。

			「報告書は読んだ。ずいぶんと勇ましいことが書かれていたが、今日はその説明をしてくれるのだろうね？」

			「はい。いくつか相談したいこともあり、直接お伺いさせていただきました」

			　ハキハキと胸を張って喋るカイルの姿を見て、ペルシアが涙ぐんでいる。

			　おかんか！

			「聞きたいことはいくつもあるのだが、まずはあの秘薬の詳細と、直接渡したいという物を見せてもらうか」

			「はい、父上。クラフトおに……クラフトさん。秘薬を全て、出していただけますか？」

			　いきなりかよ!?

			「ああ……いや、はい。ここに並べいただいて構わないでそうろう？」

			　うわあああああ！　やべぇ！

			　緊張で言葉がががが！

			「はい。ここに並べて構いませんよね？　父上」

			「うむ」

			　どうやら俺の口調は無視してくれるらしい。助かる！

			　内心で安あん堵どの息をつきながら、テーブルの上に、薬を並べていく。

			　カイルの病気を完治させた、万能霊薬エリクサーが四四個。

			　全能力を一時的に大幅に引き上げるスラー酒が一二九個。

			　一瓶で約一年若返るアムリタが七三個。

			　うん。改めて並べてみると壮観だわー。

			　あー、容姿端麗のフラッテン兄ちゃんも笑顔が引きつってるわ。なんかアムリタをガン見している。

			　あ、フラッテンの若作りはアムリタのおかげか？　アムリタは他の秘薬と違って、迷宮で時々見つかるからな。

			　ザイードにいたっては、ポカーン状態。

			　オルトロス父ちゃんは、なんか難しい顔をしてる。

			「こちらがあらゆる病魔を治癒するエリクサーです。これは僕自身で効果を確認しましたので、先に二つほど送らせていただきました」

			　ああ、なんでエリクサーだけ送ったのかと思ったら、そういうことだったのか。

			「こちらが、強化薬のスラー酒。こちらが若返り薬のアムリタです。どちらも鑑定では問題ありませんが、実際に試したわけではないので、説明が必要だと思い、直接お持ちしました。作成者はそこのクラフトさんです。作成にあたって、ドラゴンの素材の一部と、その周辺にしか生息できない希少薬草を使用しました。いくつかの材料が、どうしても日持ちしないため、僕の判断でクラフトさんに最良と思われる秘薬を作成していただきました。勝手な判断お許しください」

			　おいおい、そんなこと一言もなかっただろ。万一のときは責任を一人で被るつもりか？

			　絶対させねぇよ？

			　俺が何かフォローするより早く、オルトロス父ちゃんがため息交じりに頷いた。

			「良い。……それにしても、またとんでもないシロモノを、とんでもない数持ってきたものだな」

			「はい。すでに僕の権限で処理できるものではなく、父上にご判断いただくしかありません」

			「たしかに。勝手に売りさばいたりしなかったこと、評価しよう」

			　その言葉に、ザイードの舌打ちが重なった。もちろん誰もそれに突っ込みを入れなかったが。

			「処理に困るのはたしかだが、カイルよ、もっと胸を張りなさい。素晴らしい成果だ」

			「……！　あ、ありがとうございます！　父上！」

			　カイルが今までで一番嬉しそうに頭を下げる。

			「ふむ。さて、これはやはり陛下に献上するのが得策だろうな。こんなものが市場に出回ったら、経済が破は綻たんしかねん」

			　オルトロス父ちゃんが無難な方針を口にすると、なぜか慌ててフラッテン兄ちゃんが口を挟んできた。

			「父上！　献上するのは、エリクサーとスラー酒だけでいいのではないでしょうか!?」

			　口を挟まれると思っていなかったのか、意外そうにオルトロスがフラッテンに顔を向ける。

			「む？　フラッテン。その意図は？」

			「はい！　その秘薬の中で、アムリタだけは市場に出回る物です！　つまり処理に困る物ではありません！　ですので、アムリタだけは私たちが所持、または販売するべきかと!!」

			「ふむ……たしかに。もっともこれだけの数を市場に出して誰が買うのだろうね？」

			　わずかに咎めるような視線をフラッテン兄ちゃんに向ける。

			「そ、それは……」

			　フラッテンは口ごもるが、オルトロスは軽く手を振るにとどめた。

			「良い。アムリタに関しては保留とする。さてカイルよ。次はドラゴン討伐の話を。この秘薬が間接的にそれを証明しているが、直接証明できるものはあるか？」

			　カイルが瞳を輝かせて答える。

			「はい！　実はドラゴンの首をお持ちしております！」

			「何？　荷馬車はなかったようだが？」

			　オルトロス父ちゃん、何気にしっかり確認済みですか。やっぱ有能なんだなこの人。

			「クラフトさんの空間収納で持ってきましたから」

			「ふむ？」

			　それまであからさまに敵意の籠もった表情でカイルを睨にらみ付けていたザイードだったが、急に嫌らしい笑みに変わった。

			　いつもの嫌みったらしい笑みで、カイルに手を向ける。

			「なるほどなるほど。ドラゴンなどと言っているが、少し珍しいトカゲか何かを退治したということだろう？　カイルも貴族らしい物言いを覚えたということか」

			　え？

			　なんで急にトカゲ判断？

			　……あ！　そりゃそうか！　空間収納なんて、普通はそんな大きな物は収納できんもんな！

			　うん。どうやって説明しよ？

			「父上、どこか広い場所に首を出してお見せしたいのですが？」

			　まあ、カイルの提案とおり、直接見せるしか理解してもらえないだろうな。どのみち献上しなきゃいかんわけだし。

			「ふむ。では屋敷裏の庭に」

			「あの……父上。あそこでは広さが足りません」

			「なんだと？」

			　ザイードが楽しそうに両手を広げた。

			「はっ！　こりゃまた大きく出たな！」

			　嫌らしい笑みで続ける。

			「いいではないですか、父上！　広い場所が必要と言うのであれば、正門の敷地側にでも置かせてやれば！」

			「……」

			　オルトロスがザイードの提案に、腕を組んで口をつむぐ。

			　あー、ザイードの思惑が微妙に見えたぞ。

			　屋敷の敷地だが、非常時は兵士が集まれるようになっているのだろう。正門を潜ってすぐの場所は大きなスペースになっていた。

			　広い庭に、たいして大きくないと思い込んでいる魔物の首が置かれたら、より小さく見えると踏んだのだろう。

			　さらに正門の外には、カイルの帰郷に気がついた野次馬がたくさん集まっている。そのままカイルの悪評でも広めたいのかもしれない。

			　だったら、やることは一つだな。

			　決意が緊張を塗りつぶす。

			　俺は思いきってオルトロス父ちゃんに顔を向けた。

			「ベイルロード辺境伯様。口を挟むご無礼を許してもらえますか？」

			「クラフトさん？」

			　俺が口を出すとは思っていなかったのだろう、カイルが不思議そうにする。俺とカイルの様子を見て、オルトロスがゆっくりと頷いた。

			「カイルの錬金術師か。良い。発言を許す」

			「ありがとうございます。正門横というのが、先ほど馬車で入ってきた場所であれば、首を置くのに問題ありません。ただ、いくつかの花壇が潰れてしまいます」

			「は？」

			　ザイードが妙な声を出す。

			　そりゃそうだ。

			　あの場所で花壇が潰れるということは、首の大きさが、最低でも一軒家を超えるということだ。

			「はっ！　そこまで言うのなら見せて見ろ！　花壇などいくらでも直せる！　父上！　よろしいですね!?」

			「しかたない。許す。見せてみろ、錬金術師」

			「はっ！　ありがとうございます！」

			　俺は一礼して、外に移動。執事さんに頼んで、庭にいる全ての人に退避してもらう。

			　二階の窓から様子を見ている貴族たちに頭を下げてから、俺は取り出した。

			　貴族屋敷の大きさに匹敵する、巨大なドラゴンの首を。

			　それは屋敷の広い庭を埋め尽くすほどの、今にも呪詛を吐き出しそうな恐ろしげな巨大なドラゴンの首だった。

			　突然、目の前に出現したとんでもない物に、野次馬たちが言葉を失う。

			　そして、次の瞬間、悲鳴を上げたのだ。

			　うん。今度は俺のせいじゃないからな？　ちゃんと許可を取ったからな？

			　俺はパニックに陥りそうな群衆を見て、即座に用意していた魔法を発動する。

			　これは俺のオリジナル魔法で、魔力にものをいわせて、広範囲に声を伝える魔法である。

			　いくぜ！　フルパワー！

			「聞け！　今ベイルロード辺境伯の住まいに鎮座するは、凶悪なる魔物、ドラゴンの首である！　そう！　首だ！　辺境伯が三男、カイル・ガンダール・ベイルロード様が音頭を取り！　討ち取ったものなり！　皆！　カイル様の偉業を讃えるのだ！」

		

	
		
			[image: p_036.jpg]
		

	
		
			　俺の声が魔力に乗って、あたり一面にまき散らされる。

			　……セリフ変じゃなかったよな？

			　群衆に広がり始めていた混乱の波はゆっくりと収まり、逆に熱狂へと変わっていく。

			　そして自然発生する唱和。

			「「「カイル様万歳！　カイル様万歳！　カイル様万歳！」」」

			　うおおおおおお！　とあたり一面から湧き上がる熱狂。

			　先ほどとは打って変わって、ドラゴンの首を一目見ようと、正面門の前へ戻ってくる住民たち。

			　あっという間に正面門の前に人だかりができた。

			「「「カイル様万歳！　カイル様万歳！　カイル様万歳！」」」

			「マジでドラゴンを退治したのか!?」

			「俺は見たぞ！　恐ろしげで巨大な首を！」

			「お！　俺も見たい！」

			　砦に隣接する家や商店が、にわかに活気づく。

			「えー、今なら銀貨五枚で家の屋根の上に登っていいよ！」

			「それならウチの屋根のほうが良く見えるぞ！　銀貨六枚だ！」

			　近くの家の人間が、ハシゴで屋根に上り、さっそく商売を始める。

			「すげぇ！　辺境伯の屋敷を囲む壁よりもでかい生き物の首だなんて！」

			「ああ！　やっぱりカイル様は俺たちの味方だ！」

			「押すな馬鹿！　潰れるぅ！」

			　門前に押し寄せる野次馬たち。

			「えー、ドラゴン肉の串焼きはいかがっすかー？」

			「ドラゴンの牙を削って作ったお守りだよー！」

			「ほら！　本物のドラゴンの鱗うろこだって！　マジマジ！　え？　さっき見てきたのと大きさが違いすぎる？　え？　そんなデカかったの？」

			「うちは本物のドラゴン肉だよ！」

			「カイル様の姿絵はいかが？　有名な絵師の……」

			「肉が！」

			「魚が！」

			　混乱に乗じて商売をおっ始める商人たち。

			　……いや、ドラゴン魚は無理がありすぎるだろ。

			　あれよあれよという間に、凄い勢いで祭りのような騒ぎに発展していた。

			　なんか思っていたより騒ぎが大きくなってるような？

			　俺は慌てて、先ほど放ったオリジナル魔法の魔力を辿ってみる。

			　どうやら想定していたより、魔法は広範囲に広がっていたらしい。具体的に言うと、このガンダール都市の全地域に声が届いてしまったほどかな？

			　うん。やりすぎた。

			　屋敷の窓を見上げると、ペルシア、アルファード、リーファンが頭を抱え、そしてザイードは顎を外していた。

			　ふん。ざまーみろ。

			　カイルの敵に容赦など必要ないのだ。

		

	
		
			　

			陰謀は、腹の探り合いって話

			　

			　俺の魔法で、都市の隅々にまでドラゴンの首があることを宣伝してしまったため、とんでもない量の住人がベイルロード辺境伯邸に集まっていた。

			　窓からその様子を窺うかがっていたオルトロスが、こめかみを押さえながら兵士を呼び出す。

			「これは収拾がつかんな。しかたない。ドラゴンの首に直接触れられないようぐるりと柵を立て、ドラゴンを見学させよ！　柵をぐるりと回らせ、領民の足を止めさせるなよ！」

			「はっ！」

			　オルトロス父ちゃんが、手際良く指示を出すと、ドラゴンのまわりにぞろぞろとあらわれた兵士たちが、あれよあれよと言う間に、柵を地面に打ち込み、順路を完成させる。

			　一番偉そうな騎士がわざとらしく門の前に立ち、木板をかざす。

			「聞け！　これよりベイルロード辺境伯の御慈悲により、ドラゴンの見学を許す！　ただし！　立ち止まることあたわず！　我ら兵士の指示する速度を守り、二度並ぶような恥ずかしき行為のなきよう！　領民の礼節を辺境伯にお見せしたまえ！」

			　こうして門がゆっくりと開放されると、我先にと順路に突っ込んでくる領民を、どこからあらわれたのか、大量の兵士たちが必死に押さえつける。

			「押すな！　並べ！　ベイルロード辺境伯の領民としての態度を守るのだ！」

			　騎士だか隊長だかわからないが、偉そうな鎧の兵が叫ぶが、あまり効果はない。

			　いや、見学者たちが喧嘩しなくなっただけマシか。

			　軍が動いたことで、屋敷前に秩序が戻り、代わりに大通りに大行列ができていた。

			　兵士が必死に裏道への脇道を閉鎖して、流れを作ったことで、騒がしくも、最初の混乱状態からはなんとか抜け出した。

			　……オルトロス父ちゃん、なんかごめん。

			　兵士に呼ばれ、広間に戻ると、全員が席へと着いていた。俺も案内された席に腰を下ろす。

			「父上、いっそ見学料でも取ったら良かったのでは？」

			「準備もなしにそんなことをしたら、むしろ混乱に拍車がかかる。それに、この功績は広く知られても良かろう」

			　フラッテン兄ちゃんの至極もっともな意見を、オルトロス父ちゃんがバッサリと叩き切る。

			　実は俺も金を取ったらいいのにと考えてしまっていたので、オルトロスの言葉に感心してしまった。

			「まあ良い。後はフォーマルハウトに任せておけば問題ない」

			　オルトロスの呟きに、ペルシアの身体が一瞬ピクリと震えた。

			　あれ？　たしかペルシアの苗字がフォーマルハウトだったよな？

			「カイル。これほどのドラゴンを討ち取ったこと、見事だ。これで人間の領地がまた増えることであろう」

			「はい！　ありがとうございます！」

			　カイルが満ち足りた笑顔で応えた。

			「カイルを支えた皆にも礼を言おう」

			「「はっ！　ありがたき幸せ!!」」

			　オルトロス父ちゃんの言葉に、間髪容れずに頭を下げたのはアルファードとペルシアだった。俺とリーファンも慌てて頭を下げる。

			　オルトロスは俺たちの様子に頷いて、カイルに続けた。

			「報告では、すでに開拓村の住民が一〇〇〇人を超えているという話だったな」

			「はい。住宅の建設速度が限界で、今までおこなっていた新規募集を一時的に止めていますが、それでも移住希望者が後を絶たない状態です」

			「想定を上回る成果だな、それではこのまま統治を――」

			　ザイードが、あからさまに歯は軋ぎしりをしたが、オルトロス父ちゃんに口を挟めないのか、顔を真っ赤にして、カイルを睨み付けている。

			　ふん。窓の外に鎮座するドラゴンの頭と、それを囲む領民の熱狂を見れば、口も挟めないだろうとも。

			　そう思っていたときだった。

			　前触れなく大広間の扉が開き、派手な服装の女性が二人入ってきたのだ。

			　どちらもとんでもない美人だった。美人すぎて近寄りがたいレベルだ。

			　一人は三〇代くらいだろうか？

			　大人の魅力を存分に周囲にばらまく、妖艶な女性。

			　もう一人は俺と同世代か、二〇前半くらいか。

			　黒を基調とした薔薇のドレス姿だった。

			　切れ長の瞳で、こちらもとんでもない美人である。あまりの美しさに、逆に寒気を感じるほどである。

			　人間ってこんな美人になれんの？

			　そしてどちらも凶器レベルの胸を携えていた。

			　なにあれ？　メロン？　スイカ？

			　唐突にあらわれた場違いの二人に、完全に場が膠こう着ちやくする。

			「あなた。少し失礼しますね」

			「ベラ、レイラ……。今は大事な話し中だ」

			「もちろん存じていますとも」

			　装飾過多のドレス（と胸）を揺らしながら、ゆっくりとオルトロスの横に立つ妖艶な女。

			（あの方は元第二夫人で、現在は正妻のベラお母様と、その娘のレイラお姉様です。ザイード兄様の母親でもあります）

			　俺がぽかーんとしていると、こっそりとカイルが耳打ちしてくれた。

			　ん？　それにしちゃああの二人、歳が近いような？

			「女に口を出す権利はないと思いますが……意見くらいはいいでしょう？　あなた？」

			「ん……む」

			　歯切れの悪い返答を漏らすオルトロス。

			　扇子で顔の半分を隠し、視線だけをカイルに向けるベラ夫人。

			「カイル……此度の功績、誠に素晴らしいですね」

			　ベラお母ちゃんが、その美貌に相応しい笑みをカイルに向ける。

			「……！　はっ！　はい！　ありがとうございます！」

			　なぜかオルトロスに褒められたときよりも嬉しそうなカイル。

			　どういうことだ？

			「しかし、新しき開拓村は急速に大きくなっているとのこと。今のカイルには少し荷が重いのでは？」

			　氷の様な微び笑しようで、一瞬言葉の意味がわからなかったが、それはカイルでは力不足ってことか？

			「そっ！　そうだ！　母上の言うとおりだろう！」

			　ザイードが、ベラの口上に即座に乗っかった。

			「ぬ？」

			　オルトロスと長男のフラッテンの表情が厳しくなる。

			「一理あると思うが、だからといって――」

			　オルトロス父ちゃんが反論しようとするが、即座にベラお母ちゃんにさえぎられる。

			「幸い、新しき村はザイードの任されている地域に隣接しております。すでに領地経営で手腕を発揮しているザイードに、治めてもらうのがよろしいかと」

			「え？」

			　カイルが先ほどとは打って変わって、苦しげな表情へと変わる。

			「それは名案だ！」

			「お母様、さすがですわ」

			　ベラの提案に、ザイードと黒薔薇ドレスのレイラが続いた。

			　俺は必死で地図を思い出す。

			　たしかに、広大な辺境伯領で、ザイードが任されている地域とゴールデンドーン村は隣接していると言えなくもない。

			　だが、実際は辺境伯領の人類生存圏の端をザイードが受け持っているだけであり、そこから奥深く、人類が生活していない広大な土地の一角にゴールデンドーン村があるというだけの話だ。

			　わかりやすく説明すると、実質的な辺境伯領の端をザイードが統治しているのだが、法律的な領土。つまり誰も住んでいない辺境の奥地にカイルの開拓地ができたのだから、それを隣接していると言っているのだ。

			　いくらなんでも詭弁にすぎるんじゃないか？

			「……」

			　無言で考え込むオルトロスを横目に、ベラが続ける。

			「カイルはもともと身体が弱かったのです。秘薬で完治したとお聞きしましたが、生来の身体の弱さまで解消しているものでしょうか？　ここはこのままガンダールに残り、養生しつつ政務の手伝いをしていただくほうが、カイルのためになるのでは？」

			「ぬ……」

			　たしかに理屈は通っているが、なんかむかつくな！

			　本音は息子のザイードを有利にしたいだけだって、子供でもわかる！

			　が、正論なので腹立つ！

			　一〇〇万の味方を得たように、ザイードが大仰な身振りを繰り出す。

			「父上！　そうですよ！　私はこのとおりとても健康で、所有している兵士も屈強です！　カイルの療養をかねた開拓はその役目を終えたでしょう！　ドラゴン討伐という功を持って凱旋したのですから、後のことは私が万事引き受けましょう！」

			　つまり、開拓村が美味しいとわかった途端、いただいてやろうって魂胆かよ！　クソが！

			　当然カイルは顔を真っ青にして反論しようとする。

			「そ……それはっ！」

			　だが、ザイードは手を向けて先を言わせない。

			「いやいや我が弟よ。お前のことを思って開拓を薦めたが、見事に病に打ち勝ったのだ。もう無理する必要はない。あとはこの兄に任せておけばよい！　なぁ!?」

			「う……」

			　苦しそうに表情を歪めるカイル。

			　あん？　この野郎、物理的に排除してやろうか!?

			　二人の剣幕にフラッテン兄ちゃんが割って入る。

			「父上、よろしいか？」

			「フラッテン……許す」

			「なるほど、ベラお母様のおっしゃることは正論です。そこで一つ提案がございます」

			「提案？　述べて見ろ」

			「はい。現在の開拓村はザイードに任せ、カイルには新たな開拓地をお与えになればいいのでは？」

			「ぬ？」

			　フラッテンが指を鳴らすと、控えていた兵士に何かの指示を飛ばす。

			　すると兵士はすぐに、巨大な地図を持ってきた。

			　生産ギルドで見せてもらえる地図よりも、かなり詳細な物だった。国家機密級の地図が目の前に広げられたことに、俺はツバを飲み込む。

			　これで、俺に逃げるという選択肢はなくなった。もともと選ぶつもりはないけどな。

			「カイルに任せるに相応しい土地は……報告にあった、ドラゴンの討伐地点！　ここです！」

			　フラッテン兄ちゃんが指を置いたのは、広大な未開拓地の奥であり、ドラゴンを倒した場所。

			　そしてその先には、隣国デュバッテン帝国があり、そして山脈を迂回する形だがゼビアス連合王国が存在する。

			　ただ、この地図を見る限り、三国の間には小国家群があるらしい。知らなかった。

			　本当に国家機密級の地図なのだろう。これを見せるということは、完全にカイルの身内と受け止められたのだろう。はん。望むところだけどな！

			　先ほどから無言を貫いているリーファンは、真っ青だけどな！

			　へっ！　カイルも、マイナも、リーファンもまとめて守ってやらぁ！

			　マウガリア王国が主張する領土の北西に位置するこの地域、山脈や大河の位置から考えて、もし開拓できたら、間違いなく最重要拠点になる。

			　成功したら、の話だが。

			「ぬ……」

			　フラッテンの指し示した地点の重要性を即座に理解したのだろう。オルトロス父ちゃんが小さく唸うなる。フラッテン兄ちゃんがさらに続けた。

			「カイルには、辺境開拓に才能があるようです。折角ですから、それを生かしてみてはいかがでしょうか？　ここに都市……できれば城塞都市を築けたら、他国に先んじられましょう」

			　それを聞いて、ベラ夫人が思いっきり眉根を寄せた。眼光だけで凍りつきそうだ！

			　美人が怒ると怖ぇえええええええええ！！！

			「フラッテン。我が息子ザイードではその任に不足だと？」

			　ベラに睨まれるも、フラッテンは涼しい顔で答える。あの視線を流せるのは凄いな！

			「いえいえ。さすがのザイードといえど、今任されている地と、手つかずの開拓地を同時に発展させるのは大変でしょう？　先行する形でカイルが下地を作れるのならそのほうがいいでしょう」

			「ふむ……」

			　表情を緩和させて、ベラが考え込む。するとそこに黒薔薇のレイラが一歩前に出た。

			「お母様、お兄様の意見は素晴らしいのではなくて？　同時に開拓を始めれば、どちらがより優秀かわかりやすいというものではないですか」

			　それを聞いて、ベラお母ちゃんは方向性を決めたようだ。

			「ああ……。それはそうですね。カイルがまぐれでないことを証明する機会があったほうがいいかもしれません」

			「ふむ……」

			　考え込むオルトロス。

			「カイルよ。このような意見が出ているが、お前の考えはどうだ？」

			　どうだも何も、そんなもん受けられるか！

			　却下だ、却下！

			　みんなで力を合わせて開拓した村だぞ！

			　そんな俺の内心をよそに、カイルがゆっくりと答える。

			「……その話。お受けしたいと思います」

			「!?」

			「ははは！　さすが我が弟よ！　利口になったな！」

			　ちょっ!?

			「ただし！」

			　それまでうつむき加減だったカイルが、思いっきり顔を上げた。

			「二つお願いがあります！」

			　決意を秘めた瞳に、オルトロスは問いただす。

			「なんだ？」

			「一つ目は、村の名前は僕にいただきたいのです！」

			「む？　ゴールデンドーンという名称を持って行きたいというのか？」

			「はい！」

			　オルトロスがザイードに視線を向けると、ザイードはやれやれといった感じで肩をすくめた。

			　そのくらいは認めてやるよと暗に語っている。

			「もう一つは？」

			「はい。現在のゴールデンドーン村の住民で、クラフトさ……僕に付いてきてくれるという方を連れて行かせてください！」

			「住人をか？」

			「それは……」

			　普通、領民というのは、住み家を移ることを許可されることは少ない。

			　今回のような開拓が例外なのだ。

			「ザイード。どうだ？」

			　オルトロスはザイードに尋ねたのだが、なぜかベラが答えた。

			「許可してもいいのでは？　我が息子ザイード」

			「母上？」

			「ただし、村の共有資材や財産の持ち出しは禁止いたします」

			　カイルの顔が跳ね上がる。

			「ベラお母様!?　それは手ぶらで開拓地に向かえということでしょうか!?」

			　おいおいおい、それってミスリルも作り置きのポーションも薬草類も含むってことか？

			「ははは！　なるほど！　それならば構いませんよ！」

			　得心したように、ザイードが楽しそうに頷く反面、カイルは苦しそうな表情を隠さない。

			「……っ。わかりました。ただし、各ギルドや個人資産に関しては除外でお願いします」

			「ま、それはいいでしょう。ギルドが拠点を移すわけもありませんしね」

			　満足げに頷くベラに対して、表情の硬いオルトロス。

			「カイルよ、本当にそれでいいのか？」

			「……はい。父上、通常の開拓補助金はいただけるのですよね？」

			「それは約束しよう」

			「決まりだな！　カイルもようやく貴族としての気品が身についてきたなぁ！　ははは！」

			　自分の望み通りに話が進んだからか、ザイードの声が弾んでいる。

			　何が気品だ！　てめぇら下品すぎるだろ！

			　しかしカイル！　なんでこんな話を受けた!?

			　沈痛そうな表情のまま、顔を伏せるカイル。

			　が。

			　そのとき、チラリと隠れるようにカイルが俺に顔を向けたのだが、その表情は、してやったりという笑顔だった。

			　え？　なんで？

			　その一瞬の笑顔に毒気を抜かれ、その後に続いた話し合いで、口を挟む余裕もなく、会議は終わってしまった。

			　うーん。

			　どこか納得いかなかったが、話し合いの終了が宣言されたので、俺は大人しく部屋を出ようとしたが、そこでオルトロス父ちゃんに声を掛けられた。

			「クラフトよ」

			「は、はい」

			　突然領主に直接声を掛けられ、半ばパニックに陥る。

			「少し話がある。秘薬の詳細を知りたい。この後、私の部屋に来るように」

			「へ!?　あっ！　はい！　すみません、わかりました！」

			　唐突の出来事に、言葉が乱れまくるが、特に注意されることもなく、そのまま退出することになった。

			　俺だけ執事に連れられて、客間に案内される。

			「クラフト様、しばらくこちらでお待ちください」

			　え？

			　この後、俺一人で領主と面会？　マジかよ！

			　助けてカイル！　お兄ちゃんを守って！

		

	
		
			　

			憧れの人に会ったら、興奮するだろって話

			　

			「クラフト様、辺境伯の準備が整いました。こちらへ」

			「あ、はい」

			　迷いそうな廊下を進み、案内された部屋へと入る。

			　待っていたのは、もちろんオルトロス辺境伯だ。

			「し、失礼します」

			「うむ。入りたまえ」

			　執事がお茶を用意してから、一礼して部屋を出て行った。

			　え？　護衛すらいないの？

			　俺、これでも元冒険者だよ？　やろうと思えば素手でも人を殺せちゃうよ？

			　やらないけど、不用心すぎね!?

			「……」

			「……」

			　緊張感が漂う無言の時間が痛い！

			　何か言って！

			「クラフト・ウォーケン。黄昏たそがれの錬金術師か」

			「は、はい」

			　よかった。こっちから話を振らなきゃいけないわけじゃなかったようだ。

			「まず仕事の話を終わらせよう。秘薬についての詳細を」

			「は、はい」

			　そうなんだよ。ドラゴン騒ぎで結局その辺の説明がうやむやになってたからな。

			　やや安心して、事細かに用法と効果を説明していく。

			　その間、オルトロス父ちゃんは頷くだけだった。

			「——ということで以上です」

			　二人っきりという状況に、しどろもどろになりつつも、なんとか全ての説明を終える。

			「そうか。ご苦労であった」

			　オルトロスの謎の迫力に、貴族嫌いとかそういう感情はすっ飛んで、ひたすら緊張しちまったよ。ザイード相手なら全然緊張せんのに。

			　オルトロスが優雅にお茶を飲んだので、俺もいただく。美味っ!?

			　ふと、紅茶に添えられた左手が目に入る。

			　オルトロスは左手に、貴族らしいデザインの手袋を着けていたのだ。

			　よくよく思い出してみると、今日会った貴族だと、カイルとマイナ以外、全員左手にはなにかを着けていた気がする。

			　昔会ったときのザイードは……だめだ、ニヤけ顔しか思い出せない。今日は派手な手袋をつけていた気がする。

			「……」

			「……」

			　なんかメッチャ睨まれてるんだけど!?

			　怒ってる？　やっぱやりすぎた？

			　でも、作っちゃったんだからしょうがないじゃん！

			　出来上がってから、ヤバイもん作っちまったと反省したから、市場に流さず、献上したでしょ！

			　あれらの秘薬を、何も考えずに市場に流していたら、国内がひっくり返る騒ぎになっていただろう。

			　秘薬がどういうルートを通るにしても、大半は貴族に行き着くだろうし、貴族が手にしたら、どこで手に入れた！　って話になるに決まってる。

			　手に入らなかった貴族に、病気持ちの身内でもいたら、秘薬を手に入れた貴族を嵌めてでも手に入れたくなるだろう。

			　下手したら、貴族同士の冷戦が勃ぼつ発ぱつしていたかもしれない。

			　正直、持っているだけでも問題が起きた可能性が高い。

			　おおう、やっぱりとっとと献上して正解だったぜ……。

			　幸い錬金に必要な材料はもうないしね！

			　だからそんな目で見ないで！

			　オルトロスお父ちゃん、ナイスミドル顔なのに、怖いです！

			「ザイード付きの錬金術師にジャビール・ハルヤンという者がいる」

			　沈黙の末に、オルトロスが語ったのは、人物名だった。

			「……え？　ジャビールって、あのジャビール様ですか？」

			　突然話が飛んだが、むしろ幸いと乗っかる。

			「さすがに知っているか」

			「もちろん知っています。高名な錬金術師ですよ。俺……私もジャビール様の本を読んで勉強中ですから」

			　そう。ジャビールは、この国でもトップクラスの錬金術師だ。

			　農業用の肥料などに革命を起こした偉大な錬金術師であり、高名な医者でもある。両親も偉大な錬金術師だったらしい。

			　俺も錬金術師の紋章に書き換わってから、ジャビールの著書をかき集めて読みあさっているほどだ。紋章からの知識だけではわからないことも多いのだ。

			　もっとも、出回っている本は少なく、高額なのが辛いが。

			　俺の稼ぎの多くは、この書籍代に消えている。

			　本で読んだだけだが、間違いなく尊敬できる人物だ。

			　しかし、よりにもよってザイード付きだったのか。なんかショック。

			「そのジャビールが、お前に話を聞きたいそうだ。今からジャビールの屋敷に向かってくれ」

			「わかりました」

			　正直、この緊張感あふれる状況から逃げられるのならば、なんでもいいです！

			　俺はぎこちなく一礼すると、部屋を出ようと立ち上がり、オルトロスに背を向けた瞬間だった。

			「カイルを、頼む」

			　一瞬、幻聴だったかと振り返ったが、何事もなかったかのように厳めしい面を貼り付けた辺境伯がいるだけだ。

			　俺はもう一度礼をすると、今度こそ部屋を出て行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　執事に案内され、馬車で移動した先は、なんというか、見事な屋敷だった。

			　錬金術師独特の怪しさがにじみ出すような、怪しげ満載という意味で、見事な屋敷だった。

			　塀にも屋敷にも蔦がびっしりとはっており、庭の草木はぼうぼう。だが、薬草園だけはやたらに手入れがされている。

			　庭のところどころに配置されている怪しげな石像は、羽の生えた異形だ。

			「あ、これガーゴイルだ」

			　石像の番人。

			　ダンジョンで定番になっている敵の一つである。

			　このガーゴイル、魔物の一種ではあるのだが、人造魔物という部類に入るらしい。なんでそんなことを知っているかというと、実は錬金術で作ることができるからだ。正確には、その素材の作成だが。

			　かなりレベルの高い錬金が必要なので、これだけでジャビールの凄さがわかるというものだ。

			　ちなみに今の俺なら作れるが、ちと原材料が足りない。

			　そういえば、ゴーレムも人造魔物なんだよな。ここガンダールなら足りない素材を購入できるだろうから、今度試してみようかね？

			　そんなことを考えながら、怪しげな庭をとおりすぎ、手入れのまったく行き届いていない玄関を潜る。

			　すると、中から等身大の木人形が歩いてきた。

			　左手の紋章がわずかに反応する。

			　これ、たぶんオリジナルの人造魔物だ！

			　木人形の顔は楕だ円えんに簡易的な目と口が付いているだけで、身体はそのまま、木製の操り人形だった。

			　天井から紐とか出てないよな？

			「ココカラハ、クラフトサマノミ、オトオリクダサイ」

			　木人形が少したどたどしい声で話し掛けてくる。高性能だな！

			「え？　あ、はい」

			「それではクラフト様、ここからはその人形の案内にしたがってください」

			　慣れているのか、ここまで案内してくれていた執事さんは、一礼するとそのまま帰ってしまった。

			　なんか、逃げたようにも見える。

			「コチラヘドウゾ」

			　木人形が丁寧に屋敷へ招き入れてくれた。

			「えっと、お願いします」

			　屋敷の中は意外と片付いていた。この人造魔物人形が掃除しているのだろうか？

			　いいなこれ……。

			　案内された先は地下室で、鉄製の丈夫な扉が迎えてくれた。

			　人造魔物人形が扉をノックする。

			「ゴシュジンサマ、クラフトサマヲ、オツレシマシタ」

			「ん？　遅かったの！　通すのじゃ！」

			　部屋の中から、女性の声がする。ずいぶんと高い声だな。

			「ハイ。クラフトサマ、ドウゾオトオリクダサイ」

			「ど、どーも」

			　恐る恐る部屋の中に入ると、そこはまさに錬金術師の部屋だった。

			　ビーカーやフラスコがところ狭しと並び、壁際の薬草棚には、物珍しい素材がびっしり。

			　稀き覯こう本と思わしき古い本が無造作に机の上に広げられていた。

			　アルコールランプで謎の液体を沸ふつ騰とうさせていた、目つきの悪い少女が振り返る。

			　え!?

			　少女!?

			　一瞬ジャビールのお子さんかと思ったが、少女の左手に刻まれた錬金術師の紋章と、その雰囲気から、間違いなく、かの高名なジャビールだと確信できた。

			「貴様がクラフトか」

			　挨拶も何もなく、少女が腰に手をやる。

			「はい！」

			　つい元気よく返事をしてしまった。

			　正直とても嬉しいのだ。

			　錬金術師になってからは、紋章の知識と、ジャビールの書物で育ってきたのだから。

			　まさに憧れの人である。

			「んむ？　ずいぶん若いな……いくつだ？」

			「二十歳です！」

			　貴女のほうがもっとお若いでしょうと思ったが、彼女の経歴からして、そんなわけはないと思い直す。

			　若返り薬のアムリタを常用しているのだろう。もしかしたら作れるのかもしれない。

			　そのジャビールが、訝しげに腕を組む。

			「んむ……想像していたのとずいぶん……」

			「え？　何か言いましたか？」

			「いや、なんでもないのじゃ」

			「あっ！　挨拶が遅れました！　俺……私はクラフト・ウォーケンと申します！　かねてより先生のご高名は存じておりました！　先生の御著書も、手に入った物は全て、穴が空くほど読ませていただいております！　お会いできてとても嬉しいです」

			　勢い余って、思わずジャビールの手を握ってしまう。妙にぷにぷにしていた。

			　初対面で馴れ馴れしかっただろうか？

			　だが、そのくらい興奮しているのだ。わかるだろ？

			「んむ!?　そ、そうか。それは何よりなのじゃ」

			「はい！」

			　ジャビールは呆気にとられたような態度だった。

			　うん、ちょっと興奮しすぎた。そのくらい尊敬しているのだ。許して欲しい。

			「そ、そうか、貴様、若いのにわかっているではないか」

			「実は、錬金術師に転職したのが最近でして、右も左もわからず、紋章の声だけで頑張っていましたが、先生の著書を手に入れてから、ようやく錬金術の基本を学んだ気がします」

			「うむうむ。ほうほう」

			　部屋の中に散乱する素材、機材、全てが珍しく、興味を抑えられない。

			　火に掛けられた陶器のヤカンらしき物体に目がいく。本で図を見たことがあったので気になっていたのだ。

			「これはもしかして？」

			「それはランビキなのじゃ」

			「これが！　ジャビール先生が考案した、川の水より純粋な水を作り出す装置！」

			「ほほう。勉強熱心なのじゃ。量は作れぬが実験に使用するには充分な純水を取り出せるのじゃ」

			「本物は初めて見ました！」

			　興奮から声が大きくなってしまうが、ジャビールはむしろ嬉しそうに

			「それは最新式でな、前の物より、三倍の純水を得られるのじゃ」

			「凄いです！」

			　もちろん魔法で真水を作成することはできるが、普段からそれをやっていれば、魔力はすぐに枯渇し、肝心の実験に使用する魔力が足りなくなるだろう。飲料水を生み出す魔法にはあまり魔力を使わないが、純度の高い真水を作るのには、大量の魔力が必要になってくるのだ。

			　魔法を使わずに真水が得られるのは、重要なことなのだ。

			「そうかそうか。なかなか見どころがあるのじゃ」

			　何度も満足そうに頷くジャビール。

			「ありがとうございます！　エリクサーを完成させるにあたって、紋章の囁きと、先生の御著書の知識があってのことですから！　特に、錬金薬は御著書のおかげで、効率良く作れました！　ああ……先生に弟子入りできたらどれだけ幸せなことか……！」

			　ジャビールの著書を読むことで、紋章の囁きが変化し、ほとんどの錬金で新しいレシピを思いつき、より少ない素材で、貴重な錬金薬を作成できるようになったのだ。本当に感謝しかない。

			　俺の言葉にピタリとジャビールが動きを止める。そしてその細い腕を組んで、何やら考え始めた。

			　なんか変なこと言ったかな？

			「そうか……なるほど……それなら体面も……」

			　ぶつぶつと呟くジャビール。

			「あの？　先生？」

			「よし。クラフト・ウォーケン。貴様を特別に弟子にしてやるのじゃ」

			「え!?」

			　憧れの大先生の言葉に、俺は驚きのあまり、叫んでしまった。

		

	
		
			　

			初めての弟子入りは、緊張するよなって話

			　

			「弟子に!?　いいんですか!?」

			　尊敬するジャビールの弟子!?　聞き間違いじゃないよな!?

			　嬉しさと驚きで、ジャビールを凝ぎよう視ししてしまうが、彼女は大きく頷く。

			「もちろん条件があるのじゃ」

			「なんでしょう？」

			　先生の弟子になれるなら、カイルに迷惑の掛からない範囲でなんでもするぞ！

			「閣下から、貴様が秘薬を作ったと聞いているのじゃ。それは事実なのか？」

			「はい！」

			　オルトロス父ちゃんからその話をするよう言われてきたのだ。隠すことなどなにもない！

			「そ、そうか。いいか？　これはあくまでテスト。弟子入りに相応しいかをたしかめるために聞くのじゃからな？　そう……秘薬の……材料を……」

			「あ、それならこっちにまとめてあります」

			「……のじゃ？」

			　俺は誰かに聞かれるだろうと、あらかじめ作成しておいた、素材と作り方をまとめた羊皮紙を取り出した。黄昏の錬金術師の紋章でないと発動の極めて難しい術式なども記載している。隠し事は一切なし。これがあればカイルの評価が上がるだろう。

			　てっきりベイルロード辺境伯に尋ねられると思っていたのだが、なるほどジャビールがいるのであれば、そちらに任せるのが正解だろう。

			　俺は笑顔で羊皮紙を手渡した。

			「き、貴様は秘伝を持ち歩いているのか!?」

			「はい、何か変ですか？」

			　口頭の説明だけじゃ伝わりにくいよね？

			「い、いや、今はよいのじゃ。それよりも読ませてもらうのじゃ」

			　ジャビールは俺からひったくるように資料を奪うと、呻きながら羊皮紙にかぶりつく。熱心な方なのだな！

			「なるほど……！　錬金薬がこれで……この組み合わせだったとは！　しかしとんでもない魔力が必要なのじゃなこれは……。素材は……閣下にお願いすれば……いや、もう使い切ってないのか……。しかしこの術式は……ううむ……」

			　ぶつぶつと呟きながら、羊皮紙を食い入るように何度も読みあさるジャビール。凄い集中力だ。やっぱり偉業を成した人は違うなぁ。

			　俺は彼女の邪魔をしないよう、少し離れて、迷惑にならないよう部屋を見て回る。

			　最初にめについたのは本棚だ。そこに並ぶジャビール著の稀覯本を見て、叫びそうになった。

			　おおおおお！　これは写本待ちが二年という最新巻じゃないか！

			　一段落したら、ここガンダールの本屋で予約しようとしてたやつだ！　あのアキンドーですら現物が手に入らなかったんだよな。

			　それからしばらくして、ようやくジャビールが顔を上げた。どことなく興奮しているようにも見える。

			「クラフト。一つ聞くのを忘れていたのじゃが、このエリクサーを使って、カイル様のご病気を治したらしいの？」

			「あ、はい。カイル……様は、献上するにあたって、自らの身体を使って証明してくれました。勇気のある方ですよ」

			　俺は手にしていた最新巻を下ろして応える。

			「ふむ。完治したのじゃな？」

			「はい。念のため、あとで辺境伯がお抱えの医者にも確認させるとのことでしたが、完治していると思います」

			「ならば、あとで確認できるかの」

			「え？」

			「いや、なんでもないのじゃ」

			　先ほどまでの熱心な表情は消え去り、どこか優しさを感じる穏やかな印象を受けた。

			　ジャビールは医者としても高名だから、カイルを診察するのかもしれない。

			「よし、貴様の弟子入りを認めてやるのじゃ！」

			「ありがとうございます！」

			　俺は何度も何度もジャビール先生に頭を下げた。先生も「うむうむ」と頷いてくれる。

			　今すぐにでも色んなことを教わりたいのだが、一つ問題があることに気がついてしまう。

			「あ、ただ……」

			「なんじゃ？」

			「可能であれば、近くに住み込み、教えを請こいたいのですが、俺……私は開拓村でやることがあるのです……」

			「なるほど……貴様はカイル様の専属じゃしの。カイル様の開拓についていくのは道理なのじゃ。かくいう私も、ザイード様の専属のようなものじゃ。今日は本宅であるこの屋敷におるが、普段はザイード様の治める土地の屋敷に住んでおるのじゃ」

			　たぶん、ザイードの移動に合わせて、その先々に別宅があるのだろう。

			「そうだったのですね」

			「うむ」

			「それではさらに移動があるかもしれません」

			「のじゃ？　説明するのじゃ」

			　さっき決まったばかりなので、研究室にいたジャビールは知らないだろう。

			「はい。今日決まったことなのですが、ザイード……様はゴールデンドーンの地を治めることになりました。カイル様はさらに、はるか奥地の辺境を開拓することに決まったのです」

			「なるほど。そうなると私もその土地に移動させられる可能性があるということなのじゃな」

			「俺……私には細かい事情はわかりませんが、そうなる可能性もあるのではないですか？」

			「はあ……また研究室の作り直しなのじゃ……」

			　憂ゆう鬱うつそうにため息を吐くジャビール先生。

			「私は生産ギルドとの契約があるので、現在のゴールデンドーンがある土地から移動できないかもしれません。ギルドと交渉し、カイル様に付いていくよう交渉するつもりですが、もし、土地に縛られることになったら、改めてよろしくお願いします」

			「ふむ。貴様はカイル様に付いていきたいのじゃな？」

			「はい」

			　ジャビール先生が、そのまましばらく考え込む。

			「ギルドとの交渉が上手く行かなかったときは、私に相談するのじゃ。交渉くらい手伝ってやるのじゃ」

			「ありがとうございます！」

			　なんという弟子思いなお方なのだろう！

			　心の底から、弟子入りさせてもらえてよかった！

			「これだけの研究を渡されたしの」

			　ジャビール先生が、ぼそりと何かを言ったが聞き取れなかった。

			「先生？」

			「いや、なんでもないのじゃ。それより貴様は私の本をどれほど持っておるのじゃ？」

			　俺は本棚に並ぶ先生の著書を、指さしで答える。

			「えっと、これとこれと……これです」

			「ならば、持っていない写本を特別にくれてやるのじゃ。それで当面勉強するがよかろう」

			「え!?　いいんですか!?」

			「ただ、それだけでは、あれじゃの……」

			　ジャビール先生が可愛くツバを飲み込んだ。

			「貴様は、この秘薬を論文にするのじゃろう？」

			「え？　論文とはなんですか？」

			「なに？　学会を知らんのか!?　……いや、そうか。貴様には師がいなかったのじゃな」

			「はい。恥ずかしながら独学です。あ、でも学会というのは少しだけ聞いたことがあります。魔術師時代のことですが」

			「学会とは、私が中心になって設立した、研究機関のことじゃ。今まで個人が独占していた知識を、人類全体に広げ、生活を便利にし、魔物に打ち勝つための知識を管理する場所なのじゃ」

			「俺……私には縁遠い組織だったので、そんな組織だったとは知りませんでした」

			　ジャビール先生が、その細い腕を組む。

			「ふむ、ならば論文の形式や、どこに提出するのか、どこまで材料などを明記するかなど、まったくわからないわけじゃな？」

			「はい」

			「そうか……」

			　先生は口元に手を当て、一拍ほど思考する。

			「よし！　ならば論文は私が書いてやろうではないか！」

			「え!?」

			「ただ、その場合、検証などを含めて私との連名という形になるのじゃが……」

			「連名!?」

			「う！　うむ！　貴様は納得できないじゃろうが、これは人類の発展のために……」

			「そんな！　ジャビール先生との連名なんて！　そんな名誉をいただいてもよろしいのですか!?」

			「んあ!?　う！　うむ！　貴様が納得できるなら、やってやらんこともないのじゃ！」

			「もちろんです！　先生！　ぜひぜひよろしくお願いします！」

			　俺は喜びのあまり、何度も頭を下げた。

			　ジャビール先生と連名で論文？

			　なにそのご褒美！！！

			「よ、よい！　弟子のためじゃからな！」

			「ありがとうございます！」

			　俺は先生の手を取り、熱く握手を交わした。

			　その後、先生と明け方まで全ての秘薬に関しての討論を交わした。

			　秘薬に関するだいたいの事を伝え終わった後、俺はダメ元であることを頼んでみる。

			「先生、あの木製の人造魔物ですが、あの作り方を教えてもらえませんでしょうか？」

			「のじゃ？　なるほど、景気よく秘伝を教えると思ったのじゃが、そういうことか」

			「え？　何て言いました？」

			「いや……まぁよいのじゃ。あの研究はすでに飽きたものじゃしな。書きかけじゃが、必要な要件は全て載っている。これを特別に貸してやるのじゃ」

			　先生はぴょんこぴょんこと飛び上がって、棚の上の分厚い本を取り出そうとしたので、俺が指さし確認したあと、それを引き抜く。

			　どうやら先生直筆の研究資料のようだ。

			「よろしいのですか!?」

			「うむ。ただし他人に見せたりはしないようになのじゃ。あと、新たな技術を思いつくようであれば……」

			「もちろんです！　何かわかったら、全て師にお伝えいたします！　本も研究成果と共に必ずお返しします！」

			「う、うむ。期待しているのじゃ」

			「はい！」

			　なるほど、折角の人造魔物木人形が中途半端な出来だったのは、お忙しいからなのだろう。その研究の後釜をいきなり任せてもらえたのだ、全力全開で応えよう!!

			　こうして俺は、ほくほく顔で本を抱えつつ、辺境伯邸に戻ったのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クラフト君……クラフト君？」

			　ぼんやりと俺を呼ぶ声が聞こえる。

			「あーうー」

			「起きられそう？」

			　染みこんできた女性の声をようやく判別する。

			「あー、リーファンか。すまん、あんま寝れてなくて……」

			　頭の中に靄もやが掛かった状態で、ゆっくりと身体を起こす。

			　超絶立派なベッドだというのに、もったいない寝方をしてしまった。

			「おはよ……きゃああああ！」

			　なぜかリーファンが悲鳴を上げた。

			「ちょっ!?　なんで裸なの!?」

			「え……？」

			　ぼんやり頭で思い出す。そうだ。この高級なベッドに、服を着て寝るのが申し訳なくて、全部脱いだんだった。

			　上半身の裸くらいなら、見慣れていると思うのだが……、ああ、下が見える寸前だったのか。危ない！

			「ちょっと後ろを向いててくれ」

			「言われなくとも向いてるよ！」

			　もそもそと布団から這い出して、椅子に投げ捨ててあった服を取ろうとし、気がつく。

			　なぜかその椅子には、カイルの妹であるマイナがちょこんと座っていたのだ。

			「……マイナ、どいてくれ」

			「……ん」

			　マイナよ。服の上に座ったらはしたないぞー。

			　俺はマイナを持ち上げ、ベッドに座らせ、ぼーっと着替え始める。

			　マイナはそのあいだ、じっと俺を見ていた。子供に見られてもなんも思わんけどね。

			　心なしか、マイナの視線が下半身に向いていたが、気のせいだろう。

			「待たせた」

			　着替え終えると、リーファンがほっとした表情で振り向く。

			「うん。えっと、昨日はずっとオルトロス様のところにいたの？」

			「いや、薬の説明したあとは、ジャビール先生のところに行ってた」

			「え？　ジャビールって、あの有名な錬金術師の？」

			　鍛冶がメインのリーファンですら知っているほど、ジャビール先生は有名なのだ。だから俺はつい興奮してリーファンに語る。

			「そうそう。あ！　聞いてくれよ！　俺、先生の弟子にしてもらったんだよ！」

			「え!?　弟子に？」

			　目を丸くするリーファン。

			「ああ！　凄いだろ！」

			「ええっと、うん。たぶん」

			「たぶんってなんだよ。テンション低いな」

			「むしろクラフト君のそんなテンション初めて見たよ」

			「そうか？」

			「うん」

			　言われてみると、ちょっとはしゃいでる気がするな。

			　衿をただして、一度咳払いをする。

			　うん。切り替えていこう。気持ちを落ち着かせてから、昨日の出来事を説明する。

			「ジャビールさんって、ザイード様付きなんだよね？　その……」

			　リーファンが言い淀む。ザイードの陰謀なのではないかと暗に伝えたいのだろう。

			「大丈夫だ！　先生に一度会えばわかる！」

			「あ、うん、そうなんだ？」

			　なぜか微妙な表情のリーファンだった。なんで？

			　いや、あの公正さと高潔さは、お会いしないとわからないか。

			「それでリーファン。何か用か？」

			「うん。クラフト君って今日の予定決まってる？」

			「行きたいところはあるが、別に今日の予定ってわけじゃない。一カ所だけは絶対行きたい場所があるけど、他の用事はガンダール滞在中に行ければありがたい程度だ」

			「そっか、じゃあ今から一緒に生産ギルドへ行けるかな？」

			　なんだ、生産ギルドか。それなら行かなきゃ行けない場所なので、むしろ都合がいい。

			「ちょうどギルドには行くつもりだったんだ」

			「そうなんだ。じゃあ行こうか」

			「了解だ。マイナはカイルと一緒にいろよ？」

			　するとマイナは不機嫌そうに顔をぷいと向けてしまった。

			　子供って難しい……。

			　頭を捻りつつ、リーファンと二人で部屋を出ると、ペルシアが待っていた。どうやら一緒に来るらしい。

			　ペルシアはカイルとマイナの護衛女騎士なんだから、二人と一緒にいるべきだと思うのだが。

			「ペルシア、暇なのか？」

			「そんなわけあるか！」

			　呆れたように叫ぶペルシア。

			「まったく……お前はもう少し自分の立場というものを理解したほうがいいな。……いや、急には変えられんか」

			「クラフト君、どう考えても護衛だからね」

			　リーファンも同じく呆れ顔だ。

			「カイルが優先だろ？」

			　二人が深くため息を吐く。

			「一体どこの馬鹿が辺境伯閣下の屋敷に押し入れるというのだ」

			「そりゃそっか」

			　こうして俺たち三人は、仲良く街をデートすることになった。

			「デートではない！」

			　冗談のわからない女騎士だな。

		

	
		
			　

			期待されているってのは、ちょっと恥ずかしいよなって話

			　

			　ガンダールの街は、今日も相変わらず賑やかだった。

			　ベイルロード辺境伯の政治が上手くいっている証拠だろう。ただ、大きな都市特有の、亞人の少なさも相変わらずのようだ。

			　今でこそ減ったが、亞人への差別は根深く残る。特に大きな都市であれば、亞人の居場所はないと言ってもいいだろう。

			「やっぱり亞人は少ないな」

			　俺の呟きに、ペルシアが視線を向ける。

			「なんだクラフト、亞人に知り合いでもいるのか？」

			「ああ、俺は地方の孤児院育ちで、そこには亞人の子供もたくさんいたんだ。それとリーファンもハーフだろうに」

			「そういえばそうだな。リーファンは見た目が普通だから、つい忘れてしまう。それ以外では亞人と接点がない生活だったからな」

			　亞人でも、ドワーフやノームに関しては差別が少ないのも関係しているのだろう。

			「やはり、軍人になると、差別意識もあるのか？」

			「私はない……と思う。ただ、同僚で毛嫌いしているやつは何人かいたな。時代錯誤だとは思うのだが」

			「しかたない……と言ってしまえばおしまいなんだろう。亞人に生まれただけで差別される側は、たまったもんじゃない」

			「そうだな。せめて私はそのように考えないよう努めている」

			「私は亞人の知り合い一杯いるよ！」

			　リーファンが、差別とはまるで無縁の笑顔を浮かべる。

			「そりゃリーファンはハーフだしな」

			「だよね」

			　リーファンは屈託ない性格してるからな。そういう差別なく、友達が多そうだ。

			　それに生産ギルドなら、色んな人種と出会う機会も多かろうて。

			「ま、それ以前にリーファンって誰とでも仲良くなりそう。ほら、マスコット的な」

			「微妙に馬鹿にされてる気がするんですけど!?」

			　どうやらマスコット扱いされるのはお気に召さなかったらしい。話を逸らそう。

			「お、あの串焼き美味そうだな。二人に奢ってやろう」

			　俺は慌てて、いい香りを漂わせる屋台を指さした。

			「なんかあからさまに誤魔化された気がするんだけど！」

			「気のせい気のせい。それより食べないのか？」

			「食べるよ！」

			　幸い金はかなり持っている。

			　今の俺は生産ギルドのギルド職員だからな。基本は固定給なのだが、それも結構な額をもらっているし、それ以外にも、開拓村に貢献する度に特別給のようなものが支給されているので、結構な小金持ちになっている。

			　もともと冒険者ギルドから生産ギルドに移り、開拓村に行くという冒険者ギルド最後の仕事料もかなりのものだ。

			　そのあたりの関係で、今の俺はかなり金を持っている上に、開拓に必要なほとんどの素材も経費なので、所持金が減らないのだ。

			　使っている金といえば、自分の所有物として購入しているジャビール先生の本や、錬金機器くらいだ。もちろん単価は高いが、消耗するものでもないので、今の収入だと、それでも充分貯金できている。

			　金なんていくらあっても困る物ではないのだが、ギルドとの契約上、錬金術師として独立することもできないので、完全に死に金だ。

			　なので少しくらいの無駄遣いは何てことはない。

			　秘薬を辺境伯に献上した件も、ギルドへの貢献として特別給が支給される予定と聞いている。

			　買う予定の本も手に入れてしまったので、手持ちもかなり浮いていた。

			「うーん。まさか貧乏冒険者から、小金持ちになるとはなぁ」

			「クラフト君はそれだけの成果を出してるもん」

			「そう言ってもらえると嬉しいよ」

			　人の役に立って、金までもらえるのだから、ありがたいことだ。

			　あとはカイルが幸せになれば最高なのだが、一つ気がかりがある。

			　今から向かうのが商業ギルドなのだから、ちょうどその相談もできるというものだ。

			「おっちゃん、この串焼き四本くれ」

			「毎度！」

			　俺は香ばしい香りを漂わせる串焼きを受け取り、ペルシアに一本、リーファンに二本渡した。

			「「……」」

			　あれ？　なんで二人とも無言？　ここはありがとうの場面では？

			「クラフト君。一つ聞いていいかな？」

			　いつものリーファンなのだが、目が笑っていない。

			「ああ」

			　これ、俺がなんかやらかしたときの態度だけど、今は何もしてないよな？

			「なんで私だけ二本なの？」

			　断罪するような口調だが、何もおかしなところはない。

			「いや、二本喰うだろ？」

			「「……」」

			　リーファンだけでなく、ペルシアも絶句する。

			　え？　なんで？

			「クラフト、一つ忠告しておく」

			　なぜかペルシアの声が硬い。

			「あ、はい」

			「女性にだな『お前食いしん坊だろ？』という態度はいかがなものかと思うぞ？」

			「え」

			　え？　え!?

			　だってリーファンって腹ぺこキャラだろ!?

			「クラフト君は一体どんな目で人を見てるの!?」

			「いや……いつも小さい身体のくせに良く食べるなーって」

			　なぜかペルシアが額をおさえた。
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			「クラフト……貴様、モテないだろう」

			「うぐっ!?」

			　な！　なぜ俺の秘密を知っているんだ!?　魔術か!?

			「お前とは一度ゆっくり話し合ったほうがよさそうだな」

			「え!?　俺が悪いの!?」

			　なぜかリーファンとペルシアが顔を見合わせてから、首を横に振った。

			　あれー!?　マジで俺なのー!?

			「とりあえず、お前の一本を私に寄越せ」

			　しかたないという様子で、ペルシアが俺の串焼きに手を伸ばしてきた。

			「そういやペルシアも腹ぺこキャラだった！」

			「腹ぺこキャラ言うな！！！」

			　ギルドまでの道中、二人から女性に対する気遣いというものを説教されてしまう。

			　解せぬ。

			　そんな俺を助けてくれたのは、生産ギルドだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　辺境伯がお膝元、ガンダール街の生産ギルドへ向かうと、すぐに奥の部屋に通され、ギルド長と面会することになる。

			　どうやらゴールデンドーンの噂はガンダールにまで響いてるらしい。リーファンより権限のある人間に合わせてくれと伝えると、事情も聞かずにギルド長と合わせてくれることになったのだ。

			　だが、やってきたのは、俺が生産ギルドに入ったときのギルド長、グリム・ドンドールだった。

			「よお！　リーファン！　クラフト！　元気そうだな、がはははは！」

			「ギルド長!?」

			　なんでガンダールにいるのん!?

			「おうよ！　お前たちが活躍しまくったおかげでな！　俺も出世してこの街のギルド長になったのよ！」

			　それを聞いて、リーファンがぱあっと顔を明るくする。

			「凄いじゃないですか！　ガンダールのギルドって、地区本部扱いですよね？」

			「おう！　今じゃギルド地区本部長様よ！　がははははは！」

			「なんかよくわからないが、おめでとう」

			　ギルド職員になったが、組織の構造に関しては、あまりちゃんと勉強していなかった。どうやら凄いことらしい。

			「おうよ！　それでそっちのべっぴんさんは、たしかカイル様のお付き騎士様だったか？」

			　グリム地区本部長がペルシアに顔を向けると、彼女は騎士の礼を取った。

			「ペルシア・フォーマルハウトだ。親衛騎士団に所属していたが、現在はカイル様直属の護衛となっているので、騎士ではない」

			「細かいこたぁいいんだよ！　美人で強い！　そりゃもう女騎士ってなもんだ！　がははははは！」

			「意味がわからん……」

			　言葉のわりに、照れた様子を見せるペルシア。褒められ慣れてないのだろうか？

			　もっともギルド長の言葉が褒めに当たるかどうかは微妙なところだが。

			「もうちっと雑談していたいところだが、仕事をせんとな！　報告と手続きと行こうか！」

			「元気な人なのだな……」

			「おっさん、呆れられてるぞ」

			「クラフト君、名前で呼んであげようよ」

			　ぐだぐだであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「じゃあ、報告とおり、ベイルロード辺境伯に、秘薬は全部献上したんだな？」

			「はい。私もそのほうがいいと思って」

			　ギルド長に答えているのはリーファンだ。

			「ああ、いい判断だと思うぞ。さすが効果が絶大すぎる。下手に手元に残したらトラブルの種になりかねんからな」

			　ドラゴン退治を含めた近況を報告すると、今までの空気が一変。グリム地区本部長が真剣な表情で腕を組んだ。

			「もともと錬金術師自体が少ないからな。生産ギルドに所属してくれる数少ない錬金術師も、大半は……様々の理由から、あまり凄腕というのが少ない」

			　ハッキリ言わないが、腕のいい錬金術師は貴族や国に持って行かれてしまうのだろう。

			　そりゃ、普通に考えたら職に困ることはないからな。

			　俺の場合、紋章の切り替えや、その経緯など、他が介入する余裕もなかったし、実質拘束契約だからな。

			「そんな関係で、クラフトには期待してるぞ。がはははははは！」

			「まぁ、頑張りますよ」

			　頼られるのは素直に嬉しいのだ。

			「今回の特別報酬を渡しておこう、これがリーファン、こっちがクラフトだ」

			　渡された小袋を覗き込むと、ミスリル貨が一〇枚も入っていた。

			　一般人なら年収に近く、今の俺だと四ヶ月分くらいの給料になるので、一財産だった。

			「こんなにいいんですか？」

			「むしろクラフトには申し訳ないくらい少ないんだがなぁ」

			「冒険者ギルドからの報酬もありますからね」

			　俺はそれなりに丁寧に振る舞う。偉くなってるみたいだしな。

			「それは別件だ。あくまで生産ギルドの職員としての査定だからな。むしろ不満を言ってもいいんだぞ？」

			「素材なんかを優先して回してもらってるだけで充分ですよ。ありがたくいただきます」

			「そう言ってもらえると助かるな。俺がまた偉くなったら、なんぞ精神的にお返ししよう。がははははは！」

			　グリム地区本部長が昔と変わらぬ態度で笑い飛ばす。

			「楽しみにしてますよ」

			　正直、貧乏冒険者のときと比べるともらいすぎてて怖いくらいなのだ。

			　貧乏性というやつだろう。

			　それに、地区本部長に恩を売れるなら、金よりそっちのほうがよほど価値がある。

			　必要な話は全て終わったので、俺は自分の本題を切り出すことにした。

			「ギルド本部長。代わりと言ってはなんだが、頼みが一つあります」

			「なんだ？」

			「無茶なことは承知なんですが、俺の契約を一部変更させて欲しい」

			「なんだって？」

			　この話が通らないなら、莫大な借金を背負ってでも、契約破棄するしかないな。

			　俺は決意を持って、ギルド本部長に懇こん願がんした。

		

	
		
			　

			幼馴染みに偶然再会って、何かのフラグかって話

			　

			「俺の契約が開拓村に住み込むという条件なのは承知してます！　だが！　頼むからカイルに……カイルと一緒に行かせて欲しい！」

			　グリム本部長に迫ると、あっさりと了承した。

			「いいぞ？」

			　……。

			「え？」

			「いや、むしろなんでお前だけ残るなんて発想が出てきたんだ？」

			　妙に不思議そうにこちらを覗き込んでくるグリム。

			　え、あれ？

			「いや、だって俺の契約って、特定地区に住み込みの生産ギルド員って話だろ？」

			　ぽんと手を打つグリム。

			「ああ、そういうことか。リーファン、説明してやれ」

			「あ、うん。えっとね。たしかに契約上は開拓村に長期滞在なんだけど、それって、村の名前と紐付けられてるんだよ」

			「え？　っつーことは……」

			「うん。村の名前は仮名のままだったけど、途中からゴールデンドーンってしっかりと変更されてるから、むしろイヤでも付いていかなきゃ行けないんだよ。さらに言うとね、開拓地に派遣されている職員は、当然そこの責任者の意向が優先されるんだよ。カイル様が置いてくなんてありえないでしょ？」

			「マジか……」

			　俺は一体、何を心配していたのやら。

			「がはははははははは！　若いなクラフト！」

			「うっせー」

			　俺は口を尖らせてそっぽを向いた。ちょっとマイナっぽかったかな。

			「しかし、本当にクラフト君はカイル様が好きねぇ」

			「好きというか、ほっとけないだろ、あいつ」

			「まぁね。でもご病気が完治されてからは、急に元気になったよね？」

			　それに対して、ペルシアが痛々しげに答える。

			「それだけ、カイル様の病が重かったということだ」

			　それを今まで表に見せなかったのだから、カイルは想像以上に心の強い奴なのだ。

			「もともとカイルは、今みたいなはつらつとした性格だったんだろ。だからこそ余計に見守ってやらんとな」

			「うん！　そうだね！」

			「もちろんだ！」

			　リーファンとペルシアが力強くガッツポーズを取る。

			「よくわからんが、その調子で頼むぞ！　がはははははは！」

			　無駄な心配も解消され、俺たちは生産ギルドを後にした。

			「そういえば、クラフト君は他にも用事があったんだっけ？」

			「ちょっと行きたいところがあるだけだ。二人は帰っていいぞ」

			　リーファンとペルシアが顔を見合わせ、深いため息を吐いた。

			「あのね、クラフト君。ペルシアさんがわざわざ来てくれてる意味、わかる？」

			「え？　護衛だろ？　だからリーファンと一緒に帰ってくれていいぞ」

			　なんといっても、リーファンはゴールデンドーンになくてはならないギルド長だからな。

			「はぁ……クラフト。本当に貴様は自覚が足りんな」

			　なのに、その当人に深いため息を吐かれる。

			「え？」

			「クラフト君……君はもう辺境伯閣下にとっても、カイル様にとっても、生産ギルドにとっても、重要人物なんだよ」

			「あー、まぁなんとなくはわかるよ」

			　錬金術師の紋章持ちは貴重だからな。

			「わかってないと思うなー」

			　俺がある程度必要とされているのはわかっている。だが……。

			「いやいや！　街の外ならともかく、俺は元冒険者だぞ!?　しかも今の俺は魔術師系の攻撃呪文だって普通以上に使えるんだからな!?」

			「そういう問題じゃないんだ、クラフト」

			　ペルシアまで苦笑する。

			「えー？」

			　どうやら、俺の認識は二人の認識と大きくずれがあるらしい。

			　いやいや、街中で危機に陥るほど、俺は甘ちゃんじゃないぞ？

			「これでも常に命のやり取りをしてきた冒険者を四年もやってきたんだがなぁ」

			「わかったわかった。それはそれとして付いてってやるからどこに……あ」

			　ん？

			　なぜかペルシアがもの凄く嫌そうな表情を向けてくる。

			「まさかとは思うが、なんぞ、いかがわしい店にでも行くつもりだったか？」

			「え!?　クラフト君!?」

			　ちょ!?　ま！

			「いやいや！　違うから！　孤児院に行くだけだっつーの！」

			「孤児院？」

			「そうだよ！」

			「なんで？」

			　ペルシアとリーファンが、不思議そうにお互いの顔を見合った。

			「言っただろ？　俺は孤児院育ちなんだよ！　ここじゃないけど、経営は同じ教会だからな？　少し寄進しにいくだけだ！」

			「ああ、そういう」

			「なーんだ。隠れていいことしたい年頃だもんねー」

			　リーファンがイタズラっぽい笑みを向けてくる。

			「よくわからんがその言い方はやめろ！　急に恥ずかしくなってきたわ！」

			「あはは！　冗談冗談！　さ、行こうか！」

			　先に歩き出すリーファンとペルシア。

			　なんで主導権握られてんの!?

			　解せぬ！

			　俺は頭を捻りながら、二人の後を追うのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　教会から少し離れた墓地脇に孤児院はあった。さっそく近づくと騒がしい子供の声が聞こえてくる。

			「亞人がいるぞー！」

			「うわー！　汚い亞人だー！」

			「それ石を投げろー！」

			　低い塀の敷地で何かの作業に追われている孤児に向かって、裕福そうな子供たちが、敷地外から石を投げ込んでいたのだ。

			　懐かしい光景ではあるが、面白い風景ではない。

			　俺はため息交じりに魔法を発動した。

			「〝虹光障壁〟」

			　孤児院の塀の上に沿って、淡く虹色に輝く魔力の障壁を展開する。

			　発動が早く、ほぼ全ての属性攻撃を防ぐ便利魔法だが、魔力消費が大きいという欠点がある。

			　ドラゴンのブレスを防いだ〝万里土城壁〟や〝土隆盾〟とはまったく性質の異なる防御魔法だ。

			　魔法は適材適所が重要なのだ。

			　虹色の壁に石が弾かれ、子供たちが騒ぎ出す。

			「なんだこれ!?」

			「これ魔法だ！」

			「誰だよ！　しらけるなぁ！」

			「あ……あそこ」

			「え？」

			　俺は手を腰にあて、わざとらしく、やれやれという態度を見せつけると、裕福そうな子供たちは「わー！」と逃げ出していった。

			　敷地内の孤児は大丈夫かと顔を向ければ、目をキラキラと輝かせた亞人の子供たちが、わらわらとこっちに寄ってくる。

			「すげー！　なんだこれ！」

			「光る壁～？」

			「かっこいい！」

			「あそこのローブの魔術師さんが発動したみたいだよ。凄いね！」

			「そこのおっさんが出したのか!?」

			「おっさん呼ぶな！　まだ二十歳だよ！」

			　凹んでいるかと思ったが、割と逞たくましい孤児たちだな。

			　それにしても少ないな？

			　四人で、全員獣人か。

			　どうやらブドウを踏み潰して、液体を樽詰めしているようだった。

			　孤児にとって、教会から与えられた仕事をこなすのは日常だ。

			　子供たちと話していると、騒ぎを聞きつけたのか、ぼろぼろの建物から教会の服装を身に纏まとった、キツネの耳と尻尾を持つ、若い女性の獣人が飛び出してきた。おそらく孤児院の神官だろう。

			「みんな何を騒いで……え？」

			　キツネ獣人が俺の顔を見て、動きを止めた。
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			「もしかして、クラフト君？」

			「ん？」

			　神官服のキツネ獣人に名前を呼ばれるが、この街の孤児院に来たのは初めてだ。知り合いはいないはずなんだが……。いやまて、なんかあの耳のワンポイントに見覚えが……。

			　記憶を引っ張り出して、ようやく思い出す。

			「アズール!?　お前、アズールか!?」

			　そうだ。孤児院で一緒だったアズールじゃないか！

			「やっぱり！　クラフト君！」

			　嬉しそうにアズールが駆け寄ってくる。

			「ずいぶんと目つきが悪くなりましたねぇ」

			　それが最初の感想だった。

			「ほっとけ。お前はあんまり成長してないな」

			「どういう意味ですか！」

			「い、いや、悪い。それよりその服装は？」

			「私、あれから神官見習いになったんですよ」

			「マジか!?　凄いじゃないか！」

			　獣人が神官見習い？

			　教会は亞人差別撤廃を昔から訴えていたが、それにしても革命的に凄いことだぞ！

			　それまで一歩引いていたリーファンが横に来る。

			「知り合い？」

			「ああ、彼女はアズール。孤児院で一緒に暮らしてたんだ」

			「そうなんだ！　私はリーファンだよ。よろしくね、アズールさん！」

			「はい。よろしくお願いします」

			　アズールが笑顔でリーファンに一礼したあと、横に立つペルシアへ不思議そうに視線を移す。

			「こんにちは。そちらは騎士様？」

			　話題を振られたペルシアが、軽く手を上げながら答える。

			「いや、人付き護衛だ。かしこまる必要はない。私はペルシアだ」

			「失礼しました。自己紹介が遅れました。この孤児院を任されているアズール・イグレシアです。よろしくお願いします」

			　三人がお互いに挨拶を交わす。

			「はー。しかしまさかアズールがガンダールにいるとはなぁ。しかも神官見習いとは、世の中わからん」

			　偶然ってのはあるもんだね。

			「それよりも、クラフト君はどうしてここに？」

			「ああ、ちょっとあぶく銭が手に入ったんで、寄進に来たんだよ。しかし……」

			　俺は孤児院を見回す。

			　墓地のすぐ横という立地。ぼろぼろの建物。孤児たちの服装もつぎはぎだらけ。孤児院としては珍しいことではないが、これだけの都市にある孤児院としては、ずいぶんと環境が悪い。

			「こりゃ、ちょっとやそっとでどうにかなるレベルじゃねぇなぁ」

			「お恥ずかしい限りです……あ。それよりも、どうぞ中にお入りください！　お茶をお出ししますね！」

			　アズールが俺たちを誘うのを見て、孤児たちが再び寄ってきた。

			「兄ちゃん！　さっきの魔法もっかい！　もっかい見せてよ！」

			　魔法で興奮してしまった男の子が、俺にまとわりついてくる。

			　なんかこういう感じは懐かしいなぁ。

			　適当に頭を撫でて相手をしていると、他の子供たちが連れの二人に興味を持ったようだった。

			　ウサギの耳を揺らした女の子が、リーファンに話し掛ける。

			「……同い年？」

			　うん、そう見えるよね、お嬢ちゃん。

			　リーファンが絶望の表情で否定する。

			「これでもお姉ちゃん、君たちよりも年上だからね!?」

			　俺が思うに、リーファンに必要なのは、威厳だろう。

			　狼系獣人と思われる男の子が、俺からペルシアの持つ二本の剣に興味をしめす。

			　一本はペルシアがもともと持っていた良質の剣であり、もう一本は硬ミスリル製の業わざ物ものだ。

			「すっげぇ剣だ！　それに美人！」

			　なかなか見る目があるじゃないか、小僧。

			「そっ!?　そうか!?」

			　子供たちの、リーファンとペルシアに対する態度の差よ。

			　俺は風魔法で、子供たちをくるくると回転させて、目を回している間に、アズールに案内を頼んだ。

			「クラフト君は相変わらず、小さい子の相手が得意だね」

			　アズールが懐かしい笑みを向けてくる。

			「そうか？　適当に相手してるだけなんだが」

			「ふふ……やっぱり変わらないね。みんなも休憩しましょうか」

			　優しく子供たちに声を掛けるアズール。お前も……ずいぶんおしとやかにはなったが、本質は変わってないんだな。

			　子供たちが目を回して、へろへろと、孤児院へと入っていく。

			「ふあーい……」

			「目がぐるぐる……でも楽しい……」

			「世界が回る～」

			　うん。元気でよろしい。

			　子供たちがおやつに気を取られている間に、アズールに神官見習いになった経緯を簡単に教えてもらった。

			　孤児院に拾われ、育てられたアズールは、獣人ではあるが、恩を返すため教会に残った。教会に対する献身が認められ、神官見習いに昇格し、孤児院の責任者になる。だいたいそんなところだ。

			「なるほど、それは頑張ったな」

			「そんなことはないですよ。教区長様が尽力してくれたおかげです」

			「昔はお転婆だったのにな」

			　すっかり大人しくなったが、その、人を慈しめる性格は変わってない。

			「そ、それは言わないでください……」

			「しかし、最初は寄進してすぐ帰ろうと思ってたんだが……」

			　建物の中も、まるで修復が追いついていないようで、かなりみすぼらしかった。

			　応急処置だけで誤魔化している感じだ。

			「私がさっと手を入れちゃおうか？」

			　リーファンがどこからともなく職人七つ道具を取り出した。

			「リーファン様、お気持ちありがとうございます。ですが、それは不要なのです……」

			　彼女はリーファンの申し出をやんわりと断る。

			「何か理由があるのか？　別に金を要求するつもりはないぞ？」

			　リーファンも頷いたが、アズールは首を横に振った。

			「実は、この孤児院はもうすぐ閉鎖される予定なのです……」

			　これもよくある話だった。

			　教会は慈悲深い組織ではあるが、孤児院は金食い虫だ。どうしてもそういう話は出てくる。

			　おそらく墓地の拡張でもするのだろう。墓はなにげに儲かるのだ。

			　孤児が四人しかいなかったのも、その辺が絡んでいるのだろう。

			「それで、今後の予定は決まっているのか？」

			「子供たちは。ですが、全員バラバラの孤児院に送られる予定で……」

			　それまでおやつに夢中だった子供たちが急に顔を上げ、アズールにしがみついた。

			「俺やだよ！　ずっとアズ姉と一緒にいる！」

			「私もみんなと離れたくない！」

			「ボクもだよ！」

			　ひしと抱き合う五人。

			　教会は獣人などを含めた亞人を差別しないが、世間は別だ。

			「……なあリーファン。新しい村に教会と孤児院の誘致ってできるか？」

			「カイル様がクラフト君の提案を受けないわけないと思うよ？　いずれ必要になるだろうしね」

			　リーファンは俺が言いたいことをすぐに理解したのだろう。自信を持って頷いてくれた。

			「ふむ……なぁアズール。もし、お前たちを開拓村にまとめて連れて行きたいって言ったらどうする？」

			「え？　それは私を含めて全員という意味ですか？」

			「ああ」

			　俺が頷くと、子供たちがぱっと顔を上げる。

			「え!?　みんなと一緒にいられるなら、どこでも行くよ！」

			「私も！」

			　四人が離れたくないと、彼女にしがみつくが、そのアズールは困り顔だ。

			「みんな……でもね、開拓地っていうのはですね……」

			　アズールは開拓地の厳しさを知っているのだろう。

			　子供たちに諭すように語り出すが、それをさえぎる。

			「まぁ待て。開拓村といっても、カイル……様が直接管理する新しい村だ。ドラゴン騒動は知ってるか？」

			「はい。もちろんです。ワインの仕込みが忙しいのに、子供たちにせがまれて見学に行きました……え？　開拓村って……」

			　どうやら気がついたようだ。

			「そうだ。カイル様の直轄開拓地だ。もちろん俺もいる」

			「あんな恐ろしい魔物がいる地域に!?」

			　アズールの顔に怖が浮かぶ。

			「とっくに退治したっつーの。首を見ただろうに。それに優秀な冒険者が山盛り滞在してるから、下手したらこのガンダール並みに安全だぞ？　それに俺が守ってやる」

			「え？」

			　俺は今までの開拓史を、アズールと子供たちにおもしろおかしく聞かせてやった。

		

	
		
			　

			新たな旅立ちは、気分良くって話

			　

			　その日の夜。

			　辺境伯邸に戻って、カイルに相談すると、教会と孤児院建設の件を快諾してくれた。

			　ルインセント教はここマウガリア王国の国教であり、この国においてほぼ唯一の宗教である。

			　当然、国との繋がりは強い。

			「教会の誘致は、いずれ絶対に必要でしたから、まったく問題ありません。それにクラフト兄様の知り合いが神官として派遣されるのであれば、心強いですね」

			「悪いが、アズールの推薦状を書いてくれ。現時点では見習いらしいからな。獣人だが、カイルは差別しないよな？」

			「僕は療養ということで、ガンダールから離れた地域で暮らしていましたから。亞人に対して忌き避ひ感かんはありませんよ」

			「ならよかった」

			　カイルが獣人差別などしないとわかっていたが、確認は大事だ。

			「折角なので、孤児院も教会も、大きなものを作ってしまいましょう」

			「そうだな」

			　俺が頷くと、カイルが話題を変えてきた。

			「あ、クラフト兄様。父上が、褒美に何が欲しいか聞いていましたよ」

			「褒美？　ザイードを殴らせろとか？」

			「兄様……」

			　カイルが困った表情を向けてくる。

			「冗談だ。そうだな、ドラゴンの素材を少しでももらえたらありがたい」

			　ドラゴンの角や牙は全て献上してしまったので、少し下か賜ししてもらえると助かるのだ。

			「わかりました。伝えておきますね」

			　こんな感じで、誘致と推薦状をしたためてもらい、次の朝、ペルシアと一緒に孤児院へと戻った。

			　アズールに案内してもらい、孤児院を直接経営する教会へと向かう。

			　さすがベイルロード辺境伯が治めるガンダールの教会で、とてもデカくて立派な建物である。

			　アズールに連絡を入れてもらっていたので、一番偉い枢すう機き卿きようにすぐに会わせてもらえた。

			　枢機卿は金銀のちりばめられた、皺しわ一つない立派な神官服と、黄金に輝く錫しやく杖じようと冠かんむりで着飾っている。俺は孤児院育ちなので、この人物が権力を笠に着るタイプなのか、真面目な教会人なのか目を見て見極めるつもりだ。

			　一目見た印象では、後者の信用できるタイプに見えた。獣人のアズールを神官見習いにするような人物だ。教会の教えに忠実なのは間違いない。

			　俺は教会流の礼儀作法で、枢機卿に書状を手渡す。

			　丸められた羊皮紙の、蝋封印を見て、枢機卿が目を見開いた。

			「カ、カイル様直筆の推薦状と誘致願い!?」

			　俺はできるだけ丁寧に事情を伝える。

			「ええ。カイル様からの直接の書状になります。新しい開拓地に、ぜひアズールを神官として派遣いただきたいのです。また孤児院の運営も合わせてお願いいたします」

			　枢機卿は書状の中身を読み、俺の話を聞くと、大きく頷いた。

			「わかりました。今すぐ手続きをいたしましょう！」

			「ありがとうございます」

			　ずいぶんとすんなり話が通ったな。少しは揉めると思ったのだが。これもカイルの人徳だろう。

			　枢機卿が必要な書類を用意しながら、にこやかに語る。

			「教会は、亞人も人間と同じだとずっと主張しておりました。ですが、人間社会に根付く亞人差別は根強く……、今回の件、こちらにとっても渡りに船なのです」

			　ああ、なるほど。カイルのお墨付きがあれば、いろいろやりやすいのだろう。

			「今回の件、獣人の起用も、辺境伯肝いりということになりますからね」

			「ええ！」

			　こうして、あっさりとアズールは亞人初の神官となった。

			　そのまま、枢機卿と一緒に、別室で待っていたアズールの下に向かう。

			「本当に……獣人の私が神官に!?」

			　カイルを通してお願いする件は伝えてあったが、やはり、獣人がという思いが強かったのだろう。アズールの驚きようは言葉では言い表せないほどだった。

			　枢機卿は優しくアズールに語りかける。

			「はい。今までよく頑張ってきたのは、教区長からも聞いておりますよ」

			「あ、ありがとうございます！　これからも教会のためにこの身を尽くしたいと思います！」

			「はい。よろしくお願いします」

			　その後、アズールを神官に任命する儀式が執り行われ、教会内部で大々的に発表された。

			　もちろん孤児四人も参列し、その様子を興奮しながら眺めていた。

			　一通り、儀式と手続きが終わると、解放されたアズールの下へ、孤児たちが目を輝かせてやってくる。

			「すげー！　アズ姉すっげええええええ！」

			「おめでとう！　アズ姉！」

			「ありがとう、みんな！」

			「クラフト兄ちゃん、ありがとうな！」

			「お兄ちゃん凄いんだね！」

			　子供たちがきゃいきゃいと、俺とアズールのまわりではしゃぐ。

			「じゃあ、数日中に迎えにくるから、準備をしておいてくれ」

			「はい！」

			「またな！　兄ちゃん！」

			「おう、アズールを手伝ってやれよ」

			　こんな感じで、俺はミッションを無事に終えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、数日がすぎた。

			　久しぶりに街を堪能したり、素材を購入したり、ペルシアとデートしたり（嘘だが）、アズールの荷造りを手伝ったり、ジャビール先生に教えを請うたりと、忙しくも充実した日々だった。

			　カイルは新しい開拓村の手続きに追われているようで、夜に少し話す程度だが、精力的に活動しているらしい。

			　いよいよ出立の日の朝となったわけだが、この日もリーファンに起こされる。

			「うー、眠い」

			「大丈夫？　クラフト君」

			「ああ、ジャビール先生の本を徹夜で読んでただけだ。仮眠はとったから、スタミナポーションを飲めば問題ない」

			「ならいいんだけど」

			　一口だけポーションを飲むと、頭が冴えるが、いつもほどスッキリはしない。

			　さすがのスタミナポーションも、睡眠が不要になるわけではないのだ。ある程度は眠さも改善されるが、寝不足が続けば、まったく効かなくなってしまうので気をつけないといけない。

			　わかってはいるのだが、ジャビール先生の本が素晴らしくて、何度も読み返してしまったのだ。

			　俺は慌てて着替えを終える。

			　ちなみに今は下着で寝ているので、リーファンも安心だ。

			「さて、いよいよガンダールともお別れだな」

			「うん。準備はほとんど終わってるよ。後はクラフト君が荷物を収納するだけだよ」

			「そうか。アズールたちは？」

			「もうお屋敷の庭で待ってるよ」

			「わかった」

			　ベイルロード辺境伯に挨拶を申し込んであったのだが、忙しいということで会えなかった。むしろ、当事者の一人とはいえ、直接面会できたこと自体が異例なのだ。

			　内心は会えなくて助かったと思っているが、礼儀として申し込んでおいただけのことである。

			　リーファンと一緒に外に出ると、荷物の詰められた木箱が山積みになっていた。

			　孤児院の子供たちとアズールが、身体を寄せて固まっている。

			「よう、来たな」

			　俺は彼女たちの緊張が少しでも取れるように、気楽に話し掛けた。

			「は、はい。でも本当に辺境伯様の敷地内に入ってよかったのでしょうか？」

			「別に屋敷の中に入ったわけでもないし、ちゃんと門番も通してくれただろ？」

			　もちろん、その為の書類は渡してある。

			「そ、それは枢機卿猊げい下かが一緒に来てくださったので」

			「ああ、あの偉い坊さんも来てくれたんだな」

			「クラフト君、言い方……」

			　リーファンが冷たい視線を向けてくる。

			「わりぃ、悪意があったわけじゃないんだ」

			　教会経営の孤児院で暮らしていたが、教会組織に興味はなかった。育ててくれた神官の顔くらいしか覚えてない。教会に恩義も感謝も感じているが、それは別問題だ。

			　同じ環境で育ったのに、アズールはよく神官になれたものである。

			「なに、辺境伯も出てこないらしいから、気楽にやろうぜ」

			「できませんよ……」

			　アズールがため息を吐くと、子供たちがカチコチに緊張しているのに気づいた。

			「お前たちでも緊張するんだな」

			「お兄ちゃん……凄いですね……私、震えが止まらないです」

			「み！　見くびるなよ！　アズ姉に恥をかかせるようなことはしない！」

			　うさ耳の女の子は素直に教えてくれたが、狼獣人の男の子は、震えながらも気丈に振る舞っている。

			　狼獣人の子がエド。四人のリーダー格で、うさ耳の子がサイカ。しっかりしていてまとめ役になっているようだ。

			「なるほど。立派だ」

			　虚勢でも立派な志だから褒めておく。これで少しでも緊張が取れるといいのだが。

			「ふふん。そうだろう！」

			　褒められたからか、エドが胸を張る。

			　うん、子供なんだから、このくらい気遣いができれば充分だ。

			　俺は作業を始め、木箱をひょいひょいと空間収納していくと、今までの緊張は何だったのかという勢いで、子供たちが目を輝かせた。

			「すっげー！！！　なぁ兄ちゃん！　俺にも魔法教えてくれよ！」

			「私も！」

			「ボクも！」

			「そうだな……、ちゃんと読み書き計算できるようになったら、それもいいな」

			　魔法に適性があるかどうかはわからないが、この年齢から魔法を習えば、紋章が刻めなくとも、基礎的な魔法くらい使えるようになるかもしれない。

			「やった！　約束だかんな！」

			「お前も約束守れよ」

			「ああ！」

			　エドが威勢良く応えるが、アズールが呆れて諭す。

			「調子いい返事をしてるけど、エドはもっと頑張らないと、まだかけ算できないでしょ？」

			「うへぇ……」

			　どのみち、魔法に読み書き計算は必須だからな。俺を育ててくれた孤児院の神官は、とても厳しい人で、きっちりと仕込んでくれた。勉強は嫌いだったが、今ではスパルタに感謝している。

			「なぁなぁ！　それより兄ちゃんがあのドラゴンを倒したんだよな!?」

			「一人じゃねーよ。たくさんの冒険者と、ペルシアと一緒に倒したんだ」

			　ドラゴンの首は一般公開が終わり、今は庭の端に移動させられている（もちろん俺が移動させた）。端と言っても元が巨大なので、正門と屋敷を結ぶ空間が空いただけで、圧迫感は凄いのだが。

			　昨日から解体が始まったらしく、何十人もの職人が丁寧に素材をはぎ取っていた。

			　初めはこのまま王都へ持って行く予定だったのだが、運ぶ方法が思いつかず解体することになったらしい。

			「すっげー！　俺も魔法覚えたら、ドラゴン倒せるかな？」

			「一人じゃ無理だが、お前が仲間をたくさん作れたら、倒せると思うぞ」

			「マジか！　よーし！　俺、冒険者になる！　みんなもなろうぜ！」

			　エドが他の孤児に熱く語る。

			「ボクはイヤだよ……あんな恐ろしいドラゴンと戦うなんて……ううう」

			　この少し気弱な少年がカイ。レッサーパンダの獣人だ。レッサーパンダの獣人と知り合ったのは初めてだ。

			「カイは本当に臆病だな！」

			「エドが無鉄砲なだけよ」

			「私はやってもいいかなー。楽しそ～」

			　おっとりと答えたのは、猫獣人のワミカだった。いつもほわほわしている子である。

			「ワミカ……」

			　お姉さん格のサイカが、ワミカの返答にがっくりと肩を落とす。

			　楽しそうでなにより。

			　準備は終わり、カイルを待つ間、子供たちにペルシアの武勇伝を聞かせてやる。

			「ってわけでな、魔法を妨害していた角を叩き切ったわけだよ」

			「すげー！　ペルシア姉ちゃんすげー！」

			「ううう……私もやっぱり冒険者を目指そうかな」

			　慎重そうに見えるサイカも、やはり子供だ。武勇伝を聞かせただけで心が動いてしまう。

			「サイカちゃん、ペルシアさんは騎士だよ」

			「あ、そうか」

			　ま、現在の所属は違うんだけど、わざわざ夢を壊すこともない。

			　なんであれ、立派に育ってくれればいいのだ。

			　子供たちがアズールの引率で、ドラゴンの首を解体している現場を見学に移動したタイミングで、どこからともなくジタローがそそっとやって来た。

			「クラフトさん、あのべっぴん神官さんは誰ですかい!?」

			　ジタローの視線が、アズールにロックオンされている。

			「ん？　開拓村に誘致した、教会の神官で、建設予定の孤児院の院長でもあるアズールだ」

			「じゃあ、一緒に暮らすことになるんでさ!?」

			「ああ、子供たちと一緒に守ってやってくれ」

			「もちろんでさ！　お任せくだせぇ！　アズールさーん！　このジタローが村までずっと護衛いたしやすぜー！」

			　ずだだだだと、アズールに走り寄るジタロー。

			　うん、まぁ、頑張れ。

			　そんな緊張感のないどたばたをしていると、ようやくカイルが屋敷から出てきた。

			「お待たせしました、クラフト兄様」

			「おう。アズール！　こっち来てくれ！」

			　俺は、カイルとアズールを引き合せるべく、彼女を呼び寄せた。

			「はい！」

			　返事をしたアズールが、小声で子供たちに注意を促うながす。

			（みんな！　カイル様に失礼のないように気をつけてね！）

			（ああ！）

			（わかりました！）

			　借りてきた猫みたいな態度に変わる子供たち。

			　初見の人も多かったので、おおざっぱに紹介し、挨拶を終えると、カイルは元気良く宣言した。

			「それでは出発しましょう！」

			「「「おう！！！」」」

			　外で待っていた冒険者たちと合流し、一路開拓地へと旅を始める。

			　もちろん。

			　全員がスタミナポーションで、尋常でない日程で帰り着いたことは言うまでもないだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、二週間ほどがすぎた頃。

			　ザイードは三〇〇名の兵士と共に、新しい領地となる、ゴールデンドーン村へと向かっていた。

			　いつ整備されたのか、西へ延びる真新しい街道を進み、ようやく開拓村に到着した彼らは困惑することになる。

			　カイルとクラフトたちが、懸命に開拓した地、つい先日までゴールデンドーンと呼ばれていた村は静まりかえっていた。

			　ザイードの連れてきた兵士から偵察隊が出され、村をくまなく探索。

			　短期間で建設されたとは思えない規模に発達した村は、たった一人の人間を除いて、誰もいなくなっていたのだ。

			　ザイードが叫ぶ。

			「これはどういうことだ!?」

			　カイルの資料によれば、一〇〇〇人を超える住民がいるはずだった。

			　空き家が並ぶゴーストタウンを歩きながら、ザイードは確信する。

			（やはり、カイルの報告は嘘だったのだ！　こんな短期間に一〇〇〇名を超える開拓村を完成させられるわけがない！）

			　そう考えると、今まで抱いていた怒りが、少しは和らぐというものだ。

			　ザイードは一人で納得しているようだったが、彼の連れてきた兵士長は内心で驚愕していた。

			（空き家の数から考えて、一〇〇〇人を軽く超える住民が住んでいたのは確実だろう。驚くべきは、この村までの道が、かなり整備されていたことだ。ザイード様は気がつかれていないようだが、前人未踏の地に、馬車が何台も通れる道を敷ふ設せつしたこと自体、とんでもない成果だぞ！）

			　鼻を鳴らして歩くザイードと、兵士長の温度差は酷いものである。

			（やはりカイルは大袈裟な人数を報告していたという証拠ではないか！　これを父上に報告して……いや待て。ドラゴン討伐の実績はあるのだ。たとえ事実でも信じてもらえぬ可能性もある。ならば、私がこの村を発展させ、カイルの無能を示すのが得策か）

			　ザイードが内心で葛藤しているとき、兵士長も内心で感動していた。

			（やはりカイル様はこの地の開拓を成功されていたのだな。どの建物も、辺境とは思えぬほど立派な作りだ。辺境の家に住まなければならないと聞いたときは絶望したものだが、この作りであれば元の家よりよほど快適だ）

			　ザイードと兵士長は、この村にただ一人残された人物の前に立つ。

			　男はひざまずいてザイードを迎えた。

			「お待ちしておりました、ザイード様」

			　男の身なりから、ある程度の身分がある人物だろうと、ザイードは問いかける。もっとも選択肢は他にないのだが。

			「お前は？」

			「私はこの村の冒険者ギルド長です。正確には支部長ですが」

			「細かいことはいい！　どうして……どうして村に誰も残っていないのだ!?」

			　ザイードはカイルの報告した一〇〇〇人以上が移住してきたという言葉を、すでに信じていない。だが、それにしても誰もいないというのはおかしいだろう！

			　ギルド長がうやうやしく答える。

			「それは、住人の皆がカイル様に付いていったためです」

			　ザイードの頭に、一気に血が上った。

			　彼はカイルに住民を渡さないため、かなりの予算を投入していたからだ。

			「なんだとぅ!?　まさかカイルのやつ、私が渡した触れを開示しなかったのか!?」

			　ザイードは、カイルが触れを握りつぶしたのではないかと直感する。だがそれは、ギルド長によって即座に否定される。

			「それはもしかして、村に残った者には一年間、毎月金貨五枚を支給するというものでしょうか？」

			「知っているのか!?」

			「もちろんです。カイル様は口頭だけでなく、あそこに立て札も出して周知しておりましたので。もちろん全ての住民は触れの内容を知っています」

			　ザイードの頭が一瞬だけ真っ白になる。理解できないことだった。

			「毎月金貨五枚だぞ!?　貧乏人の月給と変わらぬだろう!?　それを一年だぞ!?　本当にきちんと周知されていたのか!?」

			　ギルド長は、辺境開拓に参加する貧乏人の月給が、金貨五枚もあるわけないだろうと突っ込みたかったが、頷くにとどめる。逆にそれだけの大金でも残る者はいなかったわけだから。

			「間違いなく」

			「馬鹿な。それではまるで、カイルが向かう危険な辺境のほうが魅力があるようではないか……」

			　ザイードの呟きに、自ら進んでこの村に残るという貧乏くじを引いた、冒険者ギルド支部長は、内心で小さく頷く。

			（カイル様の統治する村では、収入以上に幸せな暮らしができるのだから当然でしょう）

			「ぐっ……ぬっ！　ま、まぁいい！　人はまた募集すればいいのだ！　それで！　この村の資材はちゃんと残されているのだろうな!?」

			　ザイードは理解できないことを考えるのをやめた。

			「はい。カイル様に依頼され、私が管理しております。こちらが村の倉庫です」

			　ザイードは内訳の記載された羊皮紙を受け取りながら、ギルド長の案内で倉庫へと足を運ぶ。

			「……ほう！　これはミスリル鉱石！　樽で五樽とは凄いではないか！」

			　ミスリルは今、価格が高騰している物資の一つだ。ザイードは鉱石のことなど詳しくないが、資料によるとかなり含有率の高い鉱石らしい。それが五樽も残されているとわかって、彼の機嫌は一気に上向く。

			　ギルド長は品目リストを一つ一つ説明していく。

			「こちらが、スタミナポーションです」

			「ほほう。全部で一〇樽か。しかしポーションが樽詰めされているというのは、落ち着かんな」

			「お気持ちは私もわかります。しかしまったく劣化しませんもので」

			　ギルド長は今日初めて、ザイードに同意した。慣れている彼ですら、ポーションが樽に入っているのはやはり落ち着かないのだ。

			「らしいな。しかもひと匙さじで効果があるとか。こっちのはヒールポーションが一樽か？　こっちはキュアポーションか。これも一樽。うむ。当面の兵士用として使えるな」

			　きっと、使ったらその効果に仰天するのだろうなぁと、ギルド支部長は無表情の下でほくそ笑む。

			　だが、続くザイードの呟きに、ギルド長はこの村の将来を知った気がする。

			「ヒールポーションとキュアポーション以外は全て売り払うか」

			　ギルド長は内心ため息を吐いた。

			（スタミナポーションを使わずに売り払うとは……この村の先も見えたな）

			　苦労人、冒険者ギルド支部長はやれやれと、肩をすくめるのだった。

		

	
		
			　

			信用されているってのは、なかなか気づけないって話

			　

			　俺たちは、開拓村に戻ると、まず住人や冒険者たちに事情を説明することから始めた。

			　急がなければ、この町にザイードたちがやって来てしまうからだ。

			　ゴールデンドーンの名前を変えザイードの直轄地となり、カイルは新たな地に移動し、一から開拓村を作らなければならないことなどを、住民たちにできるだけわかりやすく伝えていく。

			　また、この町に残る人間にはかなりの金額が支給されることも説明した。

			　集まった住民たちは、それぞれに悲観したり、驚いたり、怒りを見せる。

			「そんな！　ここはカイル様やクラフトさんが懸命に育てた場所だというのに！」

			「ちくしょう！　いくら貴族とはいえ許せねぇよ！」

			「俺の耕した畑はどうなるんだ!?」

			「やっとお店を持てたのに……」

			「なんてこった！　お貴族様とはいえ、許せねぇよ！」

			「ああ！　ザイード様は俺たちのことなんて虫くらいにしか考えてないんだろう！」

			　住民たちの矛先が次第にザイードに向いていく。このままだと不敬罪になりかねないと、カイルが慌てて割って入る。

			「み！　皆さん落ち着いてください！　決してザイード兄様の提案は間違ったものではないのです！」

			「落ち着けって言われてもな」

			「ああ……」

			　それでもカイルの言葉だ。次第に住民たちの興奮が収まっていく。

			　カイルはほっと胸をなで下ろし、言葉を続ける。

			「今は先のことを考えましょう。あまり時間がないのです。それで新たに私が開拓する地への移住希望を集いたいのですが――」

			　カイルが最後まで言い終わる前に、住人全員と、冒険者たちが立ち上がった。

			「もちろんついていきます！」

			「ああ！　残るわけないでしょう!?」

			「ギルド長！　冒険者は全員一緒に移動するが、まさか護衛代なんてアホなこと言わないだろうな!?」

			「この村より立派な村を作って、連中の度肝を抜いてやりましょう！」

			「「「おおおおー！！！」」」

			　俺は、少し唖然としてその様子を眺めていた。

			　ザイードが提示した、この村に残る者への謝礼金は高額だ。開拓村に移り住もうと考える大半は、平均的な収入をはるかに下回る低賃金層だ。だから、何割かの住人は残ると思っていた。

			　そんな俺に気づいたのか、カイルが微笑む。

			「ふふ、クラフト兄様は自分のことになると、過小評価がすぎますよね」

			「どういうことだ？」

			「この村の開拓を進めた立役者はクラフト兄様ですよ。みんなそれを理解しています。クラフト兄様が行くとなれば、絶対についてくるに決まってるじゃないですか！」

			　それは、どうなのだろう？

			　今よりも危険があるだろう土地に移動するのだ。この町に残る選択肢を選ぶやつだって、出てくると思っていた。

			　だいたい、人望を集めているのはカイルだろう？

			「まぁ、カイルが思っていたよりしたたかだったのはわかった。とにかく先の話をしよう」

			「はい」

			　それから、町の資産と、個人資産の選別に入る。

			　俺とカイル。リーファンに冒険者ギルド長などの責任者が嵐のような忙しさで町中を飛び回る。羊皮紙が飛び交い、ひっきりなしに相談事が舞い込む。

			「スタミナポーションは半分近くを置いていくことになりますね」

			「ああ、半分をシールラさんが商店用に購入していて助かったぜ」

			「それを開拓費用から買い戻して、いつものように皆に配りましょう」

			「ああ」

			「ヒールポーションとキュアポーションは、ほとんどが冒険者ギルドが購入済み、どちらも一樽ずつ残ってるだけですね」

			「この土地に来るなら、このくらい残ってないと不安だろう。ザイードはむかつくやつだが、死んで欲しいとは思ってないからな」

			　ただし、いずれ必ずカイルの凄さを見せつけ、ぎゃふんと言わせてやる！

			「そうですね。それに折角ですから、ザイード兄様には、この地の開拓に成功して欲しいですし」

			「カイルは優しすぎだろ」

			　カイルを陥れようとするザイードは、やはり痛い目にあって欲しいと思ってしまうが、当のカイルが望んでいないのだ。積極的に陥れるような行為はやめておこう。

			「兄様、錬金用や鍛冶用の薬や道具はどうなっていますか？」

			「それは、生産ギルドか俺個人の資産だな」

			「なら問題ありませんね。木材は全て置いていくことになりますが」

			「それはしかたないな。なに、新しい開拓地にも森はある。いくらでも確保できるさ」

			「そうですね」

			　木材は長期間乾燥させなければならないが、魔法か錬金術でなんとかできる。

			　大変なのは移動して最初のしばらくなので、そこは俺が頑張ろう。

			　カイルの何がしたたかだといえば、新しい開拓村用の資産として、錬金術や鍛冶の素材になりそうなものを、ガンダールで買い揃えていたことだ。

			　俺の錬金術があるので、素材さえ揃っていれば、スタミナポーションでもなんでも、いくらでも作れる。

			　足りない素材は、冒険者に依頼すれば現地調達できるのも強みだ。

			「先ほど、冒険者ギルド長さんが、自分はギルドの契約上、場所を移動できないので、残ってくださると」

			「そうか……貧乏くじを引かせることになるな」

			「そうですね。落ち着いたら、新しい村に移動できるよう、冒険者ギルドの本部に連絡しておきましょう」

			「それがいいな」

			　そして、準備は猛烈な勢いで進んでいく。

			　まず、先発隊としてリーファンを含めた少数が先行することになった。

			　現地を精査し、村の建設予定地を確定してもらう。

			　本隊が現地に到着して、すぐに作業に入るための工夫である。

			　こうして、俺たちはほぼ前人未踏の大地へと旅立ったのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目的地はドラゴン討伐の地。

			　普通なら、何ヶ月もかかるような大移動だ。

			　だが、ゴールデンドーンで開拓を頑張ってきた住人は別だ。スタミナポーションのおかげだけではない。日々、サボらずに労働し続けたことで、常人を超える健康を身につけているのだ。もちろん全ての荷物が俺の空間収納に納められていることも大きい。例えこの町の住民でも、大量の荷物があれば、月単位の移動時間が必要になっていたはずだ。

			　体力全快のまま、手ぶらで、休息を取らずに突き進めるのだから、移動速度は一般人と比べものにならない。

			　団結力もある。住人全員が再移住を希望するほどなのだ。誰かが困っていたら、近くの人間が助ける。それが当たり前になっているゴールデンドーンの住民なのだから、移動中のトラブルもあまり心配することがない。みんなが助け合って解決してくれるからだ。

			　準備期間が短かったのにもかかわらず、出立も、移動も、驚くほど順調だった。

			　普通に考えたら一〇〇〇人を超える移動など、面倒この上ないのだが、俺たちはあまり問題にならない。

			　まず、護衛。

			　これは一緒に冒険者が移動するので、彼らが「身を守る」だけで全て解決だ。しかも半数がドラゴン退治の猛者なのだ。頼もしい。

			　危険な辺境の移動だ。当然かなりの頻ひん度どで魔物が襲ってきたのだが、強者揃いの冒険者たちのおかげで、キャラバンは足を止める必要もない。

			　中でもレイドック率いるパーティーの活躍は群を抜いていた。

			　蒼き閃光と化したレイドックの前では、大抵の魔物が紙切れも同然だった。

			　冒険者殺しと呼ばれる、一つ目の巨人サイクロプスが突如あらわれたときも、レイドックが鎧袖一触。強力な技の連撃であっという間に細切れである。

			　なんかレイドックのやつ、滅茶苦茶強くなってるな。

			　次に、移動速度。

			　この村の住人はスタミナポーションとキュアポーションのおかげで、全員が元気なのだ。しかも疲労しない。

			　ピクニック気分で移動できるというものだ。

			　最後に、荷物。

			　これは俺が全て空間収納で運ぶのだから、まさに手ぶらでピクニックだ。

			　……それにしても、俺の空間収納はどんだけの物が収まるというのだろうか？

			　まるで上限を感じないが、便利だから深く考えないことにしよう。時間ができたらジャビール先生に相談して調べてみてもいいかもしれないな。

			　子供や年配の方には馬車を用意したが、どうしても移動の速度には個人差が出てくる。当然キャラバンは一番足の遅いメンバーに合わせる。

			　すると、のんびり歩いてるのが退屈なのか、体力のあり余っているやつらが中心に、道を整備していくのだ。少しでもキャラバンを速く進めたかっただけかもしれないが、岩をどかし、邪魔な木々をなぎ倒し、地面を平らに均ならしていく。

			　おかげで、開拓キャラバンの通ったあとには、見事に街道が完成していた。

			　もちろん、これを長期で使用するためには、石を敷き、まわりの木々を減らし、視界を良くする必要があるが、辺境とは思えないほど立派な街道が出来上がっていくのだから洒落にならない。

			　俺とカイルは、認識していた以上に村人が頑健になっている事実を知り、お互いにその件で擦り合わせをおこなう。主に移住先でのスタミナポーション配布についてだ。

			　そんな想像を上回る住人の活躍はあったが、トラブルは驚くほど発生しなかった。

			　孤児たちが集まる場所に魔物が出たときも、レイドックが神速で向かい、子供たちに傷一つなく敵を片付けてくれる。

			　それをぼーっと見ていたアズールがボソリと言った。

			「レイドックさんってかっこいいですねぇ」

			「はぐわぁあ！」

			　ジタローにとっては大事件だったが、まぁ、トラブルの内には入らんよね？

			　

			◆　◆　◆

			　

			　現地に先行していたリーファンと冒険者パーティーが、俺たちを出迎えてくれた。

			　リーファンが代表して前に出る。

			「お待ちしておりました！　カイル様、クラフト君！」

			　こちらもカイルが代表として先に出た。

			「お待たせしました。こちらに何か問題はありませんでしたか？」

			「周辺の魔物は間引きしておきましたから、大丈夫です。あと、カイル様からいただいた、都市設計を元に、建物の配置も決めておきました」

			　ふんすと答えるリーファン。

			「素晴らしい手際ですね！　とても助かります」

			「さすがリーファンだな」

			「えへへ」

			　照れるリーファンに満足しつつ、俺は移住者に振り返った。

			「よーし、それじゃあみんな！　まずは仮設の生活空間から設置していくぞ！　リーファン頼む」

			「うん！　それじゃあ班分けするよ！」

			　リーファンが開拓民にテキパキと指示を出していくと、手慣れた様子でテントを張っていく。

			　ずらりと設営されたテントは、軍隊の宿営地にも見えた。

			　だが、ようやく旅が終わったという安堵からか、開拓民も冒険者たちも、明るい表情で作業をすすめている。

			「なあリーファン、この旅で気づいたんだが」

			「なに？」

			　大まかに指示を出し終わったリーファンが振り向く。

			「開拓民、特に初期からいるやつらなんだが、あいつら全員、妙に力が強くなってないか？」

			「あ、やっぱりそうだよね」

			「リーファンも気づいてたか」

			「そりゃあね」

			　当然でしょうとポーズを取る。

			「もちろん、スタミナポーションを使っていたやつが、一般人より健康体と筋力を手に入れていたのは気づいていたんだが……どうも俺が認識していたよりも、常人離れしているようなんだ」

			「やっぱりそうだよねぇ。木こりの人が、丸太を一人で担いでくるようになってるんだもん」

			「え？　そうだったのか？」

			　丸太を数人で運んでたのは記憶にあるんだが。

			「え？　知らなかったの？　結構前からだよ？」

			「空いた時間は錬金術の研究や勉強ばっかしてたから、ジタロー以外の村人とはあんまり接してなかったかもしれない」

			　もちろん村の中では色んな人と会うが、木こりの作業現場に向かうようなことはなくなっていた。

			「そういえばそうだね。でもどうしてこんなにパワーアップしたんだろう？」

			　俺は思いついたことを口にした。

			「これは仮説だが、スタミナポーションが影響してるんじゃないかと思ってる」

			「え？　あれは凄い効き目の栄養ドリンクみたいなものだって」

			「ああ、だが考えてみろ。身体を鍛えるってのは、基本的に疲労するまで動いて、休んで、また動いてを繰り返すだろう？」

			「あ」

			　どうやらリーファンも気づいたらしい。

			「そう、一日ずっと全力で働いて、夜ぐっすり眠る。それを繰り返し続けてるんだ。肉体労働系のやつらを中心に凄い力持ちになってるんだよ」

			「もしかして、冒険者も？」

			　最初は辺境の強い魔物をたくさん倒してきたからだと思っていたのだが、それだけだと説明しきれない。

			「まず、間違いない。この短期間でドラゴンにダメージを入れられるやつらが量産された最大の原因だと思ってる。道中なんだがレイドックの野郎、単騎でサイクロプスを倒せるようになってたんだぞ」

			「え？　単騎で？　凄い！」

			「だろ？　どうもスタミナポーションの与える影響は思っていたよりでかいかもしれん」

			「さすが伝説品質だね。それじゃあ、スタミナポーションを配るのはやめる？」

			　さすがリーファン。すぐにその結論に達するとは。

			　だが、その件はすでにカイルと相談済みだ。

			「それなんだが、カイルと相談して、村人に配る分は、少しずつ効果を弱めていくことになった。一年くらいで、配布そのものを止める。現状だと影響がでかすぎるので安全策だな」

			　住人が強くなって困る事はないが、それは開拓地での話である。効果が極端すぎて、軍事利用されかねないとカイルが結論づけたのだ。

			　開拓の初期メンバーはどうしようもないが。

			　木こり連中が多いので、新たなゴールデンドーン村の開拓には、とてもありがたい存在である。ひいきになってしまうかもしれないが、許してもらうしかない。

			「そっか、もともと、開拓初期だけの炊き出しだものね」

			　炊き出しの飯にスタミナポーションを入れたときからずっと続いている。味も良くなるから好評だったのだ。

			「そういうことだ。みんなに上手いこと伝えておいてくれ」

			「うん。わかった。冒険者への販売分はどうするの？」

			「それはこれまでどおりだ」

			「わかったよ」

			　冒険者はいくら強くても問題ないしな。

			　住民用のスタミナポーションは、効果時間はそのままで、効果は市販品くらいにまで落としていくことにカイルと決めている。

			　リーファンと打ち合わせしつつ、開拓が開始された。

			　人が住むなど考えられないような僻地である。本来であれば開拓は困難を極めただろう。

			　だが、並みの冒険者を筋力だけで蹴散らせる愉快な住民たちのおかげで、新生ゴールデンドーンは、凄い勢いで建設されていくのだ。

			　そりゃもう、びっくりするほど。

		

	
		
			　

			折角だから、度肝を抜いてやろうぜって話

			　

			　新生ゴールデンドーンが建築されたのは、大河のほとりであった。

			　当初予定していたドラゴン討伐地点より、距離にして一時間ほど離れている。ゴールデンドーン基準なので、一般人だと半日以上かかるかもしれないが。

			　先行で土地を調べていたリーファンが決めた場所なので、文句はない。

			　東西に流れるこの大河は、対岸がまったく見えないほどの川幅で、湖と言われても納得してしまうほど巨大だった。

			　この大河を越えると、小国家群があるらしいが、特に何かを考える必要はないだろう。ここまでの大河となると渡河するのも、並大抵のことではない。

			　ドラゴン討伐した土地の周辺に街を築かなかったのは、そのあたりを穀倉地帯にするとのことだ。

			　岩のゴロつく土地をわざわざ農地にするというのだ、理由があるのだろう。リーファンが決めたのなら任せておけばいい。どうやらかなり肥ひ沃よくな土壌らしいのだ。

			　さっそくその地に小麦畑が作られることになったのだが、そこに魔物が出たとき用のシェルターを点在させたいと、リーファンから相談を受ける。

			　数日分の食糧が収められた、分厚い石壁の小屋を作りたいらしい。いざというときに逃げ込み、救援が来るまで引きこもれる施設の事だ。リーファンと一緒に研究した建材があるので、それを利用すれば、すぐにできるはずだ。

			　穀倉地帯は、開拓地と一時間ほどの距離なので、冒険者が来るまでシェルターで耐えるのだ。

			　穀倉地帯の開拓と同時に、街道の整備も急ぐ。

			　開拓キャラバンが通ってきたルートは、すでに簡易な街道が完成しているので、ザイード開拓村方面から街道を完成させるための人員を大量に雇った。もちろんたくさんの冒険者が護衛についている。

			　街道工事の発注には何人もの商人や商会に依頼しているのだが、そのうちの一人が新生ゴールデンドーンにキャラバンを率いてやって来ていた。

			「いやあ、助かったよアキンドー」

			「いえいえ、こちらも久しぶりの大商いで奮い立っておりますよ」

			　一〇〇人単位の大キャラバンを率いてきたのは、初期からゴールデンドーンに出入りしていた商人の一人でアキンドーだ。

			　他の商人と比べると、目先の利益に惑わされず、長期視点を持った優秀な商人である。

			　彼はアキンドー商会を設立し、実質的にゴールデンドーンの御用商人となっていた。

			　アキンドーが運んできたのは、注文していた大量の火山灰と石灰である。

			「しかし、こんな物をどうするのですか？　いえ、お代をいただけるのなら、己の魂すら天てん秤びんに載せる卑しい商人なので、誠心誠意取り引きさせてもらいますが」

			　彼は馬車に山積みの火山灰を見上げた。

			「ああ、別にそんな珍しい話じゃない。錬金術で作る、特殊な石材を作るのに必要なんだよ」

			「火山灰と石灰で……石材ですか？」

			　ギラリとアキンドーの目が光った気がする。

			「ああ、その二つに錬金術で作った薬剤と細かめの砂利、それに水を混ぜると、もったりした液状になるんだが、これが固まると、継ぎ目のない岩のように硬くなるんだよ」

			　砂利と水は大河からいくらでも取れる。

			「それは凄い！　しかし、硬く継ぎ目がないといっても、どのくらいの硬さでしょう？　実際の石には敵いませんよね？」

			「いや、むしろ岩盤並みだぞ。ほら、そこにテストがてら作成したシェルターがあるから、好きに試して見ろよ」

			　強度をテストする目的で設置した、シェルターを指す。

			　魔物の攻撃にどの程度耐えられるのか試すため、魔法やら剣技やらを大量に叩き込んだので、シェルターのまわりは荒れている。

			「いいんですか？」

			「強度の実験用に作ったやつなんだよ。ハンマーとかで殴りまくってるから今さらだ」

			「なるほど。しかし一部は壊れているようですが？」

			　アキンドーがシェルターの破損箇所に気づいたようだ。

			「レイドックが調子に乗っただけだよ」

			「ああ、なるほど。納得しました」

			　通常の剣やハンマーではまるで刃が立たなかったのにイラついたのか、レイドックが途中から全力の剣技を叩き込んだのだ。いくら頑強なシェルターといえども半壊した。

			　まぁ、素晴らしいテストができたとしておこう。

			　アキンドーはなるほどと頷いてから、彼の護衛に頼んで、シェルターを武器や魔法で攻撃させる。

			　レイドックの通常攻撃に耐えるのだ。護衛の攻撃程度でシェルターはビクともしない。

			「これは……想像以上に頑丈ですね」

			　まるで崩れないシェルターに、アキンドーは目を丸くする。

			「だろ？　ただ、これを作るには大量の火山灰と石灰が必要なのがネックなんだよ」

			「それにしても、まだまだ必要なのですよね？　一体何を作るんです？」

			「世界最大の城塞都市」

			「……ほう」

			　きっぱりと答えた俺に、アキンドーは真剣な表情を返す。

			「驚かないんだな？」

			「今さらですからね。それで、今後も取り引きをお任せいただけるので？」

			「ああ。その代わり、とにかく完成まではこの話は可能な限り内密で、値段が跳ね上がる前に、かき集めてくれ」

			「もちろんですとも。都市が完成したのちは？」

			　アキンドーの目がキラリと光る。目先の利益に飛びつかないのが、このアキンドーだ。

			「ジャビール先生と相談しなきゃだが、薬剤のレシピと共に、公表するつもりだよ。まぁ辺境伯のところで止められる可能性もあるんだけどな」

			　どの情報を、どのタイミングで公開するか、ジャビール先生に手紙を出して相談するつもりだ。

			「そうなる可能性は高いかもしれませんな」

			　アキンドーが腕を組む。

			「そしたらアキンドーは美味しくないか？」

			「いえいえ。たしかに一般家屋にまでこの工法が広がれば、先行で素材をおさえている私はウハウハでしょうが、貴族のこれからの消費だけで、充分濡れ手に粟というものですよ」

			　仮に辺境伯に一般への普及を抑えられたとしても、貴族などには広がると踏んだらしい。

			「ならいいんだ。とにかく、大量に必要だからな。頼むぞ」

			「お任せください。もともと火山灰は、山から無限に降り注ぐやっかい物ですからね。いくらでもお持ちいたしますとも」

			　カイルが最初に立てた城塞建築計画では、完成予定が二〇年先になっていた。それじゃあ面白くないと、ジャビール先生の本をひっくり返し、紋章の新たなる囁きを生み出し、ようやく辿り着いたのが〝錬金硬化岩〟という特別な技術だ。

			　この錬金硬化岩。

			　先ほどの説明とおり、作りたてはどろっとした液体なのだが、時間が経つと、岩盤並みに硬くなるのだ。

			　固まるとほぼ真っ白になり、とても高級感がある。

			　実験を繰り返した結果、王都の城壁より強度があると、リーファンが調べてくれた。

			　本当にリーファンは優秀だ。

			　お間抜けが目立つことが多い彼女だが、実際には彼女がいなければ開拓村は回らないほど有能である。生産ギルド長として、経済にも詳しく、オールマイティーに村の発展に貢献してきた。

			　俺の漠然としたアイディアも、このように彼女の協力がなければ、実現不可能だったろう。

			　今回も、巨大城壁を作るのであれば、金属の筋を中に通しておけば、大幅に強度が増すことを発見してくれた。

			　この工法が広がり、市壁や城壁がこの錬金硬化岩に置き換わったら、マウガリア王国の防衛力は大幅に上がるだろう。

			　さらに並行して、大河を渡す、巨大橋が作れないか検証している。

			　この〝鉄筋錬金硬化岩〟技術があれば、人類の夢である、大河大橋の建築が可能になるかもしれない。

			　橋が作れることを前提に、城塞都市の建築が進んでいる。

			　今までの城壁建築と違って、遠い石切場から、巨大な切り出し岩を大量に馬車で運んでくるという手間がなくなり、普通の城塞建築と比べたら圧倒的に安価で施工期間も比べものにならないほど短くなる。

			　火山灰の入手と運搬にやや金がかかるが、切り出し岩と火山灰などでは重さに圧倒的な差がある。馬車で大量に運べ、馬車のダメージも少ない。メリットのほうがはるかに大きいのだ。

			　火山灰に関しては、一定地域に絶え間なく降り注ぐやっかい物扱いなので値段も安い。経費のほとんどは運搬費用だ。

			　錬金硬化岩のなにが優秀かと言えば、流し込む木枠を作っておけば好きな形に固められることだろう。岩をパズルのように隙間なく組み合わせる職人も必要がない。

			　問題点といえば、俺とリーファンが、職人に教えるのに忙しすぎることくらいか。

			　ゴールデンドーン村に永住する予定でやって来た職人連中には、錬金による薬剤の材料以外、錬金硬化岩の作成方法から運用方法まで、全てを開示しているので、近いうちに専門家も増えるだろう。楽しみだ。

			　錬金硬化岩で作っている物で便利なものといえば、他に倉庫と木材乾燥室がある。

			　倉庫は巨大な物が簡単に作れる上に丈夫。

			　木材乾燥室というのは、倉庫なのだが、錬金術で作り出した、水分を蒸発させる煙で木材を燻し乾燥させる施設だ。これのおかげで、数ヶ月はかかる木材の乾燥が、一週間くらいで終わる。

			　錬金硬化岩と木材のおかげで、ゴールデンドーン村……いや、ゴールデンドーン城塞都市は凄まじい勢いで発展を遂げていくのである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　カイルと何時間も協議し、この新生ゴールデンドーンの青写真を引いた。

			　どんなに人口が増えても、その全てを守れる都市という無茶ぶりに、俺とリーファンは全力で答えた。カイルから初めて頼られた気がしたから、自重はゴミ箱に捨てた。

			　俺の出した答えが錬金硬化岩という新技術である。この新しい建材のおかげで、カイルの理想とする、守りに特化した強大な都市建設が可能になったのだ。

			　予定されている城砦都市は、間違いなく人類最大の規模になるだろう。

			　もちろん、建設までには何年もかかるし、段階もある。

			　まずは数万人が暮らし守れる都市の建設を目指す。

			　その日、都市の中央部に建築されたのは、巨大で荘そう厳ごんな建物である。

			　圧倒的な質量の前で、五組のケモ耳が揺れていた。

			「えっと……こんなに立派な教会……本当に良いのでしょうか？」

			　震える声をようやく漏らしたのは、すらりと立つキツネの耳が特徴的なキツネ獣人のアズールだった。

			「もちろんでさぁ！」

			「おいこらジタロー。なんでお前が答えるんだよ」

			「あ、いえ、つい」

			　そう、完成したのは教会だ。もちろん孤児院も併設された大規模施設である。

			　アズールが一人で管理するには広すぎるが、頑張って欲しい。

			　アズールと孤児たちを呼んだのだが、なぜかジタローもついてきた。

			　俺はジタローをいったん無視して、アズールに説明する。

			「この都市は見てのとおり、超巨大になる予定だ。だから、このくらいの教会は必要なんだよ」

			「わ……私につとまるでしょうか？」

			「そこは頑張ってくれ」

			　人口が増えれば信者も増える。孤児も増えるだろうから、しばらくはとても大変だろう。

			「おいらが手伝いますぜ！」

			　うん、そうだな。ジタローは頑張って手伝ってくれるだろう。

			「ありがとうございます、ジタローさん」

			「ふぉうあー！」

			　いや、意味わかんねぇ叫びはやめろ。あとな、アズールは神官……結婚とかあんまり考えてないと思うぞ？　わからんけど。

			　教会を一とおり案内すると、それまで我慢していたわんぱく大将の狼少年エドが口を開いた。

			「クラフト兄ちゃん！　魔法教えてくれよ！」

			　そういやそんな約束してたな。

			「勉強は？」

			　教えるのは構わないが、最低限の読み書き算術ができないと、魔法を使うのは無理だ。

			「それは……」

			　口ごもるエドだったが、アズールが優しくフォローに入る。

			「最近、エドたちはかなり勉強を頑張っていますよ」

			「へえ？」

			　エドの反応から、まったく勉強してないのかと思ったが、アズールが言うなら、それなりに頑張ってるのだろう。微妙な表情をしていたエドが、ぱっと明るくなる。

			「だろ!?　だろ!?」

			「あくまで、今までと比べたらですからね？」

			「あうう……」

			　調子に乗るエドに、即座に釘を刺すあたり、孤児院長としてしっかりやっていたのがよくわかる。本当に頑張ってきたんだな。

			「ふーむ。よし、週に一度、少し魔法の基礎でもやってみるか」

			「やったぜ！」

			　喜ぶエドと対照的に、アズールが申し訳なさそうにする。

			「クラフト君、いいんですか？」

			「ああ、どのみち教えてやろうとは思ってたからな」

			　最低限の勉強ができているなら、教えてやるのはやぶさかではない。

			「ならいいのですけれど……」

			「夕方から夕飯までの間にやるよ」

			「わかったよ！　兄ちゃん！」

			　元気なのはいいことだね。

			　いっそ、マナポーションとスタミナポーションをがぶ飲みさせて、超絶スパルタでもやってみるか。

			　このとき、悪戯込みで考えたこの方式だったのだが、俺は結びついていなかったのだ。スタミナポーションを常用した村人がどうなったかを……。

		

	
		
			　

			商人って人種は、油断できないよなって話

			　

			　時間は少し戻る。

			　ゴールデンドーン村が新たな地へと移動して、少し経った頃の話だ。

			　ザイード開拓村となった元ゴールデンドーンで、書類仕事に追われるザイードの部屋に、文官が入ってくる。

			「ザイード様、カイル様の開拓村方面から、キャラバンが来ています」

			「なに？」

			　ザイードはカイルが残していった、小ぶりだが暮らしやすい屋敷の窓から街道を見る。

			　なるほどとザイードは頷く。

			　馬車の隊列が村に向かってきていた。時間的に、この村に泊まるのだろう。

			　ザイードは部下を引き連れて、外に出る。ザイード開拓村から、ゴールデンドーンに向かうキャラバンはたくさん見てきたが、戻ってくる商隊を確認したのはそれが初めてだったので、少し気になったのだ。

			　たくさんの馬車がゴールデンドーンに向かっているのだから、そのうち引き返してくるとは思っていたが、想定していたよりかなり早い。

			　ザイードが村に入ってきたキャラバンに近づくと、ザイードに気づいた商人が、慌てて飛び出し、彼の前で深い礼を見せる。行商人にしては礼儀正しい印象だった。

			「これはザイード様ではありませんか。このような場所でお目にかかれるとは光栄です。私はアキンドーと申します」

			「うむ」

			　大量の馬車を引き連れたキャラバンであることから、かなり有力な商人だろうとザイードはあたりをつけた。

			「お前たちは、カイルの村からやってきたのか？」

			「はいそうです」

			「そうかそうか」

			　妙に嬉しそうな顔を見せるザイード。

			　それに気づいたアキンドーは「きっと逃げ出してきたとでも思っているのだろうなぁ」と内心で呟いていた。

			　他のキャラバンより速い速度で移動できているのは、ゴールデンドーンの開拓初期から付き合ってきたおかげで、馬やメンバーがスタミナポーションの恩恵に与っているからだし、護衛も一流どころを雇っているので、トラブルが少ないからだ。

			　もちろん、簡易的だが街道がすでに完成していたことも大きい。

			「お前たちはこの村に宿泊予定か？」

			　ザイードは、この商人なら話に乗りそうだと判断し、話をすすめる。

			「はい、可能であればその予定だったのですが……」

			　アキンドーが施せ錠じようされた宿屋をチラ見する。

			「どうやら宿はまだ休業中の様子ですね」

			「ふん。まだ入居者が到着していないだけだ。それよりお前たち、商品を買わんか？」

			「商品、ですか？」

			　ザイードは、キャラバンの規模からアキンドーが金を持っていそうだと思い、倉庫に残された品を買わせるつもりなのだ。値段が不満ならなら売らなければいい。

			「ああ、ミスリル鉱石四樽と、スタミナポーション九樽だ。おっと、スタミナポーションは特別な品でな……」

			　ザイードが値段を吊り上げるべく、適当に聞いていた効能を大袈裟に語ろうとしたのだが、会話をさえぎってアキンドーが食い入るように迫ってくる。

			「ミスリル!?　スタミナポーション!?　それはクラフトさんが作成したポーションですか!?」

			　ザイードの横にいた護衛が、慌ててアキンドーを押さえようとするが、その前にアキンドーは「失礼しました」と一歩下がる。だが、興奮は収まっておらず、鼻息が荒い。

			「え!?　あ、ああ、たしかそのはずだ。そっちに鑑定持ちがいるなら、確認してくれてかまわん。ただ、このポーションはひと匙で効果が出る上に、保存に……」

			「もちろん知っております！　ぜひ！　ぜひ！　お売りください！」

			　無意識にアキンドーが半歩前に出て、無意識にザイードが半歩下がる。

			「う、うむ。と、特別に売ってやらんこともない。それで値段なのだが……」

			　即断即決。アキンドーは有無を言わせないために、インパクトの強い数字を提示した。

			「では、これでいかがでしょうか？」

			　商人が提示した額に、ザイードは目玉が飛び出しそうになる。

			　なんと、開拓のために持ってきた初期費用に匹敵する額だったのだ。

			　ミスリル鉱石は高騰しているから、その関係だろうか？

			　いや、ひと匙でポーション一瓶分のスタミナポーションが九樽なのだ、そのくらい高額になっても不思議ではない。

			　開拓準備金がいきなり倍増するチャンスに、ザイードは内心ツバを飲んだ。

			「あー、うん、そうだな……なかなか悪くない提案ではあるが……」

			　すぐに飛びつくのは貴族らしくないと、言葉を濁にごすザイードだったが、アキンドーがすぐに追い打ちする。

			「ザイード様はご商売も上手なご様子。それでは、端は数すう分を切り上げて、これではいかがでしょう？」

			　ササッと木板に、新たな値段を書いて見せる。

			「ほ、ほう。なかなかだな……うん。まぁ悪くはない」

			　内心飛びつきたいザイードだったが、辛うじて貴族としての矜きよう持じが勝まさった。

			「ありがとうございます。それでは即金でご用意いたしますので、商品をすぐにいただけますでしょうか？」

			　ドタキャンはさせないとばかりに、アキンドーは速攻で勝負に出た。

			「即金だと!?　お前はそんな額を持ち歩いているのか!?」

			「実は、こちらでミスリル鉱石が大量に出たと聞きましたので、可能であれば買い占めるつもりだったのですよ。現金ならば、ライバルに勝つ可能性が高くなりましょう？　それにドラゴンの素材も手に入ればと。こちらはあまり期待しておりませんでしたが」

			「ああ、その話はそこまで広がっているのか」

			「商人は耳が良いのですよ」

			　そんなものだろうと、ザイードは納得して頷いた。

			　これ以上吊り上げ交渉をしたら、決裂するかもしれない。金額としては充分だ。ザイードは了承することを決める。

			「ふん。即金ということに免じて、この額で許してやろう」

			「ありがとうございます」

			　深々とお礼をするアキンドー。

			　もちろんザイードは知らなかった。

			　アキンドーがたまに村の外へ持って行く、クラフト製のスタミナポーションが、一部の金持ち連中にプレミア価格で取り引きされていることを。

			　ゴールデンドーン村では、このポーション類の販売量を制限していたので、距離が離れれば離れるほど価格が跳ね上がっている。

			　末端価格は、今アキンドーが提示した数倍……いや数十倍にも達する可能性があるのだが、ザイードには想像もつかないことだった。

			「慈悲深きザイード様に、一つ厚かましいお願いをしてもよろしいでしょうか？」

			　アキンドーは商機は今だと、勝負をかける。

			「ん？　提案だと？　まぁいい、言ってみろ」

			　ザイードはこの商人が気前がいい理由を悟った。初めからお願い事を有利に進めたいからだったのだろうと。

			　これから付き合っていくことも考えると、少しくらい融通してやってもいいかもしれない。

			「はい。今回とてもサービスしていただいた代わりと言ってはなんですが、私にこの村で宿屋ギルドを開かせていただけませんか？」

			「何？　宿屋ギルドだと？」

			「はい。私の商会が経営する宿屋のみ、この街で営業する許可をいただけたら、そうですね……通常の宿屋ギルドの税金を一割ほど増やしていただいても構いません」

			「一割？」

			　ザイードは少し考える。

			　これからこの村が発展していくならば、宿は必要になるとは思うのだが……。

			「くそ、ジャビールがいたら相談できるものを……。研究が一段落してからこっちに向かうとか我が侭を言いやがって」

			　ザイードの横には文官も控えているのだが、相談するつもりは一切ないらしい。

			「何か？」

			「いや、なんでもない。独占というなら、一割ではとても割りに合わん」

			「それでは一割五分でいかがでしょう？」

			「ふーむ……二割なら、飲んでやる」

			「二割ですか……」

			　ザイードからすれば、宿屋などやりたいやつがやればいいと思っているので、どうでもいい話だ。そもそも宿の収入など微々たるものだろう。

			「わかりました。二割余分に上納いたします。ぜひ、独占契約をお願いいたします」

			「ふん。よかろう。そっちの部下に書類を書かせる。ああ、まず宿を購入したまへよ」

			「わかりました」

			　再び慇いん懃ぎんに礼をするアキンドー。

			　宿は必要だからなと、ザイードは頷く。

			　結果だけでいうのであれば、このときの判断は間違っていなかった。

			　ザイードが間違っていたのは、宿が、とてつもない数を必要とすることだったという点のみだったのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「一体、何なのじゃこれは」

			　高名なる錬金術師ジャビールが、ようやく論文を完成させ、学会に提出した後、大量の荷物と一緒にザイード開拓村にやって来たときの、それが第一声だった。

			　豪奢な馬車から降り立ったロリ体型の美少女錬金術師は、村の様子を窺いながら、大通りを歩く。

			　ザイードが初めて本格的に開拓事業に手を出したと聞いたとき、間違いなく失敗するだろうと考えていたのだが、予想外に村は賑わっているように見えた。

			　――最初は。

			　ザイードもなかなかやるもんじゃの、などと軽く村の中を見て回ると、すぐにこの村の構造を理解した。

			　これは荒れそうじゃのとため息を吐きながら、ザイードの屋敷へ到着の挨拶に向かう。

			　屋敷に到着すると、すぐにザイードに呼び出された。

			「ジャビール!!　遅すぎだ！」

			　開口一番これだ。どれだけイラついているか察せられるというものだ。

			　ジャビールはため息交じりに、用事である挨拶を済ます。

			「これはザイード様。お久しぶりなのじゃ」

			「挨拶はいい！　これは一体どうなっているんだ！」

			　それはこちらが聞きたいと、目を細めるジャビール。

			「それは、村中が宿だらけのことと関係しているのじゃろうか？」

			　ジャビールはわかりきっていた疑問をぶつける。

			「そうだ！　私が何をやっても、商店を誘致しても、結局増えていくのは宿屋ばかり！　それと少しの酒場と、日用品店！　あとは馬車の修理屋くらいのものだ！　冒険者ギルドに人は居着かず、開拓希望者も全員素通りだ！　どうなっている!?」

			「今日来たばかりで、詳細はわからんのじゃ」

			　本当は村を軽くまわっただけで、この村がゴールデンドーンへの立ち寄り地点になってしまったと理解していたが、言っても無駄だろうと、適当にあしらうことを決めるジャビール。

			「なら、すぐに調査してくれ！」

			「私は錬金術師なのじゃがなぁ？」

			　ジャビールはその小さい肩をすくめる。

			「うるさい！　やれ！」

			「はぁ……。わかったのじゃ」

			　ジャビールは、その後に続いたザイードの愚痴を適当にあしらってから、この村に用意された屋敷に向かう。最初にやるのは引っ越しだ。

			　当面ここで暮らさなければならないのかと、ため息が出てしまう。

			　こうして、ザイード開拓村は、少しだけ発展を見せていたが、結局のところ、ゴールデンドーンに向かうための通過点にしかなり得ていない。

			「くそがぁぁああああ！！！！」

			　今日もザイードの愉快な叫びが青空に響き渡るのであった。

		

	
		
			　

			発展するって、わくわくするよなって話

			　

			　ゴールデンドーン城塞都市の建設は、急ピッチで進んでいた。

			　もっとも最終建築予定の範囲が、王都がまるっと三つは入るほど広いので、城砦予定地を囲む内壁から建築は進められていた。

			　優先的に進めているのは三重市壁の真ん中、二枚目の内壁の建築だった。

			　これは、現在の人口を考えると、二枚目の壁ですら、並みの都市より広いので、まずはそこに生活空間を確立するためだ。

			　計画を知らなければ、現在建築中の市壁が一番外の壁だと思うだろう。

			　ゴールデンドーンには移住希望者だけでなく、遍へん歴れきの職人や、出稼ぎ労働者などが噂を聞きつけてどんどん集まり、工事は加速度的に進んでいる。

			　俺は久々に、リーファンと町を歩きながら、視察をしていた。

			「リーファン、工事は何期かにわけるんだっけ？」

			「そうだよ。初期では土台を優先して、次に最小限の高さを持った市壁で囲むの。それでも旧開拓村の簡易柵より圧倒的に防御力は高いけどね」

			「ふむ」

			　説明は受けていたが、非常に巨大で丈夫な土台の上に、ちょこんと薄い壁が作られているように見えて、ちょっと不安になっていたのだ。

		

	
		
			[image: p_157.jpg]
		

	
		
			「最終完成予定の市壁が、高さも厚さも前人未踏なサイズになるだけだから。今作ってる市壁でも、充分強度あるからね」

			「そうだな、土台との比率で、どうも貧弱に見えてな」

			　広大な土地がすでに錬金硬化岩によって固められている。白い錬金硬化岩がどこまでも広がっている光景は壮観だ。とにかくどこもかしこも大規模で、スケール感覚が狂いまくってしまう。

			「気持ちはわかるよ。でもね。それだけ錬金硬化岩が丈夫で優秀なんだ」

			　リーファンが嬉しそうに語る。

			「ならいいんだが」

			「石を組み上げていく城壁はね、なかなか厚みや高さを変えることができないんだけど、錬金硬化岩は、それが可能なんだよ」

			「そうみたいだな」

			　技術的な難しさはあるようだが、リーファンや職人たちが、城壁の後付け強化方法を確立してくれたので、問題ないだろう。

			「他にもいろいろ作ってるよ！」

			「へぇ？　どんなのだ？」

			「あれあれ！」

			　リーファンが指したのは、巨大な揚よう水すい水車だった。

			　川の流れを利用した、水を汲み上げる水車は、珍しい物ではない。

			　ただ、その巨大さはそのまま観光名所になる規模だった。

			「揚水水車がどうかしたのか？」

			「水車を支える土台が錬金硬化岩なのはもちろんなんだけど、その汲み上げた水を町に運ぶ、水道橋も錬金硬化岩で作ってるんだよ！」

			　リーファンが指を上に向ける。町の高所を横切る橋だった。

			「もしかして……あの巨大で高さのある石橋って……水道橋だったのか!?」

			「あ、気づいてなかったんだ？」

			「い、いや、てっきり町の横断用に高いところに橋を渡しているのかと思ってたぜ」

			　水道橋は市壁の完成予定と同じ高さに渡って作られており、有事の際、兵士が移動するための橋だと思っていたのだ。城塞都市の設計は、初期に確認しただけで、それ以降はリーファンにまかせてあったので、追加された設備の事は知らなかった。

			「町中に設置した井戸で、水には困ってないと思ってたんだが」

			「うん。でも水道橋が完成したら、上水道を完備させるから、井戸は非常時用に閉鎖しちゃうんだ」

			「そうか。そこまで報告書を読んでなかったぜ」

			「最近クラフト君、忙しかったからしょうがないよ」

			「すまない」

			　ずっと研究と、錬金硬化岩の指導と、生産ギルドの錬金で忙しかったのだ。

			　最近ようやく、錬金硬化岩の指導が職人に行き届き、時間に余裕ができてきたところだ。

			「上水道が完成したら、ほぼ全ての建物に、水道が引かれるんだよ」

			「水道ってあれか？　蛇口っていうパイプから水を出したり止めたりできるっていう」

			「そうそう。王都の一部に設置されているんだけど、水道を作った職人さんが移住してきてて、いろいろ教わったんだ。カイル様と相談して、永住用のお家を報酬にしたら、凄い喜んでたんだよ」

			「そりゃぁそうだろう」

			　カイルが用意したってことは、間違いなく一等地だろう。

			　移住希望者の多くは、少しでもいい場所にカイルから住まいを割り当ててもらおうと、仕事で結果を出すべく、率先して難しい仕事や大変な仕事に従事している。

			　水道技術の伝達であれば、間違いなく勲一等だろう。

			「町の中央広場にある噴水も、水道橋からの水圧で噴き上がってるんだよ」

			　リーファンの解説に、思わず驚く。

			「え!?　あれって魔導具を使ってるんじゃなかったのか!?」

			「うん。凄いでしょ」

			「ああ、凄い！」

			「えへへ」

			　素直に感心してしまう。

			　そうか、水道橋をあんなに高いところに作ったのは、水圧を確保するためか。

			　これは生活が便利になりそうだな。

			「下水道も凄いよ。もうすぐ工事が終わるんだけど、地下に網の目のように走ってるから、全部の建物の汚水が流れるようになってるよ」

			「それは俺も知ってる。下水の浄水処理に関わってるからな」

			　もうすぐ稼働予定の下水と浄水施設だが、その巨大浄水槽に使うための浄化用の薬を、大量に作ったばかりだ。

			　すでに一〇年分のストックを作り終え、ヘロヘロである。

			　もちろん、他の錬金術師が作れるように、レシピはカイルと生産ギルドに提出済みだ。錬金術師の紋章持ちなら、誰でも作れる簡易レシピを新たに開発したので、俺がいなくなっても大丈夫だ。

			　折角だから、このゴールデンドーンは、長く清潔に保って欲しい。

			　ふと、リーファンが耳打ちしてきた。

			（砦からの避難路も想定してるから、かなり複雑に作ってあるよ）

			（全容を知ってるやつは？）

			（私だけ。工事は分散したから。完全な下水道地図は複製を作らずに、カイル様にお渡しするよ）

			（さすがリーファンだ）

			　きっと地下迷宮並みに複雑になっているのだろうな。

			　せっかくの避難路だが、使う事はないだろうと、このときは考えていたのだが、まさかすぐに使う機会が訪れるとは夢にも思わなかった。

			　俺とリーファンは細かな話をしながら、今度は住宅街に行ってみる。

			　街の南側、市壁沿いは日陰になりやすいので、地価という意味ではもっとも安い。その周辺に移民用の集合住宅が急ピッチで建設されていた。

			　見上げるほどの高層錬金硬化岩製建築が、何棟も建ち並ぶ。

			「凄いな、一〇階建ての建物か。これ、崩れないのか？」

			　錬金硬化岩が丈夫なのはわかっているが、こんな垂直に建築しても大丈夫なのだろうかと心配になってくる。市壁ならともかく、住居だから中は空間だらけだろ？

			「全然平気だよ。かなり大きな地震が来ても大丈夫」

			「地震って地面が揺れるやつだっけ？」

			「そうそう」

			「あれって火山の近くだけで起こるんじゃないのか？」

			「たまーに、何もないところでも起こるんだって」

			「へぇ。地面が揺れるとか考えたくないな」

			「だね」

			　市壁よりも高さのある建物を見上げて感心するほかない。

			　この建物自体が、いざというときの市壁扱いになるらしい。そのとき住人は避難する。

			　俺たちは完成直後の高層住宅を覗いてみた。

			「どう？　生活するのに必要な全てを揃えたんだけど。ワンルームタイプや、三部屋のタイプとか用意してあるから、一人暮らしでも家族でも住めるようになってるんだ」

			「ほうほう。たしか、永住希望者には、仕度金か、この部屋のどちらかを選べるんだったよな」

			　もちろん賃貸で借りることもできる。上の階ほど安いらしい。

			「うん。ほとんどの人が部屋を選んでるみたいだから、こっちも急ピッチで増設してるけど、一つの建物に住める人数がもの凄いから、慌ててはないんだ」

			「なるほどな」

			　先の先まで考えて、敷地を有効活用した都市造りを進めているのだが、錬金硬化岩のおかげで、非常にスムーズに進んでいる。

			　職人の多くも、この建物に住んでいるらしい。つまり、永住予定なのだ。大変ありがたい。

			　高層住宅から離れ、リーファンが先行する。

			「あっちは商店街だね」

			「こっちも凄いな」

			　中央広場の噴水から続く中央通りは、景観にも考慮した石畳で少しカラフルだ。その脇に並ぶ商店も見た目まで気を遣っている。

			　まだまだ店舗数は少ないが、ガンダールの大通りを超える日は近いだろう。

			　中でも特に賑わっている店舗があった。

			「えええ！　スタミナポーションの効果が変わったって!?」

			　客の一人が頭を抱えて叫ぶ。

			「はい。今お売りできるのは、効果が大幅に変更されています」

			　それに店員が対応しているようだ。

			「ぐはっ！」

			「あ、でもクラフトさんの作成したものですから、劣化はしませんよ」

			　その店はシールラ商店だった。

			「効果は一般的に流通しているくらいかー」

			　客が頭を掻いて悩む。

			「はい。でも効果時間は長くて、一日保ちますよ」

			「なるほど。それを考えたら充分お得か……」

			「はい。どうしますか？」

			「うーん。クラフト印の完璧スタミナポーションが欲しかったが……わかった買うよ」

			「ありがとうございます。あ、昔と違って購入数は増えましたよ」

			「そうなのか。ならこの金額で買えるだけ頼む」

			「はい、ありがとうございます」

			　俺は少し客足が落ち着いたところで声を掛けた。

			「よう、シールラさん」

			「あ、こんにちは、クラフトさん」

			「繁盛してるようだな」

			「はい。おかげさまで」

			　未亡人のシールラは、女手一つでこの店を切り盛りしている。正確には二人の子供も手伝っているが、新設した学校にも通っているから、昔ほど手伝えてはいないはずだ。

			　ただ、昔と違って、大口契約が増えた関係で、店舗に直接買いに来る商人は減っている。

			　それでも噂を聞きつけた行商人などが、このように大量買いしていく。

			「店舗を購入したんだって？」

			「はい。カイル様のおかげで、無利子で分割にしてもらいましたので」

			「それでも結構な値段だったろ」

			　いくら初期の開拓メンバーといえど、商店街の店舗なのだ。相当な額で売り出されたはずだ。

			「はい。ですが大口契約もたくさんありますし、大丈夫です。これも全てクラフトさんのポーションを卸してくれる生産ギルドのおかげです」

			　ゆったりとした動作でシールラが頭を下げる。

			「役に立ってるならよかったぜ。何か困ったことがあったら、遠慮なく言ってくれよ」

			「はい。ありがとうございます」

			　何度も頭を下げるシールラに別れを告げて、今度は冒険者ギルドへと向かった。

			　休憩スペースを見ると、忙しいはずのレイドックがいて、俺に気がつき声を掛けてきた。

			「よう、クラフト」

			　レイドックが酒の入ったカップを持ち上げる。やつの正面にはソラルも座っていた。

			「よう、レイドック。この時間にいるのは珍しいな」

			「今日は休養がてら、町の仕事をしてるんだよ」

			「休息は大事だな。そうだ、遅くなったが冒険者Ｂランクへの昇級おめでとう」

			　レイドックがニヤリと笑う。

			「ありがとう。だが全てクラフトのおかげさ」

			「何言ってんだよ。ドラゴン討伐の立役者で、今やサイクロプスを単騎で倒せるんだ。順当な評価だろ」

			「うんうん」

			　リーファンもそのとおりだと頷いた。

			「お前のポーションやリーファンの硬ミスリルのおかげなんだがな」

			「そうだ、例の剣はどうだ？」

			　レイドックはドラゴン討伐の報酬として、硬ミスリルとドラゴンの牙を混ぜた特殊な剣を受け取っている。

			　辺境伯からの報酬にいただいたドラゴンの素材を、冒険者ギルドに買い取ってもらう形で作製したのだ。

			　黄昏の錬金術師の紋章から聞こえる囁きで、硬ミスリルの品質をさらに上げることに成功した、新しい金属を使っている。

			　レイドックが希望していた特別報酬が武具だったので、冒険者ギルドから、俺とリーファンに相談が来たのだ。これ幸いと、その新しい素材で武器を作製してしまった。

			　冒険者ギルドの金で実験できてラッキーだったな。

			「剣ならこないだ見たろ？　それこそ冒険者殺しサイクロプスを瞬殺だ」

			「気に入ってるのならよかった」

			「これを気に入らない剣士がいたら、紋章を書き換えたほうがいいな」

			「だな」

			　俺たちは声を揃えて笑う。

			　レイドックの後ろにいたソラルがつまらなそうな顔になったので、俺はお暇することにした。休養などと言っているが、デートを優先しているだけだろう。恋路を邪魔して馬に蹴られる趣味はない。

			「じゃあまたな」

			「おう」

			　ゴールデンドーンは村から町へと、順調に発展を遂げていた。

			　うん。

			　俺ももっと頑張ろう。新たな決意と共に拳を握りしめると、リーファンが不安げに覗き込んでくる。

			「え、また何かやらかすの？」

			「失敬な」

			　俺が頑張ると、問題が起きるみたいな言い方はやめてくれない？

		

	
		
			　

			子供たちが成長するのは、あっという間だよなって話

			　

			　ゴールデンドーンが日々発展している、ある日のこと、ジタローが俺の家を訪ねてきた。

			「クラフトさん、一緒に狩りにいきやせんかい？」

			「狩り？」

			　錬金硬化岩を扱える後進が育ち、比較的時間に余裕ができた頃の話だったので、狩りに出るくらいの時間はあるのだが……。

			　なんで狩り？

			「実は、森の奥に、大型のイノシシが群れを作ってるって話を聞きやしてね。見つけた狩人仲間は別の用があるとかで、譲ってくれたんでさあ」

			「へぇ。イノシシね。しかしなんで俺なんだ？」

			　二人で行ったら、ジタローの儲けが減るだろうに。

			「それが結構な数の群れらしくて、運んでもらえないかと思ったんでさ。ああ！　もちろん儲けは折半でいいですぜ！」

			　なんだ、空間収納目当てか。

			「そういうことか。ま、たまには身体を動かしたいから付き合うかな」

			「やったぜ！　ありがとうございやす！」

			　この町は食料品の値段が跳ね上がっている。特に肉類は需要に供給が追いつかず、かなり価格が上がっていた。狩人の（忘れていたが）ジタローが狙うのは当然の流れだろう。

			　ちなみに、物価は他の街より高いが、住民の所得はそれ以上に増えているので、基本的には問題ないらしい。

			　ゴールデンドーン町は超超超が付くほど、好景気なのだ。

			　なお、ゴールデンドーン開拓地は、さすが村の規模をはるかに超えているので、町と呼ばれることが多くなっていた。ただ、開拓村のイメージが強いので、村と呼ばれることも多い。

			「ところで、イノシシって群れを作るものなのか？」

			「あいつら一夫多妻なんでさ。まれに凄い数のメスを引き連れた群れがいるんでさ。そんだけオスが強いんでしょう」

			　流石に詳しいな。しかしイノシシ相手だとストレス解消にはならなそうだ。ん、まてよ？

			「なるほどな。……そうだ、孤児たちを一緒に連れて行こう」

			　孤児たち四人はこのところ鍛えまくってたからな。経験を積ませるいい機会だろう。

			「子供たちをですかい？」

			「ああ、エドは剣技を、サイカは弓を。カイとワミカが魔法を使えるようになったからな。実戦させてもいい頃だと思うんだ」

			　ジタローは暇があると教会に入り浸っているので、孤児四人とは仲がいい。

			「そりゃいいですね。俺とクラフトさんがいりゃあ、安全ですし」

			「だろ？　よし、アズールに事情を話してくる……いや、ジタローが伝えてきてくれ」

			「了解でさぁ!!」

			　元気よく飛び出すジタロー。

			　アズールは本気でレイドックに気があったわけではないし、そもそもレイドックにはソラルという恋人がいる。一度落ち込んだジタローだったが、今では元気にアズールに貢いでいる。

			　もっともアズールは、熱心な教徒だと思っているようではあるが……。

			　そりゃ教会への寄進と言って渡せばそう取られるだろうよ、ジタロー。

			　どうでもいい話だが、ジタローとリーファン。それにアズールと子供たちはスタミナポーションを減量していない。ジタローには言っていないが、毎日上手いこと、飯に混ぜるように手続きしてある。

			　なので、ジタローは開拓民の中でも飛び抜けて成長しているが、本人にあまり自覚はない。

			　狩りの準備を終わらせて待っていると、ジタローが子供たち四人だけでなく、見知らぬ大人を数人引き連れて戻ってきた。

			「お待たせしやした」

			「そちらの方は？」

			「新しい移住者の狩人たちでさぁ。たまたま途中で狩猟ギルドから、彼らにこの辺の森を見せてやってくれと頼まれたんでさぁ。問題ありやせんよね？」

			「なるほど。俺は構わないぞ。別に素人ってわけじゃないんだろ？」

			　彼らの服装と装備は、一般的な狩人の格好で、どれも使い込まれていることが窺えた。

			「へい。それは大丈夫でさぁ」

			　ジタローが請け負ったので、俺は移住狩人に手を差し出す。

			「俺はクラフト、よろしく」

			「あなたがクラフトさんですか、よろしくお願いします」

			　狩人全員と握手を交わす。ついでに薄めていない伝説スタミナポーションを全員に配った。

			「そうだ、これどうぞ」

			　狩人がポーション瓶をマジマジと見つめる。

			「もしかして、これはもう手に入らないと噂の、究極スタミナポーションですか？」

			「究極かどうかは知らんが、商店で購入できる物より、効果が高いのはたしかだな」

			　現在、村人に安価で販売しているスタミナポーションは、特製の薄め液で効果を弱めた物だ。弱めたといっても、王国で流通している一般的なスタミナポーションより効果が高い上に、持続時間が丸一日になるよう調節した物で、コストパフォーマンスの優れた商品となっている。

			　作製するときの薬草量を考えると、どうしてこんなに効能があるのか、すでにミステリーの域だが、きっと錬金釜や紋章のおかげだろう。深く考えてはいけない。

			　なお、ヒールポーションとキュアポーションに関しては効果を薄めていない。その代わり、販売額はかなり高額にしてある。それでもすぐに売り切れてしまうらしいが。

			　住民登録済みの人間が怪我をした場合、教会に行くと無料で処方してもらえるような仕組みにしてあるので、町の怪我人や病人はすぐに治療できる環境になっている（実際にはお布施がいるが、そこは気持ちなので）。

			　マナポーションは、ある程度効果を薄めた物を、冒険者ギルドにのみ販売している。冒険者ギルドといえば、元開拓村で頑張ってくれていたギルド支部長は、残念ながらこちらに移動することができず、現在は別のギルド長が派遣されている。

			　新しいギルド長はその兄弟だったらしく、よく似ていた。

			　狩人たちが、渡されたスタミナポーションを物珍しげに眺めていた。

			「こんな貴重な物をいただいてもいいんですか？」

			「俺とジタローだけで大丈夫だとは思うんだが、いざというときは子供たちを守ってやってくれ」

			「わかりました。それではありがたくいただきます」

			　念のための保険だ。

			　狩人全員がちゃんとポーションを飲んだのを確認。俺たちは森の奥へと踏み入ることにする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺や孤児たちだけなら足が速いので、森まですぐなのだが、ゴールデンドーンに来たばかりの狩人たちが一緒だったため、かなりペースを落として進む。

			　ゴールデンドーン周辺の木々はすでに切り拓かれているので、森に入るまで一時間ほどかかった。

			　のどかな草原地帯が、急に深い森へと変貌する。こんな危険地帯、昔だったら、絶対に足を踏み入れなかっただろう。

			　今の俺やジタローにとっては、ちょっとしたピクニックかハイキング感覚だが。

			　新人狩人が眉根を寄せる。

			「やはり、辺境の森は深いですね」

			「そうだな。ジタロー、もう少し歩きやすいように頼む」

			「わかりやした」

			　先頭を歩いていたジタローは硬ミスリルのマチェットで、通行に邪魔な枝を落としてくれた。

			　それを見て狩人たちが目を剥く。

			「お、おい見ろよ、あんな太い枝を簡単に」

			「ああ、剣も凄いが、力もとんでもないぞ」

			　ジタローほどではないが、ゴールデンドーンに住むのであれば、近いうちに似たようなことができるようになると思うぞ。

			　孤児の四人は緊張しているのか口数が少ない。

			　しばらく進むと、ジタローが足を止める。

			「……ん？　こいつぁ……」

			「どうしたジタロー？」

			　しゃがみ込んで、地面や葉っぱを確認していたジタローが顔を上げる。

			「おそらくオークの集落がこの先にありやすねぇ」

			「またかよ。減らしても減らしても湧いてくるな、あいつら」

			　ゴールデンドーンの冒険者にとって、オークは手頃な獲物なので、狩られまくっているはずなのだが、それでもなかなか減らない。

			　オークと聞いて狩人たちが騒ぎ出す。

			「え？　それはまずいですね、一旦町に戻りま――」

			　狩人たちが何かを言いかけていたが、俺は妙案を思いついたので子供たちに話かける。

			「ちょうどいい、お前たちちょっと倒してみるか？」

			　孤児の四獣人が目を見開く。

			「え!?　いいのか、兄ちゃん!?」

			「ちょっと！　イノシシ狩りって話じゃなかったの!?」

			　飛びつくエドと正反対の反応を見せるサイカ。驚いているって意味では同じか。

			「魔物怖い……」

			「んー、楽しそ～」

			　怯え気味のカイと、楽しげなワミカ。それぞれ個性があって面白いな。

			「今のお前たちなら大丈夫だ。エド、お前がきっちり前衛をこなせるならだがな？」

			「大丈夫！　やれるさ！」

			「よし、決まりだ」

			　エドが興奮気味に決定したので、残りの子供たちも頷いた。

			　するとなぜか狩人たちが驚く。

			「え!?　あの!?　子供たちにオークの相手をさせるんですか!?」

			「大した相手じゃないからな。なーに。やばかったら手伝うさ」

			　子供たちの実力は良くわかっている。俺は空間収納から子供たちの装備を取り出して配った。

			　エドは剣と盾を構え、サイカが弓をつがえる。

			　カイとワミカがそれぞれに杖を握りしめた。

			「……なんか妙に装備がいいような？」

			　狩人が、取り出した子供たち用の装備に気がついたようだ。

			「そりゃ、全部硬ミスリル製だからな。服も錬金強化した糸で編んだもんだから、並みの鎧より防御力は高いぞ」

			　絶句する狩人たち。

			　たしかに子供にはぜいたくな装備ではあるが、怪我をさせたくないからプレゼントしておいたのだ。冒険者を目指すのであれば、長く使える装備だろう。

			　大人組を無視して、手際よく準備していく子供たち。

			「じゃあ、強化いくよー、〝敏捷向上～〟」

			　猫獣人のワミカが、ほわほわとした口調で、エドとサイカに強化魔法を掛ける。ワミカには神官か付与魔術師の素質がありそうだな。

			　ちなみに敏捷向上は増速付与の下位版みたいなもんで、ある程度敏捷性を上げてくれる補助魔法だ。

			　魔法が掛かったのを確認したエドが、リーダーらしく指示を出していく。

			「よし、カイが先制で魔法を放ってくれ」

			「え、ボクが？」

			「攻撃魔法を使えるのは、カイ以外にいないだろ？」

			「そ、そうだね」

			　カイが自信なさげに頷く。

			　カイなら大丈夫だと教えてやりたいが、今は黙って見ているときだろう。できるだけ子供たちに干渉しないよう見守る。

			　狩人たちも口出ししそうだったので、身振りで黙っているように頼んだ。

			　子供たち全員の準備が終わったのを確認し、ジタローに案内してもらう。

			　ジタローに静かに覗くよう指示され、全員で木々の隙間から覗き込むと、なるほどオークが六匹ほどの小さな集落があった。

			「なんだ、少ないな」

			　どうせなら二〇匹くらいいたら、子供たちにはちょうどいい訓練になったのにと、俺はため息を吐いたのだが、なぜか狩人連中が騒ぎ出した。

			「え!?　いやいやクラフトさん！　相手はオークですよ!?　ゴブリンだって子供には荷が重い！」

			　魔術師時代の俺じゃあるまいし、心配しすぎだろう。だいたい、ゴブリン程度だったら当時でも、投げナイフで倒せた。……魔法で倒したかったぜ。

			「大丈夫だって。ほらカイ。やってみろ」

			「ううう……頑張ります」

			　カイが俺の贈ったリーファン特製の杖を掲げる。魔石をぜいたくに使用してあるので、冒険者時代に俺が持っていた杖よりよっぽど性能がいい。

			　レッサーパンダ獣人のカイが間違えないよう、ゆっくりと術式を完成させ、呪文を発動した。

			「〝氷柱〟！」

			　空中に大人の腕ほどのツララが生まれ、それが凄い勢いで飛んでいく。

			　完全に不意打ちとなり、のんびりしていたオークの一匹に、巨大ツララが突き刺さる。充分致命傷だ。

			　うんうん。森の中では良いチョイスだぞ、カイ。

			　成人の儀で、魔術師系の紋章が持てるといいな。

			　カイの魔法に驚いて、思わず狩人たちが叫ぶ。

			「はあ!?　あんな子供が攻撃魔法!?」

			「しかもかなりの威力だぞ！」

			　そりゃ、毎日マナポーションとスタミナポーションをがぶ飲みして、人の何百倍も練習してるからな。このくらいできないと困る。

			　ちなみに俺が教えているのは週一で、他の日はレイドックパーティーに家庭教師を頼んでいる。

			「〝疾風点破〟!!」

			　次に弓技を放ったのはウサギ獣人のサイカ。彼女は魔法の才能はあまりなかった。だが、かわりに彼女には弓の才能があったようだ。

			　レンジャーのソラルが、弓を教えてくれている。

			　当然サイカも伝説品質ポーションを服用し、人の数百倍練習している。おかげで子供ながらに弓技を放てるようになっている。

			　さらにオークの一体が倒れた。

			「よーし！　あとは任せろ！」

			　待ってましたと飛び出したのは、もちろん狼獣人のエドだ。

			「〝豪腕豪打〟！　〝落葉流閃〟！」

			　エドもあまり魔法が得意でなかったが、代わりに剣技が得意だったので、レイドックに剣士として育ててもらっている。実際にはレイドックだけではなく、色んな冒険者たちが面白がって仕込んでいるので、冒険者ギルド全員で孤児たちを育てているようなものだ。

			　レイドックたちは忙しく、たまにしか教えられていないようだが、空いた時間はギルドの冒険者が面倒をみてくれているらしい。

			　エドが放ったのは、初級の冒険者がようやく覚えるような剣技だ。紋章がなくとも訓練次第で身につけられる。

			　獣人特有のしなやかさで、軽やかに放つ剣技は、並みの冒険者を凌駕している。
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			「はぁ!?　嘘だろおい！」

			「紋章もないのに剣技だってぇええええ!?」

			「うげえええええ!?」

			　まぁ、驚くよな。

			　オークたちは血を吹き出して倒れていくが、孤児院で動物の解体を手伝っている彼らにショックはない。子供たちは連携してオークを確実に倒していった。

			　だが、俺とジタローは、その対応には少し不満だった。

			「うーん。状況判断がちと甘いな」

			「そうっすねぇ」

			　俺の呟きにジタローが頷く。

			　ため息交じりにジタローが弓を放った。

			　鋭く飛翔する矢が、隠れていたオークを射貫き、一撃で絶命させる。

			　オークの頭は弓の威力に吹き飛んでいた。

			　それに気づいたエドとサイカが、しまったと表情を変える。

			「あっ!?」

			「ごめん、エド！　私の警戒が甘かった！」

			「くそっ！　俺も戦闘に集中しすぎてた。悪い」

			　すぐに反省する二人。ならば注意だけでいいだろう。

			「それがわかってれば充分だ。次から警戒を怠るなよ」

			「ああ。気をつけるよ」

			「はい、クラフトさん」

			　こういうときは素直なんだよな。俺が頷くと二人はほっと息を吐いた。

			「よしよし。それじゃあ、死体から魔石だけ取っておけ。お前たちの小遣いにしていいぞ」

			　町に帰ったら、ジタローに頼んで狩猟ギルド経由で買い取ってもらえばいい。

			「え？　ほんと!?」

			「ああ」

			「やった！」

			　子供たちが笑顔で、オークの胸ぐらに、ざくざくとナイフを突き立てていく。

			　微笑ましい光景だな。

			「お……恐ろしい……ゴールデンドーン恐ろしい……」

			　そこはせめて、頼もしいと言ってくれ。

		

	
		
			　

			メイドさんって、ちょっとドキドキするよねって話

			　

			　俺は研究室で、思わず声を上げてしまった。

			「そうか、この手があった！」

			　最近はずっと人造魔物の研究をやっている。

			　ジャビール先生著の人造魔物木人形の手記を読みあさり、いくつもの試作品を作り上げ、紋章に新たな知識が宿るよう、勉強し続け、さらにはジャビール先生自身にも相談した結果、とうとう、解決策を思いついた。

			　ここ最近、ずっと研究に没頭しているあれだ！

			「ジャビール先生は最初、ホムンクルスの技術を応用しようとして失敗。試行錯誤の末、ゴーレムやガーゴイルに使用されている人造魔物の技術を合わせることで木人形を完成させた。だが、それでは知能も強度も微妙だ」

			　俺の目指すあれの問題点をあげていく。

			　もちろんジャビール先生が悪いわけではない。むしろある程度の知能を持たせられたことこそが、先生の有能さを示している。

			　先生は研究に飽きたと言っていたが、先生の手伝いには十分な性能に出来上がったのだから、それ以上進化させる必要性を感じなかったのだろう。

			　ジャビール先生の弟子にしてもらってから、手記や著書を読みあさることで、紋章の囁きが増え、俺の知識は大幅に増えていた。

			　それらの知識をもって、辺境伯から下賜されたドラゴンの素材の数々を研究し、とうとう俺の求める最高の人造魔物人形を思いついたのだ。

			　試行錯誤の末、俺の目の前には究極の人造メイドが立っていた。

			「本当に作っちゃったんだ」

			　手伝ってくれたリーファンが、呆れている。

			「おう、ボディーの作成ありがとうな」

			「それはいいんだけどね」

			　俺が目を付けた技術は、人造魔物の一種、竜牙兵……ドラゴントゥースウォーリアーだ。

			　ドラゴンの牙から作られる人造兵士の一種で、大変に強力な人造魔物だ。

			　古代魔法時代のダンジョンの奥深くで、財宝を守っていることが多い。つまり、ダンジョンのボスレベルの強さを誇る。

			　そんなドラゴントゥースウォーリアーをベースに、ゴーレム技術、ガーゴイル技術、さらにはジャビール先生直伝のホムンクルス技術も惜しげもなくつぎ込んだ。

			　それだけでは足りないと、滑らかな思考のために、使い魔の技術まで導入する。

			　使用した素材は洒落になっていない。

			　辺境伯に下賜されたドラゴンの牙でベースを作成。ドラゴンの骨で骨格強化。ドラゴンの肉や希少薬草などを盛り込んだホムンクルス技術による筋肉と皮膚。

			　さらにさらに、レイドックに依頼して強力な魔物の魔石を取ってきてもらい、それを頭脳の中核として組み込んだ。

			　なお、メイド知識はジャビール先生にいただいた模写人格素材で、最初から完璧である。まさに世界に一つだけの最高人造物となっている。

			　素材の全てが身内価格なのに、貯金の大半が吹っ飛んだよ、とほほ……。

			　大まかな骨格と肉付けは、錬金術でおこない、最終的な皮膚張りとデザインをリーファンにやってもらった。

			　さすが女性の肉体を完成させるのは恥ずかしかったからだ。

			　なんで女性型かというと、錬金の手伝いや家事をしてくれるメイドが欲しかったというのもあるが、ドラゴンがメスだったことが関係しているらしく、どうやっても女性型になってしまったのだ。

			　執事型よりはメイド型のほうが潤いがあるし、そこは問題ないのだが、リーファンがメイド人形の胸部あたりに、どうしてこんなに盛る必要があるのかと、ひたすら冷たい目を向けてきたのは辛かった。

			　そうしないと不思議と全身のバランスが取れなかったからだよ！

			　わざとじゃないんだよ！

			　あと、無駄じゃねぇよ！

			　そんな、ちょっとした紆余曲折はあったが、大まかな筋肉を配置した後、リーファンが綺麗に肌を付けてくれた（はずだ）。

			　メイド服を購入して着せておいてくれと頼んだら、砂漠もびっくりなほど乾いた目で見られたのは忘れたい記憶である。

			　リーファンの何ともいえない視線を誤魔化すように、宣言した。

			「よし、起動するぞ」

			「うん」

			　造形とは別に、やはりリーファンも人造魔物は気になるのだろう。魔法陣に立たせたメイドに注目する。

			　魔法陣から、特殊な術式を経て、魔力を流し込むと、ゆっくりとメイド人形の目が開く。

			　エメラルドグリーンに輝く美しい瞳だった。

			「……おはようございます、マイマスター」

			　凜として、涼しげな声。

			「す、凄い！　最初から喋れるんだ？」

			　俺が驚くより早くリーファンが興奮してしまったので、俺は喜ぶより自慢する方向に走った。

			「ふっふっふ。そのあたりは全てジャビール先生のおかげだよ。何度か相談に行って、いろいろ協力してもらったんだ」

			　ジャビール先生が旧開拓村へ引っ越した関係で、比較的楽に会いに行けるようになったのだ。

			　そのときのことを思い出す。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は、ジャビール先生がザイード開拓村に来たと聞き、早速挨拶に向かった。

			「お久しぶりです！　先生！」

			「む、クラフトか。よくこの場所がわかったの」

			　ジャビール先生が玄関まで出迎えてくれた。俺は乗ってきた馬を庭先につなぐ。

			「出入りの商人に、ジャビール先生がこちらに越したと聞きまして。あ、これ引越祝いです」

			　取り出したのは、商業ギルドが冒険者ギルドから買い取った、割と貴重な素材の詰め合わせだ。ゴールデンドーンの周辺はまだまだ危険な場所が多く、魔物も多い。サイクロプス級の魔石や素材のオンパレードだ。

			　今までどの国からも放置された危険地帯だけのことはある。もっとも、ゴールデンドーンの冒険者たちにとっては、ちょうどいい稼ぎ場になっているようだが。

			　そんな関係で、他の地域では貴重な品も、開拓地では、そこそこの値段で売り買いされるようになっていた。

			「それはありがたいのじゃが、それよりも、お主の乗ってきた魔物はなんなのじゃ!?」

			「魔物？」

			　俺はジャビール先生の視線を追う。そこにいるのは魔物ではない。

			　開拓の最初から、ずっと村で育ててきた馬がいるだけだ。

			　最近移動することが多くなったので、新開拓地に移ったのを機会に購入させてもらったのだ。

			「もしかして、ブラックドラゴン号のことですか？」

			「ドラゴン!?」

			「あ、いえいえ。ただの名前で普通の農耕馬ですよ」

			「農耕馬!?!?」

			　ジャビール先生は何を一体驚いているのだろう？

			　ブラックドラゴン号は開拓の最初から村の共有財産として連れてこられた馬だ。新ゴールデンドーンへ移ってからは、馬の繁殖や購入してきた馬の飼育施設が増え、馬不足が解消したことから、俺が購入させてもらった。良い馬なので前から目をつけていたのだ。

			「真っ黒で可愛いでしょう？」

			「いやいやいや！　ムッキムキなのじゃ！　ムッキムキ！」

			「……そういえば、ずいぶん育ったような……」

			　言われてみると、最初の頃と比べると、ずいぶんとガタイがよくなっている気もする。

			　もっとも畑仕事やら、建築作業やらで活躍していたため、村で毎日のように見ていたからか、変化や違いがあまり感じられない。

			「おまっ！　将軍クラスでもこんなムッキムキの馬には乗れんのじゃ！」

			「たしかにブラックドラゴン号は俺専用なんで、今でもスタミナポーションの原液を飲ませてますが、ゴールデンドーンの馬はだいたいこんなもんですよ？」

			　あれ？

			　馬ってこんなもんだったような??

			　あれ？

			　ジャビール先生に指摘され、よくよく考えると、馬ってやつはもうちょっと大人しい体格だったような気も……。

			「下手したら馬だけでゴブリンくらい踏みつぶせそうなのじゃ……」

			「え？　オークくらいなら楽勝ですよ？」

			「のじゃ―――――!?!?」

			　なぜか頭を抱えてしゃがみ込むジャビール先生。

			　ゴールデンドーンが村だった頃からいた馬は、軒並みそんくらい戦えるが……。

			　軍馬なら普通……あれ、そういえば農耕馬……。

			「軍馬でもそんな化け物級の名馬は滅多におらんのじゃ！」

			「……すみません。言われてみたらそうかもしれません」

			　さすが先生！　こんな細かいところにまで気がつくとは、やはり天才少女なのだな！

			「まったく！　貴様は！　貴様は！」

			「今度、いい馬をお譲りしましょうか？」

			「怖いからいらんのじゃ！」

			　ぱたぱたと両腕を振り回すジャビール先生。

			「たしかに、ジャビール先生にはちょっと大きいですかね」

			「大人が三人くらい余裕で乗れそうなのは、ちょっととは言わんのじゃああああ！」

			　そういえば、馬って普通一人乗るくらいの大きさだった気が……。

			　あと、三人だとさすがにちょっときついです。

			「あ、頭がおかしくなりそうなのじゃ……」

			　ジャビール先生がこめかみを押さえる。

			「なんかすみません」

			「まあいいのじゃ、それで今日は挨拶に来ただけか？」

			「いえ、ちょっと相談にのって欲しいことが……」

			　それから夜遅くまでかけて、人造魔物の技術を使ったメイドが作れないかを相談した。

			　俺の散雑なアイディアを伝えると、先生は実用的なレベルでまとめてくれる。一を聞いて一〇を知るとはまさにこのことだろう。先生に対する尊敬は増すばかりである。

			　先生と議論を繰り返していると、紋章の囁きもだいぶ増えていった。やっぱ先生は凄いぜ！

			　この日以外にも、何度か足を運び、解決策を模索していく。ブラックドラゴン号のおかげで往復は楽だった。

			　そうして辿りついたのが、先の竜牙兵の技術応用したものだった。

			「ふーむ。竜牙兵を応用するのか、よいアイディアとは思うのじゃが……」

			「ですよね！」

			　よし！　先生にお褒めの言葉をたまわったぞ！

			「しかし……こんな物を量産されたらたまったもんじゃないのじゃ……」

			　先生がボソリと何か言ったが聞き取れなかった。

			「え？　何か言いましたか？」

			「のじゃ!?　な、なんでもないのじゃ！　と、ところでこれは何に使うつもりなのじゃ!?」

			「え？　ああ、秘密が守れる助手兼、家のことをやってくれる家政婦が欲しくて」

			　先生がきょとんと、目を点にする。

			「……そ、それだけか？」

			「え？　変ですか？」

			　秘密を守れるって点で、自作が一番安全だと思ったんだけど。

			「い、いや。なんでもないのじゃ。戦争用でないならの……」

			　ジャビール先生がなにかをボソリと呟いたが、よく聞き取れなかった。

			「え？」

			「そ！　そうじゃ！　ならば使い魔としてしてしまえばよい！　一体だけ作れればよいのじゃろ!?」

			「ええ、一人で充分ですよ。使い魔ですか？」

			　そういえば、錬金術師の紋章なのに、使い魔関係の魔法はちゃんと揃ってるんだよな。

			「うむ。使い魔にすれば、貴様の基本的な知識が最初から身についているだけでなく、動きもスムーズになるのじゃ」

			　なるほど！

			　それは盲点だった！

			　どうせ現在は使い魔を持っていない。

			「それだけじゃ不安じゃの……」

			「え？」

			「い！　いや何でもないのじゃ！　そうじゃ！　専用の魔石……ほれ！　メイドの技術の詰まった魔石をプレゼントしてやろう！　貴重な模写人格が入った魔石じゃぞ!?　嬉しいじゃろ!?」

			「いいんですか!?」

			　模写人格魔石は、人造魔物の性格や行動を決める記憶装置で、頭脳みたいな物だ。

			「と、特別じゃぞ？　これで完璧にただのメイドになるじゃろう！　昔、模写人格魔石の研究をしておったときに、国で最高とうたわれるメイドの人格を写したものなのじゃ！」

			　凄い！　そんな貴重な物を俺に!?

			「ありがとうございます!!」

			　やっぱり先生は最高だぜ！

			　感動のあまり、つい先生を抱きしめてしまった。

			「のじゃあああああ！」

			「あっ！　すみません！　つい、嬉しすぎて！」

			「貴様は女性に無差別に抱きつくのか!?」

			「あ、いえ、見た目は子供なもんでつい」

			　孤児院の子供たちと同じ対応をしてしまった。

			「馬鹿者なのじゃ！」

			「すみませんでしたぁ！」

			　耳まで真っ赤にして怒る先生。

			　深く反省。

			「と！　とにかく世界一と名高いメイドの模写人格魔石を渡してやるから、間違っても追加で剣士の知識などまぜるではないのじゃ！」

			「え？　混ぜてはダメなんですか？」

			「人格が破綻する可能性がある。暴走してもいいならやってもよいのじゃ」

			「暴走なんてしたら、リーファンに何時間正座させられるかわからないので、絶対やりません！」

			　そもそも、錬金助手と家事手伝いができて、あとは少しだけ自衛できる力があればいいのだ。メイドに自衛能力はないだろうが、ベースが竜牙兵なので大丈夫だろう。たぶん。

			「そ、それでこの研究の論文は……」

			　先生が身体を横に向け、こちらに視線だけを向けてくる。

			「え？　個人用なので、考えてもいませんでしたが」

			「ほ！　ほう！　ならば、ほれ、あれなのじゃ。私が代わりに発表してやってもいいかもしれないかなーなのじゃ」

			　ジャビール先生が、どこか控えめに提案してくれる。

			「え!?　本当ですか!?」

			「う、うむ。貴様が良ければであるが……」

			「嬉しいですよ！　研究成果は全てまとめて先生にお渡ししますね！」

			　先生に教わった技術がほとんどなのだ。嫌と言うわけがない。

			「全て!?　う……うむ。ならば、連名にしてやらんこともない」

			　なんて慎ましく、弟子思いの先生なのだろう！

			　俺は再び感動し、身体が勝手に動いてしまった。

			「うわああああ！　ありがとうございます！！！」

			「のじゃああああああ！　だから抱きつくんじゃないのじゃあああああ!!」

			「あ、すみません」

			　こうして先生は、連名論文として発表してくれると約束してくれた。

			　とても忙しいだろうに、なんとありがたい先生なのだろうか！

			　ザイードに付いているのが本当にもったいない。カイル付きに引き抜きたいが、下手したら武力衝突に発展しかねないので、我慢している。

			「それでは完成したら、資料を持ってきますね!!」

			「うむ、本当は私が作りたいところなのじゃが、材料も時間も足りないのじゃよ」

			「はい！　先生がお忙しいのはわかっています！　弟子として必ずいい報告ができるよう頑張ります！」

			「う、うむ。任せたのじゃ」

			「はい！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　このような紆余曲折を経て、世界に一つの人造魔物使い魔メイドが完成したのである。

			　目の前には緑の髪が美しいメイドが無言で立っていた。

			「それで、名前は考えてあるの？」

			　リーファンがメイドから目を離さずに聞いてくる。

			　そういえば考えてなかった。俺は数秒思案する。

			「うーん。竜の骨だから、リュウコで」

			「わーお」

			　ジタローよりはセンスがあると思うのだが、リーファンの表情は微妙だった。解せぬ。

			「名前を承認いたしました、マスター」

			　こうして、メイドのリュウコを手に入れたのだった。

		

	
		
			　

			メイドが起こしに来る日常って、素晴らしいよなって話

			　

			　それはすでに日常となっていた。

			　シャっとカーテンの開く優しい音のあと、つぶった瞼まぶたに光が差すのを感じる。

			　ゆっくりと意識が覚醒していく絶妙のタイミングで、凜々しい声が耳に届いた。

			「おはようございます、マスター」

			　それはもちろん人造メイドであり、使い魔でもあるリュウコの声。

			「んん……おはよ」

			　俺は、日課になったやり取りをしつつ、もっさりと上半身を起こした。

			　すっとワゴンが運ばれ、水の満たされた桶が差し出される。

			　冷たい水で顔を洗うと、ようやく目が覚めてくる。

			「どうぞ」

			「ん」

			　滑らかに差し出されたタオルで顔を拭うと、リュウコがそっとタオルを受け取った。

			「朝食はリビングと寝室のどちらで摂とられますか？」

			「リビングで頼む」

			「かしこまりました。お着替えはこちらにご用意いたしました。それでは」

			　リュウコは一礼すると、音もなく部屋から退出していく。

			　最初の日、リュウコは俺の着替えを手伝おうとしていたのだが、恥ずかしいのでそれだけはやめてもらった。

			　一度頼むと無理強いすることもなく、毎日徹底的に洗濯された服を、着やすい順番で並べてくれるようになった。

			　うん。すげぇ楽。

			　着替えてリビングの席につくと同時に、焼き上がったパンとタマゴ焼きが出てくる。

			　スタミナポーション入りのお茶を飲むと、眠気がスッキリと飛んでいった。

			「本日の予定ですが、午前にカイル様と面会となっております。午後に予定は入っておりません」

			「ああ、畑関係の途中結果が出るから、相談にのってくれって話だったな」

			　ドラゴン討伐した土地から、岩などを取り除き、大規模農園へと改造していたはずだ。初期開拓民や農耕馬のおかげで、予定を大幅に縮めて、すでに実験をかねつつも、かなり大規模な小麦畑になったと聞いている。

			「上手くいってりゃいいんだが……」

			　畑には、俺の作った錬金肥料が使われている。

			　ジャビール先生の名を広めた研究の一つに、錬金農薬がある。それを使うと病気になりにくく、作付面積あたりの収穫量が増大するのだ。

			　ただ、作成費用が高額になることが多く、一部の希少ハーブなどにしか使われていない。

			　俺は先生の書を読みあさり、紋章の囁きから得られた知識から、大量生産ができて、かつ比較的安価な錬金肥料を開発した。

			　錬金釜を使えば、さらに大量かつ強力に作ることも可能だが、実験用に渡したのは、通常の錬金術師の紋章持ちが作れる物を渡してある。テストなので量はそれほど渡していないが。

			　そんなことを考えながら食事をパクつく。

			「しかし、相変わらずどの料理も滅茶苦茶美味いな」

			「ありがとうございます。いい卵のおかげです」

			「そっか。養鶏も上手くいってるみたいだな」

			　養鶏には関わっていないが、腕のいい養鶏農家が移住してきたとかで、かなり大規模にやっているようだ。栄養食でもあり、保存食でもある卵が気軽に手に入ると住人に喜ばれているらしい。

			「ごちそうさま。さて、行くか。……そういえば、俺が出掛けた後って、リュウコは何をしているんだ？」

			「今日は掃除の予定です。あとは普通に家事をしております」

			　リュウコに家を任せるようになってから、ホコリ一つなくなり、資料や素材も、必ず定位置に置かれるようになった。それもミリ単位のずれもなく。

			　リュウコは俺の使い魔でもあるので魂レベルでつながっている。彼女が大きな怪我を負えば、感じることができるが、今までそのような事はない。家でのんびり家事でもしているのだろう。

			「そうなのか。いつも助かるよ。じゃあ行ってきます」

			「はい。いってらっしゃいませ」

			　このとき、わずかに「今日は掃除の予定」という言葉に違和感を抱いたのだが、その理由に思い至らなかった。まぁ大したことではないだろう。

			　俺は気にしないことにして、ブラックドラゴン号にまたがり、カイル邸に向かったのである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　カイル邸の前で、馬の仕度が進められていた。

			　見ればカイルの愛馬であるホワイトファング号だけでなく、二足鳥と二足トカゲも準備されていた。

			「ん？」

			　そういえばペルシアは、ドラゴン討伐の報奨金で高価な二足鳥をガンダールで購入したと言っていたな。アルファードも貯金で二足トカゲを予約していたらしい。

			　ようやくアキンドーによって届けられたのだろう。

			　あとポニーもいた。ポニーの持ち主は知っている。ジタローだ。

			　ブラックドラゴン号から降りて近づくと、すぐにカイルがこちらに気づいた。

			「クラフト兄様、おはようございます」

			「よう。今日は会議じゃなかったのか？」

			　どう見ても、出掛ける仕度だよな。

			「はい。その予定だったのですが、報告書を読んで現地を直接視察するべきだと判断しました」

			「視察はいいんだが、お前、少しは馬に乗れるようになったのか？」

			　身体の弱かったカイルは、最近まで馬に乗れなかったのだ。基本馬車移動なので問題はなかったが。

			「これでも練習していますから」

			　カイルは少し自慢げに胸を張った。

			　すぐにペルシアも頷く。

			「カイル様は努力家だぞ。まだ襲しゆう歩ほ（全速力）は不安定だが、駈歩かけあし（走り）なら問題ない」

			「なら大丈夫か」

			　農園まで、そこまで距離があるわけではない。

			　ホワイトファング号はれっきとした軍馬であり、カイルが初めから所有していた名馬だ。

			　もっとも、体調の問題から馬には乗れなかったので、他の農耕馬と同じく開拓作業に借り出されていた。結果的に俺のブラックドラゴン号よりも立派に育っている。

			　カイルの馬は何度か見ていたので、それよりも珍しい二足鳥と二足トカゲのほうが気になった。

			「二人とも、届いたんだな」

			　アルファードに声を掛ける。普段から真面目で堅物のアルファードだが、やはりどこか嬉しそうだ。

			「ああ。少し前にな。クラフト印のポーションを飲ませているんだが、なかなか凄いぞ」

			　アルファードが立派な二足トカゲをぽんぽんと叩いた。

			　荒れ地に強く、タフで強いのがこの二足トカゲだ。ただしお値段も相当らしい。特にアルファードの愛騎は赤褐色をしており、二足トカゲの中でも一番タフなやつだ。

			　アキンドーが仕入れてから、このゴールデンドーンに運ぶまでの間もスタミナポーションを与えさせていたので、すでに普通の状態より鍛えられているらしい。

			「いい馬……じゃなくてトカゲだな」

			「ああ、レッドフレイム号だ。可愛がってやってくれ」

			「いい名だな」

			　精悍な顔つきはまさに燃え上がる炎だ。素晴らしい二足トカゲを見つけたものだ。さすがアキンドーというべきか。

			　今度はペルシアに声を掛ける。

			「ペルシアは二足鳥にしたんだな」

			「ああ。アルファードがトカゲを買うと聞いたからな。ならば私は機動力を重視するべきだろうと」

			「なるほど。二足鳥は足が速いし小回りもきくからな。もう名前は付けたのか？」

			　ペルシアがドヤ顔で二足鳥を呼ぶ。

			「もちろんだ。来い！　テバサキ号！」

			「……え？」

			　ダダダダと走り寄ってくる、黄色い羽の二足鳥。

			　え、今なんつった？

			　二足鳥がペルシアに頬ずりしている。

			「よしよし。テバサキは甘えん坊だな。ははは！」

			　ペルシアが嬉しそうに二足鳥……テバサキの首を軽く叩く。

			　あーうん。聞き間違いじゃなかったのか……。

			　ペルシアの命名センスがジタロー並みだとは思わなかった……。

			　俺はペルシアに突っ込むのはやめて、なぜかみんなと一緒に出発の準備をすすめているジタローに声をかける。

			「カイルが行くなら、アルファードとペルシア、それにリーファンが一緒なのはわかるが、なんでジタローまでいるんだ？」

			「いいじゃないっすかー。今日は暇なんすよー」

			「この間の狩りで懐は暖かいと思うが……まぁいいか」

			　ジタローならそれなりの戦力になるしな。

			　ちなみにジタローが乗っているのはポニーのスーパージェット号だ。名付けのセンスが残念すぎると思っていたが、まさか同レベルのやつがあらわれるとは思わなかったぜ。このポニーもジタローがドラゴン討伐の報酬で購入したものだ。

			　ジタローと違ってとても可愛いやつなので、伝説品質のスタミナポーションを餌に混ぜるよう手続きしてある。なぜか、まったく見た目は変化してないが、可愛いから問題なし。

			　一つ一つに突っ込んでいったら日が暮れそうなので、仕事をすすめることにする。

			　俺が皆の準備を待っていると、てくてくとマイナがやってきて両腕を上げた。

			「ん」

			　意味がわからなかったが、マイナがもう一度「ん！」と万歳したので、言いたいことはわかった。

			「え？　乗せろっての？」

			「ん」

			　マイナはこっくりと頷いた。

			「カイル？」

			　カイルは少し考えてから答えた。

			「このメンバーなら連れて行っても問題ないと思いますが、クラフト兄様のお邪魔になってしまいますよね」

			　その言い方はずるいな。意識しているわけではないだろうが。

			「いや、問題ない。マイナ、俺と一緒でいいのか？」

			「ん」

			　いいらしいので、馬上に持ち上げてやる。

			　ブラックドラゴン号なら、マイナ一〇〇人乗せても大丈夫！　かもしれない。

			　動物が好きなのか、馬が好きなのか、俺の前に座ったマイナはご機嫌なようだった。

			　馬を個人所有していないリーファンは、町の馬を借りて合流した。

			　準備も終わり、俺たちは実験農地へと移動を開始する。

			　町を出てから、リーファンに近づき併走した。

			「それで、何が問題なんだ？」

			「道すがら説明するけど、なんか農園が大変なことになってるみたいなんだ」

			「なんだって？」

			　農園は未来の穀倉地帯だ。

			　リーファンの真剣な表情に、俺は嫌な予感がしていた。

		

	
		
			　

			おまけ

			　

			「さて……」

			　リュウコはマスターが出掛けたのを確認したあと、すっと天井に目を向ける。

			　メイドが見つめる先、天井を挟んだ屋根の上には、招かれざる客が二人、潜んでいた。

			　白昼堂々、大胆なことだが、その二人は用意周到なことに、晴れた日の屋根色に染めたローブで身を包んでいる。

			　一見大胆だが、人々はそうそう屋根の上など見上げたりしないことを理解した、プロの行動だった。

			　屋根に伏せていた二人の賊が、クラフトの姿が家から離れたことを確認する。

			「出掛けたぞ」

			「なあ、折角だから身柄も確保したら高く売れたんじゃないか？　すげぇ錬金術師なんだろ？」

			「それも考えたが、あれで元冒険者らしいからな」

			「噂だとまるで使えなかったってことだが？」

			「そりゃ情報が古い。未確定だが、ドラゴン討伐にも参加していたほどの腕らしい」

			「それは参謀とかオブザーバーとかそういうんじゃないか？」

			「かもしれん。だが無理は禁物だ。それに……」

			「そうだな。例の伝説級ポーションが手に入れば」

			「そういうこと――ん？」

			　小声で話している二人に、唐突に影が掛かった。雲のない日にもかかわらずだ。

			「お客様、当家に何の御用事でしょうか？」

			「「――!!」」

			　賊の二人が跳ね上がって振り向くと、そこにはメイド服を纏った絶世の美女がいた。

			　美しいエメラルドグリーンの瞳だったが……それは人間の目ではなかった。

			　猫のような縦長の瞳どう孔こうが、賊を冷たく見下ろしている。

			　謎のメイドは、不安定な屋根の上なのに、まるで軸がぶれずに、細い屋根の先端に屹立していたのだ。

			「アポイントメントはいただいていないようですが？」

			　背筋が凍るような冷たい声に、賊は迷わず行動に出る。

			「クッ！」

			　一人が神速の動きでダガーを投擲。もう一人がクリスナイフを突き出しメイドに襲いかかる。

			　クリスナイフは波打った刀身をしている、極めて殺傷力の高い武器だ。

			　賊は必勝を確信していた。どちらを避けても、必ず残りの攻撃が当たる。さらにダガーを投擲した賊は追撃態勢で、すでにクリスナイフを抜き放っていた。

			「なるほど。朝から忍び込んでくるだけのことはありますね」

			「なっ!?」

			　盗賊であり、暗殺者でもある二人が、プロ失格の音量で叫んでしまったのもしかたがないだろう。

			　信じられないことにメイドがダガーとクリスナイフを、指だけでつまんで止めたのだ。

			　単に避けられたのなら、二人はここまで動揺しなかっただろう。

			　しかも、全体重を乗せたクリスナイフがビクともしないのだ。まるでナイフだけ空中に固定されているかのごとく。

			「くそっ！」

			　動かないナイフを諦め、蹴りを繰り出す賊だったが、メイドが軽く手を振っただけで、族は蹴りの勢いのまま空中で一〇回転させられ、頭から屋根へと打ち付けられる。

			　当然、一発で意識は刈り取られていた。

			「っ！」

			　勝てないと悟ったもう一人の賊は、躊ちゆう躇ちよなく逃げに入る。

			　いや、入ろうとした。

			　賊が逃げようと身を翻ひるがえす。にもかかわらず、今まで背後にいたはずのメイドが、振り返った真正面先で、冷たい表情のままそっと立っていた。服すら揺らさずに。

			　賊は思わずもう一度振り返ってしまう。そこにいるのは気絶した相棒だけ。

			「まっ！」

			　賊が何を言おうとしたのかは、リュウコの掌底を喰らい崩れ落ちたことで永遠の謎となった。

			「リーファン様とマイマスターがお作りになったお屋敷に侵入できるとは思いませんが、土足で踏み込んだその罪、許されませんよ」

			　その後、ボロ雑巾と成りはてた賊二人が、メイドによって冒険者ギルドに届けられる。

			　冒険者ギルドはゴールデンドーンの治安維持を委託されているからだ。

			　新しいギルド長は、賊にわずかな同情をしつつも尋問し、背後関係がないかを詳しく調べていく。驚くほど素直に喋ってくれるのはメイドさんのおかげだろう。

			　クラフトは気づいていなかった。

			　もともと強いドラゴントゥースウォーリアーに、牙だけでなく、惜しげもなく貴重なドラゴンの素材をふんだんに使用し、さらに世界最高とうたわれるメイドの人格が写されたリュウコがどんな存在になっているかを。

			　世界最高のメイドにとって、戦闘技術など嗜たしなみであったことを。

			　リュウコはメイドとして、ごく普通の仕事を終えた。

			「掃除、完了です」

			　クラフトの知らない、平和な日常である。

		

	
		
			[image: p_209.jpg]
		

	
		
			　

			問題って、悪いことばかりじゃないよねって話

			　

			　巨大な実験農園に到着した俺たちは、絶句していた。

			「こいつぁ……たしかに洒落にならんな」

			　俺は目の前に広がる光景に、思わず呟く。

			「うん。実際に見たらびっくりだよ」

			「僕もここまでとは思っていませんでした」

			　リーファンやカイルが次々と唸る。アルファードは頭を抱えていたほどだ。

			「え？　何か変なところがあるんですかい？」

			　そんな中、どうやら一人だけ状況を理解していないジタローが、頭にハテナマークを浮かべて首を捻る。

			　目の前に広がるのは、どこまでも実った小麦の平原。

			　黄金の穂が風を受け、ざわざわと合唱している。

			　たしかに、事情を知らなければ、何一つ問題ない平和な風景だろう。ジタローは知っているはずなのだが理解していないようだ。とりあえず、一から説明する。

			「えっとな、まず、この農園が稼働してからそれほど時間が経っていない」

			「そりゃ知ってますぜ。ここらの岩をどかすのに、スーパージェット号を貸し出したりもしやしたし、手伝いにもきやしたから」

			　ジタローはまたがるポニーの背をぽんぽんと叩いた。ジェット号は幸せそうに雑草を食んでいる。

			「ならなんで気づかないんだよ。よく見ろ、この光景を」

			「んー……普通に実った麦畑でさぁね？」

			　なんで手伝いまでしててわからないんだ!?

			「おかしいだろ！　育つのが早すぎるだろ！」

			「ああ！」

			　そう。予定ではそろそろ青い葉が広がる頃であろう小麦が、すでに収穫時期ど真ん中まで育っているのだ。洒落にならない。

			　リーファンが冷たい視線を向けてくる。

			　いや、今回は何もやらかしてないよ!?　……たぶん。

			　カイルが改めて小麦畑を見渡す。

			「それにしても、まだ土作りも進んでいないでしょうに、通常の倍は実ってますね」

			「リーファンが、この土地は土壌が豊かだと判断したから、農業地区にしたんだよな？」

			　すぐにリーファンが横に来る。

			「うん。私は農業のことはそこまで詳しくないんだけど、ガンダールで少し勉強しておいたんだ。ジャビール先生に少しだけお時間いただいたんだ」

			「いつの間に……」

			　偉大な錬金術師にして名医にして農業学者でもあるジャビール先生に相談した方法で検査したのなら、間違いなくこのあたりの土地は豊かなのだろう。

			　ペルシアがどこか嬉しそうに麦穂をそっと手に乗せた。

			「ああ。それにしても壮観だな。まさか初年度からまともな収穫ができるようになるとは」

			　もしかしてペルシア腹ぺこ？

			「これもクラフト兄様が作成した錬金肥料のおかげですね」

			　カイルも続くが、どうにも違和感がある。

			「うーん？」

			　なんかおかしいんだよなぁ。

			　広い畑のヘリを進みながら、違和感の正体を考えるが思い至らない。

			　少し進むと、農園の責任者が頭を下げて待っていた。

			「わざわざ足を運んでいただき、誠にありがとうございます！　カイル様！　クラフト様！　私はゴーサクと申します。この農園の責任者で、農園長をさせていただいております！」

			　農園長のゴーサクが、額が地面につくほど頭を下げ、逆にカイルが慌てる。

			「そんなにかしこまらないでください。ぜひ気楽に接してください」

			　さすが馬からは下りていないが、貴族が一般人に対する態度としてはずいぶんと身分差を無視した態度である。

			　農園の責任者は頭を上げることができず、身動きがとれなくなっていた。

			「そんな！　カイル様はほとんど難民と化していた私たちを快く受け入れてくれただけでなく、このように仕事まで与えてくださいました！　そのカイル様に気楽に接するなど……！」

			　二人の様子を見かねて、アルファードがフォローに入る。

			「ゴーサクよ、頭を上げて良い。カイル様はあなた方が無理する姿を見たくないのだ。最低限の礼儀さえ弁えてくれていれば問題ない。……なにしろ無礼の塊みたいなやつもいることだしな」

			　アルファードの視線がちらりと俺に向けられた。

			「は？　最後になんとおっしゃいましたか？」

			「いや、なんでもない」

			　アルファードがじろりとこちらを睨むが、俺はあさってを向いて口笛を吹いて誤魔化す。

			　だいたいカイルは本心から自然に接して欲しいと願っているだろう。

			　貴族としてその振る舞いはよくないとアルファードは言っていたが、俺はそういうカイルが大好きなのだ。

			　ゴーサクが俺たちのやりとりを訝しみながらも、恐る恐るアルファードに確認する。

			「それじゃあ、失礼があるかもしれませんが……」

			　それに対してアルファードではなく、カイルが答えた。

			「はい。構いませんよ。報告では作物が育ちすぎて大変だと読みましたが、たしかにこれは凄いですね」

			　たっぷりの実を付けた麦穂が、みっちりと育っているのだ。豊作なんてレベルじゃない。

			　問題は問題でも、いい意味での問題発生だったようだ。

			　すると、農園長が目を丸くして驚く。

			「え？　いえ、これは違うのですよ」

			「違う？」

			　思わず言葉にしてしまった。一体何が違うというのか。

			「直接見てもらったほうが早いと思います。少し先なんですが……」

			「わかりました。移動しましょう」

			　ゴーサクが早歩きする後を、どかっどかっと馬やトカゲや鳥やポニーでゆっくりと追っていく。賑やかすぎるだろ。

			　馬の背に乗っている俺たちは、稲穂より視線が高い分、先のほうまで見渡せるのだが、視界の奥に明らかな異常があるのを発見してしまった。

			「ちょっ、あれ！」

			　リーファンが叫ぶまでもない。彼女の指す先にとんでもない物が見えていた。

			　のんきなジタローですら、その光景が異常だと理解したほどである。

			「森……じゃないっすよね？」

			「麦色の森か……ははは」

			　俺は確信した。

			　渡した錬金肥料がどこに使われたのかを。

			　畑の一角に、異常に巨大な小麦……言葉は変だが、とにかく俺の身長ほどまで小麦の育った区画が存在していたのだ。

			「これは……」

			　聞くまでもないことだが、聞かないわけにはいかない。

			「は、はい。クラフト様特製の肥料をいただきましたので、この一角に撒いた結果、このようなことに……」

			　おそらく、作付面積で普通の小麦の一〇倍……いや間違いなくそれ以上に実ったお化け小麦の正体は、どうやら俺の錬金肥料のおかげだったらしい。

			　先ほど感じた違和感の正体がわかった。渡してある錬金肥料の量では、先に見た広い範囲に撒くには足りないのだ。

			　リーファンが目を細めて、こちらに視線を向ける。

			「いやいやいや！　たしかに俺の錬金肥料はいい物だと思うが、さすがにこれはおかしくないか!?」

			　農園長がかばうように割って入ってくれる。

			「それなんですが、どうやらこの土地の土が、とても良質な土のようなんですよ」

			「そうらしいな」

			　錬金肥料を使っていない土地ですら、収穫時期を無視した異常生育をしているのだ。ドラゴンが住んでいたことになにか関係があるのだろうか？

			「はい。ですので、もともと非常に栄養価の高い土地に、クラフト様の肥料を撒いた結果ではないかと……」

			「それにしたって……いや、農業のことはよくわからんが」

			　さすがに農業の検証までする時間はないなぁ、などと悩んでいると、カイルが小首をかしげた。

			「あの、話は逸れるのですが、安全は確認されているのでしょうか？」

			　ゴーサクが頷く。

			「試しにいろいろと料理して実際に食べてみましたが、何も問題はありませんね。むしろ品質が良すぎるくらいです。鑑定もしてもらいました」

			　ゴーサクが用意してあった、小麦と挽いた小麦を差し出してくる。

			　リーファンが受け取りながら俺にも渡してきた。

			「クラフト君」

			「ああ」

			　俺とリーファンで鑑定するが、まったく問題はない。

			「こちらは焼いたパンです。どうぞ」

			　籠いっぱいのパンを渡されたので、こちらも鑑定。もちろん問題なし。

			　俺とジタロー、それにペルシアがまず食べてみた。

			　病気になったところで、すぐ治せるしな。

			　冒険者時代に食べていた混ぜ物だらけのパンとは比べるまでもない。まるで黄金に輝いているようなパンをほおばった。

			「うまっ！」

			　思わず叫びたくなるほど美味いパンだった。

			「美味いっす！」

			　ジタローも満面の笑みを浮かべる。

			「ほう、これは凄いな。一見硬いように見えてちゃんと手でちぎれる弾力のある柔らかさ。では中身がスカスカなのかといえば、しっかりと身も詰まっている。噛みしめれば小麦の香りが鼻腔に広がり、舌の上には香ばしいパンの味が広がって幸せを感じるほどだ。軍用の焼き締めたパンと違い、のどごしもするっと気持ちよく、かといって軽い感じは一切しない。おそらく腹持ちもいいだろう」

			　一瞬でパンを食べ終えたペルシアが、怒ど濤とうのごとく語り出した。

			「……ペルシア？」

			　食べていない連中の喉がゴクリと鳴る。

			「僕も食べたいです」

			　当然、カイルもパンに手を伸ばしたが、すぐにアルファードが止める。

			「抑えてください。毒があるとは思いませんが、見てのとおり異常な小麦です。せめてもう少し様子を見てからお願いします」

			　異常言うなし。

			　アルファードはキリリとした表情でカイルを止めるが、視線はパンに釘付けだった。お付きは辛いのぉ。

			　ゴーサクが少し悩みつつも、説明を再開してくれる。

			「少量なので、手臼で挽いております。市場に出回る物より粉が細かいのも味がいい理由かもしれませんが、根本的な質がとても良いですからね。さすが最初は口にするのが怖かったですが」

			　ゴーサクの説明に耳を向けていて、俺の横にいたマイナの行動に気づけなかった。

			「美味しい」

			　マイナがテーブルの上に積んであったパンを、こっそりと盗み食いしていたのだ。殺気も何もないので気がつかなかったぜ。

			「あっ!?　マイナ様!?」

			「いつの間に」

			　ペルシアとアルファードが慌てるが、食べ盛りに我慢しろというほうが酷だろう。

			「ま、大丈夫だろ。キュアポーションもあるしな」

			「ん」

			　満足げに頷くマイナを、カイルが羨ましそうに見つめる。

			「アルファード……」

			「ダメです！　せめて夕飯時までは我慢してください！」

			　基本的にどんな遅効性の毒でも、六時間が限界と言われているので、アルファードの言は正しいが、ちょっと可哀相だな。カイルだって食べ盛りなのだ。

			「いいじゃねーかちょっとくらい。大丈夫だって」

			「クラフト。根拠のない発言はやめてもらおう」

			　アルファードがぴしゃりと言う。

			「農場の人間は、もう何日も食べてるんだろ？」

			「もちろんです！　下手な物をお出しするわけがありません！」

			　カイルの愛されっぷりから、当然の答えが返ってくる。

			「信じてやれよ」

			「う……」

			　アルファードのほうが正しいんだけどな。キュアポーションもあるし、いざとなれば、国王陛下に土下座してでもエリクサーを譲ってもらうか、ドラゴンを見つけ出して薬を作ればいいのだ。

			　もっとも最悪で腹痛だとは思うが。

			　アルファードもそんなことはわかっているのだろう。どちらかというと、俺がアルファードに意地悪をしているような形になっている。

			　アルファードは諦めたようにため息を吐く。

			「……そうですね。仮に最悪の形になっても対処はできますし、そもそもこれが危ないものとは私も考えていません」

			「お前が立場上そういうしかないのはわかってるさ。でも美味いから喰わせてやれよ」

			「クラフト。いざというときはこき使ってやるからな」

			　じろりと睨まれたが、そんなもん、言われないでもカイルのためなら何でもやるさ。

			「はいはい」

			　俺がバスケットに積まれたパンを渡してやると、カイルは丁寧にちぎって口にする。

			「これは！　王家のパーティーに出てくるパンと言われてもわかりませんね。大変美味です」

			「な、美味いだろ？」

			　カイルとマイナの笑顔に、アルファードは苦笑した。カイルがゴーサクに顔を向ける。

			「この美味しさがあるのは、大きな麦のほうだけなんですか？」

			「このパンは錬金肥料で育てられた物ですが、普通……といっていいかわかりませんが、背の低い錬金肥料を使っていない麦も味はいいですよ」

			　農園長が、別に用意していたバスケットを差し出してくる。

			　俺とリーファンが鑑定して口にする。それにペルシアが続いた。

			　……なんか今さらだけど、護衛が真っ先に口にするってどうなの？　毒味？

			「これも十二分に美味いな」

			「うん。美味しい！」

			　先に最高のパンを食べたから、それより少しだけ劣るのがわかるが、単品で出されたら普通に最高のパンとしか思えないだろう。

			「なるほど、たしかに先ほどのパンに比べれば劣ると言えるが、充分に小麦の香ばしい味と香りを楽しめる。私の知る限り、貴族のパーティーに饗きようされるレベルのパンだと保証しよう。腕のいいパン職人が焼けばより美味しくなることを考えると、この小麦の潜在能力も……」

			　アルファードがため息交じりにペルシアの肩に手を置いた。

			「その辺にしておけ、ペルシア。充分だ」

			「アル？　そうかわかった」

			　よかった。アルファードが止めてくれた。

			　なんか最近、ペルシアの変な部分が表面化してきてるような……。

			「僕もいただきますね。うん。充分美味しいですよ。こんないい小麦が育つなら、農園規模をもっと増やしてもよかったかもしれませんね。来年までに準備しましょう」

			　カイルだけでなく、マイナも手を伸ばし、美味しそうにほおばる。

			　その様子を嬉しそうに眺めながら、農園長が続けた。

			「カイル様、収穫の話なのですが、この育ち方であれば、もう一度植えることが可能なんですよ」

			「え？」

			「土がまったく弱っておりませんから、土地を休ませる必要もありません。ひと月以内に種を蒔ければ間違いなくもう一作可能です」

			「それは凄いですね。わかりました。すぐにでも開墾地を広げつつ、現状の畑の刈り入れを終わらせてしまいましょう」

			「クラフト様。農園が数倍の規模になった場合でも、錬金肥料は用意いただけますか？」

			「一〇〇倍だって楽勝だぞ」

			　今回渡したのは、本気出してないからな。基本はジャビール先生が発表した、普通の錬金術師が作れるレベルのものを少し改良した効果の物を、実験に使う分量しか渡していない。

			　錬金釜を使えば、量を増やすのは簡単だ。手間なのは、ここまで運ぶのが面倒な程度だ。

			「おお！　ならば次は全面に錬金肥料を撒きましょう！」

			　喜ぶゴーサクに、カイルが確認を入れる。

			「その場合、収穫見込みはどの程度になりますか？　小麦の輸入をやめられる量になるでしょうか？」

			「輸入どころか大量に輸出できますよ。備蓄するもよし、売り払うもよし。品質を考えたら、輸送費を考えても購入する商人が殺到することでしょう」

			　カイルが嬉しそうに頷いた。

			「そこまでですか。わかりました。帰ってすぐに手配します」

			　こうして、ゴールデンドーンの総力をあげ、開拓地を広げた結果、国を支えられそうな穀倉地帯が完成したのだった。

			　そして、本気を出して作った錬金肥料で育った小麦は、飛ぶように売れたのだった。

			　それはいいんだけどさ、クラフト小麦って名称だけはやめてくれ……頼む……。

		

	
		
			　

			のんびりな日常って、幸せだよなって話

			　

			　その日、遅めの朝食を摂っていると、エドたちが家にやってきた。

			「クラフト兄ちゃんおはよう！　届け物だぞ！」

			「ようエド」

			　子供たちの家庭教師をやっているせいか、四人とも俺に懐いてくれている。

			「お前ら学校は？」

			「今日は休みだよ！」

			「そうか」

			　ゴールデンドーンでは午前学校というものを義務化している。

			　週に五日の授業で、子供たちにはお昼の給食が無料で配給されることと、きちんと子供を学校に通わせる親に対しては、開拓補助金が増額されることから、ゴールデンドーンに住む子供たちは全員学校に通うようになっていた。

			　ゴールデンドーンでは、早くから獣人差別を取り除く努力をしていたので、トラブルもない。

			　四人の獣人孤児たちは、それぞれ両腕一杯の植物を抱えている。

			「届け物だって？」

			「ああ。教会の畑で育てたハーブだ！　兄ちゃんにもらった肥料で育てたら、めっちゃたくさん育ったから、お裾分けだってアズ姉が」

			　籠一杯に詰められた薬草を差し出すカイ。

			「こんなにたくさんありがとうな。干すのはあとにして、お前たちはもう朝飯を食べたのか？」

			「まだだよ」

			「そうか、じゃあ食べてけ」

			「いいの!?」

			「でもアズ姉が用意してるかも」

			「じゃあアズールも呼んでこい」

			「やったぁ！　すぐ連れてくるね！」

			　俺の返事を待たずに飛び出していくエドたち。

			　すぐに子供たちによってアズールが引っ張られてきた。ゴールデンドーンに越してから、キツネの毛並みがよくなって、輝くような美人になっている。

			「おはようございます、クラフト君」

			「よう、おはよう。リュウコ、頼む」

			「かしこまりました。マスター」

			　静かに礼をするリュウコに、アズールが申し訳なさそうな顔を向ける。

			「本当によかったんですか？」

			「まったく問題ない。これでも結構稼いでるからな」

			「それではお言葉に甘えます」

			「やったー！」

			　子供たちがはしゃぐ。

			　すぐに料理が運ばれてくると、全員が夢中でほおばり始めた。

			「うめー！」

			「タマゴおいしー！」

			「なあ兄ちゃん。魔物のタマゴって凄い美味いって聞いたんだけど本当か？」

			　エドが半熟タマゴを啜すすりながらこちらを見上げる。

			「魔物にもいろいろいてな、どうやって増えているかわからないものも多いが、タマゴで増えていく魔物もいる。噂だとバジリスクやコカトリスやヒュドラのタマゴは美味いらしいな」

			「え!?　ほんと!?　兄ちゃん今度取ってきてよ！」

			「ダメだ！」

			　俺は強く言い放った。

			「え？　なんで？」

			「バジリスクに限ったことじゃないが、ほとんどの魔物はタマゴを持ち去られたら怒り狂って襲ってくる。仮に持ち帰れたとしても、あいつらは地獄の底まで追っかけてくるぞ」

			「マジかー」

			「ああ。魔物のタマゴには手出し厳禁。そのうち詳しく教えてやるよ」

			　もっとも、それがゆえに、高値を付けることが多いのも事実で、狙うやつは後を絶たない。

			　子供たちが冒険者になるのであれば、その頃に強く教えてやればいいだろう。

			　俺はこのとき、しっかりと子供たちに言い聞かせなかったことを、後々後悔することになる。

			「リュウコの作ったタマゴ料理は美味いだろ？」

			「うん！」

			「美味しいです」

			「ならそれでいいだろ」

			　手に入るタマゴが美味いのだから、問題ない。

			「わかった！　おかわり！」

			「こら！　エド！」

			「はは、構わないって。リュウコ頼む」

			「はい。ちょうど焼き上がりました」

			「さすがだな……」

			　絶妙のタイミングで全ての料理を作り上げるリュウコ。世界最高のメイドを参考にしただけのことはあるぜ。

			　微妙に元となった伝説のメイドさんを見てみたい。

			「すみません、エドが……」

			「そうだな……よし、エド。食べ終わったらさっきの薬草を干すのを手伝っていけ」

			「えー」

			　そもそも薬草のお礼なので、手伝わせるのは違う気もするが、このほうがアズールの気が楽だろう。

			「えーじゃありません！　クラフト君、必ず手伝わせますので！」

			「はは。了解だ」

			　その後、子供たちに手伝ってもらい、薬草を干しつつ、のんびりとした午前を過ごす。

			　研究はだいたい深夜までやっているので、どうにも午前中は調子が出ないのだ。

			　冒険者だったら完全に失格だな。

			　その頃を思い出したからというわけではないが、俺は仕入れのため、冒険者ギルドへと足を運ぶ。

			　冒険者が取ってきた素材に貴重な物がないかを調べるためだ。

			　ギルドに入ると、受付がすぐにこちらに気がつく。

			「こんにちはにゃー。クラフトさん」

			「よう、ミケ。相変わらず忙しそうだな」

			　最近冒険者ギルドでギルド職員として採用された猫獣人のミケに挨拶をする。

			　このゴールデンドーンでは、獣人差別はない。

			　リーファンのおかげでもあるし、カイルの功績でもある。

			　それに合わせて、冒険者ギルドも、ギルド員に獣人を採用するなど、なかなか思い切った改革を始めていた。

			　ギルド長に少し話を聞いたが、国中に広げるためのテストケースをかねているらしい。

			「はいにゃー。噂を聞いた冒険者のみにゃさんが、次から次へと拠点を移しに来てるにゃ」

			「繁盛しているのはいいことだ。こっちとしても素材が集めやすいしな」

			「今日用意できる、珍しい素材はこんな感じにゃ」

			「どれどれ」

			　俺が冒険者ギルドに来る用事なんてだいたい決まっているので、ミケはすぐに素材を用意してくれる。

			　初めは数が集まらなかったような希少薬草も、最近では少しずつ量が増えていた。

			　ただ、品質がピンキリなので、鑑定は必要である。

			「じゃあこっちの良いやつだけ買い取るかな」

			「少しオマケするから、買わなかった素材の品質を教えて欲しいにゃ」

			「ああいいよ。こっちに分けたのが〝普通〟品質で、残りは〝低度〟だな。悪いが〝上質〟の物だけ買わせてもらうよ」

			　いつものやりとりに、ミケが手早く素材を品質別に分けていく。

			　山積みの珍しい素材ではあったが、購入したのはいくつかの牙や爪と、薬草一握りだ。

			　他の錬金術師はよく知らないが、俺の場合だと、錬金釜を使った錬金術の場合、より品質の高い素材を使ったほうが、最終的に量が作れるのだ。当然品質も上がる。

			　この辺、一度ジャビール先生と話してみたが、推測の域を出ない仮定しか出なかったので、そういうものだと割り切ることにした。

			「助かるにゃー。この町の素材は変なのばっかりだから、鑑定魔法が効かないのも多いにゃ」

			「ちょっと待て、俺は鑑定の魔法は使えるが、鑑定士の資格は持ってないぞ？　だったらリーファンに頼めよ」

			　リーファンは鑑定士の資格を持ってる。

			　なんか面倒くさい国家試験と研修を受けなければいけないはずだ。

			「正式に依頼するとお値段がにゃ……」

			「それってまずいんじゃね？」

			「大丈夫にゃ。鑑定したのはクラフトさんって伝えてるから、みんな安心して買ってくにゃ」

			「お前ら、俺をなんだと思ってるんだよ！」

			　それは安心材料にならんだろ!?　鑑定士の資格がないってわかってるよね!?

			「あー、本当に自覚ないにゃあ。大丈夫にゃから安心するにゃ」

			「問題がないならいいけどよ」

			　ああそうか、鑑定なしで販売するとなると、結局、商業ギルドか生産ギルドに流すしかなく、未鑑定の品だと安く買い叩かれるからか。

			　それなら、少しばかり有名になってしまった俺の名前を出して、鑑定士の鑑定じゃないけどいいかにゃ？　って確認して売るわけか。

			「ちゃんと購入者には説明しろよ」

			「もちろんにゃ」

			　ならこれ以上言うことはない。

			　これで用事は終わったが、折角冒険者ギルドまで来たのだ。誰か顔見知りでもいないか見ていくか。

			　休憩スペースには特に親しい友達がいなかったので、裏の訓練広場に足を運んでみる。そこにはなぜか、先ほどまで一緒に作業していた獣人孤児の四人組が、冒険者の訓練に参加していた。

			　目を丸くしていると、脇にいたレイドックがこちらにやってくる。

			「よおクラフト」

			「よお、じゃねーよレイドック。なんでエドたちが冒険者とガチンコの訓練やってんだよ」

			　言葉どおりである。

			　狼獣人のエド、ウサギ獣人のサイカ、レッサーパンダ獣人のカイ、最後に猫獣人ワミカの四人が、どう見ても歴戦の冒険者パーティーと派手な模擬戦をしているのだ。

			　文句を言おうとした俺よりも早く、レイドックが口を開く。

			「あー、こっちも一度確認しておこうと思ってたんだ」

			　レイドックが孤児にアゴを向ける。

			「お前、あの四人とジタロー。それにキツネ神官には俺たちと同じスタミナポーションやってるって話だったろ」

			「ああ。ついでに他の人間とどのくらい変化が出るのか、ちょっと気をつけておいてくれって頼んだとおりだ」

			　最初は本人たちに伝えていなかったが、途中からちゃんと説明して飲ませている。

			　リーファンにこう突っ込まれたのだ。

			「よかれと思ってやってるんだと思うけど、なんかちょっと人体実験みたいじゃない？」

			　ハッとした俺は、慌てて全員に謝罪した上で、改めて〝伝説〟品質ポーションを飲み続けてもらえるか頼みに行ったのだが、全員が快諾してくれた。

			　俺は本当にいい仲間を持ったぜ！

			「で、結果があれだ」

			「……」

			　レイドックが親指でぐっと指す先には、熟練冒険者四人パーティーに必死で食らいつく子供たちの姿があった。

			　どちらのパーティーも汗だくで、かつ真剣な表情だった。息も荒い。

			「ん？　どっちのパーティーも疲れてる？」

			「ああ、今日の訓練はスタミナポーションなしのメニューだからな」

			「え？　じゃああいつら、朝からポーション飲んでないの？」

			「そう指示したからな。飲んでないはずだぞ？」

			　俺の作ったスタミナポーションは、ほとんど無尽蔵に動き続けられることが特徴だ。もちろん戦闘ともなれば息も上がるし汗だって出るが、あそこまでわかりやすく疲労は出ないはずだ。

			　限界以上の力を出し続けたり、剣技を連発すれば疲労が出るが。

			　全員の様子から、本当にスタミナポーションを服用していないのだろう。

			「ちょっと待て、エドたちが対戦してる冒険者のランクは？」

			「二人Ｃランクで二人がＤランクだったかな？」

			「はぁ!?　実質Ｃランクパーティーとガチンコやってるのか!?　あいつら!?」

			「ああ。俺たちが悪乗りして、子供たちにいろいろ仕込んだからなぁ」

			　おいおい、冒険者ランクは特にＣランクから審査が厳しくなるんだぞ。一般的な冒険者ならＣランクになるのが目標なくらいだ。そのＣランクに食らいついてるだって？

			「ゴールデンドーンの常識に慣れすぎて、何とも思わなくなってたが、紋章なしの子供が剣技って普通じゃないな」

			　自分で口にしておいてなんだが、たしかに尋常なことではない。

			「騎士の家系なんかだと、たまにあるらしいけどな。高名な冒険者の子供とか」

			「まったくゼロってわけでもないのか」

			　なら、そんなに珍しい話でもないのか。

			「勘違いするなクラフト。そいつらは生まれてからずっと鍛えられてるような連中だし、断言するがエドたちと同じ年齢であの強さには絶対届かない」

			「うーん。森とかだと、比較対象が弱すぎてなぁ」

			　安全のことも考えて、子供たちとピクニックに行くときは、いいとこオークくらいしか相手をさせてないからなぁ。

			「それだ。クラフトお前、時々魔物狩りさせてるんだって？」

			「正確には、ジタローの狩りの手伝いだがな」

			「この辺の森に入ったら、必然と魔物狩りになる」

			　レイドックの言うとおりだが、一般人ならともかく、俺やジタローにとって、浅い森の魔物など敵ではない。それにたくさんの冒険者が魔物を狩りまくっているのだ。危険なやつはもういないだろう。

			「まぁ、そうだな。でも町の近くはかなり掃除はすんでるんだろ？」

			　レイドックが首を横に振る。

			「それなんだが、半分は事実で、半分は違う」

			「どういうことだ？」

			　エドたちの訓練を見たい欲求もあったが、レイドックの話のほうが重要そうだ。彼らから視線を外し、レイドックに向き直る。

			「現在のゴールデンドーン冒険者ギルドには、かなりの数の冒険者が集まってる」

			「ああ、知ってる」

			「その仕事の大半は、商隊の護衛か、町の治安維持か、近隣の魔物狩りだ。特に魔物狩りは他の町と比べても圧倒的に依頼数が多く豊富で、かつ実入りもいい」

			「カイルが頑張っているからな」

			　優秀な冒険者に集まってもらうには、たくさんの報酬が必要ですと言い切ったカイルは、開拓予算からかなりの額を冒険者ギルドへ振り分けている。

			　そのおかげで、冒険者ギルドも町の治安維持など、普通は受けてくれない仕事も受けてくれている。

			「それでなんで、魔物が減ってないんだ？」

			「減ってはいる。原因は別だ。まず、この開拓地が広大すぎることが一点」

			　ああそうか、最近スケール感がいろいろおかしくなってるが、ゴールデンドーンの広さ自体が前人未踏の大きさなのだ。周辺の地域と一口で言っても、その広大さは洒落にならない。

			　そもそも穀倉地すら、地平の先に隠れて見えない距離なのだ。そこも含めて「町」と言えば、そりゃあ周辺と呼べる地は、尋常な面積ではないだろう。

			　ブラックドラゴン号のおかげで、昔なら数日かかるような距離を、数時間で移動している弊害かもしれない。

			「もう一点は、減らしても減らしても、森の奥からいくらでも魔物が湧いてくることだな。いっそ森を焼くか？」

			「それはダメだ」

			　木は貴重にして、重要な資源だ。もちろん、凄い勢いで伐採もしているのだが、なぜかこの地域の森は育つのが早いらしく、気がつけば元に戻っていると木こりに聞いた。

			　さすがに根っこから引き抜くなど、きっちり開墾してしまえば大丈夫らしいが、単純に木を切り倒したくらいだと、いつの間にか元通りになっているらしい。

			　平地や豊かな土地が他にいくらでもあるのだ、森を開墾する必要がまるでない。

			「少しくらい焼き払っても、森は広大だろ？」

			　レイドックの言いたいことはわかるが、デメリットのほうが大きいだろう。

			「何が起きるかわからんからな」

			「それもそうだな」

			「それにしても、そんなに魔物が湧いてくるのか？」

			　たしかにオークなんかは、退治しても退治してもいつの間にか湧いて出てくるのは知っている。

			「ああ。森が広大すぎるんだよ。もっともその分貴重な素材も多いんだが」

			「それはたしかに」

			　一般流通していない貴重な薬草やキノコなどが採取できる森なのだ。あまり焼き払いたいとは思わない。

			　もっとも、森を全て焼き尽くすなど、その面積を見ても不可能だろうけどな。

			　二人で魔物談義をしていると、ギルドの建物から男性が走り込んできた。レイドックを見つけた瞬間こちらに向かって来たので、彼に用事があるのだろう。

			「レイドック！　ここにいたんですか！　ちょっと時間をください」

			「ギルド長？」

			　走ってきたのは、ゴールデンドーン冒険者ギルド長のサイノス・ガシュールだ。

			　ちなみに、ザイード開拓村となった冒険者ギルドに残ってくれたギルド長の弟だったりする。

			　もしかしたら冒険者ギルド内で、何らかの優遇があったのかもしれない。

			　サイノスは普段穏やかで、冒険者ギルド長のイメージからは離れた人物だが、その分頭が回り、優秀な男だ。

			　そのサイノスギルド長が声を荒らげているのだ。何か問題があったのは間違いない。

			「クラフトさんも一緒だったのは運がよかったです。ぜひ一緒に聞いてもらえますか？」

			「町に関わる何かってことだな？」

			「はい」

			「行こう」

			　俺たちは早足でギルド長の部屋へと向かった。

		

	
		
			　

			新しい生活は、冒険の日々って話

			　

			　俺の名前はエド！　孤児だ！

			　教会の孤児院で、アズール姉ちゃんに育てられている。

			　孤児院にはたくさんの仲間がいたが、なんかいろいろあって、最後には俺を入れて四人になっていた。

			　狼獣人の俺エド、ウサギ獣人のサイカ、レッサーパンダ獣人のカイ、猫獣人のワミカだ。

			　詳しいことはよくわからないんだけど、アズ姉が神官になって、俺たちは辺境の開拓村に引っ越すことになったんだ。孤児院が潰れて、全員がバラバラになるかもしれなかったんだけど、クラフト兄ちゃんが助けてくれたんだ！

			　それで俺たちは新しく作られる開拓村へ移動することになったんだけど、それはとても楽しい旅になったんだ！

			　普通なら、たくさんの荷物を持って、たくさんの馬車で移動するらしいんだけど、荷物は全部クラフト兄ちゃんが魔法でどっかに仕舞っちゃった。それだけでなく、いくら歩いても疲れない不思議なポーションの入ったご飯のおかげで、朝から晩までずっと歩き続けられたんだ！

			　兄ちゃんすげぇよ！

			　それでも疲れちゃう人や、老人なんかには馬車が用意されていて、本当に凄い勢いで進んでいったんだよ。

			　大人たちの中には元気があり余ってる人がいて、俺たちが歩きやすいように、邪魔な木や岩をどけてくれたおかげで、とても進みやすかったんだ！

			　俺たちの通った後にどんどん道ができていくんだぞ、凄いと思わないか!?

			　アズ姉が辺境はとても危険だと言っていた。実際に旅の途中も、魔物が何度も襲ってきたんだ！

			　初めて見たときは凄く恐ろしくて怖かったさ。でも、全然大丈夫だったんだよ！

			　なんでかって？

			　一緒に移動している冒険者が、あっという間にやっつけてくれたからさ！

			　凄かったんだ！

			　目的地は凄く遠くて、平原もあれば、森を進むところもあったんだけど、森に挟まれて道が狭いところで、たくさんのゴブリンに襲われたときは死ぬかと思ったぜ。

			　でも、魔物が俺たちに襲いかかる前に、青い髪の兄ちゃんが凄い勢いでやってきて、あっという間にたくさんのゴブリンをやっつけてくれたんだ！

			　俺たちと一緒にいてくれるジタローも凄かったんだよ。立派な弓から放たれる矢は、まるで吸い込まれるようにゴブリンに飛んでいって、一発でやっつけちゃうんだから！

			　俺たちを助けてくれた青い冒険者、レイドック兄ちゃんを凄いかっこいいと思ったんだ。

			　だから、俺は将来冒険者になりたくなった。

			　レイドック兄ちゃんみたいに強くなって、アズ姉を守るんだ！

			　大変だけど大変じゃない旅は、あっという間に終わっちゃった。

			　もっと旅をしてみたかったけど、それはいずれ冒険者になってかなえるさ！

			　到着したのはなーんにもない河っぺりだったんだよ。

			　向こう岸がまったく見えない河なんて初めて見たよ！

			　それから俺たちの開拓が始まったんだけど、それからも凄かったんだ！

			　リーファン姉ちゃんとクラフト兄ちゃん。それにカイル様が次から次へと作業を指示するんだけど、毎日凄い勢いで村ができていくんだ！

			　最初は冒険者を護衛にして、たくさんの木材を集めるところから始めたんだけど、この村に木材を利用した建物はそんなに必要なかったんだ。

			　だって、クラフト兄ちゃんが作った、固まる石をたくさん使ったんだからな！

			　商人がたくさんの馬車で、灰みたいなのを持ってきたんだけど、それを兄ちゃんが作った薬と混ぜると、それが石みたいに固まるんだ。こんなの初めて見たよ！

			　村の地面は全てこの固まる石になって、泥で汚れることもなくなったんだ。

			　それだけじゃないぞ、建物だって凄いんだ！

			　見上げるような高い建物がいっぱい建築されていったんだよ。

			　俺たちやアズ姉も、教会ができるまで、その集合住宅ってやつに住むことになったんだ。

			　そこも凄かったんだぞ！

			　仮住まいってことで、最上階の部屋で、上り下りは大変だったんだけど、景色が最高なんだぜ！

			　地平線の先まで見渡せるんだ！

			　しかも毎日広がっていく村の様子がわかるから、全然飽きなかったな。

			　茶色い地面や、緑の平野が、どんどん不思議石で埋まっていくんだ。あれはびっくりしたなぁ。

			　気がついたら、めっちゃデカイ町になってたんだ！

			　あんな凄いの見たことねぇよ！

			　もちろん俺たちもたくさん手伝ったぞ！

			　仮設教会の手伝いだけじゃなくて、加工した木材を運んだり、馬に餌をやったり、畑を作るのに石をどかすなんてのもやったぞ。

			　そんときはジタローも一緒に出掛けて、ピクニックみたいで楽しかった！

			　ジタローの連れてるポニーが、のんきな顔してるくせに、巨大な岩をロープで引っ張り上げたりして驚いたんだよな。

			　そんな毎日を過ごしていたら、教会と孤児院が完成したってジタローが教えてくれたんだ。

			　みんなで見に行ったんだけど、たまげたよ！

			　ガンダールの教会より立派で巨大だったし、孤児院だって負けず劣らず立派だったんだ！

			　俺は良くわからなかったけど、一等地って場所に作ってくれたんだって。町の真ん中あたりにあって、とっても賑やかなんだ。

			　カイル様が中心になって、亞人も仲良くするように何度もみんなに伝えてくれたおかげで、俺たちは石を投げられることもなくなったんだ。アズ姉だけじゃなくて、カイル様のためにも俺は強くなりたい！

			　孤児院に移り住むと、ジタローだけじゃなくて、アルファードおじさんもよく来るようになったんだ。おじさんっていうと嫌な顔するけど、間違ってないよな？

			　アルファードおじさんはもともと聖騎士だったらしくて、教会にお祈りに来るんだ。冒険者もいいけど、聖騎士も格好いいよな。

			　クラフト兄ちゃんが約束してた魔法を教えてくれるようになったんだ。週に一度だけどな。

			　魔法の勉強を頑張ったんだけど、俺とサイカは魔法を使うことができなかった。種族的な相性かもしれないって言われたけど悔しかったな。

			　そしたら兄ちゃんが冒険者の青い人、レイドック兄ちゃんとその仲間を紹介してくれたんだ！

			　俺はレイドック兄ちゃんに剣や盾の使い方を、サイカはソラル姉ちゃんとジタローから弓を教わるようになったんだ。

			　二人だけじゃなくて、冒険者ギルドのみんながいろいろ教えてくれたんだぜ！

			　ある日、クラフト兄ちゃんが、俺たちに黙って、凄いスタミナポーションを使っていたことを謝ってきた。

			　なんで謝るのかわからないけど、許してやったぜ！

			　クラフト兄ちゃんのこと好きだからな！

			　そんで、その伝説なんちゃらのポーションを使えるようにしてくれたんだ。

			　それで強くなれるなら、問題なんてないじゃんな？

			　そんな感じで町の手伝いと、教会の手伝いをする日々だったんだけど、途中から学校というのに行かされることになった。

			　最初は勉強なんてしたくなかったから行きたくなかったんだけど、年の近い友達がたくさんできたし、給食も美味かったから、ちゃんと通ってる。

			　クラフト兄ちゃんからも勉強を教わってたから、授業が大変じゃなかったのもあるんだけどね。

			　ゴールデンドーンでの生活は、とても楽しい。

			　アズ姉が忙しそうだったけど、楽しいみたいだから、それでいいや。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんな楽しい日が毎日続くある日、俺はみんなを集めて宣言した。

			「これより第三六八回円卓会議をおこなう！　みんないいか！」

			「何度も言うけどエド、どこに円卓があるのよ」

			　サイカめ！　つまんないこと言うなよ！

			「心の中だ！」

			「あと、三六八回もやってないよね？」

			「魂の回数だ！」

			「はぁ……」

			　ウサギ獣人のサイカが深いため息を吐く。俺と同じアズ姉の孤児院で育った仲間だが、なんていうか、女は生意気なところがあるよな！

			　今日は冒険者ギルドの兄ちゃんたちにお願いして、訓練に参加させてもらった。スタミナポーションを禁止されていたので、久々に全員が疲労困憊だが、これから話し合うのは、エドサイカカイワミカ冒険団の重要任務なのだ！

			　と思ったらワミカがすやすやと寝息を立てていた。

			「こらワミカ！　寝るな！」

			「うにゅ～？」

			　ワミカはマイペースすぎるんだよな。

			　猫獣人だからかなぁ？

			　でも、冒険者ギルドで受付をやってるミケ姉ちゃんは、きびきびしてたよな。

			　うーん。やっぱワミカの性格かー。

			「ワミカちゃん、起きたほうがいいよ。またエドが怒るよ」

			「うにゃ～」

			　おどおどした態度で、やんわりとワミカを揺するのは、レッサーパンダ獣人のカイだ。

			　レッサーパンダの獣人は非常に数が少ないってアズ姉に聞いたことがある。俺はカイ以外に見たことはなかった。

			　俺は狼の獣人なのだが、これも少ない。

			　昔、アズ姉に言われたことがある。どちらの種族も強い獣人なのだから、二人とも強く気高くなりなさいと。

			　もちろん俺は強くなるべく努力しているが、どうもカイは臆病が治らないんだよ。

			「ええい！　いいから話を聞けよ！」

			「はいはい。続きをどーぞ」

			　くそ。サイカのこういう態度は本当に腹たつなー。全部わかってますよーはいはい。みたいな。

			　でも、サイカがいないとまとまらないんだよなぁ。

			「よし、それじゃあ俺たち、エドサイカカイワミカ冒険団結成後、最初の冒険を発表する！」

			「ねえエド、その名前なんとかならないの？」

			「なんだよ、全員の名前が入ってなきゃ変だろ？　カイもそう思うよな？」

			「うーん……それは嬉しいけど、わかりにくいかなぁ……」

			「そうか？　何か別の名前とかあったら言ってくれよー」

			「前に散々出し合ったじゃない。ドラゴン冒険団とかいろいろ」

			　たしかにサイカの言うとおり、候補はいろいろ出たんだけど、やっぱり名前を入れたいって強引に今の名前を通したんだ。

			「ボクはドラゴン冒険団がいいと思ったんだけど……」

			「クラフト兄ちゃんの馬みたいってことでやめたろ」

			「そうなんだけどね」

			「テバサキ～」

			　ワミカがのんびりと美味そうな名前をあげる。

			「やめろよ。ペルシア姉ちゃんじゃあるまいし」

			　他にいい名前があればよかったんだけど、いろいろ話し合ってるうちに、かえってわけがわからなくなってしまったので、結局エドサイカカイワミカ冒険団になっている。

			　とりあえずの名前まで悩んでたら、頭がふっとーしちゃうよ。

			　ペルシア姉ちゃんにしても、ジタローにしても、大人組のネーミングは参考にならないしな。

			「まあいいわ。それより話を進めましょうよ」

			「サイカはなんでそんないつも偉そうなんだよ」

			「エドがもう少ししっかりしてくれれば、たぶんこうならないわよ」

			「ちくしょう……」

			「はいはい。話を進めてね」

			　どうして俺はサイカにいつも言い負かされてるんだよ。

			「えっとな。冒険団最初の大冒険は、森へ行って、オークを倒すことだ！」

			「そう？　じゃあジタローさんに声を掛けておくね」

			　定期的にピクニックという名の狩りに連れて行ってもらっているから、サイカも軽く頷いたんだろうけど、違うんだ。

			「馬鹿、そうじゃねーよ。俺たちだけで行くんだよ！」

			「はぁ？」

			「え？」

			「おやつ食べよーっと」

			　サイカとカイが素っ頓狂な声を出し、ワミカがどっからかビスケットを取り出した。あ、いいな。

			「え？　エド。もしかして、大人についてきてもらわないの？」

			「それじゃあただのピクニックだろ！」

			　俺がしたいのは安全なピクニックじゃなくて、冒険なんだよ！

			「クラフトさんやジタローさん、それに他の冒険者の人たちもだけど、みんなの言うピクニックって結構物騒だっていつ気がつくんだろう？」

			「なんか変か？」

			「んーん。なんでもない。たぶん、この町のピクニックはこうなるだろうから……」

			　サイカが言っている意味がよくわからないな。

			　ピクニックは景色のいいところにお弁当を持って出掛けることだろ？

			　いつもそうしてるんだから、狩りもするピクニックで合ってるじゃないか。

			　ただ、森は危険な場所なので、大人が一緒じゃないとピクニックにはならない。

			　俺だって馬鹿じゃないから、最初の冒険はいつもジタローたちと遊びに行っている、大岩を目指そうと思う。

			　ようは、大人同伴じゃなければ、冒険になる！

			「……なるほどね。エドの言いたいことはわかったわ。二人はどう思う？」

			「危ないよぉ。魔物がいっぱいいるんだよ？」

			「楽しそ～」

			「賛成一、反対一ね」

			「俺は大賛成だから二票分な」

			「意味がわからないわよ。賛成二ね……まぁいいわ。今の私たちなら大丈夫だと思うし」

			「サイカちゃんは賛成なの？」

			「んー、エドにしては一応考えてるんじゃない？　大岩までなら何度も行ってるしね」

			　サイカは少し考え込んでから頷く。

			「そっか、サイカちゃんがいいなら、いいのかな」

			「カイはもう少し自分の意見を持とうよ」

			　サイカのやつ、こんなこと言ってるが、表情を見れば乗り気なのはバレバレだ。

			「よし！　これで全員賛成だな！」

			「決まりだ！　明日は学校も孤児院の手伝いも休みだからな。朝一で出るぞ！」

			「エド、魔物は倒してもいいけど、動物は駄目だからね？」

			「おう。わかってるよ」

			　よくわからないけど、食べられる動物は、しゅりょーけんとかいう、強そうな拳を使えないと狩っちゃいけないらしい。ジタローが使ってるのは見たことないけど、たぶん使えるんだろう。

			「冒険の目的は、オークを倒して魔石をゲット！　アズ姉にプレゼントだかんな！」

			「いいわね。やる気が出てきたわ」

			「そっか、アズ姉にプレゼントしたら喜んでくれるよね？　うん！　ボクも頑張るよ！」

			「やろー！」

			　アズ姉の名前を出したら、一気にやる気を見せる三人だった。最初からこう言えばよかったよ！

			　俺たちは、クラフト兄ちゃんからこっそりもらった、伝説スタミナポーションを樽から水袋に移し、さらにヒールポーションとキュアポーションも準備する。

			「クラフト兄ちゃんは、好きなだけ使っていいって言ってたもんな」

			　いざというときは、これらを使って逃げればいいだけだ。

			　武器を整備しつつ、俺らは明日に備えるのだった。

			　うん、すげぇ楽しみ！

		

	
		
			　

			予定が早まると、慌てるよねって話

			　

			　俺とレイドックがギルド長の部屋に案内されると、サイノス冒険者ギルド長は挨拶もなく地図を広げて本題に入った。

			　その表情から、よほどのことが起きているのがわかる。

			「現在、この地域で大量のコカトリスが確認されています」

			　落ち着いた口調ではあったが、ギルド長の顔色は真っ青だった。

			　ギルド長が指す範囲はゴールデンドーン近くにある森一帯。

			　かなり広域だった。

			　これは……かなりまずいんじゃないのか？

			「周囲の森の広い地域に湧いてるのか。かなりまずいな……。コカトリスは浅く広く分布している感じなのか？」

			「森の外縁部に関してはそうです」

			　ギルド長が町に近い平原に沿った森一帯を示す。

			「ですが、森の奥に行くほど、近寄れないほどの数が発生しており、詳細な数は不明です」

			　今度は森の奥に指を移した。俺は腕を組んで唸ってしまう。

			「コカトリスは石化のブレスがあるからな。耐性がないとやばい。やっかいな魔物だぞ。レイドックなら耐えられるか？」

			「状態異常系のブレスか。軽く吸い込む程度なら大して問題はないと思うが、吸い込むブレスの量が増えたらまずいな」

			「それはそうか」

			　単純にブレスを吸ってしまう量が増えたら、ここまで鍛えたＢランク冒険者といえど、石化を無効化できるわけじゃない。

			「それにしても、コカトリスってだけでもやっかいなのに、それが大量発生？　総数を教えてくれ、予想値で構わない」

			　やっかいな魔物だが、少数なら俺やレイドックでどうとでもできる。重要なのは数だ。もっとも、ギルド長の慌てぶりから、尋常な数でないのは予想できるんだけどな。

			「近づけないことから、かなり幅があるのですが……」

			　ギルド長が口ごもる。

			「概算すらわからない状況じゃ対策もできねーだろ」

			「そうですね。複数の冒険者の情報から、おそらく千……下手をしたら五千を超えるのではないかと……」

			　ギルド長の声は震えていた。

			「五千!?　ゴブリンだってそんな増えないだろ!?」

			　何をどうやったらそんなに増えるんだよ!?

			「ゴブリンなら大量発生はたまにありますが、コカトリスが千単位で確認されたのは初めてですね。もっとも人間の生活圏は大陸全体からしたらまだまだ狭いですから、より奥に踏み込めば、信じられないような数が当たり前にいるのかもしれないというだけかもしれませんが」

			「つまり、俺たち人間が確認できていなかっただけで、コカトリスの千単位は、この世界にとって当たり前の可能性がある。ってことか」

			「否定はできません」

			　頭を抱えたくなる事案だな。

			　やはり、冒険者の拡充と戦力アップは必須だ。

			　わかっていたつもりで、城塞都市を建設してはいるのだが、こうも早く大軍があらわれるとは。

			「それにしても、この数は尋常じゃないな。コカトリスの群れが町に来る可能性は？」

			「不明です。私たちが森の浅いところで狩りを続けた結果、魔物の縄張りが変わってしまったのではないかと分析しています」

			　ゴールデンドーンのまわりは平野だが、そこを囲むように森が広がっている。なので森と町との距離はそこそこあるが、コカトリスの移動速度を考えると、とても安全な距離とはいえない。

			「森の浅い場所から、オークなんかの魔物が減って、奥から押し出されるように、コカトリスの縄張りが広がってしまったってことか」

			「可能性ですが、ギルドではそうみています」

			　これは早急に対応する必要があるな。

			「よし、俺はこれからカイルと相談してくる。あんたたちも対応を考えておいてくれ」

			「わかりました。情報をまとめて私たちも向かいます」

			「わかった。まずは石化予防のポーションを大量生産するところからだな。あと石化解除のポーションも念のため用意しなきゃ。あれは一種の呪いだから、キュアポーションが効かないんだ」

			「必要な素材があれば言ってください。すぐに狩りに行かせます」

			「あとでまとめて教える」

			「わかりました」

			　これは、時間との勝負になるだろう。

			　俺は二人と別れると、カイル邸まで駆け出すのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　コカトリスの集団が確認されて数日。

			　やつらの多くは西の森で確認されているため、住人には西の森への立ち入りを禁止しつつ、俺は石化予防薬と石化解除薬の量産に入った。

			　それらの作業と並行して、カイルたちと対処法を検討している。

			　魔物の習性を考えると、数週間は猶予があると、冒険者ギルドはみている。俺も同感である。

			　予想がいつ崩れるかわからないため、今日も錬金釜の前で汗を流して、量産に向かない石化予防薬を錬金しているときだった。冒険者ギルドの猫獣人ミケが飛び込んできたのだ。

			　彼女はとんでもないことを報告してくるが、あまりの内容にもう一度聞き返してしまう。

			「なんだって？」

			　ミケは青い顔のまま、もう一度同じセリフを吐いた。

			「にゃ！　だからコカトリスの群れが！　この町を目指して押し寄せてるにゃ！」

			　俺はミケへ返事もせずに家を飛び出した。

			　真っ先に向かったのは物見塔だ。これは大河の対岸まで見渡せるように、高さのみを追求した超が付く高さの物見塔である。もちろん、こういうときのために作られた物だ。

			　物見塔に到着すると、入り口を警備している冒険者がこちらに気づく。

			「あっ！　クラフトさん！」

			「上るぞ！」

			「はい！」

			　幸い顔見知りの冒険者だったので、顔パスで塔の中へ飛び込む。延々と続く螺旋階段をひた走り、てっぺんに到着すると、ごうと暴風が身を襲った。

			　なんでも高い場所には、常に強風が吹いているものらしい。頂上には見張りの冒険者がいた。

			「おい！　コカトリスはどこだ!?」

			「向こうだ！」

			　見張りがすぐに指をさす。

			　睨み付けるように、俺は魔法を発動した。

			「〝遠見〟！」

			　遠見の魔法を使って、遠く森の外縁部を確認する。

			　距離はまだだいぶ先だが、間違いなくコカトリスの群れは町に向かって暴走スタンピードしていた。

			　魔物の暴走というのは、ごくまれに発生する。それはもう災害の一種だと諦められている現象だ。

			　そして魔物の暴走に巻き込まれた町や村がどうなるのか。

			　リーファンが暮らしていた昔の開拓村跡を見ればわかる。綺麗さっぱり更地にされてしまうのだ。人も物も全てを飲み込んで。

			「……マジかよ」

			「私だって、冗談であって欲しかったよ」

			「……」

			　律儀に答えてくれる見張りに、俺はまともに返事をすることもできない。

			「カイルに連絡は？」

			「もちろんすでに伝令が走ってる！　それとは別にクラフトには知らせておくべきだと判断した！」

			　顔は知ってるが、名前まで知らない冒険者に、ここまで信用されているとは思わなかった。

			　カイルのためにも、町のためにも、俺は手段を選ばない。

			「防衛体制はどうなってる!?」

			「カイル様はまだ私兵集めの準備段階だったからな。正規軍と呼べるのはアルファードさんとペルシアさんだけだ」

			　それは知っている。

			　カイルの父親であるオルトロス・ベイルロード辺境伯から、私兵の所持を許可され、兵士を募集するための下準備をしている最中だったのだ。

			　受け入れるための兵舎建築や、武具の購入などがそれにあたる。もちろん根回しもだ。

			　私兵が揃っていればと、つい奥歯を噛みしめてしまう。

			「防衛目的で契約している冒険者の数は!?」

			「平均三～四パーティーって話だから、おそらく二〇人前後だろう」

			「二〇……」

			　現在のゴールデンドーンの規模であれば、治安維持には充分すぎる数だが、この危機的現状を覆すには到底足りない。

			「安心しろクラフト。俺たち冒険者の全員が、いざとなったらこの町を守ると誓っている」

			「なに？」

			　予想外の言葉に、俺はコカトリスの群れから目を離して、思わず冒険者をまじまじと見つめてしまう。

			　冒険者は基本的に自分の命が一番の生き物だ。次に金。

			　もちろん信頼や信用といったものも重要だが、傭兵ではないのだ。基本的に命を天秤には載せない。

			　常に命の危険がある冒険者だからこそ、そういうことには敏感なのだ。だからこそ俺は驚いている。

			「私たち冒険者はそれだけこの村に感謝してるってことだ。いや、もう町だな。そして、できればずっとカイル様やお前たちと一緒にいたいと思えるほどにな」

			「それは素直に嬉しいが、金になるかどうかはまだわからないんだぞ？　もちろんカイルと相談して――」

			「みなまで言うな。私たちが動いてるのは冒険者としてだけじゃない。一人の人間として、友を守りたいがためだ。友を助けるのに打算などいらないだろ？」

			　名も覚えていない冒険者の言葉に、胸が熱くなる。

			「そうか……そうだな。友を助けるのに、理由なんていらないよな」

			「そういうことだ。それより、この状況をどう切り抜ける？」

			　難しい質問だった。だが、彼らの熱意があれば、どうにかなるかもしれない。

			「冒険者は二〇〇～三〇〇人くらい動かせる前提でいいのか？」

			「ああ。だが軍隊みたいな連携は期待するなよ？　スタンドプレーの塊みたいな連中だからな」

			「わかってる」

			　俺も元冒険者、その辺は重々承知だ。

			　同じパーティーメンバーで連携は取れても、複数パーティーとの連携になると、途端に動きが悪くなるのが冒険者というもの。複数パーティーの合同依頼を冒険者が嫌う理由もわかろう。

			　ドラゴン討伐戦のときは別だ。

			　参加した冒険者全員が連携しなければ確実に死ぬという前提で、一ヶ月近くも連携訓練を重ねたのだ。同じように考えるわけにはいかない。

			「せめて市壁が完成していれば……」

			「もう少しで完成だったんだがな」

			　口惜しそうに市壁を見下ろす見張りの冒険者。

			　俺はコカトリスの進行ルートと、現在の市壁完成状況を頭に叩き込む。

			「俺は降りて、冒険者ギルドに行く。コカトリスの動きに変化があれば、すぐ知らせてくれ」

			「了解だ」

			　再び長い螺旋階段を全力で転がるように下っていく。途中何度も石壁に肩をぶつけたが知ったことか！

			　勢いのまま冒険者ギルドに飛び込むと、すぐに大部屋に案内された。

			「クラフト兄様！」

			「カイル!?　こっちに来てたのか！」

			「はい！」

			　部屋にはカイルを始めとしたゴールデンドーンの主要メンバーが集まっていた。部屋を見渡すが、ここに一番いて欲しい人物がいないことに気づく。

			「レイドックは？」

			「残念ながら、依頼で出ていて町におりません」

			「クソッ」

			　個が群を殲せん滅めつできるこの世界において、レイドックほどの実力者が欠けるというのは、大隊か連隊を引き抜かれるに等しい。もしかしたらもっとだ。そしてもう一人。

			「アルファードは？」

			「アルファードには町の人間を、教会か丈夫な建物に避難させるよう指示を出しました」

			　カイルの答えに納得する。

			「いい判断だ、カイル。丈夫な建物ってのは？」

			「錬金硬化岩で作られた集合住宅をいくつか指定しています」

			「なるほど。たしかにあれなら一種の壁みたいなもんだからな」

			　きびきびと指示を出すカイルは、普段のおっとりとした印象とはまるで違う。やればできる子なのだ。

			　教会も、錬金硬化岩を使いまくってるので、安全だ。かなり広い作りなので、一時的であれば相当数の人間を収容できるはずだ。

			「……問題は、市壁の完成していない部分ですね」

			　カイルは表情を険しくする。
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			「ああ」

			　上から見た限りだと、三カ所が手つかずだ。つまり、市壁には三つの穴がある。

			「市壁の未完成部分だが、三カ所ある。北、西、南の城門設置予定部分だ」

			「三カ所もですか……」

			　ギルド長の顔が苦しそうに歪む。

			「サイノスギルド長、冒険者はどの程度出せる？」

			「ほぼ全員が緊急要請にイエスと応えてくれましたので、三〇〇弱です。ただ、一部の冒険者は町を出ており、連絡手段がありません」

			　レイドックがそこに含まれているのが痛い。

			　だが、幸いにもこの町の冒険者は実力者揃いだ。

			「サイノスさん。実力の高い冒険者を二〇〇人ほど西の未完成部分に。残りを北と南に振り分けてくれ」

			「一カ所に二〇〇ですか？　残りの二カ所の人数がかなり絞られますが？」

			「塔から見たが、コカトリスは暴走状態だ。おそらく真っ直ぐにこっちにやってくる。そして人間を見つけたら、脇目も振らずに突っ込んでくるだろう。おそらく西に固まっている冒険者たちめがけて」

			　ゴクリと唾を飲むギルド長。

			「リーファン。すまないが、現在まで完成している石化予防薬を、西側に運んでくれるか？　それと三カ所全部にヒールポーションとキュアポーションをありったけ頼む」

			「わかったよ！」

			　すぐに飛び出すリーファン。

			　一瞬ほっとした表情をみせたサイノスギルド長だったが、すぐに表情を引き締める。

			「そ、それでは北と南は捨て戦力ですか？」

			「違う」

			　俺は決意してカイルに顔を向ける。

			「カイル。北と南にそれぞれアルファードとペルシアを行かせてくれ。あいつらなら少人数でもなんとかする」

			「わかりました。兄様」

			　自分の直衛がいなくなるとわかっているのに即答するカイル。まったく、たいしたやつだ。

			　カイルがゴールデンドーンの地図にコマを置いていく。

			「西を中央として、北を右、南を左としましょう。中央隊は冒険者ギルドが指揮を執り、左右の隊をアルファードとペルシアに指揮を執らせます」

			「そうだ。ギルド長、悪いが中央の人選は任せる」

			「わかりました」

			　レイドックがいてくれたら、何も考えずに任せられたものを。

			　ない物をねだってもしょうがない。

			「しかし、左右の隊は石化に対してどうすれば……」

			　石化予防薬を全て中央部隊に送ったことに、サイノスギルド長が不安を見せる。

			「予防薬ではなく、石化解除薬のストックが少しある。まだ作り始めたばかりで量は少ないんだが。まずこれを左右の隊に分ける」

			「対症療法にしかなりませんが」

			「ああ。左右の隊には石化を解除しながら防衛してもらう」

			「そんな無茶な！」

			「その時間稼ぎしている間に、俺は石化予防薬を作る」

			「作る!?　今からですか!?」

			「ああ。材料は揃ってるからな」

			　あとは、時間との勝負だ！

		

	
		
			　

			どんな苦境でも、諦めるわけにはいかないって話

			　

			　後の指揮はカイルとサイノス冒険者ギルド長に任せ、俺は全力で自宅へと戻る。

			　するとギルド長がコカトリスとの戦闘に直接参加するには少々ランクの足りない冒険者を数人、連絡役としてつけてくれた。

			　まだこのゴールデンドーンに来て日が浅いらしく、鍛え方が足りない。だが、俺は彼らを無視して最速で家に向かう。

			「ちょっ!?　はっ！　速い！」

			「待ってクラフトさん！」

			「馬鹿！　先に行ってください、クラフトさん！　家は知ってますから！」

			「わかった！　すぐこい！　鍵は開けとく！」

			「はい！」

			「ちょっ……クラフトさんって錬金術師だよね!?　なんであんな足速いの!?」

			「この開拓地に長く住んでる人は、みんな無茶苦茶なんだよ！」

			　ぐんぐんと引き離されていく。ええい！　ブラックドラゴン号に乗っているわけでもないのに軟弱な！

			　俺は冒険者たちを置き去りにして、錬金部屋に飛び込んだ。

			　すると、いつものようにすっとメイドのリュウコが出てくる。

			「お帰りなさいませ。マスター」

			「リュウコ！　手伝ってくれ！」

			「はい。準備済みです」

			　作りかけだった石化予防薬の作成に必要な材料が全て丁寧に並べられていた。

			　どうやらリュウコが用意してくれていたらしい。

			　多くの貴重な材料が必要な石化予防薬は量産に向かない。もし、俺が黄昏の錬金術師の紋章を持っていなければ、とてもまともな数は作れなかった。

			　今回はいくつかの材料を別の材料で無理矢理補っているような状況なので、とにかく作成に時間が掛かっている。

			　簡単に言えば、石化予防薬の材料になる錬金薬を錬成するための錬金薬を錬成するという、何重にも手順を踏まなければならないのだ。

			「クソ……あれが手に入れば、石化解除薬も予防薬も一気に作れるっていうのに！」

			　手に入るわけもない素材が頭をチラリとよぎる。

			　もしその素材が手に入れば、大幅に手順をすっ飛ばして、一気に大量生産できるものを！

			　俺とリュウコで準備していると、息を切らせた冒険者が部屋に転がり込んできた。

			「はぁはぁ……お、お待たせしました！　何か手伝えることはありますか!?」

			「ちょうどいい！　この錬金薬をこっちの樽に移すのを手伝ってくれ！」

			「はい！」

			　中間素材の錬金薬を冒険者とリュウコに手伝ってもらって樽に移していく。だが、リュウコのほうがはるかに手際よく作業をこなしていた。

			　おい冒険者！　リュウコより力がないとか情けないぞ！

			　錬金釜が空になると、すぐに次の錬金薬の作成に入る。この二つの錬金薬を混ぜて、さらに別の錬金薬へと錬成するのだ。

			　一つの錬金薬を作る度、ごっそりと魔力を持って行かれる。

			　普段なら、ここで作業を終了するのだが、今日は問答無用で貴重なマナポーションをがぶ飲み。

			　魔力回復薬に任せて、次から次へと中間素材を完成させていく。

			　ふと見ると、手伝ってくれている冒険者たちが汗だくでヘロヘロになっていた。

			「しまった。これを！」

			　俺は慌ててスタミナポーションを冒険者たちに投げつける。

			「これは……もしかしてクラフト印の伝説スタミナポーションですか!?」

			「いいから飲め！」

			「はっはい！」

			「お……おおおお！　なんだこれ!?　全然疲れないぞ！」

			「凄い！」

			　リュウコが普通に手伝ってくれていたからすっかり失念していたよ。

			　はしゃぎ出す冒険者だったが、手が動いてればそれでいい。

			　彼らの手伝いもあって、ようやく一回目の石化予防薬が完成した。

			　樽一つ分といったところだろう。

			　スタミナポーションと違って、スプーンひと匙の量というわけにはいかない。これだけあっても、コカトリスの大群相手にはまったく足りないだろう。

			「よし！　半分に分けて、すぐに右翼と左翼に運んでくれ！」

			「わかりました！」

			　石化予防薬を樽詰めすると、冒険者が樽を担いで飛び出していく。

			　俺はそれを見送ることもなく、次の薬の作成に入ろうとし、手を止めた。

			　外から喧騒が聞こえたからだ。

			　まさかもう町中までコカトリスが侵入したのか!?

			　慌てて外に飛び出し、騒ぎのするほうを見れば、市壁に三つ存在する未完成部分の西側、中央部隊からだった。

			「もう町に侵入されたのか!?」

			　物見塔から見ていた限りだと、もう数時間はかかると思っていたのだが、コカトリスの侵攻は思った以上に速いらしい。

			　すると走り回っている冒険者の一人が俺に気がついて教えてくれた。

			「クラフトさん!?　コカトリス!?　いや！　侵入は許していない！　だが、少数のコカトリスがちらほら町まで到着してる！　今は防げているから安心してくれ！」

			　そのまま走り去っていく冒険者。

			　市壁は三カ所も未完成なんだぞ？　本当に大丈夫なのか？

			「完成している部分の壁も、第一段階でそこまで高さがあるわけじゃない、本当に防ぎきれるのか？」

			　俺の呟きに、リュウコが答えた。

			「マスター。よろしければ、市壁の様子だけでも見てきましょうか？」

			「なんだって？」

			　たしかに市壁は気になる。もしこれらが破られるようなら、俺たちの防衛戦略は根底から破綻する。

			　だが、リュウコはメイドだ。その判別がつくのか？

			「お任せください」

			　きっぱりと言い放つリュウコ。

			　ならば信用しよう。

			「わかった。確認してきてくれ。それと、中央部隊の様子も確認できそうなら頼む」

			「かしこまりました」

			「っと、その前に、冒険者が使いやすいように素材を並べ替えていってくれ」

			「かしこまりました」

			　リュウコが軽やかにお辞儀をしたので、俺はすぐに背を向け、錬金部屋へと戻る。俺の戦場はここだ！

			　残った冒険者に手伝ってもらいつつ、今度は石化解除薬を作成していく。

			　対症療法だがやるしかない！

			　俺は狂ったように錬成をしまくった。

			　もし……もしもあの素材があれば、必要数などあっという間に用意してみせるものを！

			「くそっ……コカトリスの卵さえ手に入れば……」

			　俺の呟きに、リュウコが顔を上げた気がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そこは西側の市壁未完成部分。

			　中央部隊とされたそこには、大量の冒険者が集められていた。

			　デガード・ビスマックは地平線を睨み付けていた。デガードは傭兵から冒険者に転職した珍しい経歴を持つ男だ。最近冒険者ランクがＣに上がったばかりである。

			　主力であるＢランクが軒並み留守の状況で、傭兵の経験があることから、中央部隊の指揮官を任されたのだ。大役である。

			　デガードは脇に控える虎獣人に顔を向けた。

			「最終的に、予防薬は何人が飲めた？」

			「一〇〇人ほどらしい」

			　彼の相棒である虎獣人のタイガル・ガイダルが答える。同じ傭兵団に所属していたが、その傭兵団が壊滅したのを機に、二人で冒険者に転職したのだ。

			　わざわざゴールデンドーンに来たのは獣人差別がないという噂を信じたからである。

			「約半数か」

			「普通に考えたら、一〇〇人の実力派冒険者の戦力は並みじゃないんだが」

			　タイガルが獰猛な瞳で地平を睨み付ける。

			　狂ったように押し寄せるのは、山津波となったコカトリスの大軍だった。

			　コカトリス。

			　その姿は凶悪なツラのニワトリがもっとも近い表現だろう。

			　大きさは馬程度から、その数倍。個体差が激しい魔物である。

			　その巨体から繰り出されるクチバシ攻撃はそれだけで脅威だが、コカトリスにはなによりもやっかいな能力がある。

			　石化のブレスだ。

			　鍛えられた冒険者なら、ある程度防げるのだが、それにも限度がある。

			　石化のブレスを大量に吸い込んでしまえば、どんなに実力があっても、石化してしまうだろう。

			　ブレスを吸わないように戦うというのは、それだけで大変なハンデとなってしまう。

			　そんなやっかいなコカトリスが千……いや数千の単位で襲いかかってくるのだ。洒落にならない。

			　ドラゴン討伐すら経験した冒険者たち一〇〇人に、石化予防薬を配れただけでも僥ぎよう倖こうだろう。

			　デガードは中央部隊のメンバーに、何度も繰り返した怒号をもう一度まき散らす。

			「いいか！　間違っても前面に突出するなよ!?　市壁の未完成部分を逆に利用しろ！　中に入ってきたやつだけを確実に仕留めるんだ！」

			「「「おお!!」」」

			　中央部隊が気合いを入れて答える。

			　ドラゴン戦である程度連携を知っている連中で助かったと、デガードは内心で安堵する。

			　これが自意識の高いバラバラの冒険者だと、むしろその数が仇あだになる。

			　統率されていない部隊など、所詮は烏合の衆で役に立たない。

			　軍隊に比べれば鼻で笑えるレベルではあるが、わずかでも統率できているのは数少ない好材料だ。ドラゴン戦で使った号令が流用できるのも助かる。

			「予防薬を飲めなかったやつはバックアップ！　怪我人を運び出し、ヒールポーションをぶっかけろ！　手が空いたら、何でもいいから遠距離攻撃を叩き込んでやれ！」

			「「「おお!!」」」

			　中央部隊に配られた石化解除薬はわずかである。左右の部隊にそのほとんどを配布しているからだ。かわりに石化予防薬のほとんどを配布された。冒険者ランクの高いメンバーから予防薬を飲ませたが、とても全員には行き渡らなかった。

			　デガードは石化される冒険者の数を極力抑えながら戦わなければならない。

			　この町には腕のいい錬金術師がいるので、石化しても後日解除してもらえるだろうが、町が落ちたらそれどころではない。

			「くそっ。レイドックの野郎がいてくれれば」

			　デガードも認めるＢランク冒険者のレイドック。個人の腕前もさることながら、パーティーメンバー全員がやり手である。

			　レイドックパーティー以外のＢランク冒険者も軒並み町にいなかった。

			　コカトリスが町にやって来るまで、まだ少し猶予があると見ていた冒険者ギルドは、活発化した魔物の討伐や、石化関連に必要な薬の素材収集を優先的にＢランクパーティーに割り振っていたのだ。

			　森全体で魔物が活発化しているなか、森に入れるのが彼らしかいないからだ。

			　街道の封鎖などは、もう少しランクの低い冒険者があたっている。

			　そんな事情からこの町の切り札ともいえるレイドック……Ｂランク冒険者がいない状況だが、泣き言などいってられない。

			　デガードとタイガルは腕っ節には自信のある冒険者だったが、タイガルが虎獣人……それもかなり獣寄りの見た目だったことから、冒険者ギルドでも微妙な扱いをされ続けていた。

			　二人はひとところに長居することはなく、ある程度金を稼いだら移動する渡り鳥のような生活をしていた。そんな流浪生活の果てにゴールデンドーンへと辿り着いたのだが、ここは亞人を受け入れ、冒険者を優遇し、仕事に対して正当な報酬を与えてくれる。

			　タイガルのような、見た目の恐ろしい亞人すら受け入れてくれたのは、開拓の責任者カイル・ガンダール・ベイルロードという少年でずいぶんと驚いたものだ。

			　彼らにとってゴールデンドーン開拓地は、すでに第二の故郷であり、安らぎの地になっている。

			　二人は故郷を守り、優しき少年を守るためなら、命すら惜しくない。

			　自分の家を、家族を守るのに、何のためらいがあろうか。

			「ふん。ニワトリもどきが。一匹残らず肉片にしてくれるわ」

			「はっ！　今夜の焼き鳥には困らないな！」

			「あいつら喰えねぇけどよ！」

			　残念ながら、コカトリスの肉には毒があるのだ。

			　不敵に笑い合う歴戦のデガードとタイガルに、まわりの冒険者たちも緊張をほぐしていく。

			　そんな冒険者たちの様子を、青ざめた表情で見つめる小さい影があった。

			（子供？）

			　デガードは四人の小さな獣人がいるのに気づき、手すきの冒険者に避難させるよう指示を出そうとしたが、その前に大人の獣人が息を切らせて子供たちに駆け寄っていく。

			「あっ！　あなたたちこんなところにいたの!?　すぐに教会に戻りなさい！」

			「アズ姉！」

			　孤児院の責任者であり、教会の神官でもあるキツネ獣人のアズールが、ようやく探していた子供たちを見つけたのだ。

			　アズールの声に振り向いたのは、エドサイカカイワミカ冒険団の孤児四人組である。

		

	
		
			　

			困ったときには、メイドが助けてくれるよねって話

			　

			　冒険者ギルドから中央部隊の指揮を任されたデガードは焦っていた。

			　コカトリスの大軍が、とうとう町まで辿り着いたからだ。

			　いや、それだけならば歴戦のデガードが慌てることはない。理由は冒険者たちの連携にあった。

			　デガードが担当している壁の未完成部分の幅は広い。

			　もともとこの場所には、巨大な西門が築かれる予定で、それに合わせて市壁が大きく未完成となっているのだ。

			　一〇〇人の冒険者で持ち場を守らなければすぐに穴があく。傭兵としての経験が長いデガードは、籠城戦も防衛戦も経験したことがある。だからこそ焦っていた。

			　この世界は少しばかり不公平にできている。

			　強いやつはどこまでも強くなれる。

			　デガードの甲に刻まれた、戦士の紋章もそうだ。生まれ持った才能と努力で、どこまででも強くなれる。

			　そして、今デガードが頭を抱えているのは、そんな選ばれた冒険者たちだった。

			　中央部隊に配置された冒険者の実力は高い。だから少々のコカトリスなら、簡単に倒せるメンバーが多い。

			　だが、それゆえに、実力の高い冒険者たちが、戦列から前に前に突出していくのだ。

			　一見すると、魔物の殲滅が速くなっているように感じるが、一部の冒険者が前に出ると、その背後の戦列に隙間ができ、肉壁の穴になる。

			　今はまだまわりの冒険者たちがなんとかフォローしているが、半円を描く防御陣は、早くも歪みを見せていた。

			　今回デガードが利用したのはドラゴン戦の作戦である。あのときはドラゴンを中心に半円状に囲み、ドラゴンの体力を少しずつ削っていくというものだった。急場凌ぎの作戦としては最良であったが、相手は個ではなく群である。その違いが作戦にヒビを入れ始めている。

			「お前ら！　前に出すぎだ！　下がれ！　いや違う！　お前たちじゃない！」

			「ええいクソ！」

			　デガードとタイガルがなんとか戦列を維持しようと奮戦するが、軍隊用の命令系統や部隊名があるわけではないのだ、その統率は困難を極めている。

			「まだコカトリスの本体が到着してるわけじゃないってのに！　今は個々の戦力でどうとでもなるが、本隊が来たら崩壊しかねんぞ！」

			「どうする、デガード？　俺がフォローに回るか？」

			　格闘家の紋章を持つタイガルは、個人戦力としては現時点で最強。切り札をこんなに早く切っていいのか、デガードは悩んだ。

			　仮に混乱している冒険者パーティーにタイガルを送ったとして、反対側のパーティーが崩れたらと考えると、恐ろしくて切れない札なのだ。

			　脂汗を額一杯に浮かべたデガードに、ふと影が差した。

			　市壁の完成部分に誰かがいる。

			　見上げると、メイドのようなシルエットだった。いや、メイドだった。

			「メイド？」

			「ありゃあ、クラフトん家のメイドだな」

			　近くにいた冒険者の知っているメイドのようだ。どうやら錬金術師殿のメイドらしい。

			「ああ、最近雇ったみたいだな。なんでメイドが市壁に上ってるんだ？」

			「俺が知るか」

			　場違いのメイドがフワリと浮いた。

			「「!?」」

			　三階建てほども高さのある市壁から、緑髪のメイドがその身を空中に投げ出し、まるで重力を感じさせない動作で二人の横に降り立った。驚くなというほうが無理だろう。

			「なっ!?」

			　二人の驚愕をよそに、メイドがデガードに近づき、涼しい声を投げかけてくる。

			「デガード様が指揮を執られているのですか？」

			「あ、ああ」

			　クソ忙しい状況にもかかわらず、デガードはなぜかメイドに素直に答えてしまう。

			「それでは報告いたします。市壁の完成部分は堅牢で、コカトリスによる破壊を考慮する必要はないと思われます。また、彼らは羽を持ち、高く飛び上がることもあるようですが、市壁を越えることはないでしょう。安心してこちらを死守してくださいませ」

			　メイドはスカートの端を持ち上げながら、ペコリとお辞儀をした。

			　デガードの思考が止まり掛かるが、懸念材料だった市壁の情報だと気づき、強引に笑みを浮かべる。凄みがあるので怒っているようにも見えたが。

			「そ、そうか！　情報提供感謝する！」

			「なら、市壁内を見回らせているパーティーを戻してもいいな」

			　タイガルの呟きに、デガードが怒鳴る。

			「よし！　すぐに呼び戻す伝令を出せ！」

			　冒険者パーティーが一つ増えるだけでも、戦力は大幅に上がる。

			　それだけでも朗報だ。

			「ここが突破されますと、マスターの工房に被害が及ぶ可能性がありますので」

			「あ、ああ」

			　心配するところはそこなのかと、思わずデガードが突っ込みそうになるが、メイドとはそういう生き物なのだろうと言葉を飲み込んだ。

			　デガードは、再び突出する冒険者を見つける。

			「おい！　そこのパーティー！　だから突出するな！　防衛ラインを守れ！」

			　実力がありすぎることで、まわりと連携が取れない冒険者にいらつくデガード。

			「……難渋しているようですね」

			「少しだけだ。くそ。せめてパーティーごとに番号でも振っておけば良かったぜ」

			　戦場から久しく離れていたからか、そんな基本的な準備を怠ってしまったのだ。後悔してもしきれない。

			「それでは私が皆様に部隊番号を伝達してきましょう」

			　メイドがチラリと冒険者たちに視線を向ける。

			「いや、それは無理だ。戦っている最中のパーティーに、悠長に説明などできん」

			「大丈夫です。説明中は私が敵を押さえますから」

			「……なに？」

			　デガードが言葉の意味を聞く間もなく、メイドがデガードの予備武器を掴む。

			「奥から第一小隊でよろしいですね？　こちらの斧をお借りします。それでは」

			「あっ!?　ちょっ！」

			　デガードが止める間もなく、メイドはコカトリスの暴れる戦場に突っ込んでいってしまった。

			　しかも、デガードの予備武器である、巨大な斧を二本も掴んで。

			「おいおいおい。俺の斧を持ってっちまったよ」

			「デガード、お前の予備斧はいつから片手斧になったんだ？」

			　タイガルのツッコミに、デガードがずっしりと重い両手斧を持ち上げる。

			　常人ならば運ぶことすら困難だろう。

			　それをあのメイドは、ひょいと両手に一本ずつ手にして、風のように走り去ってしまったのだ。

			「あのメイドは一体なんなんだ？」

			「俺が知りたいぞ」

			　デガードとタイガルは、お互いに顔を引きつらせるしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　冒険者たちはよく戦っていた。

			　Ｄランクを多く有する冒険者ラクターンのパーティーも奮戦していた。

			「へっ！　クラフト印のスタミナポーションとヒールポーションを飲み放題なんだ！　いっくらでも潰してやるぜコカトリス！」

			　ラクターンがコカトリスを潰しながら前へと出ると、パーティーメンバーから叱しつ咤たが飛ぶ。

			「無理はするなよ！　どっかで睡眠は必要だ！」

			「こいつら夜は大人しくなるんじゃないのか？」

			「スタンピード状態だと期待できんな！　こっちは篝かがり火びも焚たかなきゃならん！」

			「ちっ！　飛ばしすぎると急に身体に来そうだな」

			　クラフト印のスタミナポーションを服用すると疲労を激減させ、よほど特殊な運動でもしない限りは無尽蔵に動くことができる。

			　だが、さすがに自分の能力以上の技を使ったり、限界突破した動きを続けていると疲労が始まる。

			　一〇〇％の能力を使い続けるだけなら、疲労は少ない。だが一一〇％、一二〇％の力を出せば、いかに伝説級のスタミナポーションとはいえ疲労するのだ。そしてスタミナポーションでも睡眠をなくすことはできない。

			　デガードにそのあたりを注意しろといわれているが、ラクターンは彼らの大事な町を襲うコカトリスを前に、アドレナリンが沸騰して、つい余計な力が入ってしまっている。

			　実力のある他の冒険者たちも同じ様なものだった。それらの冒険者が、少しずつ突出しているのだが、彼らは気づけない。

			　半円状の防衛ラインは、波打ち、歪み始めていた。

			　このままだと、戦線が崩壊する危険性を、冒険者たちはわかっていなかった。

			　戦線崩壊が秒読み段階に入ったとき、緑の疾風が吹き荒れる。

			　ラクターンは突如目の間に、緑色のつむじ風が巻き起こったことで慌てふためく。

			「!?」

			　それはメイドだった。

			　両手に血だらけの巨大な斧を手にした。

			　メイドが斧を一振りすると、ひときわ巨大なコカトリスの首が、血ち飛沫しぶきを上げて天高く吹っ飛んでいったのだ。

			　首がなくなったニワトリもどきの巨体が、しばらくそのままの勢いで走っていたかと思うと、地面にどうと倒れ込む。

			「な……っあ？」

			「これでしばらく落ち着いて話せますね。ラクターン様、こちらのパーティーですが、防衛ラインより少々突出しております」

			「え？」

			　突然名前で呼ばれたラクターンは、困惑しつつもようやく自分のいる場所を理解する。

			「デガード様より伝言です。ラクターン様のパーティーを、第一小隊とします。以後、小隊番号でやりとりしますので、指示にお気を付けください」

			「あ、ああ」

			「それでは私が援護いたしますので、第一小隊は規定の防衛ラインまでお下がりください」

			「え、援護って……」

			　ラクターンが聞くまでもなかった。

			　押し寄せるコカトリスの巨体を叩っ切りながら少しずつメイドが前進していくのだ。

			　メイドは強かった。彼女が歩くだけでコカトリスは粉砕され、地面に血と死体とがまき散らされていく。だが、彼女が前に出るだけデガードとの距離が開き、その隙間にコカトリスが左右から潜り込んでくるのだ。

			　その動きを見て、ラクターンはようやく悟る。

			　突出することの怖さを。

			「おい！　防衛ラインまで下がるぞ！　まわりと歩調を合わせるんだ！」

			「あ、ああ！」

			　ラクターンのパーティーメンバーが返事をする。メイドが時間を稼いでくれてる間に所定位置に下がると、横にいた別のパーティーに安堵の表情があった。

			「……すまなかった。俺たちに合わせてくれてたんだな」

			「いや、いい。ラクターンたちに実力があるのはわかってたからな」

			　隣のパーティーに謝罪するラクターン。

			　そこにメイドがすっと戻ってきて、ラクターンと話していた冒険者の前に立つ。

			「アジフイラ様。デガード様より伝言です。アジフイラ様のパーティーを第二小隊とします。以後、小隊番号でやりとりしますので、指示にお気を付けください」

			「お、おう……メイド？　なんで俺の名前を？」

			　アジフイラは面識のないメイドに名前を呼ばれ、困惑する。

			「この町にお住まいの方であれば、名前は全て存じております」

			「はぁあ!?」

			「え？　どういうこと？」

			「メイドの嗜みですが、今はお気になされることではないかと。皆様、ご健闘をお祈りいたします。それでは伝達が残っておりますので」

			　メイドは丁寧に一礼すると、隣の冒険者パーティーへと移動していった。コカトリスどもを血祭りに上げながら。

			　第二小隊となったアジフイラがボソリと呟く。

			「なあ、あのメイドなんだけどさ」

			「なんだ？」

			「返り血一つ浴びてなかったんだが」

			「気にするのはそこかよ」

			　ラクターンとアジフイラは顔を見合わせ、乾いた笑いを響かせた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……これで態勢は立て直しましたね」

			　緑髪のメイド、リュウコはボソリと呟いた。

			　マイマスターに命令され、市壁の様子を見に来れば、危うい中央部隊を見つけてしまった。

			　このままだとコカトリスに雪崩れ込まれる危険性があると、リュウコは独断で中央部隊にテコ入れする。

			「しばらくは問題ないでしょう」

			　少なくとも、マスターのところまでコカトリスが辿り着く危険性は大幅に減ったはず。

			「それでは、次ですね」

			　リュウコは真っ直ぐにマスターの下へは帰らず、裏路地へと姿を消すのだった。

		

	
		
			　

			防衛戦ってのは、辛抱だよなって話

			　

			　そこは町の北側、右翼部隊。そこの指揮を任されたのはアルファード・プロミス。若くして聖騎士の部隊長を任されていた才能豊かで実直な男だ。

			「アルファードさん、こんな少人数でどうやって守ればいいんだ？」

			　一人の冒険者がアルファードに不安げな表情を向けてくる。右翼部隊に当てられた冒険者の人数は中央部隊に比べるとはるかに少ない。彼らの表情には明確な不安があった。

			　アルファードはあっさりと答える。

			「基本的には私が一人で敵を叩く。君たちは私が取り逃したコカトリスを倒してくれればいい」

			「え？　そりゃ前に出ろって言われるよりは助かりますが、アルファードさん一人で？」

			　冒険者はまじまじとアルファードを見つめる。

			　彼はアルファードが、このゴールデンドーンの責任者であるカイル・ガンダール・ベイルロードの護衛なのは知っていたが、実際どのくらい強いのかを知らない。

			「ああ。私の戦い方は少し独特だからな」

			「はぁ」

			「それにコカトリスの過半数は中央部隊が受け持ってくれる。こっちに流れてくるのは大した数じゃない」

			「そうだといいんですが……」

			「ちょうどいい、市壁沿いにこぼれたコカトリスがやって来たぞ」

			　アルファードがコカトリスに槍を向けた。

			　彼が持つ武器は、非常に長い騎兵槍である。銀色に輝くそれは、武器よりも芸術品を思わせた。

			　猛狂ったコカトリスが市壁に阻まれ、さらなる怒りを溜め込んでいる。

			　スタンピード状態の魔物は、普段からは考えられないほど凶暴になり、命が尽きるまで暴走し、執拗なまでに人間に襲いかかってくる。だがその間の知能は大幅に低下する。

			　西からやって来るコカトリスの大部分は、そのほとんどが中央部隊に襲いかかったが、あぶれた固体が市壁沿いに、アルファードたちの守護する市壁北側未完成部分へと、流れてくる。

			　まだ散発的な数ではあるが、地平線の奥にコカトリスの大軍が控えているのだ。

			　序盤のうちに戦法に慣れさせなければいけない。

			「キモは連携か……」

			　アルファードが独りごちる。

			　彼は振り返り、背後の冒険者たちに、活を入れた。

			「いいか！　お前たちは石化予防薬を飲んでいない。前に出るな！　俺の取りこぼし分だけ、総力で叩いていけ！」

			「それはいいんですが、それだと手薄になって抜けられてしまうんじゃ」

			「安心しろ。私が徹底的に倒してみせる！」

			「あ、ああ」

			　冒険者たちは、アルファードの強さをはかりかねていた。

			　古参の冒険者はある程度知っているようだったが、古参は全員が中央部隊に派遣されている。

			　つまり、右翼でアルファードの実力を知るものはいないのだ。

			　右翼部隊を満たしていたのは、不安だった。

			　もちろんアルファードはその雰囲気に気がついていた。だから彼はことさら強い言葉で叫ぶ。

			「いくぞ、レッドフレイム号」

			「グルル！」

			　答えたのは赤褐色の体表をした、巨大な二足トカゲだった。

			　一部の軍隊が採用する、陸戦兵器としてはほぼ最強の生物。

			　馬よりもはるかに高価なことからも、トカゲ騎は軍隊であってもトップクラスの実力者しか所有できない。

			　もともと聖騎士に所属していたアルファードには無縁であったが、このゴールデンドーンでは必要になるかもしれないと、個人で購入したものである。

			　カイルがベイルロード辺境伯へ報告にガンダールに向かったときに予約して、アキンドーによって新ゴールデンドーンへと運ばれた。

			　クラフト製伝説スタミナポーションと、アルファードの厳しい日々の訓練によって、短期間で非常に立派な体たい躯くへと変化していた。

			　赤褐色の二足トカゲ、レッドフレイム号が鋭い視線をコカトリスに向け、その強きよう靱じんな足で大地を蹴る。

			　ずどん！　ずどん！　ずどどどどどどどどど！

			　レッドフレイム号が走り出すと、地響きがあたりに響いた。

			　コカトリスがその轟音に気づき顔を向ける。レッドフレイム号を駆るアルファードという獲物を発見し、涎をまき散らしながらトカゲとそれに乗る人間を喰らい尽くすべく、襲いかかってきた。

			　冒険者たちは人間の数倍はでかいニワトリの化け物が奇声を上げながら迫ってくる様子に、心から恐怖する。

			　彼らの恐怖を切り裂くように、アルファードが猛スピードで化け物どもへと突っ込んでいく。

			「〝旋棘崩突〟！！！」

			　二足トカゲの重量と速度の全てを、騎兵槍に乗せ、さらに槍技まで乗せることで、巨大なコカトリスを粉砕。ただの一撃で木こっ端ぱ微み塵じんである。

			「一つ！　次！」

			　アルファードは手綱を引き、レッドフレイム号の向きを変える。

			　二足トカゲの機動力は、ばらけてやってくるコカトリスを市壁未完成部分に近寄らせることもなく撃破していた。

			　彼が採った戦法は、中央部隊のデガードとまったく逆である。

			　アルファードという単騎の遊撃部隊と、残りの冒険者全てで一つの遊撃部隊という、二つの遊撃部隊で近寄る敵を殲滅していくというとんでもない作戦だった。

			　これが可能なのには三つの条件がある。

			　一つは敵の数がそれほど多くないこと。

			　一つはアルファードが単騎で強いこと。

			　一つはレッドフレイム号が速度と持久力の両方に優れること。

			　逆に言えば、この前提が崩れたとき、戦線は崩壊する。

			「〝乾坤突破〟！！！」

			　アルファードはレッドフレイム号と共に、数匹のコカトリスを一瞬で肉片に変える。

			　それを見て、冒険者たちがにわかに活気づく。聖騎士として正式な訓練を受けたアルファードは、士気の上げ方をよく知っていた。

			　だが……。

			「今はまだ問題ない。だが、中央からこぼれてくるコカトリスの数が増えてしまえば……」

			　もしアルファードが力尽きれば、いや、苦戦するようになってしまえば、冒険者たちの士気が下がり、戦線はあっという間に崩壊するだろう。

			　その瞬間、コカトリスが町中に雪崩れ込む最悪のシナリオが発生する。

			　アルファードが槍をぎゅっと握りしめた。

			「頼むぞ、クラフト」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　左翼部隊によく通る女性の声が響いた。

			「よし！　全員構え！」

			　アルファードが担当する右翼部隊の逆側、南門を守るのは、カイルとマイナの護衛であるペルシア・フォーマルハウトだ。元親衛騎士団で、女性守護を担当する部隊の副隊長をつとめていた。

			　その頃からマイナの護衛につくことが多く、その関係から今回二人の護衛として抜ばつ擢てきされる。

			　親衛騎士団の所属から外れることから、人によっては左遷と見るかもしれないが、ペルシアはカイルとマイナの直属になれたことを誇りに思っていた。

			　彼女が跨がるのは、二足歩行の巨大鳥。ただテバサキという残念な名前を与えられている。

			　アルファードのレッドフレイム号と同じく、クラフト製スタミナポーションのおかげで、二足鳥とは思えないほどの筋力を得て、走る姿は黄色の稲妻。

			　もともと二足鳥は速度と長距離移動に優れた乗り物ではあるが、ペルシアのテバサキ号はこの町の動物たちと同様、最高の軍鳥を凌ぐ強さを獲得していた。

			　二足鳥特有の敏捷さは増し、弱点である筋力量も馬に比肩する。

			　まさに名馬……いや名鳥であった。名前以外。

			　名鳥テバサキ号に跨がる美しき騎士ペルシアが、号令と共に剣を掲げる。

			　剣が閃くと、それに合わせて冒険者たちから矢や魔法、剣技が飛んだ。

			　ペルシアの機動力によって、一カ所に誘導させられていたコカトリスがまとめて何匹も倒れる。

			「よし！　もう一度出るぞ！　今の感じを忘れるな！　私がコカトリスどもを攪かく乱らんし、一カ所にまとめたら、一斉射撃だ！」

			「「「おおお！！！」」」

			　彼女の指揮する左翼は、デガードともアルファードとも違う戦略をとっていた。

			　数少ない石化予防薬を摂取したペルシアとテバサキ号が、コカトリスに突っ込んで攪乱し、それを冒険者たちが持ちうる全ての飛び道具で仕留めるのだ。

			　ペルシアの役目は、部屋のホコリを一カ所にまとめる箒だ。冒険者たちがチリトリである。

			　もちろんペルシアが直接殺っているコカトリスの数も多い。

			　この戦法がとれるのは、伝説品質のスタミナポーションがあればこそだった。

			「しばらくはこれで保つが……」

			　ペルシアは中央からこぼれてくるコカトリスの数に眉を歪める。

			「長くは保たんぞ、クラフト」

			　全ての命運はクラフトに託されたかのように見える。

			　しかし、物語は意外な場所で、意外な進行を見せていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ゴールデンドーンでも特に大きな建物の一つである教会は、別の意味で戦場と化していた。

			　キツネ獣人にして神官であるアズールは、避難場所となった教会で休みなく働いていた。

			　大量に押し寄せる住民を教会内に誘導し、落ち着くようにお茶を出したり、揉める人を宥めたりと、立ち止まる暇すらない。

			「エドとワミカは避難してきた方にお茶を出して！」

			「あ、ああ」

			「う、うんー」

			　そんな忙しい中、エドたち四人がいなくなるトラブルがあった。アズールはすぐに探しに出ると、戦闘の始まりそうな西の冒険者たちを野次馬していた四人を見つけて、すぐに連れて帰ったのだ。

			　教会の手はまったく足りていない。だからアズールは四人も手伝わせる。

			　そんな状況だったから、四人の様子がおかしかったことに気づけなかったのだ。

			「カイとサイカは、お湯を沸かして、それと怪我人がいないか確認してきてね」

			「は、はい」

			「わかりました」

			　アズールの指示が終わらぬうちに、他の人間に呼び出され、彼女は走り去ってしまう。

			　残される孤児四人。

			　普段ならアズールの指示とおり動き出す彼らだったが、全員が顔を青くして立ち止まっていた。

			「ど、どうするの、エド？」

			「どうするって……」

			　レッサーパンダ獣人のカイに問い詰められた狼獣人のエドが、覿てき面めんに狼狽うろたえる。

			　今、彼らは人に言えない秘密を抱えていたからだ。

			「コカトリスに返したら帰ってくれるかな？」

			「無理じゃないかなー」

			　ウサギ獣人のサイカの意見を、猫獣人のワミカが力なく否定する。いつもののんびりした空気は霧散している。

			「アズ姉に相談……」

			「今は無理だよ」

			「それより冒険者ギルドに持って行ったら」

			　カイが小さな声で意見を出すが、すぐにエドが反対する。

			「そんなことしたら、俺たちだけじゃなくて、アズ姉もこの町を追い出されちゃうかもしれないだろ!?」

			「でも……」

			「それじゃあ、どうしよう……」

			「そんなん……！　そんなん、わかんねぇよ」

			　彼らの背後に小さな戸棚があった。どこにでもある普通の戸棚だ。だが、その裏にとんでもない物が隠されていた。

			　エドサイカカイワミカ冒険団が、初めての大冒険の末手に入れた、輝かしき戦利品。

			　クラフト兄ちゃんが、貴重品だと教えてくれたそれ。

			　取ってきてはいけないと言われていたが、好奇心が勝ってしまったそれ。

			　コカトリスの卵が。

		

	
		
			　

			ピンチを救ってくれるのは、仲間って話

			　

			「クラフトさん！　石化解除薬はまだですか!?」

			　家に飛び込んできた冒険者が汗だくで怒鳴った。

			　スタミナポーションは全員が摂取しているので、彼がどれほど無茶しているのか一目でわかる。

			「今作ってる！　あんたはどこの部隊だ!?」

			「右翼部隊！　アルファードさんのとこだ！」

			「クソッ。とうとう崩れ始めたか！」

			　すでに中央部隊にコカトリスの大軍が到着し、先ほどからひっきりなしに石化予防薬と解除薬を要求されていた。

			　特に予防薬を中央部隊に優先的に回している関係で、左右の部隊では石化する冒険者が出始めている。

			　ペルシアの左翼が、今のところ被害が少ないのは救いである。

			「アルファードで抑えきれないのか？」

			「さっき、かなりの数のコカトリスが一斉にこぼれてきたんだ。さすがのアルファードさんでも捌ききれなくて、結構な数が抜けられそうになったんだ。それだけはさせないと、冒険者たちが無茶をして……」

			　直接戦闘に参加していない後方支援の冒険者は、悔しそうに奥歯を噛みしめる。

			「くそ……予防薬もないのに無茶しやがって。それで町中に入られたのか？」

			「いや、それは断固阻止した」

			「アルファードに配置された冒険者はランクが低いだろうに……だがよくやってくれた」

			　ハッキリ言って、コカトリスに一匹でも町に入られたらお手上げだ。

			　被害が想像もできない。

			　石化だけなら、後で解除する方法もあるが、コカトリスは普通に凶悪なのだ。民間人など簡単に踏みつぶされて死んでしまう。石化してまで侵入を防いでくれた冒険者たちは、英雄だ。

			「もうすぐ解除薬が完成する……しかし中央部隊もかなりの被害が……」

			　俺の作成する石化解除薬は伝説品質だ。

			　一般的な石化解除薬では、数時間とか数日かかる石化の解除が、一瞬で終わる。

			　薬があれば、即座に戦線に復帰できる優れものだ。

			　だからこそ、どの戦線も解除薬を切望している。

			　しかし、解除薬を優先して作っているせいで、予防薬がまったく作れていないという問題にもぶち当たっていた。

			　予防薬を作る余裕がなくなったせいで、完全に石化と解除のいたちごっことなっている。

			　いや、コカトリスの本隊が中央部隊に到着してからは、完全に押されている状態なのだ。

			「完成っ！　半分……いや、三割を右翼に回して残りを中央部隊に！」

			「なんだって!?　それじゃあ！」

			　右翼からやってきた冒険者が抗議の声を上げるが、それは即座にさえぎられる。

			「馬鹿か！　うちの中央部隊が突破されたら、町中にコカトリスが大量に流れるんだぞ！」

			　怒鳴り返したのは、中央との連絡役だった。

			　彼はじっと薬の完成を待ち続けていたのだ。

			「う……それは……」

			「本当は七割どころか、全部欲しいんだ……わかってくれ」

			「……ああ」

			　涙ながらに頷く右翼の冒険者。もしかしたらパーティーメンバーが石化したのかもしれない。

			　そこで再び玄関の扉が大きく音を立てる。

			　千客万来だな！　もちろん鍵は開放済みだ！

			「クラフト君！」

			　飛び込んできたのはリーファンだった。

			「リーファン!?　柵の設置は終わったのか？」

			　彼女は中央部隊の柵作りを手伝っていたはずだ。

			　戦線が拡大し、設置どころではなくなったのだろう。

			「できるところは！　何か手伝えることはある!?」

			「なら、この樽を右翼に運んでくれ！」

			「うん！」

			　申し訳ないが右翼から来ている冒険者より、リーファンのほうが足が速い。

			　リーファンは有無を言わせず樽をひったくると、即座に外に飛び出す。

			「ちくしょう！　絶対……絶対なんとかしてみせる！」

			　俺は魔力回復薬マナポーションをがぶ飲みすると、全ての魔力をひねり出して、一秒でも早くポーションの完成を急いだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まずいまずいまずい！

			　アルファードは内心焦っていた。

			　もちろん表には一切出していない。そんなことをしたら共闘する冒険者たちが不安に陥ってしまう。

			　ただでさえ先ほど、キャパを超えるコカトリスの群れに対処しきれず、数多くの被害者を出してしまったばかりだ。

			　若くして聖騎士の部隊長をやっていたアルファードは、内心の焦りとは真逆に、落ち着いて言い放つ。

			「大丈夫だ！　お前たちならやれる！　私は正面を叩いてくる！　お前たちは残りを殲滅しろ！　絶対に町に入れるなよ！」

			「「お……おう!!」」

			　冒険者たちの士気は、開戦初期とは比べものにならないくらい低い。当たり前だ、彼らの半数近くが大怪我、または石化してしまったのだ。

			　怪我はヒールポーションで治療できたが、代わりに恐怖が刷り込まれてしまったし、なにより石化した仲間を後方に運ぶ作業は、心を折るのに充分すぎる。

			　それでも町を守ろうと立ち上がってくれた彼らだ。

			　士気がなくなったわけではない。恐怖を、辛うじて勇気が上回っている。

			　アルファードはもっともコカトリスの数が多い箇所へと突っ込むと、二足トカゲの脚力と、己の腕力に任せて、ニワトリどもを肉片へと変えていった。

			　それでも数匹、数十匹である。

			　二足トカゲの脚力のおかげで、ばらけているコカトリスも相当数刈り取ることができているが、押し寄せる数が増え、先ほどから取りこぼしが多い。

			　今も優先するべきコカトリスの塊を相手にしているせいで、離れた数匹を見送ることになってしまった。

			　冒険者たちがそこに殺到する。

			　彼らは勇敢だった。

			　中央部隊の冒険者と比べると明らかにランクの低い彼らだったが、絶対に町には行かせないという気迫で、格上のコカトリスに立ち向かっていく。

			　何人もの犠牲者を出しながら。

			　幸い、ヒールポーションが山のように配布されているので、死者は出ていないが、このままだと時間の問題だ。

			　焦りからだろう。アルファードの死角から、ひときわ巨大なコカトリスが突っ込んできて大ジャンプしたのだ。アルファードを飛び越えるように抜けてしまったのだ。

			「……しまった！　あれはまずい！」

			　アルファードを飛び越えた大物コカトリスが冒険者たちへ向かっていく。

			　大きさで強さの決まるコカトリスだ、おそらく冒険者たちでは倒すことができない。

			　アルファードがそいつを追ってしまえば戦線が崩れるため、追撃することもできない。

			「うおおおおおおおお！」

			　アルファードは目の前のコカトリス集団を血祭りに上げ、一秒でも早く冒険者たちの手伝いに回ろうとした。だが、その必要はなかった。

			「任せて!!」

			　聞こえてきたのは女の子の声……、いや、クラフトと同じくらい頼りになる、生産ギルド長、リーファンの声だった。

			　完全武装した彼女は、涎をまき散らして突進していた巨大コカトリスの正面に、盾を構えて飛び出し、強力な一撃を受け止めたのだ。

			　攻城槌が城門を破壊するような音があたりに響き渡る。アルファードの脳裏に悽せい惨さんな場面が浮かんだが、信じられないことにリーファンはコカトリスの巨体をはじき返したのだ。

			　クソ鳥が奇妙な悲鳴を上げる。

			「みんな下がって！　いくよ！　〝岩盤崩撃〟！！！」
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			　リーファンが繰り出したのは、槌技だった。

			　硬ミスリルハンマーによる、威力特化の槌技を食らったコカトリスは身体の半分を吹き飛ばされ、地面にどうと倒れたのだ。

			　即座に追撃を受け、コカトリスが死に絶える。

			「生産系の紋章持ちが槌技か、どれほどの修練を重ねたのやら。だが、助かる！」

			　アルファードはニヤリと笑った後、背後を気にするのをやめた。目の前のコカトリスどもを殲滅するため、新たな集団へと突っ込んでいく。

			「リーファンがいてくれるなら、もうしばらくは保つ……が、限度があるぞ、クラフト！」

			　この状況を唯一打開できる人物の名前を、祈るように叫ぶのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一方、左翼のペルシア部隊は、なんとか猛攻を凌いでいた。

			「ペルシアの姉御！　危ないっす！」

			　テバサキを駆るペルシアの死角に回り込んでいたコカトリスが倒れる。

			　飛び道具部隊に混じっているジタローの弓矢だった。

			　なにげに、この戦線を支え切れているのは、ジタローがいるからだったりする。

			「助かった！」

			「任せてくだせい！」

			　ペルシアが大声で礼を言うと、ジタローが腕を捲まくって見せた。

			　彼女は小さく笑うと、再びテバサキを走らせる。

			「ふん。ジタローのやつ、なかなかやる。今度機会があったら親衛騎士団の誰かでも紹介してやるか」

			　ペルシアが独りごちる。

			「うおおおおお！　マジっすか！　マジっすか!?　おいら頑張りやすぜぇええええ!!」

			「え!?　聞こえたのか!?」

			　ジタローによる謎の奮戦で、左翼部隊はなんとか戦線を維持することに成功するのだった。

		

	
		
			　

			子供の教育は、大人の責任だよなって話

			　

			　教会で忙しく動いていたアズールの下に、クラフトが最近雇ったという緑髪のメイドがあらわれた。

			「アズール様、少々よろしいでしょうか？」

			　アズールは首をかしげながらも、足を止めた。

			「リュウコさん？　なんでしょうか？」

			「はい。エド様、サイカ様、カイ様、ワミカ様に用事がありまして」

			「え？　エドたちにですか？」

			「はい」

			　孤児で獣人である子供たちに一体何の用だろうと思いつつも、クラフトの関係者が変なことをするわけがないと、子供たちの下へと案内する。

			　幸い四人は一カ所にかたまっていた。休憩していたのかもしれない。子供たちに無理をさせるのは心苦しいが、今は頑張ってもらうしかない。アズールは内心を隠して、四人に指示を出す。

			「みんな、リュウコさんが手伝ってもらいたいことがあるみたいです。協力してあげてね」

			「え？」

			「は、はい」

			「じゃあ私は戻ります」

			　次々と避難してくる住民たちを案内すべく、その場を離れるアズール。

			　ピシリとした姿勢で、かつ優雅に直立するメイドのリュウコを、子供たちは不思議そうに見上げた。

			「えっと、リュウコ姉ちゃん？」

			「あの、私たちは何をお手伝いすれば……」

			　リュウコはふっと、優しい笑みを浮かべると、子供たちと目線の高さを合わすべく、しゃがみ込んだ。

			「あなたたちにお願いがあります。そこにあるコカトリスの卵を譲っていただけないでしょうか？」

			「「「「!?」」」」

			　リュウコの言葉に、四人は氷のように固まった。

			「あの……それは……」

			「一緒にマスター……クラフト様のところに持って行きましょう」

			「でも……でも！」

			　半べそになるエドたち。

			「大丈夫ですよ。マスターは優しい方です。何より、その卵が必要なのです」

			「あ……」

			「私も一緒に行きます」

			　リュウコが優しい笑みで四人を抱きしめた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　錬金部屋は戦場だった。

			　腕が折れる勢いで錬金釜をかき回して、大量の魔力を流し込むことで、無理矢理薬を完成させていく。

			　今、前線で戦っている冒険者たちに比べれば、こんなものは屁でもねぇ！

			　急激な魔力消費と回復の繰り返しで、脳が焼き切れそうだった。

			　だが、俺が止まるわけには行かない！

			　本来量産に向かない薬を、紋章のパワーと、大量の魔力で強引に作成しているのだ。無理がないわけがない。それでも俺は奥歯を噛みしめて、頭痛と疲労を抑え込む。

			「よし！　できた！　持ってけ！」

			「「はい!!」」

			　即座に薬が樽に分けられ、冒険者によって石化解除薬が運び出されていく。

			　気が抜けたのか、一瞬意識を失い、倒れそうになった。

			「クラフトさん!?」

			　残っている冒険者が慌てて俺に駆け寄り、身体を支えてくれる。

			「だ、大丈夫だ。少しふらついただけだ」

			　伝説品質のマナポーションに副作用はない。

			　これだけ大量に飲みまくっているが、中毒症状すら起きていないのだ。

			　だが、ここまでの連続使用はさすがに身体への負担が大きいらしい。

			　決め手が欲しい……状況を一気に覆す決め手が！

			「リュウコ、次の準備をしてくれ。……リュウコ？」

			　朦朧とした意識でリュウコの名を呼ぶが、反応がない。

			「そうだった。市壁の様子を見に行ってもらっていたんだったな。それにしても遅いな」

			　ただのメイドに頼む用事ではなかったかもしれない。彼女は賢いので、身を守ることを優先しているだろうからあまり心配はしていない。

			　リュウコとは使い魔の関係で魂の一部が繋がっており、彼女の身に何かがあればすぐにわかる。

			「お待たせしました、マスター」

			「おっと」

			　噂をすればなんとやら。スッと部屋に入ってきたのはリュウコだった。

			「市壁はどうだった？」

			「問題ありません。コカトリスに完成した市壁を突破する術はないでしょう」

			「そうか、数少ない朗報だな」

			　現在の市壁は、最終完成予定に比べると高さが低いので、少し心配だったのだ。

			「いえ、朗報はもう一つあります」

			「なに？」

			　よく見れば、リュウコの後ろにエドたち獣人孤児四人組が、おずおずといった様子で後ろに控えていた。

			　途中で見つけて保護したのだろうか？

			「さあエド様。勇気を持って」

			「うん」

			　なにやらただならぬ様子に、俺は手を止めて彼らに向き合った。

			　エドが、布に包まれた丸い何かを差し出してくる。エドの頭より少し大きいくらいか。

			「なんだ？」

			「兄ちゃん……ごめん……ごめん……」

			　いつも元気でふてぶてしいエドが、泣きながら丸い物体を差し出しているのだ。

			　尋常ではない雰囲気に、俺はゆっくりとそれを手にし、布を取る。

			　即座に反応したのは、ポーション作りを手伝っていた冒険者たちだった。

			「そっ！　それは！」

			「まさか!?」

			　現在の状況から、一目で確信したのだろう。

			　俺は一瞬跳ね上がった鼓動を無理矢理大人しくさせる。

			「俺……俺……」

			　泣きじゃくるカイの頭に手を置いて、少し落ち着かせてから、受け取った物体を〝鑑定〟した。

			　それは想像どおりのシロモノだった。

			「そうか、やっぱりコカトリスの卵か」

			「なっ!!」

			「やはりそうなのか！　お前たちなんてことを！」

			　顔を真っ青に、いや、血の気が引きすぎて顔色が土色になった冒険者たちが驚愕の声を上げた。

			　エドの胸ぐらに掴みかかろうとする冒険者を慌てて制する。

			「待ってくれ、違うんだ」

			　俺は冒険者たちを宥めながら思い出す。

			　面白おかしく彼らに話したことを。

			『魔物にもいろいろいてな、どうやって増えているかわからないものも多いが、タマゴで増えていく魔物もいる。噂だとバジリスクやコカトリスやヒュドラのタマゴは美味いらしいな』

			　たしかにそのあと、魔物の卵を取ってくる危険性も話した。

			　だが、好奇心旺盛で実力のあるわんぱく小僧どもにこんな話をしたらどうなる？

			　子供の頃の俺がそんな話を聞いたらどうしていた？

			　俺は奥歯が砕ける勢いで歯を噛みしめる。

			　興味を持たないわけがない。むしろ子供たちを焚きつけたのは俺だ。

			　もっとしっかり危険性を教え込む義務があったのだ。

			「詳細は後で、この件は全て俺に預けてくれないか？」

			　俺は冒険者に顔を向ける。

			「クラフトさん……」

			「だが……」

			「頼む」

			　俺が頭を下げると、冒険者たちから怒気が薄れていった。

			「兄ちゃん、悪いのは俺で……」

			　涙をぼろぼろとこぼす子供たちを全員抱きしめた。

			「任せろ。全部俺に任せろ」

			「……え？」

			「今やるべきは、薬を作ることだ！　エドたちはちょっと待ってろ！　リュウコ！　六番と九番の錬金薬を！」

			「はい」

			　俺は錬金釜をひっくり返して、準備中だった錬金途中の薬を地面にぶちまけた。

			「まずは、コカトリスの卵を使った中間素材を錬金する！　これさえあれば！」

			「準備完了しました」

			　すでにリュウコが必要な素材で錬金釜を満たしていた。

			　俺は卵を錬金釜に放り込み、慎重に、かつ最速で錬金術を駆使していったのだ。

			　浮かび上がる魔法陣。沸き立つ錬金釜。

			　卵が一瞬で溶け出し、魔力と融ゆう合ごう。錬金術によって特殊な中間素材へと変化した。

			「よし……！　次！」

			　完成した錬金薬を、必要な分残してあとは樽に詰める。

			　錬金釜に水や他の薬草などを突っ込み、もう一度錬成する。

			　すぐさま完成した薬を鑑定する。

			「できた……コカトリス特化の万能薬が完成したぞ！」

			「なんだって？　万能薬!?」

			　驚いている冒険者の肩を掴む。

			「いいか、よく聞け。この薬は飲めば予防薬、撒けば石化解除のコカトリス特化の万能薬だ。分量はこのくらい。すぐに全員に行き渡る量を作れる。中央部隊から確実に配っていってくれ！」

			「あ……ああ！　任せろ！」

			　表情を明るくした冒険者が樽詰めされたコカトリス特化薬を担いで、玄関を飛び出していった。

			「よし！　次だ！　あと二回で全員分だ！」

			「はい」

			　リュウコに手伝ってもらい、すぐにコカトリス特化薬を作り上げていく。

			　入れ替わりでやって来た冒険者に、同じ説明をして、すぐに運び出してもらった。

			　これで石化する冒険者がいなくなる。

			　しかし、まだスタンピードの脅威そのものがなくなったわけではない。

			「クソ。レイドックに連絡が取れれば」

			　俺の独り言に、サイカが顔を上げて反応した。

			「どうした？」

			「あ、あの。レイドックさんたちの場所なら、もしかしたらわかるかもしれません」

			　サイカの言葉に俺は飛び上がりそうになった。

			「なんだって!?　どこだ！　教えてくれ！」

			「えっと、川沿いの下流で、森に近い場所にレイドックさんたちが小さな拠点を作っているのを見たことがあって……」

			「そうか。魔物狩りの仮拠点！」

			　冒険者たちがよくやることだった。ベースキャンプを作って、そこを拠点に活動するのは一般的な話である。

			　俺はすぐに地図を開いて、子供たちに場所を確認させる。

			「この場所は……」

			　コカトリスからの侵攻ルートからは外れているが、移動するには危険すぎる場所だった。

			「……冒険者ギルドに行くぞ」

			「はい」

			「エドたちも来い」

			「うん……」

			「はい……」

			「大丈夫だ！　全部任せろ！」

			　今重要なのは、町を守ることだ。それ以外考える必要はない！

			「行くぞ！」

			　俺はエドたちを連れ、冒険者ギルドに飛び込んだ。

			　ギルドの中には、意外と人がいた。全員が汗だくで、伝令や情報を担っているのだ。すると書類と格闘している受付嬢のミケがこちらに気づく。

			「クラフトさん!?　どうしたにゃ!?」

			「今から話す！　責任者を集めてくれ！」

			「全員会議室にいるにゃ！」

			「わかった！」

			　俺がノックもせずに会議室に飛び込むと、そこにはカイルと冒険者ギルド長を中心に、町の重鎮たちが勢揃いしていた。

			　大きな地図を中心に、ここも戦場となっていた。

			「クラフト兄様!?」

			「カイル！　現状は!?」

			「はい！　先ほど特化万能薬の配布が終わり、押されていた戦線を立て直したところです！」

			「そうか！」

			「ただ、これまでの無理がたたって、ヒールポーションの残量がかなりまずい状態です」

			「ヒールポーションを作る材料はもうない」

			　ヒールポーションに必要な薬草と石化解除薬に必要な薬草は被る物が多いのだ。

			　それにしても、ヒールポーションはかなり大量にあったはずだから、想像以上の激戦であることがわかる。

			　ギルド長が頷く。

			「わかりました。手持ちでやりくりしましょう」

			「頼む」

			「それで今後の方針なのですが……」

			「一つ、状況を打破する案がある」

			「え!?」

			「みんなに知恵を借りたい。レイドックが地図の……このあたりにいる可能性が高い。連絡する手段を考えて欲しい」

			「レイドックたちですか？」

			　ギルド長が地図から顔を上げる。

			「ああ。あいつらのベースキャンプをエドたちがたまたま見つけていたんだ」

			「なるほど。ベースキャンプであれば、夕方には戻っているでしょう」

			「ここからベースキャンプまでの距離を考えると、今から向かえばちょうど合流できる可能性が高い。なんとかコカトリスの注意を引かないで、連絡する手段を考えて欲しい」

			　もし連絡がつくなら、レイドックたちのキャンプ位置は、奇襲に最適の位置取りとなるのだ。コカトリスの集団を横っ腹から突くことができる。

			「しかし、連絡といってもこの場所は……」

			「船はないのか？」

			「まだほとんどありません。はしけはありますが、あれは移動には適していませんし」

			「そうか」

			　はしけとは、簡単に言えば水の上の足場であり、簡易的な輸送船でもあるが、巨大ゆえ、移動速度はカメと変わらない。

			　河から行く案はボツだな。

			「いえ……ちょっと待ってください。この位置は！」

			「どうしたカイル！　何でもいい！　思いついたことがあるなら言ってくれ！」

			「行けます！　この場所であればすぐ側まで！　安全に！」

			「なんだって!?」

			　俺は続くカイルの言葉に、飛び上がりそうになった。

			「地下道ですよ！　下水道です！」

			　地下下水道！　そうだ、この国の地下には網の目のように下水道が通され、汚物は遠く離れた処理場へと送られる。そこで浄化処理してから大河に戻すのだ。

			「そうか！　この近くには……下水処理場がある！」

			「はい！　リーファンさんが砦からの脱出路を設計しています！」

			　そうだ！

			　そうだった！

			　複雑に設計した下水道に、砦からカイルを逃がすための秘密の避難路！

			「それだ！　誰かリーファンを呼んできてくれ！」

			「かしこまりました」

			「え？」

			　冒険者に頼んだつもりだったのだが、なぜかリュウコが伝言に行ってしまった。

			　防衛戦は膠着状態に持ち込んでるから、街中の移動だけなら、まぁ大丈夫……か？

			　ただのメイドに頼むことじゃないが、今さらか。

			　すっと部屋を出て行くリュウコと入れ替わるように、エドが震えながらも、一歩前に出てきた。

			「だ……だったら俺も連れて行ってくれよ！」

			　その目には決意が宿っていた。

		

	
		
			　

			本当の親友に、言葉はいらないよなって話

			　

			　暗い地下道に水を跳ね上げる音と、蹄ひづめの音が響いた。

			「クラフト君！　そこを右！　曲がったら階段があるからそこを下がって！」

			　リーファンが馬から身を乗り出すように、行き先を指さす。

			「了解だ！　ハイヨー！　ブラックドラゴン号！」

			　ゴールデンドーンの地下に、網目のごとく入り組んで作られた下水道を、一匹の馬が疾走する。

			　俺の駆るブラックドラゴン号だ。

			　下水道と言ってもまだ稼働して日が浅いことと、下水が詰まらないように大量の水を流し込んでいることと、簡易浄水のおかげで、匂いなどはほとんどない。

			　馬の膝まで高さのある水流を、ブラックドラゴン号は苦にもせず、水を切るように走っていた。

			　並みの馬であれば進むことさえ困難だったろう。

			　立体的に入り組んだ地下下水道を、全力で疾走する。

			　馬に乗っているのは俺、リーファン、そしてエドの三人だ。

			　幸いリーファンとエドは小さいので三人乗りでも問題がない。

			　下水道を設計したリーファンの先導なくして、この迷宮のような地下道を突破することはできない。

			　しかし、リーファンはこの複雑な地下道を全て記憶しているというのだから、とんでもない。

			「この先の階段を上がったら、左だよ！」

			「わかった！」

			「クラフト兄ちゃん……俺」

			　エドが何度目かの謝罪を口にしようとしたので、黙らせる。

			「口を閉じて歯を食いしばってろ！　舌を噛むぞ！」

			「う、うん」

			「大丈夫だ！　全部俺に任せろ！　それより外に出てからの道案内は任せるぞ」

			「ああ！」

			　黒馬が闇を疾走し、俺たちは一路目的地を目指すのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一方、レイドックたちはこんな状況だったらしい。

			　レイドックのパーティーが受けている依頼は、活発化した魔物の討伐と、石化関連に必要な薬の材料収集、それとコカトリスの動向調査だ。

			　彼らは、コカトリスの情報収集を最優先とし、途中で素材を集めつつ、森の奥へ奥へと入り込んでいく。

			　見つからないように大回りをしたせいで、コカトリスとかち合うことは少なかった。だが、予想より少なすぎることに疑問も抱いていた。

			（深入りしすぎたかもしれない、そろそろ引き返すべきか？　だが慎重になりすぎたせいで、まともな情報を手に入れていない。もう少し進むべき……いや、だが……）

			　レイドックは悩んでいた。ニワトリ野郎はこのあたりの森一帯に広く分布していたはずだと。

			　しかし、森の奥に足を踏み入れたことでわかることもある。レンジャーのソラルがそれに最初に気づく。

			「ねえ、たぶんだけど、コカトリスたち、一方向に向かってるみたい」

			「町に向かってだろ？」

			「それが違うの。たぶん……こっちの方向」

			　ソラルが指さす方角は、町とはまるで明後日の方向だ。

			　スタンピード状態の魔物は、狂ったように人間を襲う。レイドックたちはコカトリスも当然そう動くだろうと予想して、移動していた。それが裏目に出る形になっている。

			「……よし、進路を変えるぞ」

			　レイドックが緊張気味に宣言する。パーティーメンバーはその意味を理解していた。もしかしたらその先にコカトリスの大軍がいるかもしれない。予想外の奇襲で全滅するかもしれない。

			　だが、もしこのまま撤退すれば、敵の動向が掴めず、予想外の動きが発生したら、ゴールデンドーンを守り切れないかもしれない。そのくらい、防衛戦力はギリギリ……いや、足りないのだ。

			　だから、レイドックのハイリスクな宣言に、メンバーの全員、レンジャーのソラル、神官のベップ、魔術師のバーダック、戦士のモーダは無言で頷き返したのだ。

			　レイドックは小さく「ありがとう」と呟いたが、全員が聞こえないふりをする。

			　慎重に、コカトリスの移動方向へ向かっていると、どうやら一カ所に向かっていることがわかる。そして、目的地だろう場所に近づいているのが、森の様子からわかる。大量のコカトリスが集まっていた痕跡があったからだ。

			「一体何があるってんだ？」

			　レイドックの呟きにバーダックが返す。

			「わからない。だが、少し気になっていることがある」

			「なに？」

			「どこに向かっているかはわからないが、この移動跡、スタンピードしていたとは思えない」

			　バーダックが目を細めると、ソラルも頷く。

			「それは私も気になっていたわ。スタンピード状態のコカトリスが大量に歩いていたなら、もっと森は荒れてるはずだし」

			　レイドックは眉根を寄せる。

			（じゃあ、この先にニワトリ野郎を暴走させる何かがあるとでもいうのか？）

			　魔物がまれに暴走する現象、スタンピードする原因はいまだ判明していない。レイドックの脳裏に冒険者としての興奮が横切るが、それを口にはしなかった。

			　彼らが無言で足を進めていると、ソラルがサッと腕を上げた。

			（何か様子が変）

			（全員隠れろ。ソラル、様子を見てきてくれ）

			（了解よ）

			　ソラルが慎重に木々の奥へと消え、わずかな時間で戻ってくる。

			「コカトリスのいないひらけた場所があるんだけど……」

			　言い淀むソラル。

			「見てもらったほうが早いわね。行きましょう」

			　彼女の誘導で、森を抜け、言葉どおりひらけた広場のような場所に出た。

			　だが、そこは……。

			「おいおいおい……マジかよ」

			「あれは一体なんなのです？」

			「わかるわけないでしょ」

			「ぬ……」

			「魔の森は、魔の森だったということだろうな」

			　森の奥、コカトリスたちが集まっていたと思われる場所に、異様な木々が並んでいたのだ。

			　森の中に木が生えていたところで、普通は変に思わないだろう。だが、それは明らかにただならぬ雰囲気を醸し出している。

			　枝は長くくねり、太い幹も奇妙にねじれ、その全てがどす黒く、さらに周囲に黒い霧のような物を発生させていた。

			　広い範囲ではないが、その異様な木々があたりに広がっている。

			　大木ではあるが、葉がないことと、多くの木々が折れていたり、倒れていた。そのせいで広場のように感じるのだろう。

			「もしかしたら……」

			　魔術師のバーダックが呟く。

			「昔、師に聞いたことがあるのだが、魔物を狂わす植物があるらしい。正確なことはわかっていないのだが、もしかして……」

			「待って！　静かに！」

			　レンジャーのソラルが小さく鋭く警告を発する。

			　慣れたもので、全員が殺気を抑えて身をかがめた。

			　すぐに森の奥から数匹のコカトリスが姿をあらわす。

			「ここで戦闘はしたくないな……気づかれなければやり過ごす」

			「了解よ」

			「それと、この黒い木のまわりに漂う瘴しよう気きのような霧が気になる。全員クラフトの万能薬を飲んでおけ」

			「む」

			　レイドックたちは息を殺して、コカトリスの様子を窺う。

			　巨鳥たちはしばらく黒い森をうろついていたが、しばらくすると、周囲の草木をついばみ始める。

			　よくよく見れば、樹木だけでなく、下生えの草も黒々と不気味な色をしていたのだ。

			　そのおどろおどろした枝草を、コカトリスは夢中で食べている。

			「喰ってる……のか？」

			「そうらしいな」

			「よくあんなのを食べる気になるわね」

			「むしろ、まわりの草に脇目も振らずって感じだがな」

			　嫌な予感がする。

			　それは全員の共通認識だった。

			　身が痛くなるほどの時間がすぎると、次第にコカトリスたちの様子がおかしくなっていく。それまで比較的大人しかった巨鳥たちが、急に叫び声をあげたり、暴れ出したりしたのだ。

			「おいおいおい……」

			　興奮したコカトリスたちはしばらくその場で走り回った後、急に真っ直ぐに走り去っていった。

			「あの方向はゴールデンドーンだな」

			「どういうことなの？」

			　周囲に魔物がいないことを確認し、彼らは黒い森へと慎重に足を踏み入れる。

			　よく見ると、木々の大半は、その幹の途中から折れていた。

			「どういうことだ？」

			「……これ！」

			　ソラルが地面に落ちていた緑色の何かを拾い上げた。

			　小型の盾ほどの大きさで、美しい緑の光沢を放っているそれを、レイドックたちはよく知っていた。

			「それは！」

			「ドラゴンの鱗!?」

			「もしかして！」

			　ソラルとバーダックが近くの幹に走り寄る。

			「見てくれ、この太い牙で削られたような跡を。ドラゴンの牙で削られたと見て間違いない。つまりドラゴンが食べていたってことだ！」

			「つまり？」

			「そうだ。頻度まではわからないが、この黒い大木は、ドラゴンのエサかなんかだったんだ！」

			「それじゃあコカトリスが増えた理由って……」

			「ああ、俺たちがドラゴン討伐したことで、コカトリスにとってこのあたりが安全になり、好物の黒い大木や黒い草が食べ放題になったから集まってきたんだろうよ！」

			「その上この大木はコカトリスをおかしくするみたいだ。ってことは……」

			「スタンピードはこれが原因か！」

			「くそ！　確証はないが焼くぞ！　急げ！」

			「「「おお!!」」」

			　レイドックたちは周囲から枯れ枝や枯れ木を片っ端から集め、延焼しないように工夫してから、黒の森を焼き払った。

			　本来であれば、サンプルとして少しでも持ち帰るべきだったろう。だが、呪われているとしか思えないこれらの木々を、たとえ欠片でも持ち歩きたくなかった。だから、全てを燃やしたのだ。

			　クラフトが前に「呪いは万能薬では治せない」と言っていたのを思いだしたというのもある。

			　彼らは一日かけて燃やし尽くしていく。

			　その作業中何度かコカトリスに襲われたが、軽く撃退。どうやらすでに大半のコカトリスはゴールデンドーンへと向かってしまったらしい。

			　その繰り返される襲撃で、レイドックたちはコカトリスの弱点になりそうな習性に気がついた。

			　次の日の朝方には、草の根わけて全ての黒い植物を燃やし尽くした。

			「さて、これからどうする？」

			「この不気味な森は焼いたが、これが一カ所なのかどうか」

			「一度徹底的に森を探索する必要があるかもしれないな」

			「森の徹底探索？　無理に決まってるだろ。それができるなら、辺境なんてとっくになくなってる」

			「それは……そうか」

			　パーティーの頭脳である魔術師のバーダックと、リーダーのレイドックが煮詰めていく。

			「一度町に戻るべきだろう。コカトリスどもの動きが気になる」

			「そうだな、あの様子じゃゴールデンドーンが襲われててもおかしくない」

			「それに、使えそうなコカトリスの習性も発見した。クラフトなら上手く利用してくれるだろう」

			「ああ、あんな習性があるとはな」

			「明確な弱点ってわけでもないが、殲滅作戦には組み込めると思う」

			「そうだな」

			　ほとんど徹夜でコカトリスを倒していたおかげで気づいた、コカトリスの習性。

			　森の中ではあまり使えなかったが、その習性を利用すれば、コカトリスの殲滅が少しは楽になるかもしれない。

			　ただ、その弱点とも言える習性は、夜でなければ使えないものだったので、使うとしても工夫が必要だろう。また、スタンピード状態になったコカトリスには効きがいいようだが、例の黒い木々を食べる前のコカトリスには効果が薄いようだった。

			　なんであれ、クラフトとカイル様に相談するべきだろう。

			「よし、一旦ベースキャンプに戻るぞ」

			「ああ」

			　こうしてレイドックたちは大河沿いに作っておいたベースキャンプに戻る。

			　ベースキャンプなどといっても、安いタープの下に簡易的なカマドを置き、地面に寝るよりマシな就寝スペースがあるだけなのだが、森の浅い場所に作っておくと大変便利なのだ。

			　スタミナポーションのおかげで疲労は少ないが、精神は疲れている。今回はほとんど徹夜だったこともあり、スタミナポーションの効果も激減していた。

			　まだ日は高かったが、本格的な休憩をすることにする。たき火を囲み、温かい食事をとり、交代で睡眠していく。夕方になる頃には、全員の疲労は抜けていた。

			「さて、危険を承知で夜の間に町に戻るか、朝になってから戻るか」

			「コカトリスの本隊を発見できなかったのがな」

			「まさかと思うが、もうゴールデンドーンに大軍が到着してるなんてことはないよな？」

			　レイドックはつとめて明るく言ったつもりだったが、バーダックの表情は動かない。

			（やはり、危険だがこれから町に……）

			　どこにコカトリスがいるかわからない夜に移動するリスクは重々承知しているレイドックだったが、無理をするところかもしれないと決意したとき、ソラルが立ち上がった。

			「ちょっと待って！」

			　彼女がこのような声を発するときは、大概異常が起きたときだ。

			　全員が即座に立ち上がり、武器を構えて周囲を警戒する。

			「どうした!?」

			「何か聞こえる、あっち！」

			　ソラルが指した闇の奥から、それは聞こえてくる。

			　どがが！　どがが！　どがが！

			「この音は……」

			「レイドック！」

			　蹄の音とは思えない重低音を響かせて、彼らのベースキャンプに飛び込んできたのは、見間違えようもない、クラフトであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺とリーファンとエドの三人を乗せているというのに、ブラックドラゴン号はまるで意に介さず、地下道を突破してくれた。

			　エドの指す先に明かりが見え、俺はブラックドラゴン号をそちらに向ける。見慣れた青い髪のイケメンを見つけ、胸をなで下ろす。

			「レイドック！」

			「クラフト!?」

			　剣を構えていたのは、もちろんレイドックたちだった。

			　エドのおかげで、地下を出てから迷わずに彼らの場所までやって来ることができた。

			「よかった！　いてくれたか！」

			「その様子じゃ、いろいろやばそうだな。話を聞かせてくれ」

			「ああ。ちょっと待ってくれ」

			　俺は、ブラックドラゴン号の激しい動きでふらふらになっているエドの頭に手を乗せる。

			「よくやったぞエド。おかげでレイドックたちとすぐに合流できた。少し休んでろ」

			「う、うん」

			　エドが一緒にいることに驚いていたが、ソラルとベップがすぐにエドの体調に気づき、手を貸してくれたので、エドのことは二人に任せてしまう。

			　たき火を囲んで座ると、レイドックはすぐに口を開いた。

			「スタンピードだな？」

			　この時間のない中で、要である錬金術師を外に出す用事など、他に思いつかないだろう。

			「ご明察だ。かなりヤバイ」

			「石化関係の薬が揃うのにあと一～二週間掛かるって話だったが、町は無事なのか？」

			「そっちは解決した」

			「さすがクラフトだぜ」

			　レイドックがニヤリと口角を持ち上げる。

			「その話はいろいろあるが今は忘れてくれ。それでお前たちに無茶を頼みたい。一応ギルドからの依頼を持ってきたが、お前たちには断る権利もあるぞ」

			　俺は冒険者ギルド長から預かった、指名依頼書を手渡した。

			　するとレイドックたち全員が苦笑する。

			「俺とお前とは結構長い付き合いだと思うんだがな？」

			「あ、ああ」

			　レイドックが神妙な表情を向けてくる。そして彼の続く言葉に、俺は破顔した。

			「だったら、そんな無駄口を利いてないで、とっとと作戦を言え」

			　ニヤリと笑うレイドックに、俺は震える思いだった。

			　その後、レイドックと作戦を煮詰めながら、今までの経緯を軽く説明しておく。

			「エドたちの野郎、こんな場所まで来てたのか。隠してるわけじゃないが、まさかこのベースキャンプを知っていたとはな」

			「すまん。俺の認識が甘かった。冒険者並みの力を子供が持ったら、こうなるのは当たり前だった」

			　俺だって、子供の頃に同じような力を手に入れてたら、面倒を見てくれていた神官の言葉など聞かずに冒険に飛び出していただろう。

			「そうだな。だったら俺たちに責任がある。調子に乗って鍛えまくっちまったからな」

			「それは俺が頼んだからだ」

			「だとしても、力以外のことをもっと教えておくべきだった。冒険者は自己責任だが、あいつらは子供なんだからな」

			　冒険者なら、何をしていいか悪いかを自ら調べるだろう。

			　だが、エドたちは子供なのだ。能力はあれども、知識も経験も判断力も足りていない。それを補ってやれるのは俺たちだけだったのだ。

			「ああ。カイルが教育の重要性をことさら強調している理由がわかった気がするぜ」

			　カイルはこのゴールデンドーンで、午前学校というのを義務化している。

			　教会などが中心におこなっていた日曜学校をさらに発展させたものだ。

			　貴重な労働力である子供を取り上げられることに反発もあったが、それを補う政策をいくつも矢継ぎ早に公布したことで、ゴールデンドーンでは学校という日常が根付いてくれた。

			「子供の教育ってのは難しいもんだな」

			「ああ」

			「ほらほら、二人とも何しんみりしてるのよ。もうリーファンさんの準備も終わったよ！」

			　奥で着替えていたリーファンが戻ってくる。

			「お待たせ！」

			　空間収納に突っ込んでいた鎧と大槌を、装備していたのだ。

			「よし！　では行くぞ！　クラフト、大丈夫だな？」

			「ああ。任せろ！　お前たちが気づいたコカトリスの習性も使えそうだしな」

			「祭りにはちと乗り遅れちまったが、美味しいところをいただいてやるよ」

			「ははは。その役目はレイドックたちに任せるぜ」

			　レイドックパーティーとリーファンが先を進み、少し遅れて俺とエドの乗るブラックドラゴン号が続く。

			　すでにコカトリス特化の万能薬は全員摂取済みだ。

			「エド、お前は安心して掴まってればいい。絶対に守ってやるからな」

			「あ、ああわかったよ」

			「戦闘が始まったら、口を開かないように、奥歯を噛みしめてろ」

			「わかった」

			「少しは調子が戻ってきたようだな。よし！　行くぞ！」

			　俺たちはコカトリスの集団を横っ腹から襲撃すべく、夕焼けに染まる野を駆け抜けるのだった。

		

	
		
			　

			作戦が決まると、スカッとするよなって話

			　

			　濃紺の空が広がっている。

			　太陽は地平に隠れ、闇が世界の支配を始めたとき、稲妻のように疾走する一団があった。

			　試してみたい作戦があり、空が暗くなるタイミングになるよう突入時間を調節したのだ。

			　レイドックが見つけたコカトリスの習性、上手く使えれば、圧倒的な勝利を得られるかもしれない。

			　青く着色した鎧を身に纏うのは、同じく深いブルー髪のレイドックだ。

			　その横に並び疾走するのは、フル装備のリーファン。

			　二人の後に、ソラル、ベップ、バーダック、モーダが続く。

			　それは一枚の絵画のような美しさがあった。

			　題するならば『英雄疾走』とでも名付けるべきか。

			　俺はブラックドラゴン号で、そんな英雄たちの後ろを、少し距離を置いてついていく。

			　もちろん乗っているのは俺とエドだ。

			「いいかエド、頭を低くしてしっかり掴まってるんだぞ」

			「うん！」

			「俺に任せておけ」

			　視線を上げると、地平の先にゴールデンドーンの物見塔が見えてくる。大河の反対岸まで見えるように建てた塔だ。その高さは尋常ではなく遠くからでもすぐに発見できる。

			　特に今夜は塔に大量の松明たいまつが掲げられ、発見しやすいようになっている。

			　ゴールデンドーンが近いのを確認。蠢うごめくコカトリスの大軍も発見した。

			「レイドック！　すぐ先だ！」

			「了解だ！」

			　馬に乗っている分、遠くを見通せる俺が指さしで敵の方向を教える。

			　正気を失ったコカトリスたちが真っ直ぐに町を目指して爆走していた。

			　おかげでこちらに気づく様子がない。

			「よし！　例の作戦を試すぞ！」

			「「「おお！！！」」」

			　レイドックたちが発見した暴走コカトリスの習性、それを利用した作戦を開始した。

			「〝太陽照明光球〟!!」

			　俺が思いっきり腕を空に突き出す。伸ばした腕から、魔力の塊が空高くに舞い上がり、上空に停止すると、爆発したような光を発した。

			　それは魔力による小さな太陽。

			　闇に包まれていた一帯が昼間のように明るくなった。

			　俺はさらに続けて同じ魔法を二度、空中高くに放つ。

			　三つの照明光球が、大地を照らし、コカトリスの集団がハッキリと目視できるようになった。

			　個体差が激しく、大きさがバラバラなので断言できないが、おそらく五千匹近いコカトリスが町の西側を埋め尽くしつつある。

			　そして、その大軍は、突然の明かりに、混乱を始めていた。

			　レイドックたちが見つけた暴走コカトリスの習性。それは暗い場所で強い光を当てると、混乱して動きが鈍るというものだった。徹夜で作業していなければ気がつけなかっただろう。

			　ダメでもともと、試してみたらドンピシャだった。

			「本当に、ニワトリ野郎が混乱してるぜ」

			　俺は独りごちる。

			「効果覿面だな！」

			「いいぞクラフト！　よし！　動きの鈍ったコカトリスなど、ただのニワトリ！　蹴散らすぞ！」

			「「「おおお！！！」」」

			　レイドックたちが一丸となって、コカトリスの集団に突っ込んでいく。飛び入りパーティーのリーファンも連携に問題はなさそうだ。

			　突っ込んだ彼らが剣技や弓技を乱発していく。

			「疾風剣戟！　旋風鳳斬！　真空飛翔斬！　豪腕豪打ぁああ！！！」

			「画竜点睛！　疾風点破！　閃撃牙襲！　千線閃戦んん！！！」

			「岩盤崩撃！　豪腕豪打！　岩砕震波！！！」

			「ふん！　ふん！」

			「増速付与！　増速付与！　耐熱付与！　耐熱付与！」

			「閃光！　浮遊光球！」

			　剣士の紋章持ちのレイドックが技を振るうたび、数匹のコカトリスがまとめて細切れになっていく。死角を補うように、レンジャーの紋章持ちであるソラルの弓技が飛ぶ。一矢一殺。凄まじい命中精度と威力だ。矢は俺の空間収納にいくらでも入っているので、撃ち放題である。

			　リーファンも負けじと敵に体当たりするように槌技を放っている。戦闘系の紋章でもないのに凄い威力だ。

			　戦士のモーダも力任せではあるが、確実に敵を減らしていく。

			　神官のベップがすぐさま全員に補助魔法を付与し、魔術師のバーダックが光関係の魔法でコカトリスを怯ませていく。

			　攻撃魔法を使わないのは魔力の節約だろうが、なにより、光球を顔に当てる戦法は効果が高かった。

			「よしクラフト！　敵陣に食い込んだ！　安全地帯を作ったぞ！」

			「おうよ！」

			　俺はコカトリスの集団にぽっかりと空いた空間へと、ブラックドラゴン号を進める。途中、死にきれず地面で呻いているコカトリスの頭を、ブラックドラゴン号で踏みつけながら。

			　まわりは見渡す限りの魔物だった。

			　だが、三つの太陽照明光球のおかげでコカトリスの動きは鈍い。

			　俺は、ゆっくりと術式を練り上げる。大量の魔力が持って行かれる感覚は久しぶりだ。魔術師時代はちょっとした魔法を使うたび、この大量の魔力を消費する感覚を味わっていたもんだ。

			　あの頃に比べて、はるかに魔力効率がよくなっているこの状況で、この現象が発生することから、どれだけの魔力を込めているのか想像できるだろう。

			　さすがに今から使う大魔法を放ったら、魔力が空っぽになるだろう。本来魔術師は魔力が空っぽになるような戦いをしてはならない。だが、俺は錬金術師だ。頼りになる仲間もいる。

			　だからこそ、この大魔法を放てるのだ！

			　それは、魔術と呼ばれる領域の大魔法だった。

			「いくぞ……〝焦熱八層獄炎暴風〟!!」

			　俺の持つ、攻撃魔法のなかでも最上位となる炎系魔法だ。凶悪な威力を持つ大魔法である。いつの間にか使えるようになっていた大魔法だ。

			　炎系の魔法を選んだのは、その威力の高さのみならず、炎による明かりの増幅も狙ってのことだ。

			　後先を考えず、ありったけの魔力を込めて、どでかいのをお見舞いしてやる。

			　地獄の炎があたり一面を焼き尽くし、焦土と変え、コカトリスたちは一瞬で焼き鳥と化していく。

			「うおおおお!?　と！　とんでもねぇな！」

			「凄い……」

			「クラフト君！　ぐっじょぶ！」

			　レイドックたちは、三者三様の反応を見せる。

			「ここからは任せたぞ！　俺はフォローに回る！」

			「ああ！　任せとけ！」

			　敵陣のもっとも分厚い部分を焼き尽くした俺たちは、そのまま敵を減らしていく。

			　マナポーションで魔力はある程度回復させたが、大技は控える。

			　どうやら俺の魔力総量、伝説品質のマナポーションでも全快しなくなっているようなのだ。〝深淵の冥層氷獄牢〟あたりなら使える魔力は復活しているが、俺の全ての魔力を消費する〝焦熱八層獄炎暴風〟を使用するほど魔力が回復していないことから、この事実に気がついてしまった。

			　もっとも、使う必要もないだろう。俺はチラリと視線をゴールデンドーンへと向ける。

			　ゴールデンドーンから、一〇人ほどの冒険者が飛び出し、混乱したコカトリスに突っ込んでいったのだ。

			　ごつい虎獣人が先頭である。ドラゴン討伐にも参加した、かなりの実力冒険者だったので覚えている。

			「敵は混乱しているぞ！　今こそ打って出ろ！　怯むな！　動きの止まったニワトリなんぞ俺たちの敵じゃない！」

			「「「おおおお！！！」」」

			　選抜された冒険者だろう。ここが攻め時とばかりにコカトリスの集団へと突っ込んでいく。

			　俺の放った炎の魔法は、敵本隊のど真ん中で発動させた。それはあまり町の近くで発動すると味方を巻き込みかねないからだ。だから町の市壁近くのコカトリス集団は、まだかなりの数が残っている。

			　そんな中での特攻である。コカトリスの集団を切り裂くように、虎獣人がニワトリ野郎を攪乱していく。

			　冒険者にとって怖いのは集団である。ばらけたコカトリスなど、そこまで大した敵ではない。言うほど楽でもないが。

			　スタンピード状態の魔物は、普段以上に人間に悪意を向ける。虎獣人を追いかけて、市壁前のコカトリス集団が広く分散していく。

			　どうやら、実力だけでなく、かなり戦争と魔物の習性に慣れた指揮官がいるらしい。

			　今まで市壁未完成部分に集中していたコカトリス集団がばらけることで、防衛ラインがゆっくりと押し上げられていく。中央部隊の殲滅速度があがり、レイドックや俺たちが合流することで、取りこぼしがなくなる。

			　しばらくすると、町の左右それぞれから、何かが凄いスピードでこちらにやってくる。俺から見て左からやってくるのは赤い二足トカゲで、右からやってきたのは黄色い二足鳥だ。

			　まるで示し合わせたようなタイミングでやってきたのは、もちろんアルファードとペルシアである。

			　ついでにペルシアのテバサキにはジタローも乗っかっていた。ペルシアの腰にだらしない笑みを浮かべてしがみついていて、思わず苦笑してしまう。

			「やはりクラフトが合流していたか！」

			　力任せに騎乗槍で、コカトリスの集団を血祭りに上げながらこちらにやってきたアルファードが豪快に笑った。

			「クラフト！　少々不用心だな。俺が守ってやろう！」

			「あんたは殲滅に参加したほうがいいんじゃないのか？」

			「馬鹿者。お前の背中に誰が乗っているのか忘れたのか？」

			　そうだ。エドが一緒にいる。忘れてたわけじゃないが、この情勢ならどうとでも身を守れると思っていたのだ。

			「わかった。助かるよ」

			「誰かを守るのは俺の仕事だ！　それに、殲滅ならレイドックたちと……ペルシアで充分だろ」

			　アルファードがペルシアに気づいて苦笑した。いや、ジタローに気づいての苦笑だったのかもしれないが。

			　そのペルシアは、敵影の濃い場所に平然と突っ込んでいく。いくらテバサキが素早いといっても、さすがに無謀なんじゃね!?

			　そんな俺の心配をよそに、猛スピードで敵陣を駆け抜けながら、コカトリスを叩っ切っていくペルシア。

			「はっ！　どうしたどうした！　先ほどと違ってずいぶんと大人しいではないか！　そんなざまでこのペルシア・フォーマルハウトを傷つけられるとでも思っているのか!?」

			　それはまさに戦場を駆ける戦女神か、悪あつ鬼き羅ら刹せつか。

			　ありゃー、戦闘ハイになりすぎだろ……。

			　完全に単騎で突出している状態だが、その速度とペルシアの攻撃力で、見事な攪乱要員となっている。それでもやめさせるべきか。いや、どうやって。

			　俺の位置からではさすがフォローできる距離ではない。だが、そんなに心配はないのかもしれない。だって……。

			「うひょー！　おいらが串焼きにしてやるでヤンスよ！」

			　ペルシアの後ろに乗っているジタローが普段以上のテンションで、矢を放っているのだ。

			　……ヤンスって下っ端かよ。ジタローも興奮しすぎだっつーの。

			「今日の夜食はテバサキですぜぇ！」

			　ジタローの叫びに二人の乗る二足鳥が、一瞬動きを乱したように見えたが、特に問題はないようである。

			　ジタローの矢は、テンションの割りに、ペルシアの死角を的確に補っていた。前面に立ち塞がる敵はペルシアが切り伏せ、左右から飛び出す敵は、ジタローが近寄らせない。

			　あれ？　なんか意外とバランスがいいぞ？

			「ふははははは！　弱い！　弱いぞ貴様らぁ！　もっと私を楽しませろぉ!!」

			「ネギマかわたれモモつくね！　砂肝ハツにせせりなんこつ食べ放題でさぁ！！！」

			　だから、コカトリスは喰えねぇんだって……。

			　俺を守ってくれているアルファードが頭を抱えていた。

			　どうしようこの雰囲気。

			　俺は小さく咳払いしてから、握りこぶしで叫んだ。

			「よし、勝てる！」

			　……アルファード、冷たい目を向けないで！　シリアスに戻したかったの！

			　こうして俺たちは、ゴールデンドーンの総力をあげてコカトリスたちを殲滅したのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝焼けが大地を赤く染めていた。

			　もっとも赤い理由はそれだけではない。コカトリスの死骸数を見ればどういうことかは理解できるだろう。

			　現在は、直接戦闘に参加しなかった冒険者たちが、コカトリスの魔石を取り出しつつ、死骸を集めている。

			「すげぇな、まるで魔石の畑だ」

			「急げ急げ！　腐り始めたら面倒だぞ！」

			「クラフトさんが作ってくれた消臭剤を撒きながら、死体を穴に放り込んでいけ！」

			「了解だ！」

			　魔法で大穴を掘ったので、そこにまとめて放り込み、焼却するのだ。

			　もちろん、そのための燃焼薬は俺が作ることになっている。

			　焼却薬は魔力爆弾の技術を使ったものなので、結構な量の魔石を必要とするのだが、コカトリスの魔石を一部提供してもらうことになっているので、材料には困らない。

			　そのような段取りを、冒険者ギルド長のサイノスと相談していると、途中で少し妙な話を聞いた。

			　コカトリスから取れる魔石が、通常と比べてかなり高品質だったらしい。

			　もちろん個体差の大きい魔物なのでバラツキが出ることは普通のことなのだが、一匹二匹の話ではなく、全体的に高品質という。それを聞いてサイノスはしきりに首をかしげていた。

			　疑問は尽きないが、この話は保留だろう。

			　こうして大まかな話し合いをすませてから、帰宅。

			　俺はそのまま泥のように眠ってしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ん……夜か」

			　騒がしい音のせいで目が覚めたのだが、まだ日暮れ直後だった。

			「朝まで寝てたかった」

			　喧騒といっても、切羽詰まった物ではなく、笑い声の混じるものであった。だから安心してゆっくりと身体を起こすと、それと同時に扉がノックされる。

			「マスター、失礼します」

			「うい」

			　音もなくメイドのリュウコが部屋に滑り込み、テキパキと服を用意してくれた。

			「湯浴みの準備はどうしますか？」

			「んー、ちょっと外を見てくるから、帰ってから頼む。今は軽く身体を拭くだけでいいや」

			「わかりました。桶とお湯をお持ちします。お手伝いいたします」

			「いや、用意だけで」

			「わかりました」

			　用意するといいながら、廊下にはすでに適温のお湯が満たされた桶と手ぬぐいが用意されていた。

			　それを受け取って、軽く身体を拭く。いつものローブ姿に着替えると、そのまま外出する。

			「ああ、なるほどね」

			　状況はすぐに理解できた。

			　町の人が料理などを持ち寄って、冒険者に振る舞っていたのだ。

			　中央広場を中心に、無料の屋台がいくつも出ている。

			　適当にぶらついていると、俺に気づいた屋台のおっさんが声を掛けてきた。

			「あ！　クラフトさん！　聞きましたよ！　今回も大活躍だったそうじゃないですか！　串焼きどうぞ！」

			「やれることをやっただけさ。ありがたくいただくよ」

			　進む度に差し出される料理をぱくつきながら、祭りの中心部分に向かう。

			　伝説スタミナポーションに欠点があるとすれば、全力を出し続けた次の日は猛烈に腹が減ることだろう。

			　差し入れの数々をありがたくいただきながら、祭りを眺めつつ、カイル邸へと向かう。

			「きゃー！　クラフト様よー！」

			「クラフト様！　私と一緒にお酒を飲みませんか！」

			　俺と同い年くらいのグラマーな女性が二人、しなを作って身体をすり寄せてきた。どちらも結構な美人だが、俺はできるだけ自然に二人から離れる。

			「悪いな、ちょっと行くところがあるんだ」

			「そうなんですか～残念です」

			「じゃあ終わったらぜひ来てくださいね～！」

			「じ、時間があったらね」

			　二人の柔らか攻撃から這ほう々ほうの体ていで逃げ出すと、ほっと安堵の息を吐く。下手に手を出したら、あっという間に外堀を埋められそうだ。

			　冒険者時代に、ランクの高い男に擦り寄っていくしたたかな女をたくさん見てきたせいで、どうにも軽い女性に忌避感がある。

			　ちょっとだけもったいないと思いつつも、戦略的撤退を選ぶのだった。

			　こそこそと離れていく途中、背後から知った声が掛かる。

			「ふーん？　クラフト君、ああいう胸の大きい娘が好みなんだー？」

			　振り向くと、腰に手を当てたリーファンがこちらをじっとりとした視線で見上げていた。
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			「リーファン!?　いつの間に!?」

			「可愛い女の子に鼻の下を伸ばしてる誰かさんをみつけたときからかなー」

			「い、いや、あれは……やましいことなんてしてないぞ！」

			「ふーん？」

			「な、なんか怒ってないか!?」

			「べっつにー？」

			　わざとらしく横を向くリーファン。

			「おーい！　リーファン？　話聞いてる!?」

			「聞いてますよー？」

			「いや、絶対聞いてないだろ！　おい！　リーファン!?」

			「あ、そうだカイル様が起きたら寄って欲しいって言ってたよー」

			「ちょうど今から行くところだが、それはそれとして話を聞いて！　お願い！」

			　やばい、リーファンに女ったらしに思われたのか、無性に冷たい！

			　カイル邸に向かいつつも、リーファンに誤解を解くべく説得を試み続けるのであった。

			　メイドに案内され、応接室に入ると、マイナもいた。

			　夜なんだから子供は寝なきゃダメだよとか内心で思っていたら、俺の正面まで歩いてくる。

			　なんだろう。いつもなら俺が椅子に座ってから膝の上に移動してくるのに。

			　真正面のマイナが、いつも以上のジト目を向けてきた。

			「……（ぷいっ）」

			　そして頬を膨らませながら、ぷいと顔を横に向けたのだ。

			　え、わざわざ正面に立ってそれ!?

			　理由がわからなくて頭を抱える。

			「あ、もしかしてマイナ様も、窓から見てました？」

			　リーファンの言葉で状況は理解した。

			（こくっ）

			　横を向いたまま器用に首を縦に振るマイナ。

			「あーそれは、クラフト君が悪いですよねー」

			（こくこく）

			　無言で肯定するマイナさん。

			　状況は理解したが、マイナの態度がわからん。

			　嫉妬？　まさかね。

		

	
		
			　

			勝利は、喜びを伴わないとねって話

			　

			　カイル邸のメイドに促され席に着くと、マイナが一瞬迷ってから、俺の膝の上に乗っかってきた。ただし、頬は膨らませたままである。

			　お茶を飲んでマイナに言い訳していると、すぐにカイルがやってきた。少し疲れているようだが、その表情には安堵が見える。

			「お疲れ様でした、クラフト兄様」

			「やることをやっただけだ」

			「兄様は相変わらずですね」

			　カイルは笑みを浮かべて正面に座る。冒険者ギルドでまとめてきたのだろう資料をテーブルに広げた。

			「状況はどんな感じだ？」

			「順調ですよ。冒険者の皆様が頑張ってくれたおかげで町の中への侵入はゼロ。もちろん死者もゼロです」

			「それはよかった」

			　死亡者がゼロというのは、何よりの朗報だ。

			　さすがに死だけは治療不可能だからな。今は。

			　死にさえしなければ、ヒールポーションでもキュアポーションでも石化解除薬でもなんでも使って治療できる自信がある。

			　俺はほっと胸をなで下ろした。

			「じゃあ、もう全員治療済みか？」

			　コカトリス特化の万能薬は作れるだけ作って渡してあるので、石化関連は問題ないだろう。ヒールポーションが不足していたと聞いていたのでそっちのほうが心配だ。

			　ちなみに特化万能薬は作り置きできない。効果は高いのだが消費期限が短いのだ。足りない素材を無理矢理他の素材で代用したので品質が〝上質〟どまりだったからだろう。

			　もっとも特化薬の場合、品質は〝普通〟以上ならまったく困らない。

			「はい。治癒魔法もありますから、皆さん元気に活動しているかお休みになっているようです」

			　なるほど。それでのんきに祭りなんて始まったのか。

			「祭りが嫌いな冒険者はいないだろうからな、今頃みんな無理して起きて、楽しんでるだろう」

			「そのようですよ」

			　カイルと一緒に窓から外を眺めると、酒に酔っ払って陽気に歌う冒険者や、ひたすら料理をかき込んでいる冒険者。泥酔してイビキを轟かせている冒険者など様々だった。

			　何人かの冒険者が、窓際に立っている俺たちに気づいて、手を振ってくる。振り返してやると、彼らはカイル（と俺）の名を連呼するのだった。

			　俺の名前はやめろ。

			　外の様子を確認した俺たちは席に戻る。

			「さて、これからのことですが、コカトリスの魔石は全て回収。死体の部位で程度の良い素材だけある程度回収して、残りは全て燃やします。兄様が燃焼用の錬金薬を作ってくれるのですよね？」

			「ああ、薪だけだと量も必要だし、焼却が終わるまで何十日かかるかわからんからな。燃焼薬があれば、数日でなんとかなるだろ」

			「わかりました。いつもどおり必要経費は生産ギルド経由でお願いします」

			「おう」

			「それでは最後に、エドさん、サイカさん、カイさん、ワミカさんの件ですが……」

			　俺はその言葉に跳ねるように顔を上げた。

			「カイル！　その件だが頼みがある！　あいつらを焚きつけたのは俺なんだ！　だから罰は全部俺が……！」

			「お！　落ち着いてください、クラフト兄様!?」

			「いや！　この町を危機に招いた罪が重いことは重々わかっている。それでも俺は子供たちに罪を……！」

			「待ってください！　落ち着いて……」

			　俺がさらに続けようとしたタイミングで部屋の扉が開き、見慣れた青髪の冒険者、レイドックが入ってきた。

			「そうだ、落ち着けよクラフト」

			「レイドック？」

			　ここにいても不思議ではないが、レイドックはカイルに身体を向ける。

			「カイル様、子供たちからの聞き込みは終了しました」

			「お疲れ様です、レイドックさん」

			「子供たちって……エド!?」

			　レイドックの後ろから、おずおずと部屋に入ってきたのは、エドを始めとしたわんぱく四人組だった。いつもの元気がまるでない。

			　どうやら今までレイドックが事情を聞いていたのだろう。

			「レイドック！　言いたいことはいろいろあると思うが、まずは俺の話を聞いてくれ！」

			「まずはお前が落ち着け。先に俺の話を聞くんだ」

			　レイドックが俺のことを軽く手であしらいながら、着席する。

			「このバカがいろいろ勘違いしてるんで、結論から話しますね」

			　ため息交じりにレイドックが俺を睨んでから、カイルに視線を戻す。

			「はい。お願いします」

			「冒険者ギルド長を含めた結論は、エドたちが持ち出した卵と、今回のスタンピードに関連性はありません。ゼロです」

			　その言葉が脳に回るのに少し時間が掛かった。

			「……え？」

			　俺とは逆に、カイルは満足そうに頷いた。

			「やはりそうでしたか」

			「ええ、根本的に、あいつらが卵を取ってきたのはかなり前の話です。むしろ結び付けるのには無理があるでしょう」

			「そう……だったのか？」

			　そういえば、子供たちがいつ卵を手に入れたかなど、確認してなかったな。

			「ああ。クラフトから卵の話を聞いて、数日後には取りに行ってたって話だからな」

			　レイドックが俺に向かって頷いた。

			「これは経験則だが、たしかに卵を取られた親は、普段以上に凶暴になって追っかけてくるもんだが、それがスタンピードの原因になったってのは聞いたことがない。そもそもその程度でスタンピードが起きるなら、今頃とっくに人類は滅んでるだろ」

			　指摘されてみると当たり前の話だ。表立っては売られていないが、オークションなどで魔物の卵は割と取り引きされている。

			「それはそうだな」

			　卵に手は出さないというのは冒険者の常識だが、密猟者が後を絶たないのも事実だ。その度にスタンピードされていたらたまったもんじゃない。

			「ギルド長との結論は、相変わらずスタンピードの原因は謎。ただ、今回見つかった黒い植物が関係している可能性があるから、調査することになった」

			　黒い植物のことは俺も聞いている。サンプルは欲しかったが、状況から全てを焼いたレイドックの判断は正しいだろう。どう増えるかもわからない。少しでも残して大繁殖でもされたらことだ。

			「調査するときは呼んでくれ。協力する」

			「当てにしてるさ」

			　俺とレイドックが話している間に、カイルがエドたちに視線を向けた。

			「エドさん、日付に間違いはないですね？」

			「あ、ああ。クラフト兄ちゃんの話を聞いたら、どうしても我慢できなくて……」

			「わかりました」

			　泣きそうなエドに対して、ゆっくりと頷くカイル。

			「この結論は冒険者ギルドの公式見解になります。むしろ謝らなきゃならんのは俺たちのほうですね。調子にのってこいつらを鍛えて、大事なことを教えるのが疎かになっていました」

			「町の規約に、卵を取ってきてはいけないというものもありませんでしたからね」

			「カイル、レイドック……」

			　そうか、二人とも。

			「な、なあカイル様、俺たちどうなるんだ？」

			「そうですね。本来であれば罰則を与えるのもおかしな話かもしれませんが、クラフトさんの注意を守れなかったという一点で、けじめが必要だと思っています」

			「カイル!?」

			　慌ててカイルを止めようとするも、片目を閉じて笑みを浮かべてきたので、俺は言葉を飲み込んで黙った。

			「四人への罰を発表します。学校の登校前に、町の清掃をしてください。できますか？」

			「あ、ああ！　やるよ！　だから町を追い出したりしないでくれよ！」

			「わかりました。掃除は大切ですが、学業を疎かにしないように」

			「ああ！　ああ！」

			「よかったね、カイ！」

			「ああ！　アズ姉に迷惑掛からないならなんでもやるよ！」

			「はい。頑張ってください」

			「ああ！」

			　よかった。本当によかった！

			　これからは、しっかりとやっていいことと悪いことを教えてやらないとな。

			「それで、クラフト兄様にもお願いがあります」

			「なんだ？」

			「学校の授業に、週一でいいので教師として参加してください」

			「それって」

			「はい。今まで彼らにしていた家庭教師の時間を、学校に変更してもらいたいのです」

			「……なるほど。たしかに一部の人間だけに偏りすぎていたかもしれんな」

			　今まであまり意識せずにエドたちの勉強を見ていたが、学校という制度ができたのだ。ゴールデンドーンの子供全員が学べるほうがいいだろう。俺が教えてやれることなんてたいしてないが、今回のことを反省材料に、伝えてやりたいことがたくさんできたからな。

			「はい。大切なことを子供のうちから学んでいく必要性は、今回の件でより明確になりました。協力してもらえますか？」

			　そんなもの、確認する必要もない。

			「もちろんだ。そもそも今回の騒ぎは、俺に責任があると思っている」

			「誰の責任でもありません。ですがここは開拓地です。次はこのような事態がきっかけになることも充分考えられます。よろしくお願いします」

			「わかった。任せろ」

			　何を教えるかは、教師たちと相談すればいいと思うが、子供たちには俺の知っている限りの生き方を教えてやろう。大人……というほど俺も大人ではないが、それは義務だろう。

			「さて、それでは罰が決まったので、次は報償ですね」

			　カイルの言葉に俺は眉を顰ひそめた。

			「どういうことだ？」

			「彼らの所持していた卵を提供していただいたおかげで、死者ゼロという素晴らしい結果を得ました。ならば、その功に報いるのは当然ではないでしょうか？」

			「ああ、なるほど、そうだな！」

			　そうか。最初からカイルはこの流れに持ってくるつもりだったのか。

			「え？　でも俺たち……」

			　途端に慌てるエドたちを手で制す。

			「エド、今はカイルの話を聞け」

			「あ、うん」

			　カイルのことだ、何か妙案があるんだろう。

			「それでは僕の考えた君たちへの報酬、それは名前です」

			「名前？」

			　意味がわからないとキョトンとする四人組。

			「はい。皆さんは苗字がないそうですね」

			「ああ、捨て子だからな」

			「そこで、僕から四人に名前を……苗字を贈らせてもらおうと思っています」

			「え!?」

			「皆さん、兄妹という形になりますが、それでも良いですか？」

			　目を丸くしたまま四人が顔を見合わせて、途端に笑顔になった。

			「いいのか!?　カイル様！」

			「ええ。報償は名前で良いでしょうか？」

			「ああ！　もちろん！　みんなもそれでいいよな!?」

			「うん！　いいわよ！　エドと兄妹ってのはちょっとあれだけど」

			「あれって何だよ！」

			「ボクは嬉しいです！　ぜひお願いします！」

			「わーい。みんな兄妹～」

			「決まりですね」

			　はしゃぐ四人をにこやかに見やりながら、カイルは引き出しから四枚の用紙を取り出した。

			「僕の承認済み戸籍証明です。あとは皆さんが名前を記入すれば、認められます」

			　カイルのやろう、最初から考えてやがったな。

			　俺はつい、笑みがこぼれてしまう。

			　今回の事情が広がれば子供たちへのアタリはほとんどなくなるだろうが、一部の人間には悪感情が残る可能性もある。

			　そこに掃除という罰則と、金銭の伴わない報酬という合わせ技で、一気に沈静化してしまおうということだ。

			　……カイルって実は凄い策略家なんじゃなかろうか？

			　さすが俺のカイル！

			　孤児たちが渡された戸籍証明に目を通す。お役所的文章で読みにくいようだが、新しい名前はちゃんと読めたようだ。

			「えっと……エド・ケンダール？」

			「私はサイカ・ケンダール！」

			「ボクはカイ・ケンダールです！」

			「私はワミカ・ケンダール～」

			「僕が考えた苗字ですが、気に入らないのであれば、変更しますよ？」

			　カイルがにこりと微笑むと、孤児たちも釣られて笑顔を咲かせた。

			「いや！　嬉しいよ！　ケンダール！　かっこいい！」

			「ええ！　獣人の私たちに苗字なんて夢みたい！」

			「本当に……本当にありがとうございます！　カイル様！」

			「えへへ～」

			　心の底から嬉しそうだ。

			　獣人でも苗字を持ってるやつは普通にいるが、孤児であるこいつらが得るには難しいものだったろう。

			「では決まりですね。そうだ。折角ですからこれを機に、住人で苗字のない人も新たに正式な苗字を付けるように町の規約を改正しましょう」

			　それを聞いてレイドックが感心した表情を浮かべる。

			「へぇ。じゃあゴールデンドーンの住人になれば、全員苗字持ちになれるってことか」

			「はい。これから必要になってくると思いますし」

			「いいんじゃないか？　苗字のない冒険者はたくさんいるし、永住希望者も増えると思うぞ」

			　ふと、俺の背中に冷たいものが走った。

			　これ！　戸籍登録を見据えてやがる！

			　名前だけだと被ることも多いが、それぞれが苗字も名乗れば、重複する可能性も減る。

			　苗字を持つというは、かなり昔は貴族や豪商の特権だったが、現在では王国も苗字を持つことを推奨している。

			　ある程度学がある住人ならば、申請して苗字を得るのが普通なのだが、田舎の人間や、知識のない人間ではなかなか手が出ない。

			　高くはないが手数料も取られるからだ。

			　獣人や亞人ともなれば、そのハードルは上がるだろう。

			　今回の件をきっかけに、住民全てを苗字持ちにしてしまおうとは、とんでもない策略だ。

			　これがミドルネームを下賜するとなれば、貴族などがいい顔をしないだろうけどね。

			　ん？　ミドルネーム？

			　カイルのフルネームを思い出す。

			　カイル・ガンダール・ベイルロード。

			　カイルのミドルネームはガンダール。

			　そして今回子供たちに与えた苗字はケンダール……。

			　なるほど、にくい演出だな。

			　自称弟がもう一度ウィンクを向けてきた。

			　カイル……恐ろしい子！

			　こうして、新生ゴールデンドーンに起きた大事件は全て解決したのであった。

		

	
		
			　

			安易に儲けようとしても、頭のいいやつには敵わないって話

			　

			　辺境伯が次男、ザイード・ガンダール・ベイルロードはつまらない雑務に追われていた。

			　ザイードは彼なりに様々な開拓計画を実行していたが、何をやっても増えるのは宿ばかりである。

			　いいかげん、宿関連の書類を見たくないと、無気力に仕事を進めているときに、その報告は飛び込んできた。

			「なに？　カイルの村が魔物に襲われただと？」

			　ザイードは私兵が持ってきた急報を聞いて、嬉しげに顔を上げた。

			「な、なんじゃと!?」

			　叫んだのは別の用事でザイードの部屋に来ていた、お抱え錬金術師のジャビールである。

			　若返り薬の失敗で、ロリ体型になってしまった凄腕の女錬金術師だ。

			「うるさいぞ、ジャビール」

			　ザイードが水を差されたとばかりに、邪険に注意する。

			「す、すまんかったのじゃ。それよりもザイード様、早く助けにいかないとなのじゃ！」

			　あわあわと狼狽えるジャビール。こんなに冷静さを失っているジャビールを見るのは初めてだと思いつつも、ザイードがため息交じりで言葉を発する。

			「なぜだ？」

			「なぜって、ここには軍隊がおるのじゃ！」

			「ここの兵士は私を……この村を守るための兵士だぞ。なぜカイルのために割かねばならん」

			「そ、それは！　しかしなのじゃ！」

			「少し黙っていろ、ジャビール」

			　ザイードが伝令に向き直る。

			「それで、カイルの村は全滅したのか？」

			「いいえ！　独力で撃退したそうです！」

			「ふん。そうか……」

			「なんじゃ、驚かせおってなのじゃ」

			　ぺたんこの胸をなで下ろすジャビールと、つまらなそうに口をへの字にするザイード。

			「大した魔物ではなかったのか」

			「いえ、それが話ではコカトリス三〇〇〇以上という話で……」

			「は？」

			「のじゃ？」

			　伝令の言葉に、二人は一瞬思考が飛ぶ。

			「待て、それはいくらなんでも誤報だろう？」

			「まだ一報なので、その可能性もあります」

			「ふん。ならば誤報だろう。正確な情報を調べてこい」

			「は！　小隊を派遣いたします！　ご許可を！」

			「許す」

			「かしこまりました！」

			　伝令は敬礼すると、外へとすっ飛んでいった。すでに控えていた小隊が馬で駆け出し、蹄の音が響いてくる。

			「ふん。おいジャビール。コカトリスはかなりやっかいな魔物だったろう？」

			　ザイードはあまり魔物に詳しくないが、コカトリスが危険な魔物という程度の知識はある。

			「うむ。個々の強さはそれなりの冒険者で対処できる程度なのじゃが、石化ブレスがやっかいと聞いておるのじゃ」

			　ジャビールは直接戦ったことなどないが、知識としては知っている。

			「そんなのが三〇〇〇？　冗談も休み休みにしろ。それにしても石化のブレスか……。一息で兵士たちが石化したらたまらんぞ」

			「ああ、それは誤解なのじゃ」

			「なに？」

			「石化のブレスは、その息を吸い込んだ量で、石化の度合いが決まるのじゃ。よほど大量に吸い込まない限りは、手足の末端から徐々に石化していくのじゃ。吸い込む量が少なければ、石化の範囲も狭いし、硬化するのもゆっくりなのじゃ」

			　ザイードはさして興味もなさそうに鼻を鳴らす。

			「そうだったのか」

			「もし一瞬で石化するなら、世界はコカトリスの天下なのじゃ」

			「それもそうか」

			　ジャビールはつるぺったんな胸の前で腕を組んで考える。

			（あやつがいるから、石化解除薬や石化予防薬は問題ないのじゃろうが、材料がちと面倒じゃ。いや、あの町の冒険者たちなら苦もなく集めてくるかの？　どちらにせよ数千などという数が出たら足りないと思うのじゃが……）

			「なんであれ、カイル様たちが無事ならいいのじゃ。あとあやつも」

			「……ふん」

			　ザイードは不機嫌を隠さずに椅子に戻った。

			「それよりも、税収の件だ！　どうしてこれほど宿が乱立したというのに、まともな税収が入ってこない!?」

			　ジャビールは肩をすくめて答える。

			「少ないということはないのじゃ」

			「たしかに少なくはない……だが宿の数と馬車の通行量を考えたら、ずいぶんと少ないだろう！」

			「はぁなのじゃ……」

			　ジャビール（合法ロリ）はザイードに向かってあからさまにため息を吐いてみせる。

			「この町を通過する馬車の荷は、その大半がアキンドー商会の荷物なのじゃ」

			「それがどうした」

			　わかりきったことをと、ザイードは顔を歪める。

			「さて、この村の宿屋ギルド長は誰だったかの？」

			「アキンドーだろう？」

			　ジャビール（極小マドモアゼル）は再び深ーいため息を吐きだした。

			「そのとおりなのじゃ。アキンドー商会の荷を運んでいる馬車が、アキンドーの宿に泊まるんじゃぞ？　普通に考えたら割引せんかの？」

			「……ん……あ、あああああ!?」

			　ジャビール（学者幼女）の言葉の意味に気がついて、ザイードは悲鳴のような声を上げた。

			「もちろん全額免除しているわけでもなく、一般的な割引率じゃが、宿の数や馬車の数に比例して収入が少ないのは道理なのじゃ」

			「な……な！　そんな馬鹿な話があるか！　ど！　どうしてそうなる!?」

			「アキンドーへの宿屋ギルド設立を認めたのはザイード様なのじゃ」

			「お！　俺のせいだというのか!?」

			「これは、充分に功績とも考えられるのじゃ」

			　ジャビールは面倒くさそうに説明を始める。

			「今まで人の来なかった辺境に、大量の商人を誘致したとも言えるのじゃ」

			　ジャビールはザイードのことをそれなりに評価している。たしかに革新的な政策が打てるわけでもないし、庶民を見下している部分もある。だが、貴族はある程度それでいいとも思っているし、領地を維持していく能力は最低限持っていると考えていた。

			「な、なるほど……」

			（目的地がゴールデンドーンなのじゃから、商人の誘致にはなっておらんのじゃがな）

			　つい口に出かかった言葉を、ジャビールは無理矢理飲み込む。

			「この村の規模も、最初の状態からは大きく広がっておるのじゃ。胸を張っていいと思うがの？」

			「そうか……」

			　ザイードはやや納得いかないという風ではあったが、とりあえずこの件は終わりにした。

			「ならば、やはり荷馬車の通行税を取るべきか」

			　ザイードの飛んでも発言に、ジャビール（リトルレディー）がひっくり返りそうになる。

			「ザイード様！　前から何度も申しておるのじゃが、それは愚策中の愚策なのじゃ！」

			「どうしてだ！　毎日毎日、アホほど大量の馬車が行き来しているんだぞ!?　通行税の税収だけでも相当なものになるだろう!?」

			「じゃからの、この村に関を作ったところで、回り道されて終わりなのじゃ」

			　この件は何度も説明しているが、なかなかザイードに通じていない。

			「それがわからん！　ここはすでに宿場町と化しているんだぞ！　忌々しいことに！　難所の中間地点にある、数少ない補給もできる村に寄らないなどという選択肢があるのか!?」

			　ジャビール（見た目は幼女、頭脳は天才）は本日何度目かになるか数えるのも馬鹿らしいため息を、これでもかとまき散らす。

			「普通に考えればそうなのじゃ。危険な辺境では、本来野宿することすら困難。何十日も野宿したキャラバンであれば、休みたいと思うのが道理じゃろうの」

			　ザイードがほれ見たことかと口角を上げた。

			「だろう!?　ならば通行税くらい払ってでも、寄りたいと思うだろう!?　別にぼったくるつもりはない！」

			「うむ。じゃがそこで問題がいくつか発生するのじゃ」

			「問題だと？」

			　ジャビール（ミニマム若作り）が物覚えの悪い生徒に言い聞かせるように講義する。

			「そうじゃ。普通、通行税と言えば、現金か現物の何割かじゃろ」

			「そうだな」

			　ザイードがそんな事はわかっているとばかりに大きく頷く。

			「商人どもが馬車に山盛り運んでいる荷物の大半が、火山灰と石灰なのじゃぞ？」

			「ぬ？」

			「もし私がアキンドーならば、通行税は全て現物で払えと厳命するのじゃ」

			「そうなるとどうなる？」

			　それになんの問題がある？　という表情だ。

			「ゴールデンドーン以外では、誰も金を払って買い取ってくれぬ火山灰と石灰が、大量に村に積み上がることになるのじゃ」

			「……」

			　どうやらようやくザイードは事態を把握してきたらしい。

			「あやつから、錬金硬化岩の作り方は聞いておるから、活用できなくもないがの」

			「ならば、それを売ればいいではないか」

			「無理なのじゃ。それにはある程度の錬金術師が必要になるのじゃ。ただでさえ貴重な錬金術師の紋章持ちをかき集めるのが難しいだけでなく、下手にこの村で錬金硬化岩を作成しても、固まってしまうだけなのじゃ」

			「なんだと？」

			　弟子であるクラフトに、共同論文として発表する許可はもらっているので、近いうちに製法を含めて知れ渡るだろうが、それはもう少し先だ。発表前に辺境伯へのお伺いも必要だろう。

			　たしかに石灰も火山灰も値段が跳ね上がってはいるが、現状で大量に必要としているのはゴールデンドーンであり、全ての材料はゴールデンドーンで消費されている。

			　通行税として石灰と火山灰を受け取ったとして、結局ゴールデンドーンに運ばない限り金にはならないのだ。原価のほとんどは輸送費なのだ。製法が広がり、王国のあちこちで必要になったとして、辺境にあるこの村から、王国の町に再び運ぶとなったら輸送費だけが跳ね上がる。その頃には普通に産地から直接購入しているだろうから、ザイード開拓村から高くなる石灰と火山灰を購入するわけがない。むしろ末端価格は辺境の方が高価になるのは確実だ。

			　特に火山灰は王国の反対側で採取されているので、流通が確立されれば、そちらから購入するほうがはるかに安価になる。

			「現状ではの、錬金硬化岩を使う場所に錬金術師を置き、そこに材料を運び入れ、現地で作成する他ないのじゃ」

			「ならばジャビールがこの村で使えば……」

			「私は研究を好きにやらせてもらえるという条件で、ザイード様に仕えておるのじゃ。もちろんこういった相談にはのるがの」

			「ぐ……」

			　ザイードはジャビールとの契約を思い出し、言葉を飲み込むしかなかった。

			　もちろんジャビールは、協力を要請されれば手伝うつもりはある。今だって相談にのっているのだ。だが、朝から晩まで錬金硬化岩を作り続ける気はない。

			「そんなわけで、私は研究に戻らせてもらうのじゃ。あやつからのレポートを精査しなければならんのじゃ」

			「待て！　それではどうやって税収を上げればいい!?」

			「それを考えるのが、領主の役目なのじゃ。もう少し考えがまとまったら、また相談に乗ってやるのじゃ」

			　さらに何かを言いかけるザイードを無視して、ジャビール（変身錬金幼女）はその場を立ち去っていくのである。

			「まったく……ザイード様ももう少し成長できんものかの」

			　ザイードからようやく解放されたジャビール（ロリばばあ幼女）は、ふと、どこでもない空を見上げた。

			「ところで……なんだかさっきから、妙にバカにされている気がするのじゃが……」

			　気のせいです。

		

	
		
			　

			【電子限定特典】書き下ろし番外編　屹立する護剣は鈍いか鋭いか？

			　

			　彼女はペルシア・フォーマルハウト。

			　オルトロス辺境伯の三男で、開拓村の代官に任命されたカイル・ガンダール・ベイルロードと、その双子の妹マイナ・ベイルロードの専従護衛だ。

			　少々込み入った事情があり、護衛騎士ではない。

			　カイルとマイナの二人が幼い頃から面識があったことなどが考慮され、専従護衛に抜擢された。同僚からは左遷と同情されたが、ペルシアにとってはこれ以上の誉れはない。

			　身体の弱いカイル様とマイナ様を絶対に守り抜く！

			　彼女はそう決意して、辺境に赴いたのだが、その決意はあまり意味がなかった。

			　クラフト・ウォーケン。

			　この男のせいだ。いや、おかげと言うべきだろうか？

			　クラフトのおかげで、開拓村は日増しに大きくなり、住民は増え、商隊が行き交うようになる。

			　それだけではない。もっとも懸念していたカイルの健康まで解決してしまったのだ。

			　もちろんカイルが健康になったからといって、ペルシアの守り抜くという決意は変わらない。だが、その思いは少しだけ緩やかなものになっていた。

			　張り詰めていた日々が終わり、余裕が出てきたからだろうか、ペルシアは少し自分の事を考えるようになっていた。

			　ペルシアが自室を見渡す。

			　カイル邸に与えられた一室で、護衛に与えられるものとしては破格の広さである。

			　彼女は真剣な顔で窓のカーテンを睨んでいた。

			「んー。やはりここは……ピンクだな。花柄がいい」

			　割り当てられた部屋には、初めから基本的な家具類が備わっていた。客室と同じものだ。

			　灰色とも薄緑ともつかない、微妙な色合いのカーテン。落ち着いていて趣味を選ばない無難な色と柄といってしまえばそれまでなのだろう。それまでカーテンの色や柄になど全く興味がなかったのだが、ここ最近になって、急に面白くないと思い始めてしまったのだ。

			　カイルがクラフトから神話に出てくるような薬を与えられ、病気が完治。

			　日々の運動や訓練を始められ、みるみるうちに逞しくなっていくカイル。

			　誰よりもその事を実感していたのはペルシアだろう。

			　だから、気が抜けてしまったのかもしれない。それまで何の不満にも思っていなかった自室が、急に殺風景と感じたのだ。

			　最近テバサキという大きな買い物でかなり減ってしまったが、今まで趣味にお金を使うようなこともなかったので、金はそれなりに持っている。

			　新ゴールデンドーンの屋敷に移ってから、ペルシアの部屋は少しずつ変化していた。

			　

			before【ベッド】

			　まるで飾り気のない木製フレームに、ただ毛布をシーツで包んだ、宿屋に並ぶようなベッドです。

			　護衛のものとしては十二分ですが、面白みの欠片もありません。

			after【ベッド】

			　なんということでしょう！　新しく職人にデザインしてもらったベッドは、なんと、立派な天蓋のついたものでした！

			　細かな彫刻は女性らしい花柄がベースで、とても艶やかです。

			　今までの煎餅と間違えるマットとは違い、王都で流行っている新しいマットが用意されました。

			　やわらかな綿と、圧縮して硬くした綿を交互に挟み、柔らかさと適度な硬さを両立した素晴らしい逸品で、それは雲の上に転がるような寝心地を得られます。

			　掛け布団は薄紫をベースにした、少し大人びたデザインです。このデザインならもう少し大人になる日も安心です！

			　

			「いや、そんな予定はないが」

			　一瞬冷静になるペルシアだったが、頭を振った。

			　もちろんこの部屋に入れるのはペルシアとマイナとメイドだけ。

			　家具の発注を生産ギルドに依頼しにいった際、リーファンには作らせなかった。王都から移住してきた家具職人を紹介してもらったのだが、その職人にも絶対に他人にデザインを口外しないよう厳重にお願いしておいた。

			　剣で。

			　

			before【カーペット】

			　カイル邸に相応しい、高価なカーペットなのは間違いないのですが、やはり無難を突き詰めた色とデザインです。女性の部屋に薄茶色のカーペットは似合いません。

			after【カーペット】

			　なんということでしょう！　新しく購入したカーペットは、鮮やかなイエローがベースで、ピンクと赤の花弁がびっしりと刺繍された、とても先鋭的なデザイン！

			　なんと王都の貴族で流行り始めたばかりの最新版で、ここゴールデンドーンでこの柄を持っているのはペルシアだけなのです！

			　部屋に入った途端その斬新で華やかな色調に心が躍ります！

			　

			　このカーペットは生産ギルドがよく使っている商会長に発注した。金に聡い商人でアキンドーという。元は行商人だったらしく、彼の取り扱うカーペットは他の商会のものと比べて、取り扱っている種類が豊富だったため、彼から購入するしかなかったのだ。

			　もちろんアキンドーには口止めしてある。

			　剣で。

			　

			before【シェルフ】

			　あらかじめ備え付けられていた棚は、ただ木製の板が渡らされているだけの、実用性重視のものでした。こんな棚に何を置いてもまるで見栄えしないでしょう。試しに花瓶を置いてみたのですが、完全に浮いてしまいました。

			after【シェルフ】

			　なんということでしょう！　新しくシェルフだけでなく、キャビネットも用意されました。

			　もちろんシェルフは壁紙に合わせ、華やかな彫刻が刻まれています。新たに用意されたキャビネットも、白をベースにした陶器性の大変オシャレで女性らしいデザインです。難点は強度が足りないことくらいでしょう。

			　ですが小さな白い薔薇が天板の縁にデザインされた、キャビネットならば、艶やかな白い焼き物の花瓶を置くことで、より一層素敵な空間になりました！

			　

			　ペルシアはこれらの家具も、生産ギルドを通さず、直接面識のない商会で発注した。

			　家具職人、陶器職人には無駄口は死を招くと事実を伝えておいた。

			　剣で。

			　

			before【雑貨】

			　あらかじめ用意されていた雑貨はありません。

			　生活雑貨であるタオルなどは、実家から持ってきた物や、村で購入したシンプルなデザインの物を使っていましたが、やはり彩りは何もありません。

			after【雑貨】

			　なんということでしょう！　今、この部屋にあふれるのは、花柄のタオル！　宝石の散りばめられたオルゴール！　女の子らしいぬいぐるみの数々！　芸術性の高い鏡台！　並べられた女性らしい化粧道具！

			　

			「まあ、化粧品など使っていないが」

			　再び冷静になるペルシア。

			　改めて部屋の中を見渡した。

			　ベッドやシェルフに並べられたぬいぐるみは様々で、ウサギ、クマ、イヌ、ネコ、サメと色とりどりだ。

			　最後のサメだけはなぜ購入してしまったのかペルシア自身にもわからない。たぶん勢いだろう。

			　この様に、色とりどりの部屋となっていたので、まだ手つかずだったカーテンがやたらと浮いているのだ。

			　ペルシアは、部屋のバランスを考えながら、カーテンの色柄を考える。

			　やはりピンクの花柄だろうと結論づけたところで、ふと我に返った。

			「いくらなんでもやりすぎだろう！」

			　彼女は頭を抱えてしゃがみ込むのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日、アルファードは暇をしていた。

			　元聖騎士のアルファードは、現在、護衛と兵隊の責任者として二足のわらじを履いている。

			　カイルの護衛には、ペルシアかアルファードのどちらかがそばにいるのが基本なのだが、この日のカイルは執務室から出る予定がなく、さらにクラフトとリーファンが一緒に仕事をしていた。

			　規定どおりアルファードがカイルの護衛として立っていたのだが、クラフトが気を利かせて、護衛していたアルファードに少し休憩したらどうだと提案してきたのだ。

			　はじめは遠慮していたアルファードだったが、カイルの勧めもあり、言葉に甘えることにする。

			　クラフトとリーファンが一緒なら、安心なことも、アルファードの心情を後押しした。

			　突然の休養となり、アルファードはやることも思いつかず、ほとんど無意識で歩いていると、気がついたらアルファードの足はペルシアの部屋の前へと向いていた。

			「ごほん」

			　アルファードは自分を誤魔化すように、一つ咳払いをする。

			　部屋のことで何かペルシアに言われていた気もするが、思い出せない。

			　アルファードとペルシアは一緒にいる時間が多い。だがそれは職務であり、少しくらいの雑談はするが、その程度だろう。

			　だから二人が同時に休憩を取れる事は滅多にない。今がまさにその時間だった。

			「同僚なのだから、食事くらい誘っても、問題ないだろう。うん。同僚なんだからな。同僚としてなんだ。同僚だから変じゃない」

			　アルファードは呪文のように同僚同僚と繰り返しながら、彼女の部屋の前に立った。

			「んん……ごほん。あー、ペルシア、いるか？」

			　ノックしながらドア越しに彼女の所在を確認する。

			「ふぁっ!?　アル!?　なんだ!?　敵か!?」

			　中からペルシアの声が返ってくる。真っ先に敵という単語が出てくるあたり、常在戦場を実戦しているのだろう。

			「いや、カイル様に少し休養をいただいたので、その。一緒に食事でもどうかと思ってな」

			「え!?　あ、ああ、なるほど！　食事か！　悪くないな！」

			　アルファードはほっと安堵の息を吐く。内心では断られないかドキドキだったのだ。だから、その安堵が油断だったのだろう。

			「入るぞ、ペルシア」

			　基本的に護衛の部屋には鍵をかけない。どんな時でも飛び出せるように。どんな時にも逃げ込めるように。

			　だから護衛は、徹底的にプライバシーを排除する訓練をする。例えば男女一緒に生活し、トイレも風呂も食事も全て同じ空間に放り込まれる。

			　特にこの二人は出自の問題から、カイルとマイナの護衛につくと決まったとき、短期集中でこの訓練をおこなった。

			　共に剣を交わし、狭い個室で同室し、着替えも水浴びも食事も全て同じ空間で過ごす過酷な訓練だった。

			　聖騎士として育ったアルファードと、女性専用の護衛騎士として育ったペルシアには、それは厳しい訓練となった。

			　だが、そのおかげで、アルファードはペルシアに対して、同性の騎士としての対応が身についていた。

			　だから。

			　聖騎士隊にいたときと同じ様に行動してしまったのだ。

			　同僚の部屋に気安く入るように、ドアを開けようとしてしまったのだ。

			　にゅ。

			　わずかに開いた扉の隙間から出てきたのは、ドラゴン討伐の報酬でペルシアがたまわった、名剣の切っ先。

			　さすがのアルファードも思考が止まる。

			　そして、その隙間には、鋭い切っ先だけでなく、凶悪に輝く瞳も一緒に覗いていたのだ。

			　アルファードの背筋に、悪寒が走る。

			「アル……この部屋には、緊急時以外に、来るな、入るなと、言わなかったか？」

			　地獄から響いてくるようなその声に、アルファードは忘れていた事を思い出す。

			「あ……ああ、そ、そうだったな……その……す、すまん！」

			　アルファードは、慌てて飛び退き、一切の躊躇をせずに、背中を見せて逃げ出していった。

			　遠ざかるその背中を見て、ペルシアは小さく息を吐く。

			「この部屋を……この部屋だけは見せるわけにはいかんのだ。許せ、アル」

			　ペルシアが、大きなチャンスを自ら手放していたと気付いたのは、数時間経ったあとの事だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それは、コカトリスの襲来を退け、ようやく第二市壁が完成するという時の話である。

			　会議室にはカイル、マイナ、クラフト、リーファン、レイドック、冒険者ギルド長のサイノス、ペルシア、アルファードが揃っていた。あとなぜかジタロー。

			　話し合いの内容は市壁完成の式典に関するあれこれだ。

			　最初は通常の式典に関する警備の話などだったが、一段落するとジタローが手をあげる。

			「あの、ちょいといいっすか？」

			「はい。なんでしょう？」

			　カイルがにこやかに発言を許可する。

			「祭りといえば出し物じゃないっすか！」

			　ジタローの言葉に、反射的に立ち上がったのはもちろんリーファンだった。

			「え!?　まさかアレをまたやれっていうの!?　絶対に嫌だからね!?」

			　ペルシアは、ジタローが企画した出し物と聞いて、もちろんリーファンの歌と踊りを思い出す。

			（あのリーファンは……可愛かった）

			　人形やぬいぐるみに着せるようなカラフルでひらひらの斬新な衣装を身につけ、吟遊詩人や楽団が奏でるのとはまるで違う、アップテンポな曲を歌いながら、舞踊とも剣舞とも違う、ポーズを基盤としたキレのあるダンスを踊ったリーファン。

			　今思い出しても、その可愛さに身悶えしたくなるほどだ。だからこそペルシアにはわからない。

			（どうしてリーファンは断るんだ!?）

			　そう叫びたくなるのをグッと我慢する。

			「いやいやいや！　リーファンの姉さんは、もう伝説になってるんですぜ!?　あれを見た事があるのは初期の開拓民だけでしょう？　もう噂が噂を呼んで、いつ見れるんだ！　もう一度見せてくれ！　俺にも見る権利はあるだろう！　って問い合わせが凄いんでさぁ。さすが人気でさあね、星屑ひ……」

			　ジタローの前に、巨大なハンマーが突きつけられる。あまりの早業に反応出来なかった。

			「それ以上言ったら、ぷちっと潰すからね？」

			「うひゃぃ!?」

			　リーファンが恐ろしい笑顔をジタローに向ける。

			（待てリーファン。それでは私が見れないではないか！　それに、今度こそ私も一緒に……!!）

			　それまで成り行きを見守っていたクラフトが口を開く。

			「なあリーファン。何がそんなにダメなんだ？　あれはなかなかよかったと思うんだが？」

			（おおクラフト！　お前ならやってくれると信じていた！　そのまま口説き落とすのだ！）

			「何もよくないよ！」

			「いや、盛り上がってただろ。祭りって意味でも必要だと思うけどな」

			（そうだ！　盛り上がってたぞ！　間違いなく必要だ！　主に私のために！）

			「ええ!?　嫌だよ！　あれ、すっごく恥ずかしかったんだから！」

			（たしかに、恥ずかしさはある。だがリーファン！　恥ずかしさ以上に可愛いが上回るだろう!?）

			「うーん。でもなぁ……」

			（クラフト！　何を躊躇している!?　押せ！　押すんだ！）

			　クラフトが腕組みしながら呟いた。

			「アキンドーが言ってたんだよな。商売的に美味しいって」

			「何させる気!?　絶対にやらないからね!!」

			（だああああ！　クラフトの馬鹿者ー！）

			　交渉に失敗した事実に、倒れそうになってしまう。

			「はあ……今度こそ私も衣装を着れると思ったのだが」

			「「「え？」」」

			　全員の反応に、ペルシアは自分の声が漏れていた事に気づく。

			「あ、いや、今のは……」

			「ペルシアの姉御！　協力してくれるんでやすね!?」

			「ん……いや……」

			　勢いで断ろうとして、先日のミスを思い出す。逃げていくアルファードの背中が脳裏に蘇ったのだ。

			（ここは、ジタローにいやいや乗る形を見せれば！）

			　ペルシアはゴホンと一つ咳払い。

			「ま、まあリーファンがどうしても嫌で、だが必要というのであれば、私が協力してやらんこともない」

			　内心ではやらせろと叫びたい彼女であったが、わずかに体面が上回る。

			「え!?　ペルシアさん!?　あの衣装だよ!?　あの歌だよ!?	　あの踊りだよ!?」

			「あ、うん。だが、楽しみにしている住民がいるのだろう？　ならば上に立つ者が率先するべきではないだろうか？」

			「ペルシアの姉さん！　おいら感動しやしたぜ！　なぁに！　あとはおいらに全て任せてくだせぇ！　絶対いいもんにしやすから！　皆さんもお手伝いお願いしやすぜ！」

			「まあ、ペルシアがいいならそれでいいぞ」

			「男性陣も負けてられないでやすね！」

			「じゃあ私はみんなの衣装やステージ作りだね！」

			「お願いしやすぜ！」

			　こうして。

			　大規模な見世物……ステージライブが決定した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　待ち望まれていた市壁が完成し、大々的な祭りがひらかれた。

			　成人の儀と合わせて行われる祭りより大規模で、酒も料理も大量に振る舞われる。

			　真面目な式典が終わると、一気に賑やかな雰囲気へと変わっていった。

			　式典が終わったあと、ペルシアたちは劇場に向かった。

			　初めは中央広場に設置される予定だったステージなのだが、良い席を取ろうと、何日も前から徹夜する住人が増え、露店や通行に支障が出始めたため、急遽劇場を建設することになったのだ。おかげでクラフトとリーファンとジタローから自重が消え、この短時間で観客席まで備えた扇形の劇場が完成してしまったのだ。

			　リーファン曰く、彫刻も何もない兵士の訓練施設みたいになってしまったのが心残りらしい。

			　後日改めて、細部や屋根を作るらしいが、劇場の機能としては全てをかね揃えていた。

			　やろうと思えば、武術大会を開催できる規模の施設になっている。

			「いやー、さすがクラフト君だよね！　まさか錬金強化岩があっという間に硬化する錬金術があるなんて！」

			　リーファンに褒められて、クラフトが鼻を高くする。

			「生産性もコストもガン無視したからな。あれだけの予算を突っ込めば、ステージと観客席を作るくらいならわけない。もっともリーファンの設計あってこそだけどな」

			「えへへ」

			　ペルシアはもう、呆れることすら諦めた。リーファンはクラフトの事を非常識と認識しているようだが、ペルシアからすればリーファンも大概だ。

			　完成ほやほやのステージ上では、ジタローが大活躍していた。

			「鈴蘭すずらん楽団はそちらに並んでくだせぇ！　時雨しぐれ楽団はその反対にお願いしやすぜ！　クラフトさん！　リーファンの姉さん！　そろそろ着替えてくだせい！」

			「おう」

			「わかったよ！」

			　最初は自分たちで楽器演奏をやる予定だったが、噂を聞きつけたアキンドーの出資によって、音楽はゴールデンドーンに来ていた二つの楽団に依頼し、結局衣装は全員で揃えることになった。

			　歌の中心はペルシアだが、全員が交代で歌う変わった形になったのだ。もちろんジタローのアイディアである。

			　ペルシアは流された。そりゃもう激流の大河のごとく、流されまくった。

			　彼女の着替えさせられた衣装は、黒がベースのコートで、銀糸の刺繍がこれでもかといれられたものだ。実用性の全くない高い衿えり、何のためにあるのかわからない沢山のベルト、無駄に立体成型され、コートなのに身体のラインがハッキリとわかる。

			「なんでこうなった……」

			　ペルシアが求めていたのは、もっとこう、ふりふりして、ピンクで、ふわふわな、普段着ることが出来ない、人形のような衣装だったはず。

			「……似合っているなペルシア」

			　彼女の横に来たのは、アルファードだった。揃いの衣装であることを意識して、一瞬思考が飛ぶ。

			　男らしくがっしりした体型のアルファードが纏うと、同じ衣装とは思えない男らしさが醸し出される。クラフトの作り出した魔法の光球の明かりが、銀糸金糸をきらきらと輝かせる。

			　見慣れた同僚が少々照れたように頬を掻く。

			「俺は……どうだ？　その、あまり似合っていないだろう？」

			　そんなことはない、似合っていると口に出そうとしたときだった。

			「遅くなりました。ああ、お二人とも似合っていますね」

			　ペルシアの主、カイルが奥からやってきて微笑む。

			「そんな事はありません！　カイル様こそ本当にお似合いです！　ああ！　マイナ様も可愛いですよ！」

			　同じ衣装でも、少年が身につけるとまた趣が違う。少し派手だと思っていた衣装の輝きが、中性的な笑顔と並ぶと、まるで神話を描いた一枚の絵画のようだ。

			　マイナもまたカイルと印象が変わる。個々にサイズを合わせたはずなのに、ジタローのごり押しで、なぜかマイナの衣装だけ少し大きい。だぼだぼとした衣装に振り回されるマイナは、小動物かいたずら天使か。

			　ジタロー……恐ろしいやつ……。

			　ペルシアが二人を絶賛していると、アルファードがぼそりと呟く。

			「そんな事ないか……」

			　悲しい事故であった。

			　そんな事故に誰も気がつかず、次々と関係者が集まってくる。

			「さーて、みなさん準備はいいですかい！　練習の成果を見せてくだせえ！」

			　ジタローの宣言で、ステージは慌ただしくなった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕方になり、劇場の門が開くと、待ちわびていた住人が雪崩れ込み、我先にと良い席に飛びついていく。

			　警備に一〇〇人の冒険者を雇っていたが、あっという間に群衆に飲み込まれた。ドラゴン討伐を成し遂げ、暴走コカトリスを防ぎきった猛者たちが。

			「走らないで！　走るなこら！　並べ！　歩け！」

			「うるせぇ！　俺は今までずっとリーファンちゃんの噂を自慢げに聞かされ続けたんだ！　邪魔するな！」

			「ごはっ!?　Ｃランク冒険者の俺が押されるだと!?」

			「退いて！　ペルシア様の勇姿が見れない！」

			「ちょっ!?　奥さん落ち着け！」

			「邪魔するなぁ！　我らが領主であるカイル様の舞台をこの目に焼き付けなければならぬのじゃぁ！」

			「ご老人！　無茶はいけない！　それとカイル様は領主ではなく代官……ごっはぁ！」

			「地味王子のアルファード様は私の物よ！」

			「ここは婚約相手を見つける社交の場とはほど遠いぞ！」

			「結婚は戦場よ！　〝轟風弾〟！」

			「ごべらぁ！」

			　だいたいこんな感じで、席取り戦争が勃発。観客席は一瞬で満席となった。

			　屋根はないので、夕陽が紅く差し込むステージで、前座となるオーケストラ演奏や、大道芸が始まる。

			　それまで興奮気味だった観客も、それらの一般的だが充分お祭りでしか楽しめない催し物に、異常なテンションを緩めていく。

			　おちゃらけたピエロのパントマイムに、優しい笑いが流れていく。

			　そんな様子をクラフトとジタローが汗を拭って見つめていた。

			「あぶねぇ、なんとか収まったな」

			「だから言ったでしょう？　舐めてたらえらいことになるって」

			　それ見たことかとジタローがクラフトに肘打ちする。

			「すまん。まさか一瞬でこの観客席全てが埋まるとは思わなかった」

			「このゴールデンドーンは普段も充分幸せですがね？　祭りとなりゃあ、興奮するもんでさぁ」

			「ジタローの助言どおり、前座をねじ込んで正解だったな。それにしても、なんなんだこの熱狂は」

			「英雄……違うっすね。アイドルっつー存在が求められてるんでしょうや」

			「偶像……ねぇ」

			　クラフトはジタローが熱弁するアイドル像ってやつがよくわからなかった。

			「まあいい。そろそろメインディッシュの時間だぞ！」

			「「「おおー！！！」」」

			　クラフトの合図と共に、ステージの照明が全て落とされる。

			　前座の間に、空は暗くなり、ぽっかりと星空が浮かんだ。

			　観客がゴクリと息を飲む。

			　今から待ち望んでいたステージが始まるのだと、誰もが理解したからだ。

			　最初に起きたのは、爆発。

			　大量の水蒸気がステージを覆い尽くし、七色のライトが何十本も交差する。

			「「「う……うわああああああああああああああ！！！！」」」

			　客席が爆発した。一部興奮しすぎて比喩じゃなく魔法をぶっ放し冒険者につまみ出される奴がいるほど、沸いたのだ。

			　人間とは、これほど感情を振り切ることができるのだろうかと疑いたくなるほどの大騒ぎである。

			　夜空が割れるのではと思わせるほどの大歓声をかき分けるように、スモークの中からペルシアが歩み出し、全てのスポットライトが集中した。

			　コートに刺繍された銀糸金糸が、星屑を集めたように、これでもかと光り輝く。

			　それだけで一部の女子が失神した。

			　

			［ペルシア］

			　hey!　見てるかい？　ボクの瞳

			　キミのメランコリーはファンタズム

			　よそ見は禁止　hey! look! eyes!

			　

			　ペルシアがリズムよく歌いながらステージ中央にステップすると、風魔法で一気にスモークが舞い上がる。

			　一瞬でさえぎられていた視界が晴れると、そこにはペルシアを中心にクラフト、カイル、レイドック、アルファード、ジタローが並び、さらにその背後にリーファン、マイナ、ソラル、アズールがあまり目立たないように並んでいる。

			　今回、曲の大半を歌うのはペルシアで、踊りも中心だ。ジタローが「センターと言え」と謎のこだわりを見せていたが、よくわからなかった。

			　センターのペルシアを中心に、男性陣が一緒にダンスして、残りの歌を担当。

			　女性陣はバックコーラスしつつ、バックダンスをこなすのだ。

			　観客席の歓声が一部悲鳴に変わった。

			　

			［ペルシア］

			　ルナティックなキミを抱きしめ	　パラドックス

			　そうさボクの心は　いつだってカオス

			　だから癒やしてヒーリング！

			　

			［女性コーラス］

			　ヒーリング！　ヒーリング！

			　

			　マイナのコーラスだけ調子っぱずれだったが、気づいた人間はわずかだ。

			　アキンドーの手配した二つの楽団も見事な演奏を披露してくれる。

			　センターで振り付けをしていたペルシアがダンスしていたカイルと入れ替わった。

			　

			［カイル］

			　かわりに癒やしてあげるよ　共依存

			　絡みあい　離れられない

			　

			　ショタが死んだ。

			　観客席は阿鼻叫喚の地獄絵図となっていた。

			　カイルは手を差しのばすと、それをエスコートするようにクラフトがその手を取る。

			　クラフトが軸になって二人がクルリと位置を変える。

			　腐女子が死んだ。

			　

			［クラフト（セリフ）］

			　キミを傷つけていいのはボクだけだ

			　ボクを傷つけていいのはキミだけだ

			　

			［レイドック（セリフ）］

			　ああ、キミが望むだけ傷つけてあげるから

			　ボクが望むだけ傷つけて

			　

			　クラフトがセリフを囁くと、いつの間にかクラフトの横にレイドック移動し、囁き返す。

			　腐女子が昇天した。

			　クラフトファンが死んだ。レイドックファンも死んだ。

			　癒やしたいのか傷つけたいのか意味のわからない歌詞に文句をつける観客はおらず、ただひたすらにテンションが上がっていく。

			　ひょいとセンターにジタローが飛び出る。

			　

			［ジタロー］

			　旅立つよ　明日へと

			　見つけるよ　フューチャー

			　

			　ノリノリのジタローに、観客がほんの少しだけ冷める。無駄に歌もダンスもキレッキレなのがむかつくのだ。

			　観客の上限値をはるかに越えていたテンションが、逆にちょうどよい高さに下がる。

			　そこに大柄なアルファードが登場。

			　

			［アルファード］

			　信じるよ　ディスティニー

			　感じるよ　シンパシー

			　

			　再び危険域を飛び越える歓声。

			　他のメンバーに比べると少し下手なのがまた、お姉様方の心をくすぐった。

			　そしてアルファードにエスコートされ、ペルシアが再登場。

			　アルファードファンとペルシアファンが天国へと旅立った。

			　

			［ペルシア］

			　hey!　見てるかい？　ボクの瞳

			　キミのメランコリーはファンタズム

			　よそ見は禁止　hey! look! eyes!

			　

			［ペルシア］

			　カオティックなキミを抱きしめ　ディストーション

			　そうさボクの瞳は　いつだってDawn!

			　だから行こうよ　ゴールデンドーン！

			　

			［男性・女性コーラス］

			　ゴールデンドーン！　ゴールデンドーン！

			　

			［ペルシア］

			　そうさここだよ　ゴールデンドーン！

			　

			［男性・女性コーラス］

			　ゴールデンドーン！　ゴールデンドーン！

			　

			　ペルシアが観客に向かって叫ぶ。

			「さあ一緒に歌おう！　ゴールデンドーン！」

			　コーラス隊が続く。

			「ゴールデンドーン！	　ゴールデンドーン！」

			　ペルシアがもう一度。

			「そうさ歌おう　ゴールデンドーン！」

			「ゴールデンドーン！　ゴールデンドーン！」

			　続くコーラス隊に合わせて、観客が少しずつリズムを刻む。

			「声が小さい！　ゴールデンドーン！」

			「「「ゴールデンドーン！　ゴールデンドーン！」」」

			　夜空に合唱が響いていく。どこまでも、いつまでも。

			　こうして、前代未聞のライブコンサートはここに終了した。

			　後に、住人は語る。伝説のライブだったと。

			　

			before【ペルシア】

			　真面目な親衛騎士団員で堅物でした。

			after【ペルシア】

			　なんということでしょう！　あれほどお堅いと思われていたペルシアは、住人の多くからお姉さまと呼ばれるように！　彼女のファンから、毎日のように男物のプレゼントが届くようになり、頭を抱えるポンコツ女騎士が新たに誕生したのです！

			　

			「うるさい。黙れ」

			　あ、はい。

			　ペルシアは、剣で黙らせるのが得意な女だったのだ。
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